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第 37国全国協同学習研究大会

第 1分科会

単元の見通し学習の指導と評価
算数科における学習意欲の向上

(資 料 編 )

東京 練馬区立田柄第二小学校
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単元導入素材の工夫

<=4頭 Lゼ導農委平1:〕>

[具体例 11 2年 「形を作ろうJ

<全体絵図の解説>            .
本単元の学習である①色板での操作活動 (中請図形)②等長数え棒での操作活動 (中空図形)③ス

トローとねんど玉での操作活動 (辺、頂点に着目)④三角形、四角形で動物を囲む活動 (三角形、四

角形の定義)の問題場画を 1枚の絵図におさめた。使用予定の教具ではB4サイズに入らないこと、

教具を小さくすると操作がしにくいという理由で、色板や数え棒の実寸ではなく縮小の絵図とした。

そのため、各時間の学習では、それぞオl実寸で操作できるワークシー トを用意ヒノた。

<考察>
児童は、「絵図Jに対して大変関心を示した。「ここいつやるの」「これ早くやりたい」という声も

多く聞かれるなど、先の学習にも興味をもつ様子が見られ、学習意欲を高めることができた。全体絵

図を拡大したものを常に掲示し、毎時間はじめには必ず絵図を見て、前時までの学習内容と本時の学

習内容を確認したことは、導入時の関心を持続させることや安心して学習することに役立った。

[具体例 2] 1年 「のこりはいくつ ちがいはいく―J 」

申

”

-1-



<全体絵図の解説>
単元の学習内容を網羅した求残、求補、求差を表す絵を組み入れた。この全体絵図の場面をもとに

お話作りをすることで、たし算との違いを意識できるようにした。そのため、絵図には、求残、求補、

求差のお話ができるような絵を2間ずつ入れた。他にも児童が話を作りやすいようにうさぎや金魚の

日の形を変えたり、チューリップの色を変えたりする工夫をした。

<考察>
全体絵図を児童一人一人が持ち、毎時間、学習した場面を色塗りし、単元の学習のまとめで、全体

絵図を活用することで学習に対する達成感1満足感を味わうことができた。さらに、学習したそれぞ

れの場面を振り返ることで、求残、求補.求差のどの場面もひき算の式で表せるというように統合し

て考えることができた。

<高 学 年 >

<全体絵図の解説・活用法>
単元の学習内容であるこみ具合、人口密度、収穫率、速さを絵で表した。特に異種の 2量を児童が

見つけ出す活動を重視すること、こみく
゛
あいなどをとらえやすくすること考え.できるだけ数値は出

さずに絵や図で表すようにした。

単元の導入 (第 1時)での話し合いで、比較する際に活用する 2量と学習項目を書き入れた。その

後、各時間で活用した考えを児童の言葉で吹き出しにして記入した り、人口密度や速さの公式など大

切な学習内容も記入したりして、学習の記録として蓄積していった。

<考 察>
児童は、問題解決の際に、絵図にある考え方をもとに解決の見通 しをもったり、絵図にある考え方

を解決が停滞 した時のヒントとしたりするなど、進んで全体絵図を活用することができた。

教師は、学習のまとめで単元を貫 く「平均の考えJを確認 したり、解決に活用した考えを整理した

りする際に、全体絵図を活用した。学習意欲を高めると共に数学的な考え方の育成にも有効に活用で

きたと考える。

[具体例 3] 6年 「単位量あたりの大きさ」

,

高鶴尚 子選手
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<具体例 4> 5年 「小数のかけ算とわり算 (2)」
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<全体絵図の解説・活用法>
各時の学習内容を簡単に文章や式で表したものを山登り形式にして図に表した。そして、全体絵図

はI『小数の「かけ 。わ り山」ガイ ドブック』と名づけた。

単元の導入 (第 1時)での話 し合いで、この『小数の「かけ 。わ り山Jガイ ドブック』をもとにこ

れから学習する内容の見通 しをもった。全体絵図には児童の学習感想欄を設け、一覧化できるように

した。感想欄には、わかったこと、わからなかったこと、問題解決に有効であった考え方を記入する

こととした。

<考 察>
児童は常に自分の学習の軌跡 (自 己評価)を 目にすることができ、それが既習事項の確認につなが

つた。同時に、自分の学習の軌跡をもとにそれ以降の学習予定についても見i通 しと、時には次時の学

習目標をもつことができたと考える。

山登り形式でにしたことで、頂上に行くという最終的なゴールを設定することができた。そのため、

児童は意欲的に学習に取 り組むことができた。単元全体のめあて (最終的なゴール)を設定すること

は、学習意欲の喚起・持続に有効である。
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<具体制 5> 6年 「単位量あたりの大きさ」

単元導入素材の工夫のポイント

①問題場面を遊園地に統一した。

②遊園地を舞台にした全体絵図の中に単元の学習問題を全て盛り込んだ。

③「単元全体のめあてJを設定した。

単彙全体のめあて :東京ドリームランドの比べ方の達人になろう。

めあてに追るための具体的目標

種類のちが う2つの量の割合を使つて、比べ方や表 し方が分か り

ようになろう。 (遊園地に関する問題づくりをする。)

それを使 うことができる
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<具体例 6> 5年 「百分率 とグラフ」

単元導入素材の工夫のポイン ト

①単元の学習課題を自ら見つけ出し、より主体的に学習に取り組むことができるようにするため

に、問題 (本単元においては、比の第一、第二、第二用法の内容が含まれている問題を設定)

を活用した単元オリエンテーションを実施する。

②「単元全体のめあてJを設定した。

単五全塾のめあて_1_重い物よ手になろう。

モT亀手瞥轟努隆:轟1うち多司貯1義庫ォリと時間を費し
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| 三小堂のファミコンDPS(定 価 15,000円 )と 、人気ソフ ト「算数の達人ゴー !ゴー !ゴ

|― !J(定価 5, 000円 )を買いたい。でも定価で買 うと20, 000円 の買い物になつてしま

|う 。一生けん命ためたお小づかいは、 20,000円 には足 りない。 ところが、今なら「新春お年

1玉
セールJでいろんなお店が割 り引きセールをやつている。今がチャンスだ !!買い物上手の君な

|ら 、どの店で一番安く買い物をする。

小 山 電 気

■DPSと 、ソフ トをあわ

せて買 うと2つの合計金

額の25%OFF

1 買い物をした後、次の買い物で 360円 分値引きになるポイン トサービスがついた。この 360
:円 は、はじめに持つていたお小づかいの 2%の金額にあたる。はじめに持つていたお小づかいの金

1額はいくらか。 (あ まつた 円は貯金できる。)
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<問題を活用 した単元オ リエンテーションの流れ>

①問題を提示する。

↓

②問題を見て、解決の予想を立てる。

↓

③問題解決するために、必要な学習課題につい て話し合 う。

↓

④学習課題をまとめ、大まかな学習計画をたてる。 (解決の順番や解決方法について考える。)
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資 料2  全体絵図・表、問題と指導計画

<低学年における単元導入素材の工夫例0>
～第 2学年「形をつくろうJ～
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<全体絵図を活用した指導計画 (6時間扱い)>
時 学習内容 学習のポイン ト (*は具体的な活動内容)

l 絵図を見ての話し合い

《二人組》

(全体絵図を活用)

・ 単元を通 した学習内容の含まれた絵図の提示.

・前学年での学習内容の確認。

・ 平面図形に親 しみながら基本的理解を深める。

*できている形 と同じ形を作る。

*自 分たちで形を作る。

2 色板 (直 角二等辺三角形 )

操作活動 《個人活動》

(全体絵図→①の部分を活用)

・形の構成。

*線のところに色板をおく (1枚 )。

*できている形を 1枚で移動をして作る。

・ずらす、まわす、裏返す等の操作方法に名前をつける。

*スースーパタン、スークルパタンなど、子どもの言葉で考

える。

3 等長数え棒で操作

(全体絵図→①の部分を活用)

。内部が面で4it成 されている図形、辺だけで構成されている

図形の違いを考える。

*絵図の『木』を色板で作つたものと、数え棒で作つたもの

とを並べて比べる。

*数え棒を使つて画用紙に自由に形づくりをする。

(画用紙にテープで貼つていく。)

4 ひご (ス トロー)で三角形 を

作る

(全体絵図→②の部分を活用)

・内部が面で構成 されている図形も辺だけで構成されている

図形も同様に「さんかくJ「 しかくJであることを知る。

*色板で作した図形 とひごで作つた図形 とを並べて提示 し、

同じであること.を確認する。

*ス トロー、ねんど玉を組み合わせて形づ くりをする。

5 ・絵図の動物園を見て、三角形、

四角形で動物で囲む。

・直線のひき方の練習

(全体絵図→②の部分を活用)

三角形、四角形 とい う用語を知る。

三角形、四角形の定義を知る。

6 ゲーム形式で三角形、四角形

の分別の練習。

(全体織図→③の部分を活用)

・三角形、四角形についての理解を深める。

*ワ ークシー トを使い、動物囲みのゲームをする。

*絵図、ワークシー ト等を見て、単元を通 しての学習を振 り

返る。

-7-



<全体絵図を活用した指導計画 (7時間扱い)>
時 標目 学 習 活 動

'学習内容の見通 しをもつ。

求残の場合について、減法の

意味を理解する。

求残の場合について式の表 し

方を理解する。

(全体絵図書活用 )

(全体絵図→①の部分を活用)

・単元を通して使用するひよこ、ウサギ、金魚、チュー リッ

プ、リンゴの本が描かれている絵を見て、自由にお話を作

る。

・ ひよこがサークルから出て行く3コ マの絵 (①)を見て減

少の事象をとらえ、減少の意味をとらえる。

・
２

　

　

´ヽ

・被減数が 10以内の減法計算

ができる。

・求補の場合について、減法の

意味を理解する。

(全体絵図島②、③、④の部分

を活用)

・ ウサギが家に帰る絵 (②)を見て減少の事象であることを

確かめ、減法の式に表せることがわかる。

・色違いのチュージップ (0)や金魚の絵 (0)を見て求補

の意味をとらえ、求補の事象を減法の式に表す。

3 減法の計算能力を高める。 被減数が 10以内の減法計算の練習をする。

4 0を含む減法の計算の意味を

理解する。

・ 0を含む減法の場面をとらえ式に表し、その意味を理解す

る。

5 ・ 求差の場合について、減法の

意味を理解する。

(全体絵図→③の部分を活用)

左右のチュー リップの花の絵 (0)を見て、 1対 1対応に

よっ 2量の多少をおさえた後、その差の求め方について考

える。

プロック操作で求差の意味をとらえる。

求差の事象を減法の式に表せることを理解する。

6 1求差の場合について、減法の

意味理解を深める。  1
(全体絵図→①、②、⑤の部分

を活用)

リンゴの本 (0)の絵を見て減法 (求差)の式に表す。

ウサギとひよこ (① と②)では、どちらが何匹多いかをブ

ロック操作で考え、減法の式に表し、正しく答えを書く。

7 単元全体絵図を見て どうい う

お話でひきざんの式ができた

か振 り返 り、減法の意味理解

を深める。

(全体絵図を活用 )

単元全体絵図を見て、求残、求補、求差の場面のお話をも

う一度する。

どの問題も減法の式に表せることをとらえる。

他にも問題ができないか考える。
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<高学年における単元導入素材の工夫例③>
～第6学年「単位量あたりの大きさJ～
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*Y rr.Y7*? e l/
*自 己 評 価 *教 師 の 助 言

ホツピングコース・ 23時間 ステ ップコース・ 23時間 ジャンプコース・ 23時間

*◎は、各コースの重点

く小数のかけ算・わ り算 (2)全 体絵図を活用 した指導計画 (23時間撤)>
～

単元指導の構想図 (学級担任2名 と少人数加配教諭 1名 の計3名 で指導する。)

こ  目 標

◎乗数が小数の場合の乗法や
除数が小数の場合の除法の

意味とその計算のしかたを
理解し、それを用いる能力
を伸ばす。

①計算法則は数範囲が小数の

場合でも成 り立つことを理

解する。

<小数のかけ算>
・既習事項の確認。

・単元導入絵図により単元

全体の見通しをもつ。

'小数をかけることの意味

と、整数 X小数(1/10の位)

の計算のしかたの理解。

・1/10の位までの小数どう

しをかける筆算のしかた

を理解 し、その計算がで

・ 1/10の位までの小数同士

をかける計算 (末尾 0処理

や 0を補 う)が できる。

・純小数をかけると、積は

被乗数より‐小さくなるこ

との理解。

・長方形の辺の長さが小数

の場合も面積公式が適用

できることの理解。

・小数の場合でも、交換、

結合、分配法則が成 り立

・既習事項の確認。

・単元導入絵図により単元

全体の見通しをもつ。

・小数をかけることの意味

と、整数 X小数(1/10の位 )

の計算のしかたの理解.

・1/10の位までの小数どう

しをかける筆算のしかた

の理解と、その計算がで

きる。

・ 1/10の位までの小数 どう

しをかける計算 (末尾 0処

理や 0を補 う)ができる。

・純/1ヽ数をかけると、積は

被乗数より小さくなるこ

との理解。

・長方形の辺の長さが小数

の場合も面積公式が適用

できることの理解。

・ 小数の場合でも、交換、

結合、分配法則が成 り立

・既習事項の確認。

・ 単元導入絵図により単元

全体の見通しをもつ。

・小数をかけることの意味

と、整数X小数(1/10の位)

の計算のしかたの理解。

・ 1/10の位までの小数どう

しをかける筆算のしかた

の理解と、その計算がで

きる。

・ 1/10の位までの小数 どう

しをかける計算 (末尾 0処

理や 0を補 う)が できる。

・純小数をかけると、 積は

被乗数より小さくなるこ

との理解。

・長方形の辺の長さが小数

の場合も面積公式が適用

できることの理解。

,小数の場合でも、交換、

結合、分配法則が成 り立

目 標

○乗数が小数の場合の乗法や

除数が小数の場合の除法の

意味とその計算のしかたを

理解し、それを用いる能力

を伸ばす。
○計算法則は数範囲が小数の

場合でも成 り立つことを理

解する。

◎乗法、除法の混合問題で、

問題の内容を理解 し、正 し

く立式 して課題を解決する

力を伸 lffす。

<小数のかけ算>

目 標

○乗数が小数の場合の乗法や

除数が小数の場合の除法の

意味とその計算のしかたを

理解 し、それを用いる能力

を伸ばす。

○計算法則は数範囲が小数の

場合でも成 り立つことを理

解する。

◎数直線や絵図を利用しなが

ら、解決の方法を分かりや

すく説明する力を身に付け

る。また、身に付けた力を、

自分の生活の場に活かすこ

とができるようにする。

<小数のかけ算>
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8

つことの理解。

・学習内容に習熟する。

学習内容の理解を深め、算

数への興味を広げる。

<小数のわり算>
1

2

3

一
４

欄

・小数でわることの意味と、

整数キ小数 (1/10の位まで)

の計算のしかたの理解。

・ 1ハ0の位までの小数:ど う

しの除法の筆算のしかた

を理解し、その計算がで

きる。

・1/10の位までの小数どう

しの除法の計算 (商 が純小

数や被除数に0を補 う場

合)が できる。

縮鎌機翻辮麟楡繭

6 ・純小数でわると、商は被

除数 より大きくなること

の理解。

・小数の除法におけるあま

りの位取 りについて理解。

1_
・小数の除法の答えを概数

で表すときの処理のしか

たの理解。

・学習内容に習熟する.

７
・贔餞
９

10

<小数倍とかけ算 中わり算>
1 比較量、基準量が小数の

時も、倍は除法で求めら

れることの理解.

2 倍を表す数が小数の時も、

比較量は基準量 X何'倍
で

求められることの理解。

3 倍を表す数が小数の時も、

基準量は比較量÷倍で求

められることの理解。

1       螂
壁瑯 轍輻愧撫聯繭蠅%=、

“
‐ ‐ け

“
中 崎 ‐ ‐ ‐

“・・ ― ‐・

・小数のわ り算の計算の方

法やきま りを再確尋8し 、

計算が正 しくできるよう

にする。

2

8

つことの理解。

・学習内容に習熟する。

学習内容の理解を深め、算

数への興味を広げる。

<小数のわり算>
１

・，

２

小数でわることの意味と、

整数÷小数 (1/10の位まで)

の計算のしかたの理解。

3 1/10の位までの小数どう

しの除法の筆算のしかた

を理解 し、その計算がで

きる。

4 1/10の位までの小数どう

しの除法の計算 (商 が純小

数や被除数に0を補 う場

合)が できる。

5 純小数でわると、商は被

除数より大きくなること

の理解。

６
・耐莉
一８

鍮

柵
押

小数の除法におけるあま

りの位取 りについて理解《

小数の除法の答えを概数

で表す ときの処理の しか

たの理解。

9 学習内容に習熟する。

<小数倍とかけ算 晨わり算>
1 比較量、基準量が小数の

時 も、倍は除法で求めら

れることの理解。

2 倍を表す数が小数の時も、

比較量は基準量 X何倍で

求められることの理解.

3 倍を表す数が小数の時も、

基準量は比較量■倍で求

められることの理解。

くまとめ>
1 `学習内容に習熟する。

・学習内容の理解を深め、

算数への興味を広げる。

2

輻 鼈

聰襦鼈騨騨勒蒻脩輔齢聰蝙i

・ 各種の乗法、除法の混合

問題 を経験 し、演算決定

能力を高める。

8

うことの理解。

・学習内容に習熱する。

学習内容の理解を深め、算

数への興味を広げる。

く小数のわり算>
１

・，

２

小数でわることの意味と、

整数+小数 (1/10の位まで)

の計算のしかたの理解。

3 1/10の位までの小数どう

しの除法の筆算のしかた

を理解 し、その計算がで'

きる。

4 1/10の位までの小数どう

しの除法の計算 (商が純小

数や被除数に 0を補 う場

合)が できる。

5 純小数でわると、商は被

除数 より大きくなること

の理解。

6 小数の除法におけるあま

りの位取 りについて理解 c

7 小数の除法の答えを概数

で表す ときの処理のしか

たの理解。

8 学習内容に習熟するc

<小数倍とかけ算・わり算>
1 比較量、基準量が小数の

時も、倍は除法で求めら

れることの理解。

2 倍を表す数が小数の時も、

比較量は基準量 X何倍
'で

求められることの理解。

3 倍を表す数が小数の時も、

基準量は比較量÷倍で求

められることの理解.

<ま とめ>
1 ・学習内容に習熱する。

・学習内容の理解 を深め、

算数への興味を広 げる。

<どんな計算になるのかな>
・乗法、除法の混合問題で、

問題 の内容 を理解 し、正

しく立式 し課題解決する。

<学習内容の習熟>

１
　
　
　
翻
一脚
麟
３

生活 の中にあるデー タを

使つて、作問 (課題設定)

をする。
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事前調査の工夫

<数学的な考 え方 を見 とる レデ ィネステス トの工夫 >

①記述の仕方の工夫

′
‐…………4年「面積Jの例 …Ⅲ・……………………………………………………………………………………、

1.どちらが長いかを調べるために、考えられる方法を思いつくだけ書きましょう。

(必要であれば、図や絵を使つてもいいです.)

2.どちらのかさが大きいかを調べるために、考えられる方法を思いつくだけ書きま

しょう。

(必要であれば、図や絵を使つてもいいです。)

3.どちらが重いかを調べるために、考えられる方法を思いつくだけ書きましょう。

(必要であれば、図や絵を使つてもいいです。)

ヽⅢ…………_… ……Ⅲ…………‐…………………Ⅲ…………………………………Ⅲ………・ …………Ⅲ…Ⅲ‐Ⅲ………Ⅲノ

直接比較、間接比較、任意単位による比較、普遍単位による比較のしかたが定着 しているかを調べ

るためには、自由記述が望ましいと考えた。そのため、教師の実演により、問題を出し、その解き方

について自由に記述させることにした。

②問題内容の工夫

r‐…………Ⅲ6年「単位量あたりの大きさJの例 ……………………………………………………………‐、

回 「一番安い回転寿司でおなかいつぱい食べよう !J

光が丘は、回転寿司がた<さんあるすし激戦区。どの店も、た<さんのお客さんに

来てもらえるように、少しでも値段が安<できるようにがんばっている。

さあ、今日は、おみやげ用のすしが安い日。あなただつたら、どこの寿司屋で買う?

囲 6リ ットルで30ぶぬれるベンキがあります。

(1)1リ ットルでは、何ぶぬることができますか。

(2)1ポぬるのに、何リットル使いますか。
.ヽ… ………………………………………………………………………………………………………………Ⅲ‐………Ⅲゴ

・ 分離量の問題 を扱い、単位量あた りの大きさ (1個の値段)に着 目して比較ができるかみ とる。

→このFH5題を解 くことで、課題を解決するときの見通 しにつながるとも考えた。

・連続量において、正 しく単位量あたりの大きさを求めることができるかみとる。

→単位量あたりの大きさを正しく求めることが本単元の基礎 となると考えた。

春司8個 760円
元気いつぱい寿司

寿司8個 920円 春司10個 920円

-15-



評価の工夫

<今 日の一間について >
「今日の 1間Jは、適用Fnl題の解答によつて学習内容の理解を評価するとともに、本時の問題の解

決方法と適用問題の解決方法を比較することで考え方の変容を評価することができ、有効であると考

える。

具体的には、教科書の例題や適用問題を活用する。違 う問題場面でも考え方が適用できるか、考え

方が変容 したかをみとつていく。

[具体例]6年 「単位量あたりの大きさJ。 (表の一部を抜粋)

<第 4時 >

本時の問題 (問題③) 今 日の一間

下の表は、東小学校と西小学校の学校園の

面積と、とれたじゃがいもの菫さを表したも

のです。 じゃがいもがよくとれたといえるの

は、どちらの学校園ですか。

面積 (ポ ) とれた重 さ (聰 )

東 250 125

西 350 140

(教科書の問題を活用)

「ゴール ドラッシュJは、大人気のア トラク

ション。湖の中の 2つの島には、金が うまって

いる。それぞれの島の金の埋蔵量 (う まってい

る量)は、下の表のとお りだ。さあ、君だつた

ら東島、西島のどちらに上陸 したらたくさん金

がほれると思 う。

面積 (ぽ ) 埋蔵量 (kg)

東  島 250 125

西  島 350 140

E児童の反応例]

第 2時 第 3時 第 4時

問題

①

今日の

1問

自己

評領

問題

②

今日の

1問

自己

評価

問題

③

問題

④

問題

⑤

今日の

1問

自己

議

1 I. H
一鷲
〓

一■
」

lkぷ lkポ ◎ 13 12 群ポ: ◎

2 K.  H 1人 1人 ◎ ◎ 1ぷ 13 11 1ポ ◎

3 K.T 1人 1人 ◎ lkぽ lkぶ ◎ 1聴 13 12 l kg 0

4 S. S 1人 1人 ○ lkぽ lkぷ ◎ 1ぷ 13 12 1ぽ ◎

5 S. R 1人 1人 ○ 1人 1人 ◎ 趣 12 ◎

網かけ箇所が、児童の考えが変容 した部分である。

変化した理由を問 うことで数学的な考え方を評価する

ことができる。このように一覧表にすることで、児童

ヽ

―
l kg掘 るために必要な面積から、
1ボあたりにとれる重さに変わつ

ている。

の変容をつむことができると考える。
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<今日の一間と児童の反応>
堕主 「単位量あたりの大きさJ]

時 題間

2

A, B . Cfil\ 7fJ u**flrr6 l*fu Z luTtr:Solt tfrt-f*]o
{,il 1

lAl t6 I e I

lnl 16 I s I

tct- 15 | 5 |

3

下の表は、大阪市とニューヨ‐ク市の面積と人口を表 しています。大阪市とニューヨーク
市の、人のこみぐあいを比べましょう。

面積 (kボ ) 人数 (万人 )

大阪市 221 260
ニューヨーク市 786 801

4

下の表は、東小学校と西小学校の学校園の面積と、とれたじゃがいもの重さを表したもので
す。 じやがいもがよくとれたといえるのは、どちらの学校園ですか。

Ｐ
Э ①学校の花だんに、 1ぷあたり0.5 kgの肥料をまきます。 1.2 kgの肥料では、何ぷにまく

ことができますか。

②学校の花だんに、 1ボあたり0.5 kgの肥料をまきます。9.9ポの花だんでは、何kgの 肥
料を使いますか。

6 色々な都道府県の人口密度を求めましょう。

7

下の表は、たくみさんたちが走ったきょりとかかった時間を表したものです。いちばんはや
いのは、だれですか。

15分間に3000m走 る自転車と、 8分間に2000m走 る自転車では、どちらが速いで
しょう。

マグロは、止まることなく泳ぎ続ける魚です。 5時間で 2 7 0km進むマグロの時速を求めま
しょう。また、分速と秒速も求めましょう。

分速 600mの モノレールは、 5分間に何km進みますか。

分速 65mで 歩く人が、 2.6 km歩くのにかかる時間は何分ですか。

Aの コピー機は 1時間で4500枚 、Bの コピー機は 5分で 500枚 コピーできます。速く
コピーできるのはどちらのコピー機ですか。

8

9

10

12
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○

ダ埴t卜 ■3め に、ノンしなやんてい

しま、
‐
卜 .

雉 鋳 醗 轟 機 鶴 鑢 搬 蓼通 ll■1式itた ■ら彙誌ょぅf■ 琴量

<「満足度曲線Jと 「学習感想」からの学習状況の見取りの実際>

*下記の児童Eは、2通 りの単位量あたりの大きさとそれぞれの考え方に対応する式とが混舌Lし、

学習内容に対する不安が満足度曲線と学習感想から把握できる。その日のうちに体み時間を利

用して個FJll指導を行った。

*指導後の児童Eの満足度曲線と学習感想
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実褥事例 :儡 5撃難 夢撞鱚方褥わえようJ(薇分奪 と7サ ノ♪

可 Ⅲ鑢鶉纂彿 でけ ら

彗鵡]爽議事例 1鞭噂案
(1)単光名   第 5学年 比べ方を考えよう 《百分率とグラプ)

(2)単元の輝標
○割合、百分率、歩分など仰慧味なつしヽで理解 し、やれらそ帯プラフ、同グラフに表したり、
燿しヽたりすることができる。

(闇′か書意欲 e態度)○資料を考察する場合に、全体と部分、部分と部分鋤関係を表す割合を進んで罵
しヽようとする。

(数学鶉な考え方)oざ 料を全体と部分、部分 な部分の関係 としてならえて、数量の比べ方を考え.る 。
(表現 。処理)  の 議つの数鰤の関係を表す割合を求轟たり、資料中豊悴な部分などの関係を表す

割合を書ダテプや同グテプに表 したりすることWでき機。
(知識 饉理解)  o2つ 鍮数量の関係を表す割合の求め方や、帯グラプや岡グラフのかき表 し方を

理解する。
(8)単元について

機書f合と百分率
爾分導と歩合キ倉静蟄合の意味おそ命求め方、表 ヒ/方を学理す鶴。A、 Bの 2量があつて「A

を 1と みたとき、Bは 0,4に あかるJと い歩母が割合翁見方であ儀。この見方は、 4学年の整
数倍、悪学年第 2、 4単元の/Jh数倍、第 6単元の分数倍ですでに学習 してきている。ここでは、
「懲鍮割合は、人や 0.4で あ碁Jと となえるととも:こ ゝ割合鉾表 し方には、小数倍のほかに百
分率、歩合瀑ヾ鵡膊ことを学習す 4。

百分率の指導鍮指導の重点は、割合の幸.01を 1%と 表す方法である。この前提に立った場合、
百分率と小数とは、表 し方の違いだけであるG従ってゝ小数の構成とそ鋤理解があれば、表現
そ鈴らのは容易と思われる。

轡百分率の間饉
百分率を含摯数量闘係付螺、比較量、基準量を求路る間腫を取 り上ずる。百分率Φ問題 llt、

文章中から数量関係を絶握 し、演算決定をすることが鮮 ししヽたみ、児童の準まずきが多いとこ
ろであ鶴。そこで、ここでΦ指導は、数直線図を積極飾に活用 して数量関係をとおえさせ、目
を使って乗法仰式を立て聰邊fい う一連の指導を通 して糠算決定できる力を身に付 |す させたい。

③割合を表すグラフ
最後に、全体考 1と みたときの部分の割合を分か 攀やすく表すグラフとして、帯グラフと薦

グラプを取 り扱 う。はじめに、それぞれのグラプの読ネ方と有用性を学習し、次にそれぞれの
ダテア中かき方を指導する。グラフをかくことを通 してダシアのしくみや便利さ母理解をいつ
そう深めるよ争にする。

(4)指導の前におさえておきたいこと
～教材の関連 と発展・―

4

0き易くを見ゃすく ②小数のかけ算とわり 鬱分数倍を考えよう
通ヽ数と整数の乗除計

が小数でも麦_さ れること
分数の乗除の意味の拡張

資料の分類整理麗

輝ヽ数のかけ算とお季
・小数 どうしの乗除計
・薦の概数処理
0小数仰乗除の意味の拡張

下、第二塁…籐三燿麟)

の意味とそ的求め
苺百分率、歩合の意味と

そ埒表 L∬ 方
燿比較瞼、饉馨量範巫絲方
。結グラフ、覇グラプの読み方、
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(5)単元指導計画

合
と
薦
分
率

・割合の意味を理解する。
・割合 iま 比較量 と基準量か

な求められ ることを理解

する。

百分率の意味 とその表 し

方を理解する。

・ 3層 間のフジース爾―練習で、投

げた数に比べで入った数がどうな

つているかを調べるため母比べ方

を考える。
年1露 要、 2要 覇、 3闘 棗の入った

事合を求める。

∫“奎i著撻 員姦主主塁i毎口__…
3去年のゴミめ量をもとにした、今

年減らす量の割合を求める。
。「パーセン ト(製)「百分率」を知 り、

割合を百分率で表す。
。「算数鍛お議Jを読んで、「歩合」
鈴意珠 と「蒙J「分墨 F厘」が 輝常

生活の中で用いられていることを

(闘 )数量を比べるときに、全体

と部分の考えを用いようと

している。

(考 )数量の比較をするときに、

全体 と部分の関係 ととらえ

て、比べ方を考えている。

(表 )割合を百分率で表 したり、

百分率で表された割合を小 ‐

数で表 したりすることがで |

きる。          |
(知 )百分率鍮表 し方を理解 して

いる。

百
分
率

鍮
問
題

比較量は基準量 と割合か

ら求め られ ることを理解

する。

基準量は比較量 と割合か

ら求められ ることを理解

する。

,学習内容に習熱する。

・ 2 2 5kgの ゴミ命 うち 52%が 再

生紙になるとき、再生紙になる神
の量の求め方を考える。

・比較量を求める式をまとあるQ

・ 去年一人が出 したゴミ800gが
10年前の 125%に あたるとき、

10年前のゴミ織量の求め方を考

える。
・基準量を求ある式をまとめる。

。「練習」をする。
。「算数のお話理を読んで、地球上で

失われていく森林鍮叡合につ秒で

(関 )百分率やそれに関する計算

を、日常事象の考察や処理

に用いようとしている。

(表)比較量を求めることができ

る。

(考 )基準量を求める式を導 くの
tに 、比較量を求める式に着

目して考えている。

(表)基準量を求めることができ |

る。             |
(表 )割合を百分率で表 した り、|

百分率で表 された割合を小 |

数で表 した りすることがで
|

割

合

を

表

す

グ

ラ

フ

帯グラフや円グラフの読

み方や特徴を理解する。

・帯グラフや薄グラフのか

き方を理解する。

・地方別の米の収穫量の割合をグテ

フに表す しかたを考える。
・「帯グラフJ「鋼グラフ」を知る。
・地方Illの米の収穫量の、帯グラフ、

門グラフを読む。
・各部分の割合 を読み取 る。

・ りんごの収穫量の判合を百分率で

求めて、各部分の割合を帯グラフ

と円グラフに表す。

(考)全体に対する部分の響合は、

その大 きさを面積に置き換

えると、大小の関係が見や

す くなることを見出してい

る。

(知 )帯 グラフ、再グラフの読み

_1_夏蓑野繁理ルKン l登、___“
(翼 )資料の数量の割合を、帯グ

ラフや再グラフに表そうと
していみ。

(表 )書 グラフや円グラフをかく
ことができる

ま

と

轟

と

習
一

。学習内容の理解を確認す
る。
中学習萎容の理解を深め、

算数への興味を広げ機。
・既習の計算の理解を確認

。「たしかめ」をする。
◆ 〔チャンンジ〕①～③の活動を選
択して取り組む。

※時間的な余裕があれば、他の活動
にも取り組むようにする。

(関 )身の回 りから割合が使われ

ている者を探そ うとしてい

る。

の計算ができる
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麟

題DPSと 、
2つの合計

仁文鏃
真もちゃ讐守J鼻

=

DPSが 3割引
ソフトは割引なし

:てくらべればい務の
い          o

１

２

３

表のま動の1課題)
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ダ
打
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[2]第 5学年「菫I分率とグラフJにおける単元導入素材の活用について

(1)活用した単元導入素材のタイプ 単元包括問題 (前ページの折り込み資料を参照)

(2)単元導入素材の工夫点とそれを活用した指導上の工夫点

①単元の主要な学習課題を全て包括した導入素材、「単元包括問題」の開発
本単元の目標は、「割合、百分率、歩合などの意味について理解し、それらを帯グラフ、円

グラフに表したり、用いたりすることができる。Jである.こ の中の、「割合、百分率、歩合
などの意味理解Jと いう課題を、あらかじめFul題 の中に入れ込んでおく。賃l童は、単元包揺
問題を解決するためには、どうしてもこの「割合、百分率、歩合などの意味理解」を避けて
通れない。そこで「%さ え分かれば」「○割の割の意味が知りたい」などの「知りたいJ牛 い
う欲求が起こり、この欲求を学習意欲に結びつけてい期待と考えた。

②「買い物上手になろうJという「単元全体のめあてJを提示することで、最終的に基に付け
る力を認識してから{学習内容の見通しをもってから}学習に入る。
単元包括問題で解決できる力がつけば、「どこが一番安く買えるのかが分かるようになる。

今までよりも買い物上手になろう。Jと いう実生活に直結する表現で、児童にとっての「単元
全体のめあてJを単元オリエンテーションに提示した。単元の目標である「割合、百分率:

歩合などの意味について理解し、それらを帯グラフ、門グラフに表したり、用いたりするこ,

とができる。」を、学習によって力を付けた後の理想の児童像としての表現「買い物上手にな
ろう」で表した。これによつて、これから学習する内容の概要と、その内容の実生活'におけ
る必要性を認識し、つまり、学習内容の見通しをもち、それが学習意欲の向上につながると
期待した。

③児童にとつて、興味と必要感がある素材の設定
ただ無理矢理に単元の学習内容を押し込んだだけの問題では、児童の学習意欲は高まらな

い。知的好奇心をあおりながら、解けそうだけど、今のままでは完全解決はできそうもない。
そこに、子どもの実生活にもあるような少しおもしろそうな場面の演出を加える。そんな要
素を含んだFun題 を目指した。

驚寿嚢蕊薫薫轟癬轟奮薫蔵F デ1
じ住:重夕冒哲ダ:管露〕L野豊Li雷奮F誕望ittI登/Jユ:営で■:frニノ″J

学習に入つた時期が3学期の始めで、お二月のお年玉の使い道は児童らにとっても現実味
のある話題であった。また、ファミコンのセールという設定も、ちょうど話題の新作ファミ
コンの発売もあったので児童の興味をひく話題となった。この二つの要素から、児童にとっ
て興味と必要感のある問題になることを期待した。

④児童からでた学習課題を教科書の指導計画の流れに組み込み、包括問題と教科書問題の併用
が必要に応じて随時できるように指導計画を立てた。

教科書の例題や適用問題、また資料なども有効に利用したい。なぜならば、単元包括問題

万‡建奮喬鼈翁喜幕喜驚署警意ふ憲曇習危奮子百議整声貿菫誘翼墨程盤源奪寺色逸嵩鼈L象
科書問題との併用も可能にしたかったためである。

⑤単元包括問題を活用した単元オリエンテーシヨンの流れの工夫
単元包括問題をどのように活用にして、単元オリエンテーションを行つたかは、下記の通

りである。また「単元オリエンテーションの実際Jの記録は、次頁の (3)の通りである。

①単元包括問題を提示する。

②問題を見て、  の予想を立てる。

鋼 題解決するた劇 ふ
ャT習

課翻 こついて話し合九

④学習課題をまとめ、大まかな学習計画を立てる。(解決の順番や解決方法を考える。)

*児童が学習計画を立てることを目指したいが、今回は児童から出た学習課題によって、

教科書に沿つた形で教師が学習計画を立てた。
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単元包括問題を解決するために、必要な学醤課題について話 し合 う。

これさえ分かれば問題が解決
できることや、分からないこ
とをワークシー トに書きまし
ょう。

.みなさんがこの問題を解くた
めに、解決 したい課題を整理
してみると、

◎ %と割倉の臨昧
◎ どの感亀、何陶弼:きなのか
◎ 割合や%種小数で表す薄濃

にまとめられます。これを学習
課題にして、この後の学習を進
めていきましょう。この学習課
題が全て解決できたとき、きつ

とみんなが 「買い物上手」にな
はずで

児童の主な反応 (一覧 lFt、 資料 P.参 照)

03割引と25°/00FFが分からない。 (2)

03割 引と 25°/。 OFFが 分かれば大文夫。4000円 より

割引の方が安い。 (4)

03割引さえ分かれば大文夫。 (4000引 きの方がいい。
25%OFFの 方は大丈夫。)(2)

○二つの店のゲームの合計を計算 して、一番安いところ
へ行 く。

☆°
/0と 割合の意味。

☆どの店も、何円弔|き なのか。
機 3割引と 25°/00FFを小数にするといくつなのか知 り

たい。 (2)

機割合や%を小数で表せればいいのに (1)

器 3割引の意味が知 りたい。 (6)

嚇%の意味が知 りたい。 (2)

⑫%の計算。 (1)

⑫ 「○〇%OFFilJと か 「○割馨|!Jの きま りが知

リプヒい。 (2)
03割引と250/00FFが、何円弔|き なのか分かれば、数

の大きいのを比べて正確に選べる。 (1)
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(5)単元導入素材の工夫点とそれを活用した指導上の工夫点について、児童はどう感じたか。
(単元終了後の児童の感想「今回のような学習のやり方についてどう思いますかJから)

*習熟度別記号分類・・・☆ :じ っくリコース ○ :標準コース ● :発展コース

①「単元の学習課題を自ら見つけ出し、より主体的に学習に取り組めるような導入素材『単元包括間
題』の開発Jに関する感想
●教科書と違って、自分で何を求めるかがはじめから自然に分かる。
○自分の分からないことを自分の力で解くのはおもしろいと思った。
○自分の疑間を自分の力でとくのがおもしろい。
○自分たちで分からないところを解いていくのがとても楽しかった。
○自分で考えて、作って、覚えたりするのは、楽しかった。
☆自分で分からないところが分かるのがいいと思う。

②「『買い物上手になろう』という『単元全体のめあて』を提示することで、最終的に身に付ける力を
認識してから(学習内容の見通しをもってから}学習に入る。Jに関する感想
●一つの設定で最後までやる方が頭がごちゃごちゃにならないし、分かりやすい。         =
●何を求めるかが分かっているからめあてをもって楽しく勉強できる。

8島客菖墨急季雪2盤穫雪基撃なえ最骨響勢奪争∵てぃぃ。                    ´
●進め方が分かりやすくて、覚えやすいところがいいと思った。

③「児童にとって興味と必要感がある素材の設定Jに関する感想                  V
●細かいところまで凝っていておもしろいし、身近で楽しいから、教科書でするよりこんな授業を

受けたいと思う。
●楽しいし分かりやすい。特に身近なことが問題になっていてワクワクした。いろいろな問題を解

いたりして力がついたような気がして、あまり得意でない算数の時間が 1時間 1時間楽しく思え
た。

●ゲームやソフトを使っていたからおもしろかった。
● (教科書より)DPS問題の方がよかった。
●DPSと かの問題を使ってやると、すごく身近に思えて楽しくできた。
●ゲームとかを使っていたから分かりやすかった。
●楽しく分かりやすく覚えられるから、これからも続けてもらいたい。
●みんなが好きなゲームを使っているからおもしろい。もう一度やりたい。
●ゲームの値段を使っていたのでおもしろかった。PSPと DSを組み合わせたDPSと いう名前

がよかった。とても問題が難しかったけど、おもしろかった。教科書どおりでなく、こんな問題
がいいです。おもしろい分、分かりやすかつた。・

●身近にあるので分かりやすかった。     ・

●教科書と同じように勉強するより.や りやすく分かりやすかつた。
ODPSな どみんなが楽しくやれるようなやり方を考えて、おもしろく勉強ができました。

④「児童からでた学習課題を教科書の指導計画の流れに組み込み、包括問題と教科書問題の併用が必  V
要に応じて随時できるように指導計画を立てた.1に関する感想     ｀

●今回は、教科書についていけなかったから、「買い物上手になろう」でやってよかつた。今回の勉 、

強をやった後に教科書を見ると、前よりわかりやすくなっていた。      ・

●教科書でも確かめるからポイントや公式なども覚えやすい。           t    `  _
0とてもいいと思った。(教科書と)違う問題でも同じところをやるから違う問題でもいいと思った。

※このやり方は少し・・・。
○教科書通りにやりたいです。 (教科書の方が慣れているから)

☆ちょっと難しい。 (3)
☆あまりよく分かりませんでした。もっとがんばってやりたかった。
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<資 料 >
～ ~―

習 後 の 感 鑢 弾 ― 覧 ―<ジャンプコース>鬱細かいところまでこっていておもしろいし、身近で楽しいから、教科書でするよりこんな授業をF受
鬱翼積t色雰:∫り幕写窯予雛鑽極ti儡國l瀧¶鋼鶏究とし雀封 選を解
嚇趙曇ヒ賊磐F誅鵠臨懲L百島竜こ驚 八1判∬響

力
ふ拗ミ顆踊 緊れ

鬱問題源魯轟彙お1争卜すくてょかった。
8     :念 3審酷選藤3桑 lち、言えFす

く分かりやすかった。

・ ∫薯劣霧七ぜ倉驚EF警管?官夏万轟量碁穣
=キ
ト百1i事客雪聾避羅懲惚キ彙ET奪警難〉竃T

●今暑轟l壌馨曇古亀衷零貧隷馨k営二彙し、「買い物上手になろう」でやってよかった。ゲームとか
を使つていたから分かりやすかった。今回の勉強をやった後に教科書を見ると、前よりわかりやす
くなつていた。

●進め方が分かりやすくて、覚えやすいところがいいと思つた。
●楽 しく分かりやす く覚えられるから、これからも続けてもらいたい。何を求めるかが分かつている

機な挑鶴魏凝稔縦略穐争勒炒炒Υ″●1込t驚蜃厖瞥胤 ゝ
でやるのは、覚えやすくていぃ。

●問題は難しかったけど、詳しく教えてくれたので楽しかつたです。 (で も、少し分からないときがあ
りました。)

●ゲームの値段 を使 っていたのでお もしろかった。 PSPと DSを 組み合わせたDPSと い う名ポiが
よかった。 とて もFH5題が難 しかったけど、お もしろかつたです。教科書 どお りでなく、こんな購:題

.聾釜適菫畜Ъ奪募熱:尊掌Ьゝ官財Fやす
かつた。

<ステップコース>
○自分の分からないことを自分の力で解 くのはおもしろいと思った。
○すごくおもしろくて、2%と か割がすごく分かりやすく簡単に覚えられてよかった。
○最初から教科書を使わないでやって、とても早く答えが知 りたくてフクフクした。
ODPSな どみんなが楽 しくやれるようなや り方を考えて、おもしろく勉強ができました。
○自分の疑間を自分の力でとくのがおもしろい。  、

'

Oと てもいいと思った。 (教科書と)違 うFpl題でも同 じところをやるから違 う問題でもいいと思った。
○結構これからの生活などに役立つと思 う。
○%や割合や比べ られる量、もとにする量などいっぱいでてきて、ちょっと分か りにくかつたけど楽

しかつた。
○分かりやすくって楽 しいし、問題がす ぐにとけていいと思つた。       、
O忘れたのを思い出せるからとてもよかつた。楽 しかつた。
○解いていくうちに分かつたり、楽 しくできる。                 載

、
○自分たちで分からないところを解いていくのがとても楽 しかつた。          1   ″
※○教科書通 りにや りたいです。                          

｀

○割や%がよく分かったのでいい。
○いいと思 う。おもしろい。
○自分で考えて、作つて、覚えたりするのは、楽 しかつた。
○簡単でよかったです。
O(いろんな問題を)自 分で作つてみたいかも…。

<ホ ッピングコース>
☆大変おもしろいや り方です。
☆楽しかった。
※☆ちょっと難 しい。 (3)
※☆あまりよく分かりませんでした。もつとがんばってや りたかった。
☆自分で分からないところが分かるのがいいと思 う。
☆いいと思 う。
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実議事軋 Im暉 攣年 F比べ施奄彎たよう』(鞣備農たザリ入すさ)

[哺 ]実践事例 2指導案

(1)単元名  第ヽ 6学年 比べ方を考えよう(単位量当りの大きさ)

(2)単元の目標
○異種の二量の割合 としてとらえられる数量について、そのくらべ方や表 し方を理解 し、それを

用いることができる。
(関心 。意欲・態度)○単位量あたりの考え方を用いると、数値化 して比較できることのよさに気

付き、生活に生かそうとする。
(数学的な考え方) ○異種の二量について、割合の考えを用いて表 し方やくらべ方を考える。
(表現・処理)   ○単位量あたりの考え方を用いて、混み具合や速さを比較することができる。
(知識 む理解)   ○異種の二量の割合の意味とその求め方を理解する。

(3)単元について
轟本単元で大切にしたい学習内容
①異種の二量の311合《Fと らえられる数量

本単元の指導では、まず、人口密度の人口と面積のように、異種の二量の組み合わせによら
なければとらえられない量があるとい うことを知 らせる。つまり、人口密度は、一つの量に着
目しただけでは比べることはできないし、長さや重さのように単位が幾つ分あるかを数える測
定の考えで数値化するもできない。それでは、どのようにすると能率的に比べることができ、
始してどのように数値化をしたらよいのかを考え理解することが大切だと考える。

また本単元で学習する量は、量として蠅習事項である「長 さ・重さ 。時間・面積 らかさJと
はちがい、また 5学年で学習した割合を使つて表す量 (率)と もちが う、新 しい量 (度 )である。

率・・・同種の二量の割合 (百分率、確率など)

度・・・異種の二量の割合 (密度、速度、濃度、収穫高、仕事量など)

このことを児童が認識 しやす くするために、Jljえ ば、

○「率」は、100(円 )÷ 1000(円 )=O.1(岡 ÷岡)→ 100円 は、1000円 の 10°/c)

吟ように、「円Jと 「円Jの同じ単位同士の割算によつて単位量当りの割合を表す。
OF度 Jは、 1◎0(人)÷ 100(ぽ )=1(人 ÷ぽ)→ l lfあたり 1人

のように、F人 Jと 「ぷJの ような異種の単位岡士の割算によつて単位量当りの割合を表す。

といつた具体的な例で説明し、単元の導入時の単元オリエンテーションで確認 していきたい。

②単位量当りの考え
IIJえ ば人口密度などは、人口と面積の二つの量がかかわつているので、比較するときには、

どちらかの一方の量、例えば、面積をそろえて、 もう一つの量の人口の大小で比べると比べ`や

すい。このとき、一方の量の単位量、例えば、 lkごにそろえておくと、いくつかのものを比
べるときにflf用 しやす くなる。人口密度の数値化は、このことをもとになされている。

どちらか一方の量を単位量にそろえる場合、どちらの量でもよいと考えられる。人口密度を

比べる場合も、面積を単位量にして人口を比べてもよいし、一人当たりの面積で比べてもよい。
しか し、一般に|よ 対象としているものが大きい場合に、大きい数値が対応するのがふつ うで

な量緑量運響野3ぞ倉厨
ま
ゎ震鐸鷲民堪藁鍵猥豪

な数値が対応するようにする
1め
、面積の方

③速さ
速さは、感覚を通してとらえられるものであるが、時間と長さの二つの量が関係しているの

で、これまでの測定の考えで|ま数値化することができない。このため、単位量当りの考えを用
いて数値化する必要がある。速さについても、長さを単位量に合わせることと、時間を単位量
にそろえることとの二つが考えられるが、速いほうに大きな数値を対応させるため、時間の方
を単位量にそろえて速さを数値化している。競技などでは距離をそろえているが、これは測定
しやすさによるものである。このようなことについても理解できるように指導することが大切
である。 (31用 .小学校指導書)
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(4)指導の前におさえておきたいこと
①教材の関連と発展

例・反比例 (式・グラプ)

(1年 )

②主な既習事項 と本単元の学習の関連
【単位量あたりの考えI

第 2学年の乗法の導入、第 3学年の除法の導入では、1台 (人 )あたりをもとにした考え方を機っ
てきている。ここでは 1台あたり6人 とい うように分離量であるため、単位量をとるのが自然であ
る。

:第
5学年のわり算では、「6摯 5mkの 重さが 7.8聰 吟鉄のぼうlmの重さは何kgですか。J

とい うFpl題を扱っているが、これも単位量あたりの重さを求めている。ここでは、異種の二量の割
合 としてとらえられる数量の比な方を学習するが、その考え方としてそれぞれの単位量あたりの大
きさを求めることを扱 う。単位量あた りの大きさを求める計算そのものは、決 して新 しいものでは
なく、既習の学習を用いればよいことが分かるようにしたい。

【害1合の考え】
第 5学年の第 7単元で小数倍の意味、第 5学年の第 13単元では同種の量の割合の学習を行つて

きている。これは、基準量を 1と 見たとき比較量は基準量のいくつ分にあたるかをみた り、全体を
1と みたとき部分 :ま いくつになるかとい う見方である。このように同種の二量の比較は学習してき
ている。このような割合の考えをもとにして、異種の二量を比較する考えにつながっていく。

【測定の考え1

例えば 1学年では、長 さを比べる場合、一方のはじをそろえて他方のはじで比べる学習を、第 2

学年では、1錮 を単位にしてそのいくつ分で比べることを学習してきている。 2つの量を比較する
場合は一方をそろえて他方で比べるという学習をしてきている。ここで扱 うもの Iま 、異種の二量で
あるが、これも、面積をそろえて人数で比べるt時間をそろえて長 さで比べる、など一方をそろえ
て他方で比べるというアイデアに変わ りはない。学習の際には、「比べるJと きにはこれまでどうし
てきたかを考えさせるようにし、既習経験や既習事項を活用させるようにしたい。

【平均の考え】
人口密度は、 1平方キロメー トルあたりの人口を表 した数値である。 しかし、この 1平方キロメ

ー トルは、砂浜や河原、険 しい山中など人の住んでいないところも同じように人が住んでいること
を前提にしている。また、速さは、実際は加速 したり減速 したりして目的地に着 くが、ここで学習
する速さは始めから最後まで同じ速さであることを前提にしている。学習の過程でこのようなこと
に疑間をもつ児童もいると考えられるが、前単元で学習 した 「平均」の考えを用いていることが理
解できるようにしていくことが大切である。つまり、どこでも一様に人が住んでいる、いつでも同
じ速さで移動しているという理想の状態であることを前提 とした考え方である。

◎小数のオpり算

⑬百分率とグラフ 単位量あた叩の大書奪
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(5)単元指導計画
教科書指導計画

<単 元 の 目
○異種の二量の割合としてとらえ亀れる数量について、

標 >
そのくらべ方や表し方を理解し、それを用

教科書指導計画
上止 時間 (～ 18)

<目  糠> <学習活動 > <練習問題>

⑫単位量あたり鋳大きさ

ｌ

ｏ

２

・プロローグ :写真やイラスト
を見て、「こんでいる、すいて
いるJと いうことの意味や経
験したことを話し合 う。 (10

分程度)

・面積、人数が異なる場合のこ

み具合の比べ方を理解する。

面積 と人数が違 う 3つのバンガロ

ーのこみ具合の比べ方を考える。

面積をそろえて l nfあ たりの人数
で比べたり、人数をそろえて 1人
あた りの面積で比べればよいこと

をまとめる。

⑪ A、 Bの にわとり小屋の面積 と、

にわ とりの数を比べま した。 2つ
の小屋のこみ具合を比べましょう。

②ゆみさんの家の近くには、プール

が 2つ あります。 2つ のプール鋤
こみ具合を比べましよう。

3 「人口密度」の意味とその求め
方を理解する。

。大阪市 とニューヨーク市の人のこ

み具合を比べる。
・用語 「人 甕森度」の意味を知 り、

人口密度を求める。

③右の表は、札幌市、仙台市、福岡

市の面積 と人口を表 したものです。
3つの都市の人 口 密度を、四捨
五入 して、上か ら 2桁の概数で求

めましょう。
4 単位量あたりの大きさとその

用い方を理解する。

じやがいものとれ具合を、単位量

あた りの大きさの考えを用いて調
べる。

④ lダース 600円 の鉛筆と、10本で

450円 の鉛筆とでIま、1本あたりの

値段 :ま 、どちらが高いでしょう。

⑤ 151ζ のガソリンで 135h走る自動
車と、251二で 2縛 h走る自動車が

あります。ガソリン 11単あたりに

走る道のりが長いのは、どちらθ

自動車でしょう。
5 単位量あた りの大きさとその

用い方を理解する。

1ぷあた り 0.5贈 の月已料をまくと

き、 1.2 kgの 肥料では何ポにまく
ことができるか考える。

⑥学校の花壇に、1ポあたり 0ぬ5職の

肥料をまきます。9.9ぷの花壇では、
何kgの肥料を使いますか。

6 外的な活動を通 して学習内容
伸理解を深め、興味を広げる。

・〔やつてみよう〕

※下の 2つの活動から選択する。時

間的な余裕があれば、他の活動に

も取り組む。
○身の回りから単位量あたりの考
えを使つている場面を探す。

①日本の各県の人口密度を調べ、
自地図に 10万人を 1つの点で

表す。

◎逮さ働嚢し方

１

●

２

・プロローダ :教科書 P.46
のイラス トのように、長 さを
決めた り、時間を湊めた りし
て、歩 く速さを変えて F速 さ」
の違いを体験する。

(20～ 25分程度)

・距離 と時間 どちらも異なる場

合の速 さの比べ方を理解する。

走った距離、時間が異なる人の速
さの比べ方を考える。
距離をそろえて lm辺 りの時間で

比べた り、時間をそろえて 1秒あ
た りの距離で比べた りすればよい

ことをまとめる。
「もの知 リヨーナーJを読み、陸
上選手の走る速 さがどれ くらいか

を知る。

① 15分間に 3000m走る自転車と、8

分間に 2000m走 る自転車では、ど

ちらが速いでしょうか。

-34-



場
も

3 外的な活動を通して学習の理

解を深め、興味を広げる。

「やつてみようゴ前時の学習をも

とに、自分の歩く速さや走る速さ

を求め、速さの表し方を考える。

②自分の歩く速さや急ぎ足で歩く速
さ、走る速さを求めましょう。

4 ・速 さを求める公式を理解 し、

それを適用 して速 さを求める

ことができる。

'「時速」「分速」「秒速重のを理

解する。

新幹線の、はやて号とのぞみ号の

速さを比べる。

速さを求める公式をまとめる。

用語 「時速」「分速J「秒速Jの意

味を知 り、会式を用いて速さを求

める。

③マグロlま、止まることなく泳ぎ続

ける魚です。5時間で 270k難進む
マダロの時速を求めましょう。

また、分速 と秒速 も求めましょ

うc

5 ・道のりを求める公式を理解し、

それを適用して道のりを求め

ることができる。

・渡り鳥の速さと時FH5か ら道のりの

考え方を考える。
・道のりを求める公式をまとめ、公

式を用いて道のりを求める。

④分速 6∞ mのモノレールは、5分問
に何km進みますか。

【発 展 hi:もの知 リコーナー」を読み、速さについての興味、関心を饉 。 (動 くサッカー場)

6 速さと道のりから時間を求め

る方法を理解する。

台風の速 さと道の りから時間の求

め方を考える。

時間を題として式に表 し、求める。

⑤分速 65mで歩く人が、2.6 kln歩

くのにかかる時間は何分ですか。
③レーシングカーが、秒速 60mで 1

周 5820mのコースを走ります。
i

l周するのに何秒かかりますか。
7 '仕事鍮速さについて理解する。 1時間に 4500枚 コピユする機械 と

5分 FElに 500枚コピーする機械の

速さを比べる。

⑦A,B2つ の自動車工場がありま

す。A工場は 1時間で 62台生産し、
B工場は、5分で 6台生産します。

自動車を生産する速さは、どち

らの工場が速いでしょう。

③A,B2台 の トラクターで畑を耕
します。Aの トラクターは 1時 FFl

で 15000ぷ、B2の トラクターは 45

分で 12000ピ耕します。

速く耕すことができるの|ま 、ど

ちらの トラクターですか。

0まとめ

1 学習内容を確実に身に付ける。 「力をつけようJに取り組む。 ①単位当りの大きさから校庭の面積
を求める問題と、単位量あたりの

大きさを求める問題.

②単位量あたり吟大きさから全体量

を求める問題と、全体の量から比

較量を求める問題。
⑫時間と道のりから速さを求める患

①速さと時間から道のりを求める。
2 外的な活動を通 して学習の内

容を探め、興味を広げる。

〔やつてみよう〕しヽろいろなもの
の速さを調べる。

動物、乗 り物、球技のポールな ど

の速さ。
３

　

４

・

５

学習内容の理解を確認する。 「たしかめようJに取り組警。 ①単位当りの大きさで比べることが

できるかを確かめる問題。

②公式や数直線図を利用して、速さ、

道のり、時間を求めることができ
るかを確かめる問題.

【発展1・ 暮茉三百頑T蘇蕩肩百丁丁孫嚢豪膏弓幕夢丁丁面轟面葡轟耳琴著再蓉夢顎西轟轟薩轟汀葛
…

中―ロー…―………三壼室互三二≦≧1≡望lヨニ亜里堕堕翌菫≡菫重豊墜二塾 。
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特鐘べ富を考え占質

鱗爾ドギ攀轟響力F

おばけやしき

問題 1

まず:ま、丸太船移アトラ
クション。A、 B、 Cの う
ち、一番こんでいる丸太船
は、 どれか。

命

面 積
(ぽ ) 麟鶴A 22 5

B 24 5
C 24 6

問題 2
下の表は、ある年の練馬

軍霧〒育を合雷ぁ蓋叢下す
製        i
ンドの、人めこみ具合を比
べてみよう。

積

威
繭

軸
人

(万人)

4轟 .量碁 67.0
ドリーム 1,5 9.4

問題 3

フ.

東島、西島の面積と

キッズれつりや

蒸Iトコ=す■

問題 4

て轟詈栗3夢全ニジぶ夕丁蚕ヱ
襲募グ李警ン.事貯婁ゴ謄震金
護婁露嘗ム奪澤>ふ二馨曇∴察。
ポップコーン・ クリームノーダ味

問題5
自分の好きな車にガソリン1底 を

発慧票を基摯ξ雪曇∵誓73雪参

意f亀

ら選ぶとしたら、どちらを選

●
._

拳、

平
ろ
圏
＞

り
だ
入

。

た
る
傷
う

わ
な
り

い

ポ

に
た
と

１
そ
何

。Ｆ

☆
　
均
う
を

６
ハ
る
り

。
て

題
園

い
た
１
が

間
　
が
あ
　
と

問題 7
園典

がしヽる
あたり

3.
使 うだ
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)毎

曜鷲  づ李ノノ

シユ多トコ_スタ_

:こ ある池には、たくさん鍮魚
,こ停魚に一 日に、池の 1ポ

:
ろうか。

問題 14

晏雪ゴニ√属靖竃ぎF亀慕事ざ緯         
課ツ

問題 13

問題 12

F「l題 11
｀
東京 ドリームランドには、

いい掃除ロボットが何台かあり
している。こ粋ロボットは、 1

翼内を撮除をす儀かわ
、いつも国内をを掃除
日8時間で24kmの

に

ｏ
０
５
き

距雛を動K.
この掃除ロボットの時速・分速・秒速を求心よう。

問題 10

璽彙塵寛百F口
~号とド鴬`量亀撃曇写藤1狡嚢禽亀

ぽ鸞冨れ鶴 ifrr『∫爵ざ戴
狂

どちらが速いだろうか。

問題9
ジェットコースターは、絶対に乗りたいアトラクシ

ョン。園内に1ま、3つのジェットコースターがある。
ど鍮ジェットコースターが一番速いか。

か か

きょり
〔難〕

暗闇
(分 )

スターマウンテン 924 轟

スカイマウンテン lGO● 4~

アンダーマウンテン 1245 5
問題 8
下の表は、人気砕3キ ャラクターが走つたきょりと時間を表し

て`い る。一番足の速いキャラクターは、どれか。

つた

きょり(璽癬 時間 (秒 )

マウス 50 8
ドッグ 6悪 9
ピーター 59 9



[定 ]鶴も学年 F単強量めた場鍮大き塞」|こ 麟ける単元導入素材働麗用|こ t,いて

≪璃≫通躍移赴攣元導 jλ薫材のダイプ 企俸織圏聾 (繭ページの折り込み資料を参照)

(2)単元導入素材の工夫点とそれ奄活用した指導上の工大点

①単元の終りに「 ドリームランド問題づくりJという「単元全体のめあて」を設定
この単元の目標は、「異種の二量の割合としてとらえられる数量について、そのくらべ方や表

し方を理解し、それを用いることができるJである。この目標が達成できたかどうかの評メ個iを 、
単元の終りに行う評価テス トだけではなく、もっと児童らが意欲的に、そしてワクワクしなが
ら取り組める活動のかたちで見とれないかと考えた。
そこで、単元の目標にある「理解し、それを用いることができるJ力を、「作間できる力と、

その自分の作間についての解説をする力Jlこ よっても見ることができるのではないかと考え、「単
元全体のめあてJと して提示し、第 1時の単元オリエンテーションの際に児童に説明した1。

②具体的問題場面として「東京ドリユムランド (架空ぬ避園地》Jを設定
この「単位量あたりの大きさ」の学習では、自分で立式して出した値 (単位量)の もつ意味

が分からなくなってしまうようなつまずきがしばしぱ見られる。例えば、式の答えとして出た
値が 1分間あたりに進む距離なのか、 lmあたりにかかる時間なのか混舌Lし てしまうようなケ
ースである。とりあえず式に数字をはめ込んで値を出すのではなく、自分から問題場面を具体
的に想起して、明確な意図をもって立式し、必要な値を導き出す力の育成が大切である。

そこで、児童がより具体的|こ 問題場面を想起でき、導いた答えの妥当性を自分の体験からも
確認できる素材として、「東京 ドリームランド」という架空の遊園地を問題場面の舞台として設
定した。児童は、大なり/1hな り、遊園地の中で繰り広げられる様々な具体的な場面を実体験と
して、または映像として蓄積している。それらを問題場l~5と して活用し、児童の思考の手助け
にできればと思った。

また、 ドリームランドの中には、児童の想像力によって無数の問題場面が存在する。従って
異種の2量仰設定においても広がりが期待できる。教師から提示された 14題の問題を一題ず
つ解き進むにつれ、児童の ドリームランド像はよリリアリティーを増し、最後のオリジナル間
題作問活動においては、ドリームランドの存在が大きなアドバンテージになることを期待した。

さらに、個々の時間に取り組む問題の内容は異なっているのだが、 ドリームランドという 1

つの大きなくくりが、 17時 FH5に 及ぶ長い単元学習につながりをもたせ、第 1時の単元オリエ
ンテーションで提示した「学習のめあて」を目指す児童の思考に一連の流れを生むことを目指
した。

③全体絵国の申:こ学圏問題全でを麟り込み、内容的には教科書問題とそろえた
教科書のrll題ゃ適用問題、また資料なども有効に利用したい。なぜならば、 ドリームランド

問題で十分な理解ができなかったときに場面を変えて教科書例題に取り組んでみたり、理解し
た力を違う問題場面で活用できるかを試したりする (今 日の 1間 として教科書問題を活用)な ど、
必要に応じて ドリームランド問題との併用も可能にしたかったためである。

これを実現するため、 ドリームランドの 14間の内容と並び川更は、教科書の指導計画によっ
て用意された教1科書問題の内容と並びllHに ほぽ呼応させて構成した。これにより、 ドリームラ
ンド問題を使って指導を進めていても、いつでも教科書にもどることが可能となる。

-37-



(3)単元オ リエンテーションの実麟 (第 1時 )

①単元名 第 6学年 難ヒベ方を考えよう (単位量あたりの大きさ)

② 目 標 ○全体絵図を見て、この単元で学習する単元全体総めあてをつか静。
,0今 までどんな「量」を学習 し、それらの量を比べるときはどんな方法で比べた

かを思い出す。
・ fll題 を通 して、異種の二量の割合としてとらえる量があることを知る。

Tl.今 まで算数の学習の中で、いろいろな量をはか
り、そ して比バ る学習を してきま した。 これま
で どんな量について学習 しま したか。

T2.こ れ らの量を比べ るときに、 どんな方法で比ベ

ま したか。

T3,同 じ単位の二つの量は、割算をすることによつ
て、 F小数」や 「割」「0/。 Jに して比べることが
できましたね。このことについて具体的に確認 し
ておきましょう。

1000円 をもと|こ1したとき、100円 の割合は、
どう表 しましたか。

*全体絵図の提示 く問題文は、伏せておく》  ｀

T4.こ の絵を見てみましょう。東京 ドリームラン ド
とい う遊園地の地図です。この東京 ドリームテ
ン ドの中にも、いろいろな量があります。

T5。 ところでみなさんは、 ドリームラン ドの達人と
いわれて、どんな人が達人を思い浮かべますか。

T6。 今でた達人の中からそれぞれNo.1を 決めた
いとき、どうやって比べた堪いいでしょう。F少

な雛ヽ鋳間でたくさんのア トラクシ嚢ンに乗れる
達人』について考えてみましょう。

重さ、長さ、面積、かさ、割合、
時間

・数えて数で比べた。
・端をそろえて比べた。
・はか り。ものさし・ ビーカー、
0時計などではかって比べた。
*割合は、わり算をしてその数字で比
べた。

1004' 1000こ=0.1
だか ら 1000円 をもとに した と拳、
100円 の割合 は、0.1

0。 11ま 、百分率で 10%と も言える。

・ どこに何があるのか詳しЦ達人.

・隠れキャラ探 しの達人.   、
・楽 しいことを知つてレヽる達人

｀

・少ない時間でたくさんのア トラクシ
ョンに乗れる達人.

・キャラクターが全部いえる達人
・お土産で、どこに何が売つているのか

知ってひる達人。
・ トイレの場所を知つているま塞人
・美味しい食べ物屋を知つている達人

今までどんな『量Jを学習し、それ亀備量を比べるときiま、
どんな方法で比べてきたかを思しヽ出す。

例選 Fド リ・―ムラン ド鐙濾入つてごんな量A』 を通 して、異種の
二地の割flb&わ てと摯える量があ膊こと場知る。
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(例 題 )

たくさんのア トラクションに乗れることで有名な二人の達人がいます。この二人のうちど

ちらが少ない時間でたくさんのア トラクシヨンに乗れる違人No,1か を決めたい。Aの達

人は、3日 間で30のア トラクションにのったことがある。Bの達人は、2日 間で22のア

トラクションにのったことがある: この時、どちらがNo.1の 達人だといえますか。

T7,カ ー ドに、自分が思つた答えと、そ う考えた理

由を書きましょう。
T8.多 かった考え方を紹介 してもらいましょう。

T9.実 はこの考え方は、今までにない量を使って、
Aと Bを比べています。 さつき確認 した割合の

式と比べて何が違 うのかを考えてみましょう。

T10.ヒ ン トは、それぞれの数字の単位です。特別に

式の中の数字に単位を書き加えてみます。
100(円 )÷ 1000(円 )=0.1

100円 は、1000円 の 10%

A:30(種 )+3
B122(種 )÷ 2

C.自 力解決。

C.A:30+3=10
B:22+2=11
Aと Bでは 1日 に何種類乗つたかで比
べ ると、 11種類の Bの方が多い。

答 え  B

C.・ 00。

C,割合は円と円のわり算だけど、もう一

つは、種類と日のわり算になつている。

０

１

１

１

一一

〓

日

日

T ll,種類の違 う単位の 2つの量のわり算によつて出
てきた数字で比べていますね。実は、これが今
まで学習 していない新 しい 「量」を使っての比
べ方なんです。

～伏せていた問題文を開いて全体絵図を提示～

T12,こ の遊園地の中には、これ と同じような量がた

くさんあります。東京 ドリームラン ドについて
の 14間 を学習しながら、種類の違 う2つの量
の割合を使っての比べ方や表し方が分かるよう
になり、それを利用することができるようにな

ります。
そしてさつき出たいろいるな達人比べのよう

な、東京 ドリームランドに関するオリジナル間

題を自分でつくる力、そしてそれを友達同士で

解き合つたり、分かりやすく説明し合つたりす
る力を身に付けること、題して『東京ドリーム
ランドの比べ方の達人になろう』これをこの学
習 (単元)全体のめあてにして、学習に取り組
んでもらいたいと塁い

<例題 1についての児童の回答状況 (対象児童数47名 )>

回答例① A:30+3=10 B:22キ 2=11
回答例O A:30+3X2=20 B122
回答例③ 3と 2を通分して (公倍数の意味)6になり、

Aの 30種は 60に なり、Bの 22種は66種に
なるから。

回答例④ Aは 3日 で 30だ けど、Bは 3日 で 33になるから。

国答例⑤ Bのほうが、時間的に短いから.

その他   ・ 1日 が 10個だから二日間の方が多い。
・なんとなく
・Aは 3日 で30だけど、Bは 2日 で 22.

2つの間の差が8だからB

Ｂ

Ｂ

えゝ

えヽ

答

答

Ｂ

Ｂ

Ｂ

30A 63.8°/0

3人  6.3%

1人
2人
5A  10。 6°/o

l人
2人

1人

答え
答え
答え
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(4)全体絵図を使った指導計画と実践記録

標 >
そのくらべ方や表し方を理解し、それを用○異種の二量の割合と

いることができる。

<単 元 の 目
してとらえられる数量について、

く目標と学習活動>

0単位量あたりの大きさ *A～ Eの 6人の児童らについての記録

<単元オリエンテーション>
・単元包括課題により単元全体

の見通しをもつ。

・今までにどんな「量」を学習
し、それぞれの量比べをする
時はどんな方法で比べてきた
かを確認する

。例題を通し、異種の 2量 の割
合として提える量があること
を知る。

A遊園地というのがやったことがな く

て楽しそうだと思った。

Bお もしろそうな問題で楽しみ。

Cド リームラン ド問題でここで学習す

る内容の力がつくから楽しみ。

D東京 ドリームランドという場所の問

題とぃうのがおもしろい。

E教科書だけではなく、 ドリームラン

ド問題はや りやすそうで楽しそうだ。
・ どんな達人がいるかを発表するのが

楽しかった。
・楽 しかったけど難しいとこもあった。
・量のことを思い出した。

・面積、人数が異なる場合のこ

み異合の比べ方を理解する。

問題 1

まずは、丸太船のア トラクシ

ョン。 A、 B、 Cの うち、一番
こんでいる丸太船は、どれか。

丸太船の面積と人数
面 積

(11「f)

人 数
(人 )

A 22 5
B 24 5
C 24 6

A簡単だった。でも人数を面積でわる
のが大変だった。
*みんながいっていた 「分数でも表
せるJと いう意味を知りたい。

B今 日の問題結構難しかった。次国も

大変そうです・・・。

C「1人あた りの面積Jが分かったか

ら今度の「 1ボあた りの人数Jの求

め方が楽しみ。

D一 つの問題でいろいろな式ができて

よかった。

El人 あたりの面積を出すのはできた

けど、 1ぷあた りの人数を求めるの

がよく分からなかった。
・「人口密度Jの意味とその求め

方を理解する。

問題 2
下の表は、ある年の練馬区の

面積と人日、そして今年の 6月
15日 の東京 ドリームランドの

面積と入場者数を表している。
練馬区と東京 ドリームランド

Q△2二墨墨全を比べてみよう。
面 積
(kぷ )

人
{万人)

練馬区 48,16 67。0
ドリーム 1.6 9.4

A昨 日のよく分か らなかった所を理

解する。
B比べ方が分かるように頑張 りた

い .

C「 1ぶあたりの人数Jの求め方を
がんばる。

D面積と人数の計算のやり方を覚え
たい。

E計算の意味が分かるように頑張り
たい。

A割 り切れずに商が長くて大変だった。
*大 きい数でもしっか り求められる

ようにする。

B比べ方が分かってきた。
*だいぶ比べ方が分かった来たか ら

問題 2は自分の力で解 く。

C人 口密度の意味が分かってよかった。
*練馬区と ドリームラン ドのどっち

が混んでるかを解きたい。
bい ろいろな式が出てきたけど少 しず

つ分かってきたからよかった。
E3つの比べ方の計算の意味が分かっ

た。

計算してみたい。

単元包括課題による指導計画
17時 *ジ ャンプコース

・単位彙あたりの大きさとその
用い方を理解する。

問題 3
「ゴールドラッシュ」は、大

A大きい数でもしっかり求められる
ようにする。

B問題 2を 自分の力で解く。
C欠席

A最後までできなくてがっかり.

ホもっと素早くできるようにする。
B式を逆に書いた。
*次は式を、間違えないい。
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<本時の自己目標 > <学習感想と次時の目標>

１

　

６

月

１５

日

２

　

　

１６

日

３

　

　

１７

日

4

20



日 C欠席

D式の作 り方が分かつた。
*式をちゃん と作れ るようにする。

Eど うい うや り方で計算 しているかが

少 しわからなかつた。

5

21

日

・ 単位置あたりの大きさとその

用い方を理解する。

問題 6、

国内にある池には、た くさん

の魚がいる。 この魚に一 日に、

池の 1耐あた り 0.6聰 のえさを

まくそ うだ。 1.5 kgの えさでは、

何ポまくことができるだろうか。

問題 7
国内にある池には、たくさん

の魚がいる。 この魚に一 日に、

池の 1ポあた り 0.6 kgの えさを

まくそ うだ。 8。5ぷの池には、何

kgのたさを使 うだろうか。

A初めての問題 もしつか り理解す

る。

B式を確認 してから答えを出す。

Cや り方を覚え、問題 を解けるよう

にする。
D式 の作 り方を分かるようにする。

E式をちゃんとたてられるようにす

る。

A結構簡単だつた。 *特になし

B「式を確認 してから答えを出すJと
いう自己目標が達成できた。

C最初は何だろ うと思つたけど、数直

線 をうまく使つているうちに「そつ

か」と思えたからよかつた。

D式 を間違えないで作れてよかつた。

E式をたてるのに少 し悩んでしまつた。

*悩 まないで式をたて られ るよ うに

する。

６

　

　

２２

日

・教科機の糠習闘題に取組み、

学習内容が理解できてしヽるか

確認する。
・ 理解できない部館がある場合

は、数師のアドバイスを受け

ながら理解できるようにする.

*教科書 42～43の適用問題
ぼ3つの市の人口密度は ?
・ジャガイモの収穫高は ?
・鉛筆 1本あたりの値段はどち

らが高い ?
・ガソリン 11難あた りに走る道

のりが長いのはどちらの車?

A今までの復習をしっか りする。

B復習をしっか りする。
C教科書で復習をしつか りする。

D復習をしつかりする。

E悩まないで式をたてられるよ、うに

する。

A問題たくさんやって疲れた。
*問題をすらす らできるようになる。

B楽 しかつた。

C教科書で確認できてよかつた。

D復習をやつてよく分かつた。

E式が反対になつていた りしたところ

があって、まだよくわからなかつた。

7 外飽な活動を通して学習内審
の理解を深め、曇味を広げる。

教科書 〔やつてみよう〕
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露

日
※下の 2つの活動から選択する。

時FHl的 な余裕があれば、他の
活動にも取り組む。

○身の回 りから単位量あたりの
考えを使つている場面を探す。

Ω豊塁⊇_A「 密度を調べる

9速さの農し方

1

２７

日

・速さが「時間Jと「距離Jの
2織からなることを理解する。

・体育の時間に行つた、50m
走のことを思い出して、「速い
とか遅いつてどんなこと?」

かを話し合う。

・距離と時間どちらも異なる場
合の導さの比べ力を理解する。

問題8
下の表は、人気の′3キ ャラク

ターが走つたきょりと時間を表
して,い る。一番足の速いキャラ
クターは、どれか。

きょりとかか
きょりm

マウス が0
ドッグ 感5

A問題 をす らす らできるよ うにな

る。

B式を間違 えない。

C・ ・・

D式 を作 る。

E・ ・・

A簡単にできてよかった。
B今 日は、式を間違えた り答えを間違

えた りしなかった。楽 しかつた。
C速さの表 し方が分かつてよかつた。
D速さの表 し方が分かつた。
*(速さについて)理解する。

E式のたて方がまだよく分からなかつ

た。

２

　

　

２８

日

速さを単位置あたりめ審えを
躍ほて飽べる海法を理解する。

前時め問題 8の学習をもとに、
速さを比べる方法にちいて話
し合いう。
速さは 1秒あたりの距離や、1

mあたりの時間で比べられる
ことをまとめる。

A速さについてしっかり理解する。
B単位量あたりの 2通 り考えを使つ

て問題を解く。
C速さの式を使えるようにする。
D速さの意味を理解する。
E式をちゃんとたてて意味も分かる

ようにする。

Al秒 あた りに走った距離で比べるの

は分か りやすい。でも lmあた りに
かかつた時間で比べる方法は、どん

なときに使 うのかな ?
B単位量あた りの考えの 2通 り(1秒 あ

た りに走った距離か lmあた りにか
かつた時間か)が よく分かった。

C前の授業より速 さを出す計算が分か

るようになってすっきりした。
D2通 りの表 し方があり、分か りやす

い方で答えることが分かった。

二重Q意味が少 し分かつた気がする。
3

鯵
目

・実際にあるジェットゴ=スタ
ーのデーターや、自分の動
走りの記録を使 って学習内容
の理解を深め、興味を広げる。

問題 9
ジェットコースター :ま 、絶対

に乗 りたいア トラクシ ョン。園
内には、 3つ のジェッ トコース

ターがある。 どのジェッ
スターが一番速いか。

走 ■上豊二 りとかかる時
きょり

m

時間

(分 )

スターマウンテン 924 3
スカイマウンテン 1000 4
7ン ダーマウンテ 1245 5

実際に自分が走った 5o mのを

使つて、自分の走る速さがど
れく_ら ぃかを知る.

トコー

A速 さについてしっか り理解する。
Bジェッ トコースター問題を頑張っ

て解く。
C・ ・・

D速さの式が作れるようにする。
E正 しい式で答えを出す。

A本当にジェットコースターに乗つて
いるような気分になった。結構簡単
だった。

Bl分 間あたり何mを 1時間あたり何
kmに変えるのが難しかつた。

C時速の出 Lノ方が分かつた。
D l分聞あたり何mを 1時間あたり何
kmに変えられることが分かつた。

E前よりも式が簡単にたてられるよう
になるた。
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4

３０

日

問題 10
東京 ドリームラン ドに電車を利用 してくる場合、特急ブル

ーアロー号と、特急ロマンス号の二種類の電車が使える。

特急ブルーアロー号は 4時間に 600km走 り、特急 ロマ

ンス号は、3時間に435km走 る。どちらが速いだろうか。
・速さを求める公式をまとめる。
・用語 「時速J「分速J「秒速Jの意味を知 り、公式を用

いて速 さを求める。

問題 11
東京 ドリームラン ドには、園内を掃除をするかわいい掃除

ロボットが何台かありいつも国内をを掃除 している。 このロ

ボッ トは、 1日 8時間で 24kmの 距離を動 く。 この掃除ロ

ボットの時速・分速・秒速を求めよう。

Aロ ボットの問題を秒速にするのが自

信がない。
B速さ=道のり■時間の公式がよく分
かった。

C最後にやつた問題 11の 「時速、分

速、秒速の換算Jが難しかつた。
*次はすらきりさせる。(単位換算)

D速 さの公式が分かつた。
E時速を分遠、秒速になおすのがちょ
つと不安。

５

　

　

■

日

・道のりを求める公式を理解臥
それを適用して道のりを求め

ることができる.

闘題 12
海に近い東京 ドリームラン ド

には、たくさんのわたり鳥がや
つてくる。あるわたり鳥は、時

速 60kmで 飛ぶそうです。こ
のわたり鳥が、 2時間飛び続け
て進む道のりを求めよう。
・渡り鳥の速さと時間から道の

りの考え方を考える。
・道のりを求める公式をまとめ、

_公式を用いて道のりを求める。

A道のりの求め方は、多分、

道のり=速さX時間だろう。
B道のりの式は、

道のり=速さX時間 カナ ?

C道のりの式は、

道のり=速さX時間 かな?
D道のりの式は、

道のり=速さX時間 かな ?
E道のりの式は、

道のり望速さX時間・・ 0?

Aわるのは嫌いだけど、かけるの |ま好

きなのでできた。

B道の りを求める式が自分の予想通 り

だった。

C道のりの表 し方が分かつた。

D道 の りの表 し方 と秒速 とかに戻すや

り方が分かつた。

E道の りを求める式をたてるのはいつ

もより楽だつた。

塑鰹壁二 _lL豊釦里_デ ーナーJを読み、速さについての興味、関心を広げる。(動 くサッカー場}

６

　

　

　

４

日

・速さと道のりから時間を求め

る方法を理解する。

問題 13
おくれて ドリームラン ドにや

つて来るしんせきのお姉さんか

ら、「練馬の家を今、車で出てこ

ちらに向かうJと 携帯に電話が

あつた。練馬からの道のり90
kmを平均時速 45kmで 進ん

だとすると、今から何時間後に

ドリームランドに到着するか。
・ 自動車の速さと道のりから時

間の求め方を考える。
・ヽ時間を日として式に表し、求

める。

A計算 ミスは絶対にしない !

B・ ・・

C時間の表し方を頑張
'る

。
Dあまり間違えない。
E・ ・・

Aこ ういうのつて、見ただけでピンと

くるからよくできるんだろ―な―.

(数直線利用についての感想)

*単位を変える問題を間違えない。
B時間=道のリキ速さの問題がすらす

ら解けた。
*次の問題 14は時間=道のリキ速

さと同じ考だ方でできそうだ。
C時間の表し方が分かれた。

*次のポップコーン問題を頑張る。
`

D速さ・距離・時間を出す基式は、 5

年の時に勉強した割合の「もとにす

る量・比べられる量・割合Jの関係

と同じだ。
E次の時間では、悩むところがないよ

うに完壁にしたい。

７

　

　

　

５

日

・仕事の速さについて理解する。

問題 14
Aのポップコーンマシーンは

1時間で 1.2 kg、 Bのポップコ

ーンマシーンは 10分で 220
gのポップコーンが作れる。

|まや く作れるのはどちらか。

・ 1時間に 1.2 kgポ ップコーンを

A単位を変える問題を間違えない。

B「時間=J「速 さ=」 「道の り=J
のなかでどれが当てはまるか考え

る。

Cこ の問題をできるようにして、金

部の問題が解けるようにする。

D正 しい式を作る。

E迷わないで式を立てる。

A次の問題作 りが楽 しみ

*ち ょっとひねった問題を作るぞ :

B最初の問題は間違 えたけど、後から

分かつてできてよかつた。

*難 しいけどおもしろい問題を作 り

たい。

C最後の問題 (今 日の 1問 :教科書の適

用問題)ができてすつきりした。

D式がちゃんとつ くれた.
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作る翻 と、
.10分

問に 220
g作る機械の速さを比べる。

E昨日よりもすらすら式がたてられた。
*いろいろな問題をつくる。

0ま とめ

１

　

　

６

日

学習内容を確実に身に付ける。
学習内容の理解を確爾する。
「力をつけよう」に取り組む。
「たしかめようJに取り組む。

作間を通して、学習の内容を
深め、興味を広げる.

ドリームランドを舞台に具体
的な場面を想起し、問題作 り

をする。____

A楽 しい問題を作る。
B難 しいけどおもしろい問題を作 り

たい !!
C問題を作る。
D問題作 りを頑張る。
Eいろいろな問題をつ くる。

Aやつと 1問つくつた― !楽 しい !:
*楽 しい問題を作る。

B問題が思いつかなかった I・ ・ .

C楽 しい問題をもつと作 りたいと思つ

た。

D問題で何を書けばいいのか分からな

かった。
E自分で問題を作つてみて楽 しかつた。

２

　

　

　

７

日

作間を通して、学習の内容を
深め、興味を広げる。
ドリームランドを舞台に具体
的な場面を想起 し、問題作り
をする。

お互いの問題を解き含しヽ、相
E評価する活動を通して、学
習の内容を深め、興味を広げ
る.

友達が作つた問題を互いに解
く。

解き終つたあとで、友達の問
題に対 しての感想やア ドバイ

基を書き._相互評価を行う。

A楽 しい問題を作る。
B友達問題を頑張つて解 く。
C問題を作る。
D速 さの問題をできるようにする。
E・ ・・

A友達問題を 2も んやった― !

*明 日のテス ト頑張るぞ。
B友達問題は、まだ 2問 しかやつてい

ないけど、おもしろい問題だつた。
Cオ リジナル問題が楽 しかった。
D友 達問題で、難 しい問題と簡単な間

題があつてよかった。
El回だけ式が逆になってしまった。
・問題作 りが超楽 しかった。 もつと作

りたい。   う

★問題が思いつかなかつた。
・友達問題を解いて楽 しかった。

I発展 I・ 巻末|.0こ 」                              蕩
0

7/8

ワークテス ト

‐２

日

3 ・単元全体の振り返り
・単元振り返リプリントで学習

を振り返る。

A:結構楽しかつた。式、簡単に作れるようになつてよかった。
3:難しい問題も簡単お問題もあつた。始め:ま分かりにくいところもあつた

けど、すぐに分かつたのでよかった。
C:ド リームランドでやった方がいいと思つた。なぜなら、ぼくは興味をも

ちながら楽しみ、集中してできた。これで全部分かるから得だと思つた。
D:時速を分速や秒速に戻す問題や、混み具合を調べるのが難しかつた。で

も、問題文や表を見て、同じ面積や同じ個数を診ればぃいんだなと思つたけ
ドリームランドの問題の方がいい。        メ  =

Eド リームランドの問題は、教科書の問題よりもやりやすがつたと思 う。速
さの問題で、時速を分速や秒速に変える問題が難しかつた。  :    `

・いろんなア トラクションを問題にしたのがよかった。
・ こういうのは、身近な問題で分かりやすくて楽しかった。
・楽しくできてよかった。
・ 自分が知っている場所で楽しい。
,い ろんなア トラクションを問題にしたのがよかった。だけどなんかよく分
からないというか整理できていないこと(時速を分速や秒速に変える、出
した数字の意味を逆に提える)が ある。
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(5)学習を通しての児童め様子

①単元の終りに「 ドリームランド問題づくり」という「単元全体のめあてJを設定したことについてI
単元終末の作間活動では、実際にある遊園地のガイ ドブックを参考にしながら、意欲的に作問活

動に取り組む姿がみられた。 ドリームランドの中に様々な具体的な場面を想像し、自分なりに異種
の 2量を設定したオリジナル問題がみられた。また、友達同士でお互いの問題を解き合いく必要な
ときには、FHE題の設定や表現についてア ドバイスを交わし合 うなど、めあてにそつた充実した学習
活動となつた。
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②具体的問題場面として「東京 ドリームランド (架空の遊園地)」 を設定したことについて
「児童がより具体的に問題場面を想起でき、導いた答えの妥当性を自分の体験からも確認できる

だろう」という仮説のもと、「東京 ドリームラン ドJと いう架空の遊園地を問題場面の舞台として設
定した。ジェットコースター問題を解いた後 「本当にジェットコースターに乗つているな気分にな
つた。Jや「計算だと時速 20 kmだけど、実際はもつと速いはず」という感想をもつたり、友達が
作つた問題の答えに対して、「90 cJの船は狭すぎるし、そ通に 20人も入れないと思 う。」とア ド
バイスを送つたりするなど、具体的な問題場面を想像 しながら学習活動に取 り組んでいた様子が随
所に見られた。また、下記の学習後の感想からも、児童が興味をもつて、いろいろなア トラクシヨ
ンを想像 しながらちながら学習活動に取 り組んでいたことが伺える。
(単元学習終了後の児童の感想から)

・ ドリームラン ドでやった方がいいと思つた。なぜなら、ぼくは興味をもちながら楽 しみ、集
中してできた。これで全部分かるから得だと思つた。

・いろんなア トラクションを問題にしたのがよかった。
・こうい うのは、身近な問題で分かりやすくて楽 しかつた。
・楽 しくできてよかった。
・自分が知っている場所で楽 しい。

③全体給図の中に学習問題全てを盛り込み、内容的には教科書問題とそろえたことについて
実際の授業では、習熟度Bllコ ースのホッピング(じ っくリコース)、 ステップ (標準コース)、 ジ

ャンプ (発展コース)の うち、ホッピングは、教科書の問題から入 り、 ドリームラン ド問題を適用
問題 として活用する形を取つた。これは、児童の実態を考慮 し、教科書に用意された資料やあら
かじめ用意された数直線を利用 した方が理解 しやすいと判断 したためである。ただ、学習計画の
流れは、 ドリームラン ド問題も教科書も同じなので、ホッピングの児童も適時 ドリームラン ド問
題に挑戦 した。
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V崚 研究の成果と課題

<成 果 >
①授業議l録や単元学習終了後の児童の感想から、単元包括問題の活用は、児童が自ら課

題を月Jつ け出し、より主体的に学習に取り組むという点において、有効であつた。

②高学年の場合、「単元全体のめあて」を求められる児童の姿として (「 買い物上手に

なろうJ「東京 ドリームラン ドの比べ方の達人になろうJな ど)単元導入時に提示す

ることで、児童は単元の日標を具体的につかみやすくなることが学習後の感想などか

ら感 じられた。

③児童にとって生活体験や必要感のある素材は、学習意欲の向上の他、児童の思考の大

きな手助けとなることが、授業感想から分かる。

0満足度曲線は、児童の学習状況の概況を心理的な面から素早く把握する点で有効な手

段であった。

⑤ 「今 日の 1間 Jは、教師と児童それぞれが、その授業における知識・理解面の定着度

合いが確認できる点で有効である。また、児童の数学的考え方の変容についても見取

ることができる。

<課 題 >
①学習内容の違いによつて、どのタイプの導入素材の活用が有効なのかを、視点や効果

測定の方法を定めたうえで、検証・分類 していく必要がある。

②今後も更に、新 しいタイプの導入素材がないかを研究していきたい。

③導入素材に限らず、単元オリエンテーションで活用できる手法について今後も研究を

続けていきたい。

<キ な 参 考 文 献 >
1。 算数指導の見直し一導入・評価の見直 しと実践―新算研練馬支部編集 (東洋館出版 )

2.「小学校指導書 算数編」:平成元年 文部省教育課程課 (東洋館出版 )

3。 「小学校学習指導要領解説 算数編」:平成 11年 文部科学省教育課程課

(東洋館出版 )

4.「小学校算数指導資料 指導計画の作成と学習指導J:平成 3年 文部省教育課程課

(東洋館出版)

5。 「小学校算数指導資料 新 しい学力観に立つ算数科の学習指導の創造」

:平成 5年 文部省教育課程課 (東詳館出版 )

6.「小学校算数指導資料 新 しい学力観に立つ算数科の授業の工夫 J

:平成 3年 文部省教育課程課 (東洋館串版 )

7.「算数数学教育と数学的な考え方J(改訂版):中 島健三 (金子書房 )

8。 東京都立教育研究所紀要  「数学的な考え方に関する研究J

9.練馬算数教育研究会「算数指導の見直 し」に関する研究紀要 等
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意欲 :を 高 める指卜 の正夫

◇◇ 学習意欲 と学習内容の定着の向上を 目指 して ◇◇

練馬 区立練馬第二小学校 鈴木 千尋 伊佐 考示 原沢敏恵

学習改善は、指 導者 の指導技術 ・指導力 を向上 させ てい くこ とであ る。 しノか し、高い指

導技術 ・指導力 を持 つていて も、指導者 の一方 的な子 どもへ 吟教 え込みでは学習意欲 、学

習 内容 の定着 は図れノない D

子 ども自らが学ぶ こ との意義や 楽 しさを知 り、 自ら考 え、 自ら学び、互いに学び合 うこ

とを培 うことが重要■Fあ る。従 つて 自らの考 えを表現 し、他の人に伝 える丈|を 付 けてい く

こ とが大切にな つて くる.そ れ に よ り、互 いの考 えを知 り自らの考 えを向上 させ る (拡 張 )

と考 えた。

そ こで、 6年 生 とし/て は、子 ども自らが互 いに学び合 えるよ うに学習環境 を設定 し、F学

習の 自立を助 け る手段 」「学び合 い (思 考 を深 める)の で きる手段」 Φ 2f)と 「見つ める

日、感 じる心、育てる技」 を中心 と考 え方策 を立て取 り組む こ とに した。

(1)学 習指導改善:の 工夫

①学習の 自立 を助|け る手だて

ァ、単元を見通せ る学習指導

算数科 での学習では、問題 を与 え られて学習者 がそれ を解決す る方法が一般 的であ

る。 ここでは、児童 自らが課題 を設定 し、解決 していける よ うに指導計画を立て るこ

とに した。 そ こで、単元 に入 る前 にプ レテ ス トを行 い。児童一人ひ と りが 自分 の課題

「学習内容 」「学習態度Jの 2点 を決 め、課題 (2課 題 )に 取 り組 む よ うに した。

また、 この こ とで児童一人ひ と りが 自己学習評価 もで きる と考 えた。

ィ、
二人ひ と りの考 えを明確 に表すё

一人ひ とりが 自分の考 えを しっか りと表現 し、伝 え られ るよ うにす るため、話 し合

いの場 (学 び合いの場 )の設 定 を行 う。 この場 も、児童一人ひ と りに合う 場・学習内

容 に合 う場 を教師 が考 え設定す るこ とに した。場 には、少 人数 (2人 組 )ノ 1ヽ グループ

(4人 ～ 6人 )中 集 団 (18人 )大集 団 (学級 規模 ・学年 規模 )の 4つ の段 階 を設定

す ることに した。

ゥ、 ワニ クシー トの利用

記録 を確実 に取 る習慣 を身 に付 |す させ るために ワー タシー トを工夫 した。 ワー タシ

ー トの利 用 は 5年 生の時か ら行 い、児童一人ひ と りが 自分 の考 えをを確 実に記録す る

よ うにな って きている。 更 に個々に記録方 法を工夫 をす るこ とで、 自分'の 考 えを他 と

比較 。自己の考 え…の拡張を図 るこ とがで きるよ うになって きた。

ゥ、評価 を しっか りと伝 える

ワー クシー トC)摯j用 で、毎 時間児童一人ひ とりの記録 を見て、加点的評価 を行い、

児童 自らも学習 内容・態度 の課題 評価 を行 い。次 の授業 に活用 できるよ う書 き方 に付

いて も指導 してい く。 そ して、既習の振 り返 りができるよ うに冊子 fヒ してい く。

評価 を毎時 FHD行 うことで満足感 を得て学習意欲 につ なが る と考げた。

0学び合い深 める手だて

ァ、学び合 う場 の設定 を図 る。

小人数 (2人 組 )・ 小 グル ー プ (4人 ～ 6人 ) 中集 団 (18人 )。 大集 団 (学級



規模・ 学年規模 )な どを課題 によつて話 し合 う場 を設定 し、 自分 の考 えを人に伝 え・

聞 く・ 練 る→記録す る よ うに した。

席 は、指定席 として児童 同士が学習 に集 中 し、学び合 えるよ うに配庭1す る。

ィ、他 との比較 をす る ことで 自分 の考 えを明確 にす る。

他 の人 の考 えを知 り、 自分 の考 えをよ り良い考 えにす る。 そのた めに互いの考 えを

発表 し合 い。 自分 の記録 に友 だちの考 えを加筆す る。そ して、同意点・ 相違点 を明確

にできるよ うにす る。

ゥ、相談 タイユ、の設定

解 決の途 中、先 に進 まない。 どこか ら手 を付 けた らよいか分か らない。 自信 が もて

ない。 これ らの子 はなかなか 自分か ら聞 こ うとす ることができない。そ こで、学び合

いの場 の 中で相談 タイムを設 定 し、 自由に話 し合 えるよ うにす る。何か一つ の ヒン ト

で解決で きることが多 くあるので、児童一人ひ と りが互い に分か り合 う、聞き合 う場

に してい く。相談 タイムの設 定は指導者 が指導計画の中で事前に設定す る場合 と授業

の流れ の 中で設定す る場合が ある。授業の 中では、指導者 が教 えるよ り、児童 同士が

学ぶ (話す )こ とで進む と感 じた とき (教 えるものではな く、考 えて導 き出せ るも)の )

に入れてい く。     _
③ 見つ める 日、感 じる心 、育て る技 を高 める工夫

ァ、個別 目標 の設定 し、子 どもを見つ める意識 を高める (ワ ー クシー ト)

・ プ リテス トをもとに、児童一人ひ とりが単元の個別 目標 (学 習 内容・ 学習態度)を
設定す る。 それ を もとに、教師は個 々の児童 に対 しての毎時間個別の指導対応 を行

う。 それ は、個 々に合 う言葉掛 け (も う少 しだ よ、いい考 えだ よな ど)、 補助教具

(考 えを見つ け られ る物 、広 げ られ る物 な ど)を 与 える。
0毎 時間個別評価 を行 う。個 々の ノー トな どか ら個別評価 を行い。それ にあつた毎時

間の個別 目標 を設定 し、次の授 業の 目標 を設定す る。

ィ、評価 の工夫 (指 定座席表 )

・評価 は単元の評価 に止ま らないで、授 業毎の評価 を行 うことが大切で ある。 これ を

行 うこ とは、教師が子 ども一人ひ とりの学習 内容・意識 を感 じることがで きる と考

えた。 また、授 業の中で問題把握場面・ 問題解決場面。検討場 面 。ま とめ場 面 とそ

れぞれ の場面で個 々の児童 の様子 を観 察す るこ とで よ り良い評価 を行 うこ とができ

る と考 えた。

ゥ、学習後の評価 (ワ ー クシー ト)

・ 学 習指 導後 、毎 時 間の ワー タシー トか ら各 自の考 えを検討 、また他 の人 の考 えを

どの様 に受 け入れ てい るか記録 か ら読 み取 り、児童 の考 え (発 想・ 思考 )を 受 け

止 め肯定 的評価 を行 い児 童 が 自ら解決 し、 よ り良い方 法 を模索 で き るよ うに コメ

ン トを行 う。 また、良い ワー クシー ト (発 想 ・思 考)を マ ス刷 りし多 くの児童 の

参考にで きるよ うにす る。

ェ、 自己評価 の設定 (満 足 曲線・ 学習感想 )

・満足 曲線 を記入 させ ることで、児童が授業での取 り組み と理解度が把握 で きる。 ま

た、児童 自身 が学習に どの様 に取 り組み満足 したかが児童 自身 が知 そ,こ とがで き、

学習の喜び を'知 ることになる。更 に、学習感想 か ら教師 は個 々の授業 が児童 に とつ

て どの様 であ|っ たかわか り、次時の学習 を計画 を児童 に合 つた学習 をたて るこ■とが

できる。
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6年算数科学習指導
実施学年

‐6年 1組  』38名
6年 2組  2841

計 こ〕6名

指導者   鈴木 千尋

伊佐  考示

原沢 敏恵

1,単 元名 立体のか さの表 し方 を考 えよ う

2,単 元の 目標

体積 の概念や測定及びその単位 について理解 し、直方体や立方体の体積 を求めるこ1と が

できる。

1関 心・ 意欲・ 態度 1 ・ 身 の回 りにあるものの体積に関心 を もち、それ らの体積 を求 め

よ うとす る。

I数学的な考 え方 ]・ 体積 について も長 さや面積 な どの場合 と同 じよ うに、単位 の大

きさを決めてそのい くつ分数値イLし て考 える。

【 表現・処理  】 ・ 公式 を用いて直方体・ 立方体の体積や容積 を求 めることができ

る。

I'知 識 。理解  】 ・ 体積 の単位や直方体・ 立方体の体積 を求 める公式 を理解す る。

・ 錐体の体積の求め方について知る。

3,単 元について

(1)教材の関連

第 二学年 水 の か さの は か り方 と表 し方

具体的操作 で量 を量 つた り、

(現 三学年 )

比べた りす る。

第二学年 「結1菱ヨ
・ 面の構成

小数 のか iす 算 (鵬
2)

辱

第 四学年

普遍 単位 (1置 )が い くつ → 長 さ X長 さ→ 公 式

第工学年

第六学年 直方体 と立方体

・ 直方体 、立方 体 の概念 を見取 り図、展開図

・ 空間概念 の基礎

・ 普遍単位 (1翻・ 1ぷ )

・ 体積 =縦 X tt X高 さ嘱>(底面積 X高 さ)

02年 生で1と ld Cの 単位 を用いてか さを直接測定 し、 4年 生で |ま 面やポを用いて広 さ

を公式 を理解:ヒノ、普遍単位 の何個分で理解 した。公式 も長 さX長 さで求 め られ るこ

とを理解 してい る。更に二年生の増ヽ数のかけ算で幽 2を
学習 している。

ここでは、 こ̀う した考 えを使 つて体積の表 し方 (1翻・ 1ど )・ 求め方 (縦 C砂 長 さ

X横 の長 さX高 さ)を 学習す 轟。 この時、 4年生で学習 した面積のま積 と同 1じ 考 え,

ロ

サ

面積iの はか り方 と表 し方

彊扇亜藤通轟   壁



で、体積 も lc威の単位い くつ分 を長 さ (縦 )x長 さ 〔横)x長 さ (高 さ)求 められることを知 る。発展学習 として錐体の体積の求め方 を知 る。錐体の体積については、興味 。関心を持 ち,柱体の 1/3で 求め られ ることを視覚的に提 える程度 にす る。

(2)教材 について

個々での学習では、既習のことを元に して、各 自が個 々に学習 してぃ くことが重要であ り、 (長 さ)→ (広 さ)→ (か さ)と 学習 してきてぃる。その学習 を利用 Lノ て体積 も同 じよ ぅに表 し・求 められ ること理解す る。そのために次の四点で理解 させてぃきたい。

①具体的操作ャ通し、具体的立体 (自 体)の 直方体① (縦 5 cm横 4 cm高 さ3 cm)直方体0(縦 4 cm横 4 cm高 さ5 cm)・ 立芳体 (一 辺 4 cII)を使い、大きさの比べ方を自力で考力L、 他の人 の考えを知 り自己の考 えをよりょぃ物にす る。・ 直方体、立方体 3つ比べ ることでか さ (体積・容積)に ついて理解す る。・ 具体物を,直接扱 うことで体積について■lJ定 か らも理解できるよ うにする。i② 面積 の普遍単位翻・ ポ と同 じょ ぅに体積 も普遍単位ぷ・ ぷを用い表せ るこ と知り、数値化できるこ とを知 る。
・ ここでは、 1翻 の積み本 を使い (何 個・ 何 FIJ・ 何段)を 具体的操作を通 L〆 て体積の大きさ、表 し方を理解する。

③長 さx長 さで面積 が求め られ たょ ぅに体積 も長 さx長 さx長 さで求め られ ることを知 る。
・求積方法が単位体積の個数を導接測定可能な長 さか ら誘導 され ること。乗法の意味を適用 して、間接的に単位体積 の個数が求められ ること④直方体の高 さと体積 の関係 を理解 し、その関係 を使 い、底面積 X高 さで体積 が求められ ることを知 る。
・ 高 さが 2倍 3情 …にな る と体積 も 2倍 3倍 … となることか ら理解 を図ってぃく。

0こ こでの 「数学的な考え方」
ア、数化の考え

ここでは、ものの大小を単に感覚的 に提 え判断す るのではな く、大小の関係 を差や商を用 いて表そ うとする。それぞれの量の大きさを数値で表す ことが必要になって くる。数値化すれば大小の順序性ばか りでな く、量を演算によって関係づけらォЪる。

イ、関数の考 え

関数的な依存関係 、別の物 に置き換 えて考えることができること、このことが直接単位体積
|の

個数 を数えられないものを、直接測定可能な長 さに置 き換えて計算によって測定値 を得 ることを知 る。
ここで も必要な全 ての数値 を自ら見つけ、計算に持ち得 ることが関数の考 えをも育てる。   、

ウ、統合の考え

既習の求積会式 (正方形・ 長方形)が乗法で組み立て られてぃるの と同 じよ ぅに体積の求積公式 (立方体・ 直方体)も 組み立て られていることを測定の考えからも統合的に理解 させ ることが重要 となる。



3,児童の実態            r
O学習や生活の様子 (観察実態)

5年生の 4月 は `48名 でスター トしたが、この 1年FHE近 くで、男子 2名 、女子 7名 の計

9名 の転入生があった。男女の比率もほぼ 1対 1と なり、いろいろな活動の場面で言いた

いことを言い合い、のびのび とした動きが見られる。また、大きな学校行事を経験する申

でも、自分たちで考え行動すること、みんなで協力 していくことを常に意識 させてきた。

索直で、どちらかと言えば 6年生 としては幼さが残る子が多い といえる。男女の伸も良

く、休み時間にも楽 しそ うに談笑 している姿が、学級を越えて見 られる。算数の授業の中

でも、男女隣同士で自分の考えたことの話し合いが割 と自然にできる。

かたつて、伸良しの友だち同士だと、話し合いの内容になかなか迫れず、深まらずにい

る場面をよく見かけた。そこで、お互いの考え方をよく知 り、竹のよさを確かめ合 うため

にも、今回の授業は座席指定 し、話 し合 う集団の組み合わせについても手だてをうつ。

好



0レディネステスト(SP表 )か ら                   ■ '

子どもの実態をつかみ、実態にあわ惜で指導計画や課題の設定、提示 FHl題の選択をし
ていくこノとが、子 どもの学習意欲を向上 させ、学習内容 も着実に定着しπrい くと考え
られる。そこπF、 レディネステス トを行 うことにしたも

FHl題 は、これから学習する分数の単元テス トを取 り上げた。 この問題から得たデー
タを SP表に表 し、一人ひ とりの実態、問題についての実態、学習集団としての実態
を分析 していく。そして、その結果か ら個別 目標、各時間のねらいや指導計画を作 り
出した。
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〈全体的に見て〉
・全体 としては、sP表では上方のふくらんだ逆三角形となっている。筆元に,入 る前に先

行学習をしている子が多いためと思われる。 6割以上取れている子が 540/0もIい ることが
分かつている。一ブアで、 1割以下の予は 23%い ることがわかった。他の単元、領域にお
いても学習が定着 lノ にくい子たちである。

このことから、考 )な ると自1カ 解決では多様な考え方や分かりやすい説明の仕方を取り1糧

ませる一方で、相談タイムを取り入れ、解決が手に付かない子 |ま教えてもらうことで集団
の検討場面に安 Jb lノ て参加 し学習を定着させる。また、教えたい子が多くいる|た め、活]題
や課題によっては、発展的な問題や適用問題を用意し、挑戦させていく。
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③児童へのアンケー トから見えた 『自力解決Jと 「学び合いJの実態

前単元の『 立体について調がよう』が終わ り今単元に入る前にt自 力解決 と学び合いについ

てのアンケー トを行つた。一も一つ丁寧に担任が、読み上げながら用紙に記入させていつた。

特に好き、きらいを選ぶ ところで :ま 、その子な りに理由ももつているので、聞ける範囲で聞い

ていった。                      '
その後、学習に入る前に算数ガンバルニャン通信で、子 どもたちにもアンケー ト結果を知 ら

せ、課題意識を持つ時 lPSを 15分ほどとつた。

アンケー ト

六年  組 〔         〕

。1き言III:[[菫 IIき|::Li建
こ理髯:冨EfまFttTを

も
t好幸 ・織い =どちらともいえない

°
.E3凛野1雪F百1幌翼聯

)も るヽ時、自分の気持ちに当てはまるも

|1里遷:暑憲盲馨L賞葛lよ撃:ぎ
た

'1号

う・ :
( )軍

憲事暑象言』Fえ
はまだわからないけ働自分に出来ること

) 自分のやり方で解いてみるぞ.

) わからない時は、先生に載えてほしぃなあ.

〕 わからない時はも友だちに教えてほレLtなあ.

) 解いてみであってぃた・lb、 うれしい1 気持ちがιヽい l

)蘭違っていても、最後にわかったらぅれしい! 気持ちがいい :

) 間遣ってぃると落ち込メリでしまい、やる気がなくなる。
) 目っている人同±で構L′合いたいなあ。
) 二応とけた時、答えを翻ヒかめたい。

0 学び合いについて聞きます。
・好き     .嫌 い

。い
さす

び舎い
手Pt｀

てヽ自分の気持機に当ではまるものにOを付けよう.

《いくつでも)

菖界ふ考えは、二生だけ曝 暮たぃ.蘭かせれ ヽ
自,o考え1ま、友だちに畑らせたい。
まだちo考えを知:り たい。  '
自分の考えがあうそtlれば roHI:J

自分の答えがあってぃれば rox:J  `
2人担なら話し合うのが害き.

4人組ぐら11でも議すoが好き。
多ければ多いほど《クラスや学年豊洋)購すのが好き.

⑤

友だちの考えを聞いたり、見たりするのは好きだ.

自分の考えを雷したり、見せたりするのは好きだ.

間違っていると、学びあいたくなくなる。
r●1違えた時T,、 自争モl進んで考えようとする。
自分と違う考えを暴う1夕るとも落ち込む.

自分と導,青ネ幸見つけぅと、うれしい|.   .
自分と同じ考えを見つけると、磐ち込む̀

.

自分と同1奪えを見つけうと、bれしいt.

雷量露横華二辱言量ぶF露婁だF鷺
だ|.

話す0が1警意だ    ｀

まだちの申えを見たり、聞いたりしたらどうしますか。1り ,えらび群:

よう。(ギうしても2つあった1,それでもいいて,ず)

)興 味がないので、聞き流す.

) 自分のを消じて、ノートに記録する。

1: 自分のとは311の所に記録する.

) 自分の考え脅直したI」 、付け加えながら驚録する。

' 
その友だちに、自分の考えや感饉・意見を伝える.

・どちらともいえなぃ

どちらでもない

自力解決 にういて

く全体的に〉

理由として、「解 すない」「難 しいJと 感 じた時の

気持ちを挙げている。
・

「好き」 |ま ぅ576で、男子が女子の 2倍になつている。「まずは自分で解いてみたいJ「解

けるとすごく気持ちいい」などがぁり、「自分の知つていることを組み合わせて考える

のはパズルみたいで楽しい」という理由もあつた。
「どちらともいえない」が 440/0で 、「解けると楽しいが間違えると悔 しいから」「問題

による」などの理由が多いが、「でもやつてみたい」がその後についてく|る 子が多い。

また、「自分一人 c二 り誰か と一緒に解決 したい」 とい う声もある。
→ 以上から、子 どもの実態 としての自力解決は、答えが正解 して初めて、自力解決

できたと、と摯えている子がほとんどである逮とがわかつた。 自力解決 ど:ま 、自分

の考えで、解決への道を探ろうとする過程そのものであることを子 どもが実感でき

るような授業を組んでいく。

7



(各項 目について 自分の気持ちにあてはまるものを選ぶ〉

| ・半数以上の子 1ど もは、「自分で解いてみたい」と思ってお り、「解いてみて合つていた |

| らうれしい」 と感じる子は 870/0い る。一方で、「間違っていると落ち込みやる気がな
|

| くなるJ子 も・少なくはあるが 140/0も いる。                   |
→ 自分で解いてみたいと思 う気持ちを大切にし、解いた結果でなく解く過程:のお t

もしろさ ドキ ドキ感を感 じさせる。

・ F自 分にできることをやつていみるぞ」 と思 う子 |ま 、 670/0で ある。 この気持ちを育て |

ることが学習 の 自立に繋がると考 える。
・「分 か らない時、.先 生や友だちに教 えて もらう」子 :ま 、それ ぞれ 260/0、 48%13か い |

ない。残 りは、何 をして よいか見 えないか、そこまでで止まって しま うものと推察す る。
|

これでは、学習意欲 |ま 向上せず、定着 もしにくいだろ う。              |
→ 学習ルール①に

。「Fpl題 に出会 つた らわかろうとす る」 とあるが、心情面だ けに投

げかけ るのではなく、実際に どんなことができるのか、 した らよいのか、個 メなの実

態 をつ かみ、予想す る反応 か ら具体的な手だてを決 め、時間内に効率的に支援 して

い くこ とで、 自力解決の満足感 を味わわせ 通.

|・ 「解けたら答えを確かめたいJ子は、 55%で ある。自力解決でだいたい正解だと思える |

1 答えを書けた子が確かめたくなるのかと推察される。逆に答えが出なかった子、間l墓 つて
|

| いることがあらかじめ予想できた時、「いい考えを知 りたいJ「考えを聞いて最後にすつ |

1主_1_し上上〕■__と爵え Iず二_孟,後2学び蝕 〕1■ 1主意欲愛l艶主鯉≦_ll二上聾童えJユれゑ9… "ぃ 三“_口 i

→  「自分にできることをする」の方法を具体的に教え行動させると、自力解決の時

間を質的 :こ1充実させることができるだろう。自力解決の満足は、必らず学び合 tr・ たぃ

とい う意欲に繋がるだろうと考える。

以上のことか ら、学習指導における自力解決の時間には、「学習の自立J向けて、次の 2つ
のことをキ‐ワー ドとして、取り組む。

ルール 「問題に出会うたらわかろうとするJ

① 自力解決の ドキ ドキ感を味わわせる。

② 自分 にできることを子に具体的な手だてとして教えていく。

例・ .見 取 り図を書くことならできる

(式 を教えて、)計算ならできる。

積み本を使って問題 と同じ直方体を作ることならできる。

8



イ、学び合いについて

。「嫌いJと 答えた子 |ま8%だ つたが、理由として、「解 けない」「難 しい」 と感 じた時の

気持ち'を 挙げている。
・過半数の子が 「好き」 と答えていて、自力解決が好きと答えていた子と、

`ほ
とんど重な

る。 しかし、「自力解決はどちらともいえないが、学び合いは好きJと 感 じる子 もいた。

・「どちらともいえない」の理 由 |ま 、「間違っていると嫌だか らJF自 分で解ける時もある

から」などがあつた。上方で 「いろいろな考えを知 りたい」が続いている。だた lノ 、発

達段階か らか 「話すのが苦手」「相手にあま り伝わつていない と思 うか ら1」 の答えもあ

って 自分の考えを伝えることが苦手 と感 じている子や どう話 してよいかわか らない子も

いるようである。    ____― ―一一一一――――………………―………‐‐‐……暉
」‐ _4_∴ 三 {_IP_… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 。‐… … … … … … … … … … … … … … … … … … … ‐倒… … … `

→ 以上から、子どもの実態としての学び合い:ま 、自分の答えが、正解か不正解か誓〉

確認の場としてとらえられていることがわかつた。また、自力解決で満足できて初

めて学び合いの意欲が生まれることが確認できる。よつて(自 力解決の満足感を味

わわせ、学び合いの意欲をもたせると共に、考えのよさを追究したりこ多様な考え

を知 り視野を広げることで、́学習集団と_し ての関わりを生かした学び合いのおも L′

ろさ、練三小の 6年生の伸間で学/vだ よさを少 しでも感じさせたい.

るものを選ぶ ),

| ・ もつとも大きな特徴は、友だちの考えを「知 りたい、聞きたいJと 思 う子は、 860/0も |

| いるのに対 して、 自分の考えを「知 らせたい、見せたい」 と思 う予 |ま 、 41%し かいな
|

| い。 人のは見たいけど、自分のを見せるのは、自信がないなあ.          |
→ 人間相互:の関係がないと、学び合いは成 り立たない。学習の流れの中で話す、聞

く活動をタスクとして取 り入れ、友だち相互の話 し合いの基本的方
'法

を知 ら,せ る。

|・ 「二人組な ら話 Jま る」「4人組なら話世る」子が多 く|ま ないが 550/。 いるが、「学年やグ |

|_…″二食欝」二麗重`蚤,1_量盤_1_a%上饉lll_……………………L"_………………………………‐嘲…1

→ 話す、聞くの活動をまず、席が隣同士の二人組から取 り入れ
lる

。また、観察実態
からいつも,一緒に活動 したり遊んだ りする友だちと話し合うという偏 りが見られる
ので、席 :電に指導者による機定とし、「なかよし友だち」と|ま 、違 う出会いを仕組ん

だ。単元指導申に実態によつて、小集団 (4～ 6人 )大集団 (学年全体)自 眸集団
での話し合い、学び合いを取り入れていく。

9
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|・ 「間違っていると学び合いたくな
・
くなる」子は、 19°/0で ある。        |   |

|・
「自分と違 う考えをみつけるとうれしい」子 :ま 、 670/0で ある。            |

|・ 「自分 と同じ考えをみつけるとうれ しい1子は、41%で ある。     ●      |′
1薇 f_童え2主主〕上二う豊桑P重蚤211堡菫1_血孟盤ニユ■ttF主ゑ9…二…………ⅢlⅢ…二……c_1

→ 授業後の学習感想などを積極的にとりあげ、最後にすっきりするこ1と の喜 1び:を 味
わわせ、学習の定着を図ると共に、考えを比較したり取 り入れたり、広げた りする
ことの楽 lノ さを一人でも多くの手に実感させていく。

|。 「図を書くのが得意」な子は、440/0                        1
1_r__[証 主史難役意」__盤 1■は≧_■ _p_■Ⅲ……………………………………………… 1‐ …_1__………二l

→  「学習のまとめJと 共に「考え方、学び方のまとめJを し、学習態度を育てると
共に友だlbや先生に認められる経験を子に対し積極的に取り入れ、自分のよさや得
意なことを認識させていく。

以上の ことか ら、学習指導 にお ける学び合 いの時間には、「話す聞 く力の向上Jと 「練三小
の 6年生 (社会性 )の育成Jに向けて、次の 2つ のことをキー ワー ドとして、取 り組む。

ルール 「学び合い、まねびあい』
‐

①話す、聞くのルールを身に付けさせる。
②授業中の発言や行動に対す るコメン トやワークシー トヘの評価、学

習感想へ、のコメン トを通 して、一人一人の子 どもたちに練三小の 6

年生みんなで学習するよさや 自分のよさを感 じさせる。

√θ



40, 学習指導計画

第 1時    プ リテス ト・ 指導前 アンケー ト

第 2時

第 3時

第 4時

第 5時

第 6時

第 8時

第 9時

第 10時

第 11時

第 12時

第 13時

第 14時

各学級

プ リテス ト返却 。学習課題 の設定 (学習態度
′
・学習内容 )

各学級

・ 角柱|・ 円柱展開図 をか く発展的学習 を通 して、立体の構成要素

(面・ 辺・ 頂 点の形・ 数 。大 き さ)に ついて理解 を深 め る。
Tl原 沢  T2伊 佐   T3鈴 木 ち

・ 三つの直方体・ 立方体のか さを比べ る方法 を考 える。
(立 体で学習 して作 つた直方体・ 立方体 を利用す る)

Tl伊 佐   T2鈴 木 ち T3原 沢

直方体・ 立方体 の体積 を求め る公式 を理解す る。
,lc式立方体 が何個・ 何列・何段→何個 あ るかで理解す る。

Tl鈴 木 ち T2原 沢  T3伊 佐

直方体・ 立方 体の体積 を求 め る公式 を理解す る。
・公式1 直方体 =縦 X tt X高 さ  立方体 =一 辺 X二辺 X一 辺

Tl原 沢   T2伊 佐   T_3鈴 木 ち

複合図形 の体積 の求 め方 を理解す る。
Tl伊 佐 T2鈴 木 ち T3原 沢

直方体の高 さと体積 の関係 を理解す る。 (体 積 =底面積 X高 さ)

Tl鈴 木 ち T2原 沢  T3伊 佐

体積 の表す単位 「立方 メー トル (ポ )」 を理解す る。
l Πf==loooo00醸 の関係 を知 る

Tl伊 佐   T2鈴 木 ち  T3原 沢

体積 は、辺 の長 さが小数 の場合 も公式が適用できるこ とを理解 す る
Tl原 沢  T2鈴 木 ち  T3伊 佐

具体物 の概形 で とらえて、お よその体積 の求 め方 を理解す る。
12=1000dの 関係 を理解す る。

Tl鈴 木 ち T2伊 佐  T3原 沢

練習1問 題

ポス トテス ト・

指導後 アンケー
単元 の振 り

ト
返 り

各学級:

各学級

ノ

ノ



5,各 時の指導

指導 計画 にそ って、指導案 をた て、計画的に指導 を行 う。学習指導 中は、各指導者が児

童の個 別予想 を立 て、個別 に評価 してい く。 また、学年 協力指 導 のた め、指導前 は、指導

者 同士 の役割分担 を確認す る。 同時 に支援 の必 要な児童 の情報 を出 し合 い、時間の効率 よ

く支援 が進 む よ うに連絡 し合 ってお く。 指導後 は、Tlの 指 導者 は、各 時 FF3の 授 業反省 を「

す る と共に、指 導者 同士で も指導 の反省 や子 どもの活動 の様 子 を話 し合 い、子 どもの実態

や指 導観 、教材 感 を深める共 に、次時 の学習指導の見直 しや 改善 を して いつた。

1 老え方 Jぅょそ…で
｀
飛崎ゎ

||,           1■ク

自分の場釉)iヨ リJ)J抑め

1篤零お鶯オf鶏二ぅし
〔■1ド〕小ThJ■ ‐

ノク
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第3時の指導

①目標 :学習内容「角柱、円柱の展開図をかく発展的活動を通して、立体の構成要素 (面、

辺、頂点の形、数、大きさ)についての理解を深めるJ

学習態度「学年算数学習の流れを知る」

「学習のルールを知るJ

①問題に出会つたらわかろうとする→自分にできることをして「みる。

②学び合い、まねびあい

②予想される反応 (1和にc肌 )

｀ 4

「

「

③学習形態 0通常の問題解決Or

④習熟・発展問題の有無 ア あり (発展的問題

T2  イラ繁イ11 T3

`I
曲がぢτ》

適用問題 ) イ 無 し

⑤担当 Tl評諮■

⑥その他

・ワークシァート

・大型掲示用見取図を用意する。

・大型掲示用69面をそれぞれ何組か用意する。

・相談タイム形式と二人組の話し合いから中人数の学び合い全体での学びあい形式

と両方の計画を立てておき、自力解決が終わつた段階で、自分の状態を挙手させて、

その様子から、その後の発表検討形式を決めることにする。

ノイ

B小 グループ C大グループ



:厭下 IBl

学習活動 発問と活動め顧平丁 ・留意点・手立て
☆評価

本時の 目的
を知る。

(5)

T、 前回の授業から新しい単元め
~事

習百天下で
います。挑戦問題をやって、自分の単元め
めあてをもつことができましたか ?

i艦曇言醤畠I ξ曇要暑予曇言畳よE彗
……習Q働 圭2鳩 主Lょ_ip――

学び合いの場を学
年に広げることを
知らせる。

学習ルールの確認

問題把握
(5)

既習の想起

・立体が角柱の伸問
であること、三角柱
の名称をおさえる。
・底面、側面

・立体コーナーに
前の単元で学習 し

た立体模型 を置いて
おき、触れ るように
す る。面のつなが り
や数 4を かくヒじ/ト

T:こ の問題は、今までに学習 した どんなこと
を使って考えられるか思い出してみましょう。

c:面の数、面の形
c:直方体の展開図
c:辺、頂点ヽ

自力解決
(5) 底面の周 りに長方形を描

き、長方形のどれか一つ
にもう一つの底面をかく。

底面に側面を合わせ
た長方形をつける。

わからない

Tl予想 3の子のとこ
ろに行き、 自分にで
きることをさせる。
(c3の手立て参照)

T2と T3分担箇所か
ら、Clと c2、 その
他型の各発表児童を
みつけ、紙に描かせ
る。

既習か ら面 吟数や
形をかかせ る。
ルール 1

相談 タイ ム

(7)
T:今の自分の状態はどうですが丁

~

①解決できた  。できない
②教えたい・ 1人でもう少 し・できたもの同
士で相談・できないもの同士で相談・教わり
た。い

・挙手させる. ~
①が多ければ相談タ
イム形式
②が多ければ、 2人
組の発表、 4人組で
の学び合い形式

発表・検討
(10)

引 発表 面の数や面め形
~~~~~~~~一 ―

Cl`発表
C2発表

T:同 じ考えだった人はいますか ?
T:付け力屁えや発見はあ りますかさ
T:二つの考えの違 うところは どこで しょう。

T:装 鶴 智 崚 電稔 轟 翫 罐 ら、違 ぅ
とこ.ろ をみつめた りすることをつなが りを考え
る と、練三小で|ま呼ばうと思います。難 しいで

『 ヂ準ミ轟警≧   響警f費工く‐織さユ〕Q‐ _=_

TI学習感想を書きましょう。
満足度曲線

蔀品を慕板に頂1舌葛:

・ clc2に 'つ いて
聞く。

学習のま と
め・感想

(5)

よいまとめを紹介
し、板書する。
学習のめあてにそ
つた感想な読み紹
介するハ

ノF

C2:



板書計画

今までの学習

i面についての発表    |

問題

Cl C2

めあて

主力解決のどきどき感を味わおう

気づきなどあれば書き加える

まとめ

授業反省
・立体の発展と1/ての目当て達成もするが、同時に学習態度に関するめあてももたせた。

前単元の発展⊂)た め、子 ども達もわからなかった り、難 しくても落ち込む必要はない、

恥ずかしくないと言 う気持ちが生まれるのか、間違いに関する抵抗感がひくく、自力解

決の際、困つてrいる子 どもに手だてをしたとき、受け入れやすかつたようだ。

学習感想に「自力解決のどきどきが味わえた」と書いている子がいたり、満足度曲線で

も高い数値が得 lbれた。
・ 自力解決の満足感から、学び合いでも意欲をもてたり、目的意識をもつて、参加する子

がみ られた。「先生、00のや り方 している人いた ?Jな ど自分にないや り方を探 して

いる子がいた。

・アンケー トから始めに二人組で発表しあった。 2人組なら間違えていても抵抗なく、自

分の考えを訂正していたようだ。 2人組の活動は、子 ども達に安心感 と自分の考えにた

いする自信を生ませたようで、もつと多くの友だちの考えも知 りたいという声が多く挙

がつた。そのため、最後に時間をとり、全体で自由に見合つてよい活動をさせる
・
と、楽

しそ うな声がまうちこちで聞こえた。
・指導者の協力体制に関しては、や |ま り、Tlは、全体が落ち着いて見とれない。そのた

め、計画を立てる段階で発表 させたい考えを示 し、発表させる代表児童を T2、 T3が選

がことにした。時間的にも能率化がlまかれ、T2、 T3に とっても見る観点が決まってき

てよかつた。今後も続けていきたい。

/6



静
木
講
祠

∫

ゝ
・総

料
・‐酵

中
やヽ
裁
喜

察

■

ヽ

報
ル
や
卜
かぃ
・ゃ
ョ

ミヽ

蓬

や
ミ
ミ
ミ
ミ

・

．セ
一０
〓
‘
Ｓ
、
ゎ
国

ｆ
轟
尋
資
曇
凝
二
〇
〇
〇
０
■
十
一
ゃ
一
一
‥
ｓ
や
慕
響
颯

ど
象
鷲

き
、横
ご

き
早
習
薫
ミ

撃
蓼
ミ
だ
逝

一ミ

讐
ミ

還

ぎ

．番

髪
澪

導
彗
尋

ゞ

導

。彗
れ
装

■
■

ｏ
ミ

，
驚
梃
”職
撻
投
ｏ
■、
人
一ゃ、
戦
ミ
迎
葛
く薔

二
職
〕ヾヾ
ミ
壼
轟
攣
一や
迎
慕

主
主
億
ボ
駐
Ｒ
硼
国

わ

⑮

歯
ぃ̈

もヽ
Ｓ
Ｎ
橘
■
∬
習
邑

ぜ
争
」
ｔ
ｔ
ｉ
■
麟
鮮

ふrざ平lri峯秒1ザ Jイ91｀勢 _

つ

スt(1こ 碑暑つ孝

「
葛曙税評認鯰種蓮言鸞墾

著醜蝉り豪嚢即
ト

ー
5- 時 ム

¥鷺曇宅チ紗憂
_ 軍輩塾
高↑F

中聯2富奪ぶり争華亀絆l駒 罵じマ奪1減
り¥1蝉 E手軍ユマ磯

囀 暉

ITII由

赫 錆 瞳 繭 出

下

TTITI穫
鷲 ア

石
罹 翌「

て 薄 3班    【 び
y餞

名τ
可

奪/7   1

毬
静
■
鑢

ゴ
終
ヽ
こ
注
■
鱒

一
壌
ア轟
郡
脚
鮭
職
、
ま
摺

嘩
善
賞

斑
十
曹
聾

■

°   ・メ01耗湯C場

話 ti二l識ィ_
〕   pヽ́           ・ 11ギギ「筆、摯ア>喘 ■■ 年斐

>,2塁ダ2中 砕耳塁7n,.v肇 〕毛じ轟鸞 2`7寝卜告理軍
,  彎η革¢最1

紗群撃寝躍露t欄絆F
しnI斗″・‐

ユ
"

:夕

重|

ヽ
ガ↓1‐ 亀Plギ

・臼 黎 :鮒躍
]電口鼻脅許争2纂ヤ贈

要警亀軸 麟1尊 重ニ
・
幸諄#紹ノγ¬

鐸  寝珊宙}

J

・嘔℃亀撃γ華尋薗園響留難辱百翻翠

彗ξ棄彗義 ●

警
紺
言
『
や
ミ
黛
玉

9

』

♪



第 4時 の授業
◎ 直方体①・ 直方体②・ 立方体の大小比較

① 目標 学習内容  「直方体①・直方体② 二立方体のか さを比べることができるJ

学習態度  「意欲的に活動する」

② 予想 される反応

手  だ  て

①公式を使つて 一つだ けでな く他 の方法 もないか考 えさせ る。
公式で良い理 由を考 え させ る

②方眼の眼を数え、で 何個・ 何 Fll・ 何段 に気づかせ る。

(1翻の立応体の積み本の数 )

公式 に結びつ け られ るよ うに考 え させ る。

③周 りの長 さ・面
:積

わからない
長 さ・ 面積では比べ られ ない こ とに気づかせ る。

方眼の眼の入 つた、立体 をみて考 える。

③ 学習形態   ァ 通常の問題解決  ∈D イ鋤

④ 習熟問題の有無  ァ 有     o無
⑤ 担 当  Tl″ (全体 …伊佐)T2(窓 側 …鈴木 ち)T3(廊 下側 …原沢 )

⑥ その他
0 本 時では、児童 自 らが多様 な考 えで比べ るよ うにす るため、 自分で制作 した立

体 を使用 して行 う。

● 比べ る観 点 を明確 できるよ うに数値 は後で入れ る。

○ 拡大 した立体 を用意 してお く。
○ 児童 と同 じ立:体 を用意 してお く。

ノ~0 
見取 り図 を用意 してお く。

○ 発表用 シー トを用意 してお く。

○ 児童の持 ち物|、 定規・ の り・ は さみ

O T2・ T3は 、指 定列 で児童 の活動 をチ ェ ック し、良い考 えや お も しろい考 え

を してい る児童 をTlに 報告す る。

0 1翻 の積み本多数

/g



0指 導案

学習活動 発 FHEと 活動 の様 子 留意点 。手だて 。評価

1か さを比べる

問題把握

問題解決

検討

自己評価

5)(4イ 、

4)(4ウ 、

ここに 3つ の立体があ り

直方体 (3・ 4・ 5)
ま す

ア 、

直方体

立方体

どれが二番大きい と思い

ま
‐
ケか。 ①  ②  ③

・ ァ、ィを比べるとィ

・ ィ、 クを比べるとィ

・ ァ、 ゥを比べると ?だ ね。

3つ の立体 を大 きい順位 に並べ よ う。

0立体の大きさの比べ方を考えま しょう。

Cl、 :水 を入れる (水 に入れ る)量 を図る。

C2_方 眼の眼を数えて比べる。

C3、 周 りの長 さを測つて比べる。

C4、 面積 を求めて比べ る。

C5、 切つて比べ る。

C6、 1面がい くつか数 えて比べ る。

C7、 公式を使つて求積 して比べる。

T 隣の人 と話 し合いま しょう。

※隣の人 と互いの考えを話 し、学び合 う。

※周 りの人 と考えを話 し、学び合 う。

T 大きい順が分か りま したか、比べ方 を

発表 してもらいます。

Cl、 l cdの 立方体が何個

C2、 直方体 =縦 X tt X高 さ

立方体革一辺 X一辺 X―辺

※公式については深 く扱わない。

C3、 方眼の眼の数

IT そ うだね面積 の時 (l cln X l cm=1ぷ )と

実物 を見せ る。

(拡 大の立体 )

長 さを示す。

※かさ議大きさ=体積

・ 挙手で聞 く程度

同

１

ノア



③板書計画

体

体

・

立

方

４

の
直

・

次

ヽ
３

０

ア
て

ま とめ
ld→ 1立方セ ンチ メー トル

lc虚の数 で比べ る。

大 きい順

ィ 80ぶ ゥ64ぷ  プ 60厨 i

(発 表 1)

授業反省

・ 3つ の立体 を示す こ とで、難 易度が高 くなつて しまつた児童 もいた。抵抗感 が高 く

どこか ら取 り組 んだ らよいか迷 う児童 がいた。 しか し、二人組 で話 し合 うことで、本

時での課題 を掴 め、互いの考 えを取 り入れ一人ひ とりが 自力解決 を図 るこ とができ
'た

I。    す
・ 各 自が個 々の解決方法 を見つ け出す ことが出来たが、ただ、 45分 の時間で行 うに

は、無理 があ り、一つ一つ の解決方法 を確認す るこ とが出来なかつた。
・ 発表 の時、二人組 で学び合 うこ とで 自分の考 えに 自信 をもつて発言す るこ1と が出来

ていた。
・ 人 の発言 を聞き、 自分 の考 え と比べ ることで 自信 となつて発表 しよ うとす る児童が 出

てきた。
・ 自分 の考 え、他 の人の考 えをワー クシー トに整理 して記録す ることがで き、他 のメ、

の考 え と比較 し、その良 さや 自分 の考 えをよ り深い物 に してい る児童がいた。
・ ワー クシー トにま とめるこ とで、 自分の記録 を工夫す る面が見 られた。
・ T2,T3と 協力す ることで、児童 の見取 りが出来 、多様 な考 えを引き出 し (発表 )

こ とが出来た。 ただ、教師間 の連携 が上手 くいかない面があ り、 Tlが 児童の考 えを「

落 どして しまった。 しっか りと教師間の連携 を図 るこ とが これか らの問題 であ る。
・ 学習計画 を立て、教材研究 をす る とき児童 の授業 での状況で無理 をしない よ うにす

ることが大切 と実感 した。

2θ

(4・ 4・ 5)(4

つ 。

立方体
・ 4・ 4)

(発 表 2) (発表 3) (発 表 4
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第 5時の授業

0 体積を 1覇り立体のいくつ分で求められる事がわかる

① 日標 学習内容 「 l cn3の 立体を使って立方体や直方体を作 り体積を求める事が

できるJ

学習態度「1面り立体を使って図と同じ立体を作り体積に表そうとして

いる」

② 予想され′る反応

手だて

①たて、横、高さを考

えながら体積を求める事
.

ができる

たて・ eO個、横 。・ OFlj、 高さ・ 00段の表 し方の良

さに気づき、これをつかって計算で求める事ができるか

考えさせる

②図を見て、同じ立体

を作ることができる

1血わ立体の並び方に気をつけて、0個分だからOcmの
、体積であるとい う表 し方に慣れるようにさせる

(AができたらB,進ませる)

③わからない 1段 日からどのような並び方をしているか考えさせる

(立体は 1つだけにゆもくり取 り組ませる)

③ 学習形態   ァ通常の問題解決 騨 定席で友だちと学び会う

〔〕二女露_プ  どbttfttIニ
④ 習熟問題の有無   o有      ィ 無

⑤ 担当  Tl(全 体・・鈴木)T2(窓 側・・原沢 ),

T3(廊 下側・・ 伊佐 )

⑥・その他  、

・ 1面b立体は、 1人に 100個ずつ用意する
・ 問題はA(立方体)と B(直方体)を用意して、それぞれを解いてみる

ようにする。

・ 練習問題で「量の保存性Jに気づかせ、いろいるな立体の体積について習
熟を計りたい

″2



°
第・5時指導案

学習.活動 発間と活動の様子 留意点・手だて・☆評価

前時の想起

問題把握

検討

練習問題

ま とめ

感想・満足度

曲線

T おとといの学習のまとめをします。

立体の大きさを比べましたね。面積は 1

轟警使いましたが、立体の大きさではど

んな単位でしたか。

CI cm'

C l辺 が 1硼抑 立方体

T 立体の大 きさや もののか さを『体積」

といいます。

T を使って立体を作 り

体積を求めよう

Aの問題 (立方体)

Bの問題 (直方体)        |
T まずは、A、 Bをそれぞれに解決す

る。できたら A→ B、 B→ Aに挑戦。

立方体が全部でいくつになるたか、そし

てそれは何cmな のかをワークシニ トに書

こう

T A、 Bはそれぞれ何個分だったか

発表する

Cl Aは 27個分

C2 Bは 24個分で 2 4cm3
1C3 A 3X3X3=27

1    B 4X2X3=24

*体積 :ま 1耐りい くつ分で

表せる事を確かめる。

各列の左側・・ Aの問題

右 flll・ ・ Bの問題

をまずはじめに解 く

T2T3

縦  ○個

横  ○列

高さ 0段 のや り方に気づい

た子 を連絡

T2 T3

式を使い てまとめた子を連

絡

「量の保存性」

・大きさは切つて11占 つても

変わらない

・大きさは向きがかわつて

も変わらない

ノぶ



友だちの考え

前時のまとめ 「

~~~~~~~由 呻中―――綸-1

FHl題

めあて

まとめ

授業反省                              =
・一人一人に l cmib立 方体を100個ずつ渡した。今回の課題がこれを使つて立体に

しようだつた1ので、全員がすぐに操作を始めた。ワークシー トにその図を入れてお

いたので、数えながら積み上げていた.

・積み上げていった手順の表現の仕方が様々にあつた。

①たて→横→高さに積tP。 数えて 27個

01つの面が 1面b立体で 9こ だから、9+9+9=27
③たて 3個、_横 3個、高さ3段

④ (3X3Xl)X3

0 3X3=9 9X3=27

0 3X3X3=27
・感想にも「私は⑤を考えたが、友だちの意見の⑥に似ているJな ど、自分の考え

方と比べられている子が多かつた。

・③の言い方は前時にも使われていた言い方だったので、「前に習つた友|だちのや

り方を使つてよかつた」の感想があり、<学習したことを覚えておくと、次の学

習にも使費Lる >と 確認できた。

・練習問題は時間が足りず、後ほど改めて行 うことにした。

・「次の時間も l cEiFO立 体を使ってみたい」の声があり、自分で解決できる手だて    |
の 1つになったようだ。

2イ
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第 6時の指導

①目標 :学習内塔「「直方体、立方体の体積を求める公式を理解するJ

②予想される反応

Cl: 式を使つて立体の体積を求めることができ、そこから公式を導く。

直方体=たてXtt X高 さ

立方体=たてXtt X高さ       :
C2: 式を使って立体の体積を求めることができ、そこから公式を導く。

立体=底面積 X高さ

C3:手がつけられない  ←  ・何個何列何段から単位立体のいくつ分が、

計算でわかることを気付かせる。

～     ・面積を求める公式から想起させる。

③学習形態    ア通常の問題解決   O指 定席で友だちと学び合う

02本 組 B小 グル…プ ① 大グループ

④習熱・発展問題θD有無   ア あり (発展的問題  ・適〔〕腫)   イ 無し

⑤担当   Tl 原沢     T2 伊佐    T3 鈴木

⑥その他

・ヒン トカー ドとして、方眼入りの見取図を用意する。

26



窓全6時の指導   Tl: T2:窓側 T3:廊下側

学習活動 発問と活動の様子 ・留意点・手立て

☆評価

前時の想起

(3)
T、 前国の学習では、一辺が lcmの 立方体を

並べて立体を作 りました。 lcm3が ぃ くっ

分か調べて体積を求めましたね。

模型に使った6

実物大の立方体を見

せる。

問題把握

(3) 今  B重
菫]

T:今 日は、計算で、 lcm3ヵ れ くヽっ分か求
められるか挑戦してみましょう。
式でできた人は、言葉の式が作れるかどうか

考えてみましょう。

:一辺 5 c Hl

立方体

:縦 3cm
横 6cm

高さ4cm
の直方体

自力解決

(5)
Cl:式を使って解決できる

何個何列何段から 直方体=縦XttX高さ
立方体=一辺 X―辺 X―辺

Cλ l式を使つて解決できる

底面 X何段から  直方体=底面積 X高さ
C31手がつけられない

何個何列何段になるか方眼入 りの見取 り

図を見せて考えさせる

Tl:c3の 手立て

T2と T3:分担箇所

か ら、各型の発表児

童をみつけ、紙に描

かせる。
☆式を使つて体積 を

求めようとしている

か。

学び合い

・2人組

(2)
・多人数

(3)

T隣の友だちと式や言葉の式を発表し合いまし

よ フ.

T 自由に動いて、他の友だちとも発表し合いま

し′ょ:う 。

0感想や よい ところ

が返せ るとよいこと

を知らtる。
・他の友だちの意見

も知 りたい とい う声
があれば取 り入れる。

発表 。検討

(11)=

錦 発表   何こ  何列  何段

辺の長 さ□ cmに はt□個ならぶか ら、辺の

長 さがわかれば計算で体積が求まる。

Cl発表

C2発表

T:同 じ考えだった人はいますか?
T:付け力日えや発見はありますか。
T:二つの考えの違 うところはどこでしょう。
T:二つの考えの似ているところはどこでしょ

う。

方眼入 りの立体 を提

不
。 clc2に つ い て

聞く。

練習 (3) 適用問題を解く

〔     3cm

縦 3cm
横 2cm
高さ5cm

☆公式を使 って、体

積が求められるか。

学習のま と

め・感懇

(5)

丁1‐華曹あま丁ぶ碁恥l¥百婦
T:学習感想を書きましょう。

満足度曲線

よいまとめを紹介
し、板書する。

学習のめあてにそ
った感想を読み紹

介する。

27



板書計画

1今までの学習        | 立体 A 立体 B

問題

めあて 公 式 公 式

まとめ

授業反省
・前回の学習で一゙辺が lcmの 立方体を実際に積み重ねる活動を行い、 lcm3の いくつ|

分で、体積を求めた。本時は、いくつ分かを計算で求めることにより、体積の求積への

理解を深めた。また、公式化へ と導き、一般化 した。
・本時の解決が難 lノ い子 どもも数名いたが、前時の操作活動の経験を想起させる手だてを

うった6その後、辺の長さが立方体の入る数 と一致することを発見し、発表することが

できた。全体でも辺の長さX辺 の長さX辺の長さで、求積できることがおさえられた。

・ (0個○列を)0段積む とい う考え方から、底面積 X高 さを導き出す考えが出た。公式i

としては、円稲I、 角柱の体積を求める公式 となり、発展的事柄になるが、操作の経験か

ら、子 どもたちにとつては1理解 しやす く学習のまとめに挙げた り、次の日に行つた絲i

習問題でも進 Aノで使 う子どもが多くいた。
・ 自力解決では、指導者の特別な言葉がけがなくても答えだけでなく、考え方を進んで書

く子が大多数になつた。教科書のことばにとらわれず、自分の言葉で自分の考えを自信

をもつて:書いている子も多い。その結果、教科書に |ま載っていない底面積 X高 さの公

式が堂々と発表できる子が何人かお り、しかも大勢の友達にその公式が認められること

になっていると感 じる。
・教師の協力指導については、お互いに情報交換するタイミングやほしい情報4r呼びかけ

るなど、実際に連携をとることが慣れてきた。楽しささえ感 じ始めている。また、教興「

を考え作る担当、解決が難 しい子 どもに子 ども自身のプライ ドも大事にしながら支援す

る担当、
'全

体 C)前での発表など経験させ、教え誉める担当など、それぞれの持ち味を出

し始めている。
・打ち合わせの時間な aliiほ とんどない状態ではあるが、情報を交換 し合つている。

ズ夢
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第 7時の指導

① 目標 :学習内容 「公式を使つて直方体、立方体の体積を求めるJ

②予想される反応

Cl:公式を使って、体積を求めることができる。

C2 :手がつけられない  ←  ・公式を知らせ、立体の見取り図から縦、横、

高さを見いださせる。

③学習形態    ア通常の問題解決    イ指定席で友だちと学び合う

A2人組 B小 グループ C大グループ

○ 個人学習
ァ ぁり (0醍 ,適

嚇 )イ 無し④習熟・発展問題の有無

⑤担当  各学1級で行う。

③その他

・基本的学習事項をおさえる問題と、基本的な直方体、立方体の体積を求める問題

を載せたプリントを 1枚用意する。

・基本のプリン トを解答 し、答え合わせの済んだ子どもは、次の発展的問題のプリ

ントに拶L戦する。

・学習の終わ りに 1枚 目のプリントにある学習の振 りかえりをする。

・指導者は、学習中は、解答があつているかチ■ックをし、解決が厳しい子に支援

をする。また、それぞれの子どもたちの取組みの様子は、学習後のプリントや学習

感想からつかむ。

・次ベージにワークシー トを載せるので参照のこと。
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,第 3時 の授業

◎ 複合図形の体積の求め方を理解する。

① 目標 学習内容  「複合図形の体積をいろいろな方法を考えて求める」

学習態度  「自分の考えで解決 しようとする」

② 予想 される反応

手 だ て

①複合図形の体積 を

求め られ る。

い ろい ろな求 め方 を考 え させ る。 (分 割

公 式 を使 い 求 め られ る。

補
，

つ

②直方体に分けて

求められ る。

複合 図形 を分害1し て、求 め られ る。

③わからない 複合 図形 を既 習 の直方体 に分割す るこ とを知 る。.

③ 学習形態   ァ 通常のFn5題解決  ∈

④習熟問題の有無 ∈∋ 有 ィ 無

⑤ 担 当  Tl(全 体 …伊佐 )T2(窓 側 …鈴木 ち)T3(廊 下側 …原沢 )

⑥ そ の他

0 本時で は、児童 自らが多様 な考 えで比べ るよ うにす る。

○ 明確 で きるよ うに数値 は後 で入れ る。
∨    0 拡大 した立体 を用意 してお く。

○ 見取 り図 を用意す る。

O 正面 の平面図 を用意す る。

○ 発表用 シー トを用意 してお く。

○ 児童 の持 ち物 、定規・ の り・ は さみ

O T2・ T31ま 、指定列 で児童 の活動 をチ ェ ック し、良い考 えや お も しろい考 え

を
´
してい る児童 をTlに 報告す る。
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発 間 と活 動 の様 子

① 指導案

1既 習 事 項 を想

起す る

2問 題 把 握

3問 題解 決

r「  今 まで学習 した立体 (立方体・ 直方

体 ) の体積 を求 め る公式は、

Cl立 方体 の体積 =一 辺 X―辺 X一 辺

C2直 方体 の体積 =た て X tt X高 さ

C3み ん なが見つ けた公式

底面積 X高 さ

次 の よ うな形 の体積 を求 め よ う。

T そ れ で は 、 い ろ い ろ な 求 め方 を 考 え よ

つ 。

Cl た て 8 cm横 4 cm高 さ 6 cmと

た て 8 cm横 6 cm高 さ 4mの
2つ の 直 方 体 に分 けて 求 め る。.

8× 4× 6+8× 6X4=384
C・ 2 た て 8 cm横 10 cm高 さ 4mと

た て 8 cm横 4 cm高 さ 2 cmの

2つ の 直方 体 に分 けて 求 め る。

8X10× 4+8X4× 2=384
C3 た て 8 cm横 10 cm高 さ 6 cmの 大 きい

直 方 体 か ら

た て 8 cm横 6 cm高 さ 2 cmの 小 さい

直方 体 を 引いて 求 め る。

8X10× 6-8× 6X2=384
C4 この複 合 図形 を縦 置 き に して 、

底 面 積 を求 め高 さをか け る。

① (4× 6+6X4)X8=384

② (10× 6-6X2)X8=384
C5 手 が 着 け られ ない 子

T 隣 の人 に 自分 の求 め方 を説 明 し よ う。

(窓側 の人 か ら )

前時の立方 体・ 直方体

の見取 り図 を掲示

複合図形 の模型 を提示

す る。

見取 り図 を掲示す る。

ワー クシー トを配付

。今 まで に学習 L〆 た こ

とな ど記入 させ る。

求 め るた めに必要 な数

値 を入 れ る。

(児 童 にい わせ る))

・ T2,T3は チ ェ ッ プ

し、 Tlに 報 告

※ 見 取 り図 の プ リ ン ト.

発表児童 に発表 用 の紙

を渡す。

手 が着 かない子 には、

見取 り図や 立体 を与 え

る。

自分 の考 えを しつか り

と伝 え、相 手 の考 えを

書 き 自分つ 考 え を広 げ

4検討
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

求 め方 が わか りま

ら う。

1 分割 して求 め る。

2 分割 して求 め る。

3 補 って求 める。

(大 きな直方体か ら小 さい直方体 を引 く)

4 立体 の置 き方 を変 えて底 面積 X高 さ

る。  
「

代 表 に発 表 して も―ら う

問題 を 1問ずつ渡す。

①②は複合図形

(分 pll。 補足 )

③Oは底面積 X高 さで

求める。

ワー クシー トに記録 さ

せ る。

(学 習感想 。ま とめ

満 足 曲線 )

した か、発 表 して も

(縦 に分割 )

(横 に分割 )

5習 熟 問題

6自 己評価 T どんな こ とが分 か

ま とめ

『 複合図形は分けた

を変えた りす ると

できる。』

りま したか

り、補 った り

体積 を求 め る

、位、置

こ とが

の体積 は

③板書計画

今 まで学習 した こ と

立方体 の体積 =― 辺 X一辺 X― 辺

直方体 の体積 =た て x tt X高 さ

(柱体 の体積 =底 面積 X高 さ)

問題 …次の よ うな形 の体積 を求 め よ

『複合図形は分けた り

位置を変 えた りする

めることができる。』

、補 った、り、

と体積 壱「求

授業反省

・ 既 習事項 を想 起 し、立方体・ 直方体 に分割 した り、補 って求 め るこ とができた。
既 習事項 を想起す る上で、各 自の ワー クシー トが想起す る上 での手 がか りとなってい
た。 また、二人組らでの学習 が身 に付 き、互 いに考 え方 を説 明 し合 うこ とで、学び合い
自分 の考 えを広 lず てい く児童 が多 くいた。

・  手 が着 か なか った児童 も互い に話 し合 うこと、事前 の ワー クシー トを見 るこ 11で 自
ら解決す る手立 て を見つ け取 り組 な こ とが出来ていた。

・ 発 展問題 を進 んで行 う児童 が多 く、更 に新 しい問題 を解 こ うとす る姿勢が多 く出て
きた、教師 はそれに対応 で きるよ うに してお く必要が ある。
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第 9時の授業

○ 直方体の高さと体積の関係を理解する

① 目標 学習内容「直方体の高さと体積の関係を表や式に表して考えているJ

学習態度「直方体の高さと体積の関係を表や式に表して調べようとしてい

る」

② 予想されノる反応

③学習形態  ァ通常の問題解決 酔 定席で友達と学び合 う (相談タイム、)

C)2人組    B だヽグループ
C 中グループ` C)大グループ

①習熟問題の有無   o有       イ 無

⑤担当  Tl(全 体・・鈴木)T2(窓 側・・原沢)T3 (廊 下側・ 二伊佐)

0その他

手だて

①高さと体積C)関係を式

に表すこと力まできる

高さが変わると体積がどのように変わっていく(つか

考えられるようにする

②高さと体積C)関係を表

に表すことができる

2つの量の変わり方にきまりがないか考えさせる

③わからない 立体をいくつか重ねて考えるようにさせ る
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瑠辱栗  ・
郵 r町 :

発間と活動の様子 :留意点・手だて '評価

直方体のたてと横の長‐さを変えないで

高さを lm、 2 cm・ ・ と変えます。

体積はどのように変わるでしょうか。

T 今までの学習からつな力まり'の あるこ

とは何だろう

C 体積だから たてXttX高さ

C 公式Oi たてX横は同じ数字で高さ

のところが1,2・ 。と変わる

C 体積が2倍、3倍になる

T問題の中のどこが解れば答えられる

だろう

T  大きさが変わってわからだい数字

| の時はどう
:書

き表した学い1)のだろう

…高さが変わってレ.ヽ くと体積がどのよ

うに変わるのか 考えてみよう

1 表にまとめてきまりを見つけられ

亀 ヽ
高さE](m) 1 ・ 2 3 4 5

体績0(cm) 15・ 30 巧 60 751

C,2 ゴ讚こ拳議→鬱る

5X3X[コ

1 倍に■ると 体績蔽きのように菱わる
のだろうか

C 横の長さが 2倍、 3倍になつても体
:.積は2倍

、
3倍になる '1   ■

薦l方体の高さを2倍、 3倍にすると

憐こ積も2倍、.3倍になる

今日の課題

前時の想起

課題の検討

課題の解決

(出 力解決)・

検討

まとめ

学習感想・満足 騨藻

，

Ｃ

　

竜

事○

iii:111!l・ i::::・ 躙

(主体模型で変わること

を視覚的に提えさせる)

・ この時 F倍」の言葉が出

なくても解決の中で拾い上

げる様にする

。2人組で問題の意味が解

らないことなどを出し合 う

・ 高さ・・□ 団・ ・

」順 ?・Om多 _
と表すこととする

・高さが2倍、3倍になる

と体積も2ヽ倍、13倍にな

ることに気づかせたい l

,表に■をかきこみなが

ら関係を提えるようにし

たい

・解らない子には、立体を

いく:つか渡し、高さ.を変え

てみる

-a..t.-l .'*
.?j...-.

学習活動

,33



――

し

授業反省     ‐ …          、
・本時 は、体積だけに目を向けるのでなく、高さとの関係を考えてぃくことにある。どのよぅにフ_ク シ_卜 に書き表すかでとまどってしまう子がいるのではと、作業の様子を注意探く具たが、骨れぞれに書き始められてぃた。

｀
ヮークシ∵ 卜に書き表す事に随分慣れてきたょぅでぁる。

・今日の課題につぃて、毎時間「今まで学習したこと」を振り返ってぃる。今回も関係のありそぅなことを発表してもら:ぅ たがtその中で「倍」が出された。この言葉が使えぎとぃぅ事が、解決の仕方を考えてぃく上で随分役に立った。・式で考ぇたゃり方の:中 に次のょぅな考え方がぁ
・
づた。   ■OX5Xl=15

3X5x2=3o,.体
積は底:面積の倍数になってぃる。練三小の考え方と名付けた「底面積 X高 さ」の考え方がここでも生かされた。・教科書でも「表」で表す方がゎかりやすぃとぁった。二人の数師は様々な考え方を探しだし、その書き方が式→表へと進んでぃくょぅに発表者を選んでぃった。・授業後に集めた全員のフエク|シ止 卜の中に、「自分の考えた事と同じJど書かれたものがあった。単元に入る前のアンケー‐卜の中に F自 分め考えたこと」と「友だちの考えたことJにっぃて質FHUしたが、授業が進むにっれてこのことにつぃての意識が高まってきたと1言えよぅ。

・本時自分は Tlな のだが、どぅしても解決が難 しぃと予想される子に時間を多く取ってL〆まいがちになり、授業の流れを停滞させてしまい反省してぃる。

3P



ｒ
　

一

一『
　

　

　

　

・一

　

「一
１

拠

槙率
　
メ
ヽ

ふ

　

式

親

夕

　

。タ

Ｆ

スヽ〔
心

一　
「ヽ

為

，
，ＸＯ

」̈

…
日よな

一
作
一

こ

一

日
二

「
、

めオ3

妾スこメ

皿醸|1尋 琴̀
イ
三

∬ ∫:Jlll]ト
ヒ,こ鋼 離 ぃ 止4轟 島 :」」色ご)ィ勧■ ξ

Oe

回菫 Iヨ 撃
1l11

メ静ハメ甘ぶこ

まメ 13‐

まく3諄
ルヽ¬

rマ“
ノ

1『・

一ユ
甘
ヽ
山
「響
職＝
事
許

一

一帥
呻納蘇

一　
一
一
報
諦
調
州
相̈
一「

ヽ
い
．ン
”議
れ

，「引
覇
レギ
■

Ｉ
Ｉ
研
↓
驀
轡
蔦

射
“
一
■

，
ｆ
Ｉ

住
響
輌
中
）

〆宙
や
こ
耕
氏
Ｊ

・
響

一弩
ｔ
ｃ
｛
『
了
守
零
崎

ｔ
呼
氏
ｒ

油ヽ
一”職
苛
轟
ど
４一了
ご
ヽ
意
万

，
゛
Ｆ
嗜
ｃ
ｒ
む
い
当
Ｉ
れ
Ｊ
盤
鮮
耐

鮮

熙

Ｆ

幹

ヽ
」
キ

訂
卜
Ⅳ
豊
ｏ撃
９師
瑠
事
γ

ぃ
や
ぃ
Ｆ
ド
亀
′
倍
鋭
上
γ
甫
轟
ぶ
。

朧ゴ
テ
轟
竺
計
〕
碑
ン
抑
〓
≧
ヤ

『
濃
」鋼
把
韓
響
ｎ
ぽ
」いず
¨

絆撰
紗
一討
可
Ｆ
ナ

轟

計

嘉
。
研

叫
ヾ
争

き
Ａ
ｒ
′Ａ
ｒ

暉

中
離
孵

占

ゴ

）
鶴

，
・・
・

ビ

計

■
゛
抽

籍

４
ド́
や

一ハ
嗜
゛
バ

三干
銚

い
重
苺

事
尋
針

　

〕

墨

今までに学習したこと

庵議畿 れさ f准

繭 II

轟

１

ド

ｘ

雪

ｘ
ｏ

メ

「

ゝ
』

ｋ

『
ｘ
Ｏ
　
Ｘ

■
“
Ｓ
．

三書

0鼻潮轟二颯墨3僣

一ｒ
“・̈摯嚇・

ヽ
魯

↓

・

り
８

↓

■
ト
ト
鶴

.(1離勝



の積
１

体
う

の
よ

体
し

方
ま

直
え

な
考

う
を

よ
方

の
し

題
晴
表

4触

ただちσj考え
3X牛■l■

l■x■二掛
二門ζ tいっ≒二″。

ffitlい爵識 Ftt・
一

A   平
=グで畿幹尭|

|?4壽撃∵了神・ ・七ゝ哺1〕し,

考≧■F鸞の社事掌ん■分犠"

肝許√
1lⅢ

ly

撃3鳩I酬
崎 Lttθθ宅 需

撻    /

「―バ
藤
が
響
が
引
裂
銀
バ
‐
‐
‐‐
―
―
覇

も
一　
■
ｏ
・
剌
冷
彗
ｏ
ｏ
＝
ｘ
撃
ｏ
けい
―‐‐ｈ
鳳
」
賦
リ
ン詠』だ臨崩酬押鳳

ｒ
ミ
ミ
ｈ
」ヽ
亀ヽ
１ヽ
「ヽ
、１
、豊
、■
、１
１
．１
督１

Ｌヽ
１ヽ
ヽ

。■

州
■
´
く
収
ハ
編
）
写

●
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
■
Ｎ

「

●

●

０

●

０

●

守

腱

＝

目

ｏ

ｂ

劇

ｘ

薔

０

●

岬

ｘ

目

ｏ

ｏ

ｍ

＝

日

帆

ｘ

日

ず

ｘ

日

”

）
べ
榊

調
目

●
ｏ
日
＝
日

＝

慰
■
Ｏ
べ
絆
Ｏ
轟
碇
鉾

′
組
悩

。
■
部
ハ
憔

劇
「
副
Ｊ

製
紺

島
目

ざ
直
が
群
己
Ｆ
♂
・申

．
製
ハ
悩
ハ
憮

測
場

日
）
べ
紺

調
電

＝
ｘ
思

召
ｘ
題

目

鳳

藤
弓
戯
置
測
『

潤

伸

≧
鳥

楡 竃
憾ふい

秦 場

心 ハ

■ 欄

O硬
終 撫

0

撫
測

,ふ メA偽

硬弓
ハ.翼

訃

ツ
畢
ヾ 。

戯榛
築椰

彗ハt薇
憮

倒測

IiI
戚
』 ↓

脅
.桜 ¶

P輌
判 薔

担輔
Xx
暮 守

再X
硬甲
ll

榔
雌
O
曇
楡
橿
○

ヽ
い

一
露

ギ
，
」
轟
■
ヽ
、
事
麟
鮮

めあて奪じc燿轟ら体
`4

姉 を者〕

今までに学習 したこと

「瀾「　・　　　　日

4ノ

“
書

い



第 11時の指導                        ‐

①目標 :学習内容 「辺の長さが小数の場合も体積を求める公式を使って解けることを理解

するJ

②予想される反応

③学習形態   ⊂D雫常の問題解決    イ指定席で友だちと学び合 う

A2人組 B小グループ C大グループ

Cl: 辺の長さの単位をmか らcmに直し、既習の公式を使つて求積 し、

求めた答えが小数を公式に当てはめた時と同じになることに気がつく。     ぎ

lm=100cm  70X150× 80=840000cm3

loooooocm3=l m3 だから0. 84m3               ‐

0。 7Xl.5XO.8=0。 84と 同じ.

辺の長さが小数でもかけ算で求められる。

C2 :辺の長 さの単位をmか らcmに直して既習の公式を使つて求積 し、答えを

求めたい単位に換算する.                          ~
lm=100cm  70X150× 80=840000cm3

1000000cm3=l m3 だから0.84m3

C3:手がつけられない  ←  ・辺の長 さの単位がmの時とcmの時の式で、

計算できるものを計算させる。

・立式は、問題把握の場面で児童に発表させ、

板書 してお く。

④習熟・発展問題の有無   ア あり (発展的問題 ・適用問題) (I)無 し

⑤担当   Tl 原沢     T2 伊佐    T3 鈴木

⑥その他
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11時の指導   Tl:全 体     T2:窓 側      T3:廊 下側
学習活動 発間と活動の様子 ・留意点 0手立て

☆評価

前時の想起

(3)
T、 前回の学習では、一辺が lmの立方体を使つ

て、立体の体積を求めました。
1辺が lmの立方体 l m3
l m3=1000000cm3

(lm=100cm)

模型に使つた。

実物大の立方体を見

せる。
｀

問題把握

(3) 直方体の体積は、

何m3 ですか。

T:式がかける人はかいてもいいですよ。
Cl:0。  7Xl。  5XO.8
C2:70X150X80
C3:lm=1 0 0 crnだからです。
T:単位を cmに直して、あとからm3に直せ

ばできそうですね。辺の長さが小数のときは、
かけ算でもとめられるのかな ?

:縦 0。 7m.

横 1.5m
高さ 0。 8 mfl

の直方体

匝互畳塑 鯉 艶 幽 量 幽 強 滋 麹 整 二 」

自力解決

(5)
Cl:lm=100omだ から70X150X80

840000cm3 =0. 84m3
0,7Xl.5XO。 8の答 えと同 じ

だから辺の長さが小数の時でもかけ算で求め

られる。
C二L:lm=100omだ から70X150X80

840000cm3 =0. 84m3
既習 を使 つて ここまで、できる。

C3:手がつけられない

問題把握の時出た二つの式を両方計算で

きるか挑戦させる。

Tl:c3の 手立て

T2と T3:分 担箇所

か ら、各型 の発表児

童をみつけ、紙に描

かせる。
☆既習を使 って、求

積 し、その答 えが公

式に小数 を当てはめ

た時の答 えと一致す

るか確かめる。

発表・検討

(11)
C2発表

Cl発表

T:同 じ考えだつた人はいますか ?
T:付け力日えや発見はありますか。
〔〕: lm=100cm、

l m3=1000000cm3
〔〕:小数でもできるなら分数でもできるかな ?

・ clc2に ついて

聞く。

学習のま と

め・感想

(5)

T:学習のまとめをかきましょう。
T:学習感想を書きましょう。

満足度曲線

よいま とめを紹介

し、板書するよ

学習のめあてにそ

つた感想 を読み紹

介する。    i
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板書計画

月   日

ガ lヨ C2の考え Clの考え

問題

式 :0, 71X l.5XO.8 (m)・
70X150X80

1■■=100 c mだ から まとめ

めあて

辺の長さが分数でもできるのかな ?

授業反省
・辺の長さが小数の場合でも公式を使い、体積を求められる子どもは、学習前の調査では、

23%と 、低かつた6指導前|ま、機械的に公式に当てはめて求積してしまう子が多いCD

ではないかと思つたが、本時の自力解決の様子を観察すると、既習事項を生かして、 c

mに換算して求める子が多かつた。算数 lま、既習事項を生かして、新しい学習内容を見|

出したり理解していくという学習の仕方は、多くの子に定着しつつあるように感じた。
・既習をいかして計算する。竹の答えは小数の数値をそのまま公式に当てはめた時の答え

と同じである。だから、辺の長さが小数の場合でも公式を使つて求められるという考え,

の手I頂は、中学で学ぶ証明の学習となり、指導者の補助的発問がないとかなり難しいと

思 う。しかし、実際に進んで、この手順をふんで、出力解決している子どもが  入1墾

度いた。また、学習感想では、辺の長さが分数の時は、公式が使えるのだろうか。と書

いている発展的な考えをしている子が 5人ほどおり、実際に分数に置き換えて計算し、

小数と一致して「分数の時でも公式が使える」「整数X分数 X小数でも求められる」と

書いている子が4人もいて、驚かさせた.このような子どもたちは、進んで学ぶ意欲が

態度化しており、学習の定着も高かろうと予想される.

0学び合いについては、本時は内容から通常の問題解決型の学習をしたが、指導後にワー

クシー トを見ると、周りの友達と情報交換した様子が黒板の板書以外の友達の考えとし,

て記録されている子が何人もいた。自力解決した子どもが必要感をもつて、学び合いを

しているようだ。
・指導者の協力指導については、本時は全校朝会があり、時間的に45分とれなかった。

子どもの集中力や生活時程を守るという点では、安易に授業を延ばすことはさけたいC)

,が、理想である。協力指導や情報交換がスムースにいき出すと、本時のように学習内容

が全て終わらない時でもチャイムの合図できりのよいところで切 り、次時の指導内容や

学習の手順を月J直 したり工大したりできるようになってきた。
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第 12時の授業

◎ 具体物を概形でとらえて、およその体積の求め方を理解する

① 学習内容「具体物を概形でとらえ直方体や立方体と見ることによつて、およそ

の体積を求めることができるJ

学習態度「今までの学習の理解を探め、活用場面・興味をいつそう広げる」

② 予想されζ5反応

③ 学習形態  I「 通常の問題解決  イ指定席で友だちと学び合 う

02人 組    B だヽグループ

C 中グループ ∈)大グル‐プ

④ 習熟問題の有無  0有      イ 無

⑤ 担当  Tl(全 体・・鈴木)T2(窓 側・・原沢) T3(廊 下側・・伊佐)

0 その他

・ 筆箱の他にも、消しゴムや鉛筆などの体積を求めてみる。

・ もの知リコーナーについては、読んで理解することにする。

手だて

①具体物を概形でとらえて、

公式がわかる

筆箱の他にも身の回 りのものの体積が求められるか

探 してみる

(mmを使 うものでも、計算で求められる)

② 円柱や角柱であることが

わかる

公式が使えるか  「底面積 X高 さJを使つたらいいの

か求め方を考える

③わからない 牛乳パックや空き箱などで実際に計り、数字遠r公式に

当てはめて計算する

4め

・

）



指導案  第 12時
学習活動 発 FHEと 活動の様子 留意点・手だて 。評価

既習鋤懇越

今 日の課題

課題の解決

(自 力解決)

検討

まとめ

感想・満足度

曲線

T 今まで学習 したことを、身の回 りのも

のにも使えるだろうか。 frilぇ ば、牛手Lパ ッ

クの体積は求められるだろうか。 どんな形

と見ることができるだろうか

C 長方形の形に近い

13 公式が使える

自分の筆箱のおよその体積を求めてみ

よう。

どのようにしたら求めることができる

だろうか。

Ｃ

　

Ｃ

およその体積は求められる

既習のどの立体に一番似ているか考

えられる

わからない (実際にたて、横、高さ

を■llり 、計算するように援助する)

隣の人に自分のや り方を説明しよう

や り方を説明してもらお う

自分の筆箱は直方体に近いので、長 さ

を測つて、たてXttX高 さの計算をした。

私のは円柱なので、直径を測って底面

の面積を出して、高さをかけた。

どれもだいたいの形で見ているので、

計算 した結果もおよその数になるから答

えには 「約」を付けよう

身の回りにあるものでも似ている立体

から、およその体積を求めることがで

きる

既習の立体に似ている

かに気づかせる

円柱、角柱でも練三方

式でできることを確認

mmで も小数で計算でき

る

T2、 T3 速 くできた

子には、他のものでもで

きるか試すように、促す

習熱問題 としてみんな

で 「もの知 リコーナーJ

を 読む
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今までの学習 めあて

問題

まとめ

授業反省

・ 前時の内容 についての確かめを、初めに した。実際に牛乳パ ックや 1リ ッ トル

ます、水を用いて「か さJを 目でも提 えられるよ うに した。 この中で

looo厨 Llooo五 1  か ら  1側 卜 lml
ll=1000♂

を確かめた。

・具体物 と言 うことで、事前に子 どもたちの筆箱を見ておいた。ほとんどが直方

体や円柱と提えられると考えたが、実際のワークシー トには台形や六角柱、

直方体の複合図形などと、複雑な計算に取 り組んでいる子がいた。ただ、

「体積 =底面積 X高 さJを使いこなしている。

・ 今回ニュースに載せた子は、計算の前に「予想」をたてていた。実際の場面で

考えてみると「なぜ体積が必要かJと い うことがあるわけなので、この考え方

をみんなにも伝えておこうと考えた。

・授業の前後に子 どもたちから「次は絶対発表 したい」「今 日は誰のノー トかな」

の声が聞かれるようになった。また、授業後の黒板にさらに「わかつたこと」

や 「ポイン トJな どが書き込まれるようにな り、授業中では発表できなくてこ1

こなら意見が言えると言 うような様子が見られるようになつた。

4F



昨目の学習から

1メたあますは、縦、横、深さ(高さ)が、
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第 1島 時の指導

①目標 :学習内容「いろいろな立体の体積を求める問題を解き、習熟する。」

②予想される反応

Cl:適切な立体の求積公式を選び、体積を求めることができる。

C2 :手がつけられない  ←  ・立体の見取り図から何の立体かを確認させ、

公式を想起させる。

③学習形態    ア通常の問題解決    イ指定席で友だちと学び合う

A2人組 B小 グループ C大 グループ

()個人学習

 り (0髄 ・適麟 )イ 無し④習熟・発展問題の有無   ア あ

⑤担当  各学級で行う。

0その他

・基本的学習事項をおさえる問題と、基本的な直方体t立方体の体積を求める問題

を載せたプリントを 1枚用意する。

・基本のプリン トを解答し、答え合わせの済んだ子どもは、次の発展的問題のプリ

ン トにJL戦する。

・学習の終わりに 1枚 目のプリントにある学習の振 りかえりをする。

・指導者は、学習中は、解答があっているかチェックをし、解決が厳しい子に支援

をする。また、それぞれの子どもたちの取組みの様子は、学習後のプリン トや学習

感想からつかむ。

・次ベージにワークシー トを載せるので参照のこと。

締



タークシー ト

〕トロに年はま様部れ`■右の1林の
体積の求め方を確かめましょう。
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務,単元の指導を終えて子 どもの変容 と分析

単元の学習終了後に、事前に行つたレディネステス トと同じ問題で単元まとめテス ト(ポ

ス トテス ト)を行った。下記はポス トテス トの問題 と問題番 尋̀で、%:ま、子 どもの正答率
である。

② 上の直オ体の体績は,何耐ですか。
式3X3X2(=!8}_

識 7× 7X7出
0

'瀞 (1考

轟10Xや X:方葛iF3

鮮(慮瀞
議搬面::鷺 ♂字
嘔 盤鯖FFえ

Ta.ら

辮(lフ覇
)8)

目 O10XSXウ キlox5X3(‐ 5●Ol

OllX5X4+:OX:OX3〔‐3001

語(嶽♂

沖ぶ
∬

)

磁塵麟

①

Ⅲ
…・
楡( l締警

③ 停績を求める含式を,こ とばで書きましょ

a雫冒T写写影雷標積は何爺てすか。  こ5)

雪F・T軍駐蠍窪墨遥梶昌調要Fま しょぅ。

瑯  ト オノ蜂
甲(2諦 」|

ョ雫易堪疑黒鶴群署∫鵜籍にするとり側廣は

ご帰4
.%(2倍にな

1ヂ

(1)SP表 か ら見た変容と分析              `
①全体的な変容

SP表では右下方の小さな三角形をのぞいた大きな台形 となっている。 レディネス

テス トの結果 と比べても大きな成果を上 |ず ていることが感 じられる。
正答数 単元前 (%) 単元後 (%)

100点 満点 7 34

80点 以上 27 80

50点未満 39 〈2A)4
0点 5 0

また、 レデ ィネ ステ ス トで、 5割未満 の正,答

率の子 どもが、単元後 に 8割以上の正答率に変

容 した子が 460/0い た。

一方で 1シ・
デ ィネステ ス トで 100%の 正|'磐

率だつたが、 100%未 満 の正答率に落 ちた子

が数人い る。譲答の原因 は、計算 ミスや単位:換

算の構数不足だつた。
これについては、問題別の分析でふれる。その他、他の単元ではレディネステス ト

とポス トテス トを比べてわかる問題がほとA/ど かわらないような学力の定着 しにくい

子が、本単元では、わかる問題が多少 とも増え、どの子も無回答で出す ことがなかつ

た。できるか lbし れないとい う意欲 と期待感をもつて、問題に取 り組んだように思 う。

田 下の置芳体の体織躍
甲電難壌瞬価 1通 羅署買晟議曙響器

『

・ 鑢警皐めるこ昴でき
:・キ馨都kω

①
:篤1鷲篤格L露の
夢詭(,ご

1「

・

}方

体の体積

1縫 l逸争
糞

=:ご舜 襲
・L方体の申亀嘉(1辺 )鷺盤塁 lご

(1こ

40勝;

尋cフん

どのように変わりますか。

J3

6福観窯蕩略事質
ができ
“

③ l祀 驚%(   1



②問題llJの 変問題 1り の変容 と分 1肝

問題

番号

正答率 (%) 分 析

単元前 単元後

①

積み本の数

70饉 | わ 89 11辺 が lcmの 積み本 を積んで立体 を作る操作活動をした

効果が見 られ、学力が下位の子も正答できた。

②

直方体公式

63・ 自卜 98 式 を書き間違えた子が 1名 いたが、

え方で積み本の数が求められ るとい

何個t何列、何段の数

う学習の成果が出た。

③

体積

60‐ ■■  100 lcm3の いくつ分で体積を表すとい う考え方が身につい

た。

④
直方体公式

621 .  100

レ
98

操作活動か ら、 自分たちで公式 を再構成 (再発見)下成果

が見 られた。実際の授業では、教科書にある公式の他に 1)、

底面積 X高 さとい う公式 (柱体)も 見つけ出 した。⑤
立方体公式

47

⑥ 47日 レ 8 9 単元前は正答率が低 く、重視 して指導 した。 自作の積み本
の教具が効果を上げた。 しか し、高 さが lcmの 半分にな
つてい るか ら体積 ,も 半分 とい う数量関係か ら見 られていを3

段階か どうかは、わか らない。

0
高さと体積

62日 卜 84 高 さと体積の数量関係は、多 くの子が理解できたよ うに感

じる。

③ 36甲 ■卜 61 単元前の正答率は低かつた。単位換算の根拠を大事にした

指導をしたが、テス トとなるとまた暗記に頼つてしまい、

数を書き間違える子も少なからずいる。答えの横に小さく
式を書いている子がいて、そ うい う子は間違えていなかっ

た。今後も考えの根拠を大切にした指導を行 う。

◎ 43‐ ロ卜 77
⑩

単位換算

2 5 EH 卜 77

０
式

52日 目卜 100 公式の定着が生 きている。 自分で公式を使 うこなす力がてD

いたといえる。

⑫
答え

51日 ● 92 のだんのかけ算なので、計算 ミスがあつたのかもしれな

。誤答は数値間違いだった.

7

⑬

式

67‐ 哺卜 100 0と 同様

⑭

答え

62 100 立式か ら正 しく計算できた。

⑮

式

53日 ● 89 mや cmを 同じ単位 にそろえる考えが多 くの子に身につい

ている。 1辺が lcmの 立体積み本や 1辺が lmの立体積

み本 を実際に見た りさわつた りした経験が生きて働いた。

えヽ

①

答

34■ ■■ 70 X5で 0が式 で見0が 多いために計算 ミ

るより 1個増 えること

スがみられた。 2

も原因の一つか.

①

式

60日 1 ● 84 授業でも多くの考えがでて、楽 しかつたからか、回答でも

補助線が引いてあつた り式もわか りやすく描いている子が

多い。 自分の考えで解いた様子が伝わる。
えヽ

⑬

答

61馴 卜 84

⑬

式

42日 |

"89
辺 の長 さが小数の場合で も公式が使 えることが理解 でき

た。単元前に比べ 2倍の正答率になつている。授業でも間

題以外に、辺の長 さが分数でもできるかもしれない と進ん

で調べている子 もいた。

④

答え

42日 | ♭ 59 小数同士の計算 ミスがあつたため、式の正答率に比べると

落ちている。計算については、
'こ の単元に限らず、繰 り返

しの練習が必要である。

54



③児童へのアンケー トから見えた 「自力解決」 と「学び合いJの ・          |
今単元に入る前に、自力解決 と学び合いにもいてのアンケ,卜 を行つた。同じアンケ麟―卜を

単元学習後にもう∵度行つた。その結果も算数ガンバルニャン通信で、子 どもたちに知 ibせ 、
単元の学習を振 り返る視点の一つ とした。

アンケー ト

ア、自力解決について

く全体的に〉 (数字の単位は人 )

全体的に見て自力解決が 「好き」に変容 した子が 1.7倍 に増え、単元前には 5394だ つ

たのが、 930/0に 上昇 した。また、「どちらでもない」とい う回答が単元後には 80°/0減 り、
「好きJに転 じていることが明 らかである。これは、SP表 の変容に比べ ると非常に多い上昇

率である。このことから、学習ができると言うこととは別に「出力解決 とはFHU題 の正解:、 不正

解には関係なく自分の力で解いてみようとする過程そのものい うことが、実感できたので |ま な

いかと思われ る.単菱:後 の学習感想の中で 1)『 出力解決は一番わくわくす る時間 』 と書いて

いる子や『 自分の中で大きな変化があつたみたい』 と書いている子がいた。

また、学力的に下位であつた子も自分のできることについて、具体的に F積 み本を使:つ てみ

よ うJ「 あなたは、見取図はきれいにかける力をもつているのだか ら、それが書けるね〕。後の

今、平数で鮮図形の学習をしています.これまでの学習にどんな感極をも
つていますか?自 分の気持ちに一番彙Eいものにρを付けましょう。
① 自力解決 (自分で問題を解くこと:)は ?

・どちらともいえない

② 自分で聞選を解いて く自力操決)いる時、自分の気持ちに当てはまるも
のに0を付けよう。(い くっでも)

(  )問題を見たとき、ゎかりたぃ。.や けたぃと思う。
(1 ) 失敗しても自分一人:で

解決するぞ.

(  ) 問題を見たら (答えは彗:だわからないけど)自分に出来ること
をやってみるぞ.

自分のやり方で解いて尋喘ぞ.

わからない時は、先生に:教えてほしいなあ.

わからない時は、友だち)に教えてほしいなあ.

解いてみであっていたら,、 うれしい : 気持ちがいい !

間違っていても、最後|にわかったらうれしい l 気持ちがいLゝ l

間違ってもヽると落ち込んでしまいもやる気がなくなる。
圏つている人同士で話し合tiたいなあ.

―応とけた時、答えを凛かめたい.

0 学び合いについで聞きます.

。どちらともいえな11

°
〈言T言尊暑Fい

て`自分の気持ち干→て1事まるものに0を
|けょぅt

i l:奪8奪量蟄脚 掘詈慧意ll「

聞言せた1
(〈 })      蹴怒r10K!J

I ::鴛言]菫3講は篤ご「
用

(  ) 4人組ぐらいでも構すのが好き.

(  ) 多ければ多いほど
J夕 三スや学年全体l婿す0が好き。

|、 |:爾I整肇:::選ll  .
(  ) 日など描いてみせるのが,得意だ.

(  )顔 すのが、得意だ

∬



同じ手だてをしたのでは、子どもの学習意欲をそぎ、その後の集団検討でも間iく 気が起こらな
いだろう。大変ではあξ3が 、子ども一人ひとりの実態を把握 し、よさとしてt ttlめ た上で必要
な方法や答えを教えることが学習意欲の向上に結びつき、学習の定着にも変容が見られること
が実感 できた。                         : :.1 :

項 目別 に見 ると、「間違 つてで も最後 にわかった ら うれ しい」 とい う気持 ち|カミ43%か ら
70%に 上がっていることか らも自分で考えることが楽 しい と感 じる子 どもが増 えたこと1を表
している。また、 自力解決 を満足できたことを反映 し、「解 けた ら答 えを確かめたい」 と感 じ
る子が 500/0か ら 75%に 上がっていた。 自力解決の充実は、その後にくる考 えの集団検討、
学び合いを意欲的に進める原動力 となつていったように思 う。

イ、学び合いについて

〈全体的に〉 (数字の単位 は人 )

全体的 に見て学び合い も 「好 きJに 変容 した子が 1.6倍 に増 え、単元前 には 50%だ っ
たのが、 83%に 上昇 lノ た。 また、「どち らで もない」 とい う回答が単元後には,75%減 り、
「好 きJに転 じていることが明 らかである。 これは、 自力解決 と同様 に非常に多い上昇率であ
る。学習の自立が学び合いの必要感 を子 どもにもたせ る大 きな原動力 となつた ことが実感でき
る。学び合いや話 し合いのグループ分けや座席な ども手だての一つではあるが、何 よりも自力
解決の心を身につけさせ 、実際に自力解決の時間にできることが一つでもあるよ うに方法を知
らせていくことに力を入れて指導 した成果が表れたと思 う。単元後の学習感想で、『学び合い
は授業の申ですつきりする時間』 と表現している子がいた。また、『 わからないところも〕みん
なで考えると簡単』『学び合いはスゴイ。練三小オリジナルの公式をみつけた。』『前は公式と
かを覚えているだけだ

'っ
たけど、どうしてかがわかるようになつた』など、多様な考え方、新

しい考えを知ることで学力が下位の子や上位の子に限らず、学び合いで得るものがあつたのだ
ろうと思 う:

項目別に見ると、「友だちの考えを知りたい」だけでなく F友だちに自分の考えを知ら,せた
いJと 思 うようになった子が増えた.ま た、「クラス全体や学年全体に話せるJよ うになつた
子が 100/。 から25%に増えた。学習感想でも『 自分の考えを使 うのもいいけど、友だt)の 考
えを使ってみるのもいいと思つた』『友だちの図や絵はスゴイ』『友だちに自分の意見や考え
を伝えるのも慣れてきた』など、友だちとの関わりに関する感懇も増えた。コミュニケー 1シ ョ
ンの第一歩にしたい。        l             r

自力解決 と学び合いの力を上台にしてt今 後二考えのつなが
・
りや考えのよさを見つめる視点

については、今後の指導で力をいれていく。

∫6

■ i好 き E轟二Lヽ ど ち ら で

発 歯 l→ 豊 元 前 L発 後 盤 元 1 饉 元 後
30 I学 び 合 い が 好 き 281 → 48 21

漁 発 前 :ニ 単 元 後

31 自 分 の 彗 え は _先 生 に だ 摯ナ如 僣 ftt Lヽ 101-
32 自 分 の 彗 え 瞳 :童 達 に 鶴 屁Lせ 231 ‐ 27
381 友 f_rち の 考 え を畑 りた 澳 461 - 51
34 自 分 0毒 え が あ う て い Jtifo K   ~ : ■  2‖  ‐ 38
33 自 分 ● 答 え が あ って い れ ままo oK 201 轟 33
30 2人 組 な ら語 Lあ うの が

「

訂 811 → 30
37 4人 担 ぐ ら い で も 藷 す oボ 諄 き 霊 11 ‐ 29
38 クラス 全 体 や 学 年 1 雪億 嫌 籠 す の が 諄 ナ Gi 4
39 l左 だ ち 働 者 iキ ロ く:nl纂 輌 百 椰 脅 481 → 47
40 自 分 働 者 え を 歴 す _ユ 讐 ふ ぬ 101 ・→
41 間 違 って い る と学 び あ い た くな 1111:→
42 蘭 通

=き
で 分 で 進 ん で 考 え た い 251 → 35

43 自 分 と違 う考 え を ■ つ ffる と 奪 ち ユ む 21 二●

44 つ Ifニ ル尋九 14Lヽ 87: → 41
45 自 分 と同 じ考 え 』 つ け る と落 ち 墨 む 8! ‐

・
40 自 分 か 闘 11轟 舞 券 つ け る とうれ Lい 231 → 86
47 摯 え の よ い と こ ろ を 里 つ Ifこ の が 繰 童 131 - 18
48 □ な どか くの が 得 意 ,屋 : “■ 20
491 1話 す の が 得 意 '6 I r.-.



7、 成果 と課題                     ‐ 「     ―

(1)学習指導改善の工夫についての成果      ‐     ‐   ‐

①学習の自ヽ立を助ける手段として効果のあつたもの         ‐

ア、単元を見通せる学習指導

プレテス トの結果から子ども1人 1人が自分のめあてをもち、単元の学習に取

り組めるよ
・
うに Lノ たことは、学習意欲の向上に効果があつた。また、レディネス

テス トの実施も子どもが単元の学習内容を見通し、具体的に学習目標をたて
'3こ

とができる手だてとなった。

子 どもの実態 目標 学習の様子

A児 :

学習能 力 も学習態度 も

高い。

プ レテス トは全問I=答

・友だちにわかるよ

うに説明する

・難 しい問題 も解 く

発表をして、友だちに伝える

努力をしたり、新 しいきま り

や公式をすすんで発見した。

B児 :

算数 の苦手意識 を克服

し始 めた ことる。

プ レテ ス トは 0点

・
‐
(チ ェック項 目を)

全部できるように

する。

1時間、 1時間を一生懸命 取:

り組む態度が見 られ た。 そ の|

結果 、 ノー ト代表 に も下 回採:

用。

イ、 1人 1人の考えを明確に表 させる指導

自.力解決の時間を確保 し、子どもへの自力解決の大切さを味わわせる指導を第

3時 に取 り入れた。 1時間設定し、自力解決のよさを子 どもたちが感 じ始め,た こ

とは、学習の自立へつながる有効な手立てとなった。また、話 し合いのアンヶ―

卜を単元の学習前に子 どもたちへ実施 し、その結果や見えてきた課題を子 どもた

ちに伝え、指導者だけでなく、子 どもたちと共に課題に対する意識を共有 した。

これにより、単元後に自力解決が好きになった子が増えた。 (前項 6の変容 と分

析参照 )

単元の学習後の子 どもの学習感想では、C児は、 自力解決の時間を、「一番わ

くわくする時間」と書いてお り、D児は「自分の中で大きな変化があつたみたいJ

と振 り返つている。また、自立解決の充実ぶ りは後の集団検討へ向けての大きな

意欲付けとっながった。

ウ、ワークシー トの利用

半数以上の子 どもが、自分の考えを書 くことには慣れていた。この単元で |は 、

後の学び合いを意識 した見やすいノニ トを作ろうとしている子が 250/0か ら66
°
/。 ぐらいの数へと増えた。冊子化 したものを見ると、本人が、友だちや教 Eliに認
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められたと感 じた次の時間から確実にノー トが充実 していることが見とれたこま

た、他教科への広がりも見 られた。Jljえ ば、Fnt題 を解撫する理科で、このフーク

シー トの書き方が活用され、ノー トがより良く変わつてきた。

形式では、前時の確認、友だちの考え、練三小の発見、できたことなど、書 く

項 目を工夫する姿も増えた。
~授

業毎によくまとめられているノー トを代表 と lノ て、

ガンバルニャン通信に載せた。代表ノー トに選ばれたいと張 り切る子どもや 「今

日は誰のノー トかな ?Jと 興味をもつて、通信を読む子 も多かつた.ま た、E児
‐は、自力解決の時、冊子化 した自分のワークシー トを見て、今 日の解決に使えそ

うなことを探 し出し活用 していた。学習の振 り返 りとしてもノー トを有効に使え

た。

工、評価を伝える。

毎時間、一人一人のワークシー トに教師が加点的評価を加 えた。この時、評価

の観点を「学習 C〉 まとめに関するもの」と「子 どもの立てた学習態度の目標につ

いてみた取 り組みの様子Jな ど、決めて評価 した。 3人の教師それぞれの個性は

違つても観点を決め、子 どものがんばっている様子や課題など話 し合つていくう

ちに、子 どもを多面的に理解できるようになろできた.ま た、話 し合いで出た子

どもの課題については、次時へ馨|き 継ぎ、継続的に指導できるよさを感 じた。

子 どもたちにとつては、「3人の先生が自分を見て くれる。」 と感 じていで多様

子も見受けられ、意欲ヽ的な表情で自力解決 した り発表 した りしていた。協力指導

で子 どもたちの議lめ られる機会が何倍にも広がったことは、意欲の向上に結びつ

いたといえるだろう。そ してくこの評価を毎時間続けていくことが、時間的もか

かるが、一人一メしの子どもの実態に近づ く道 となり、信頼関係もだんだんと深ま

つていく。

②学び合いを深める手段として効果のあらたもの

ア、学び合いの場の設定

指定席にしたのは、子 どもの実態にあった手だてだつた。最小集団の 2人組の

話 し合いは、自分の考えや説明の仕方に自信をもつことができた。その自信は、

4人組への話 し合いへの意欲につながった り、違 う考えに出会えるかもしれない

とい う期待 も生 Aノ だようだ。単元後のアンケー トでも 2～ 4人組の学び合いが好

きになつた子が増えた。 (6,変容 と分析を参照)

また、単元の指導が進み、時 FHl的 に余裕があるときや多様な考えが出やすい問

題の時は、時間C)最後に自由に歩き回つて、不特定多数での学び合いを設けた。

2～ 3分の短時間で、単元前は恥ずかしがっていたはずの子どもた tbが急げとば

か りに席を立つ様子が見られた。伸良しの友達にか :す より、,自 分と似た考えと知
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り安心する子や男女の別なく、周囲の子 と考えを話 し合 う子、自分 と違 う考えを

求めて探す子、「〔〕①の考え」があるかもしれないと予想 して探す子な―ど=そ
れ

ぞれが目的をもつて歩き回つていたことが、学習後の間き取 りからわかった.

単元の学習後 も日常的に男女隣同士でも 学習内容にせまる話 し合いができる

ができる集団になつた。

イt他 との比較をすることで自分の考えを明確にする。

子 どもの実態か ら考えて、指定席にした.普段、いつも一緒にいる友だちとは

違 う子 と隣になるようにした。より緊張感を持ち、考えの交換ができたようだろ

た。また、自分 と違 う考え方に出会 う可能性 も自然と高くなり、「自分 と違 う考

えがありびつくりしたJと 言 う感想がとても
・
多く出た。単元後の学習感想で、「学

び合いは一番わくわくする時間」と書いている子がいたように、学び合いC)楽 し

さを感 じ始めている様子だつた。

ウ、相談タイムの設定

昨年の経験もあ り、相談タイムの設定を計画した。子ども達が相談タイムを必

要としなかつたため、実際におこなつたのは、 1回だけである。 自力解決 C)時 間

が充実 し、学習の自立が進んだものと思われる。問題が解決できない子 も「見取

り図な ら書ける」「積み本を使つて模型を作ることはできる。」な ど、自分ので

きることをした。直接の回答ができなくても自分のできることをしたとい う満足

感は、その後の集団検討 も意欲的に聞くことができた。教師が用意tし たヒン トカ

ー ドや模型なども去年に比べても必要な子 どもが、抵抗感なくもつていつたよう

だつた.ま た、相談タイムでも問題 を解決するのが困難な F児が、積み本を器

用に重ねて模型を作るのを見て、回 りの子の賞賛の拍手が自然に起きていた。そ

の後の F児のノー トは、明らかに良くな り、友だちの黒板発表を丁寧に記録 し

ていた。

③見つめる目t感 じる心、育てる技を高める工夫 として効果のあつたもの

ア、個別 目標を設定することで、子どもを見つめる意識を高めることができた。

プ リテス トや話す聞くのアンケー トか ら子 どもの実態をつかも1う としたこ1と

は、一人ひとり(D子 どもに適 した指導をす るのに有効だつた。また、テス トやア

ンケー トの結果を子 ども達に知 らせ、学習集国全体で自分たちのよさや課題を話

し合っていくことは、学習意欲の向上に結びつき、学力の定着にも成果が見られ′

た。

毎時間のフークシー トヘの評価も効果があつた。冊子化 したものを見ていくと

一人ひ とりが自分の目当てを持ち続け、取 り組んでいた様子が明 らかである。
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イ、個EIJ評 価は、一人ひとりの解決の様子など、実態をつかむのに役だ0た。

毎時間、個別に反応を予想 し、実際の解決の様子を記録 していくことは、子 ど

もの実態に近づき、次の時間に個にあつた手だてを考える際に役立ったしまた、

教師がそれぞれ記録をすることで、日の行き届かない子 どもが少なくなり、多面

的につかめるよさもあつた。

ウ、ワークシー トに加点的評価をしたことは1子 どもの学習意欲を向上させた。

「学習のまとめに関することJと 、「個の学習態度 目標に関すること」に焦点

をしば り、加点的評価をしたことは、よかつた。また、評価の基準や子 どもの

めざす姿など指導者同士で、毎時 FEl話 し合つていつたことがよかった。協」な指

導が充実 したものとなつた。

■、満足度曲線や学習感想など、自己評価を設定したことがよかった。

満足度曲線を証l入 させたことで、児童が授業の取 り組みと理解度が把握でき

たらまた、学習にどのように取 り組み満足できたかが、子 ども自身が知ること

ができた。 さらに学習感想から教師は、個々の授業が子 どもにとつて、どC)よ

うであつたかつかむことができ、実態にあつた学習指導を計画することができ

る。

オ、多人数協力指導

情報交換 と実際に機能できる役割分担について、実践を重ねた。自力解決の

時、Tlは、解決できない子への手だてをうつこと、T2、 T3・ は、それぞれ後の

集団検討での発表する子 どもを見出す役割分担が、一番機能できた.。 2人｀
て
'発

表する子どもを見出す と同じ考え方をした子 どもが 2人ずつ出ることになった

しま うが、表現の仕方は多少 とも違つた りするので、同じ考えだと子どもたLち

に気づかせるなど集団検討のよい材料 となつた.

また、Tlが コーディネー トすることを意識 して取 り組むことで、授業中で

も「友達の考えをr書き留めている学習の仕方を見付けた ら、大きな声でつ落lや

いてね。J「 自力解決で押 さえたい間違えを見付 :す た ら、おおきな声でつぶや

いてね。Jな ど、具体的な分担をすることができた。また、授業中でも「00
先生、～の考え_を している子がいた ら教えて下 さい。」「よいまとめを見付 け

たら読んで下さいJな ど、耳打ちでなく子どもの前でも声に出して伝え合つた。

子 どもたちは、それを自然 と耳にして、「自分にない考え方があるらしい。

考えるぞ.」 「うまいまとめを書いて読まれたい。」とい う意欲を持ったようだ。
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(2)学習指導改善の工夫についての今後の課題

①学習の自立を助ける手段

ァ、単元を見通せる学習指導
0 プレテス トを行 うことで各自が見通しをもつて学習に取り組めることは

大きな成果になつたが、学習を行つていく中で自己態度目標のアップを図

ることにも取り組んでいく。そのために態度目標を段階的に設定するここ1

が課題となる。考える・書く・発表・伝えるなどの観点を決めて考えたい。

また、各授業の学習目標についても事前に基本になる目標を段階的に設

定し、個々実態に合わせてステップアップできるようにしていく。

ィ、 1人 1人の考えが明確に表せる指導

・ 自力解決の良さを児童 1人 1人が実感でき、態度化できた。今後は課題

を自ら見つける (自 己課題)こ とが出来るようにすることが課題となる。

それは、学習したこヽとから次に学びたいことを自ら見つけ出す喜びを知 tb

せることと考える。単元の学習の中で自分で課題を見付けて取り組むよう

な授業を指導計画の中で取り入れていく。

ゥ、ワークシー ト

・ フーク1ンー トから自己ノー トヘ、個々に自分に合 うノー ト作り・ノ∵ ト

利用を出来るようにすることが今後の課題となる。

ェ、評価を伝える

・ 評価を伝える上でワークシー トに教師が 1人 1人加点的評価を加えてき

た。この時更なる学習課題を見つけられるよう支援の言葉かけをする。

・教師が評価の基準を実態に合わせて段階表を作つておく。それにより、よ

り具体的に評価を加えることができる。

(例)課題 「直方体の体積を求める公式を作 り出す。Jの段階に合わせた評価

実態 A:式から公式までできる →公式化するよさを認め、算数の考え方の一つ

として価値のあることと知らせ る。

B:何列何段何個でかけ算をし解 く→問題を解けたことを評価 し、公式化で

きるヒン トを与え、次時への意欲付け

とする。

C:FH5題が解けない→授業中に積み本 を積み上 tず体積を求める手だては うっ

たので、答えは求められている。 1辺が l cimの立方

体の数が何個何列何段でるかに着 目して数えるよさを

認め、式で表せることを知 らせる。 次 |ま式で求めら

れるとよいなど、次時のめあてを持たせる。

ろ /



②学び合いを深める手立てについての今後の課題     ‐  ‐: ‐

ァ、学び合いの場の設定               .  ‐ ‐ ∵

・ 2人組からスター トし数人と学び合 う姿が多く見られてきた。これから

は集団の中での学び合い (人の考えを受けて個が学ぶ)が出来るような場

を設定する。

ィ、他との比較をすることで自分の考えを明確にする。

・ 比較から拡張…比較検討した後、自らの考えを広 |ず より良い考え方にす

る。

③見つめる日、感じる心、育てる技を高める工夫

ァ、個別目標を「設定することで、子どもを見つめる意識を高める。
・ 個別目標を個々に途中で再度見直すことが必要。これをより良く児童を

みて、個々の 学習意識を向上させることにつながる。目標が途中で達成|    フ

できたとき更なる目標を設定 することで「やるぞという気持ちになる」、

このやるぞを大切にしたい.

ィ、個別評価

・ 個別評価は各自が何かしら認められた実感が持てることであり、それが、

向上心にく)ながる。必ずどこかの場面で認める評価をする。評価チェック

を記録するようにする。

ナ、ワークシー トから個BIIノ ー トヘ、個々の良さを表せるノー ト指導

ェ、感想は学習内容と授業での取り組みとを分けて、表せるように…

ォ、多人数協力指導

・ TlT2T3の 連携の充実。各時が得た児童の情報を共有する。その為

の連携を密にする。チェックカー ドの充実 (事前・授業中・事後)特に事|

前、事後での連絡が重要となるのでチェックカー ドのファィル化を行い授:

業を行 うTlが使用できるようにする。

ら2



0年2組

IDhiC) 予 想 学習内容 学習態度

611 1  2  3 体積の求め方を知りたい、いろいろな
立体の体積を求めたい

/―略 きちんととって、自1始
)で進んで

発言したい

272 1  2  3 いろいろな立体を調べる。 ノートをきちんととる。

402 1  2  3 身の周りの体積を調べたい
多くの人の考え方を見たI環

11自 分
の考えをもつ        __

622 1  2  3 体積の求め方を間違わないようにする
自分の考えを分かりやすく説明できる
ようにする。

101 1  2  3 全ての体積を求める。単位をわかるよ
うにする

459 1  2  3 12が何 cぶかしりたい
授業の話を聞いてわかろi)とする。1進

んで授業を受 |づる

722 1  2  3 身近な物の体積を調べる 人の話をよく聞く

313 電  2 、3 変形や組合わさつた立体の体積を求
めたい

ノートに解き方や友だちの考えをきれ
いにまとめる。

612 1  2  3 12が何 cぶなど学習したい。
先生の話しを聞き、知りたいことをL′ろ
うとする。

113 1  2  3 公式をマスターする。四角錐なども しつかり記録する

311 1  2  3 体積の全てを知る。
たくさん発表したし可1ノートもしつか
り書く

115 1  2  3 体積の求め方と身の周りにある物の体

積を求めたい
よく話を聞く

231 1  2 3
いろいろな体積が求められようにし
たい   _ よく話を聞き

270 1  2  3 体積の求め方を覚える 先生の話をL´っかり聞く

112 1  2 3 体積の公式を忘れないように覚える
友だちに説明できるように、話をFE「lき、
ノートをきちんととる。

415 1  2  3 体積の求め方を覚える ノートをしうかりとる

230 1  2  3 体積の公式や単位をしつかり覚える 言舌をしつかり聞く6

248 1  2  3 体積の学習内容を完璧に理解する 自分なりの考えをみつける

599 1  2  3 体積の求積、単位をくわしく学習した
い 。

ノートにちゃんと:書く:自分'の 考えを前
に出て発表する。

525 1  2 3 複雑な立体の体積を求めるようになり
たい。

自分で解く、考える。ノートをきちんとと
る。

119 1  2  3 自分のわからない考え方を調べる ノートをしつかりとる(1分かりや・すく)

127 1  2  3 いろいろな立体の体積を求めたい 話をよく聞く

333 1  2  3
百石百石覆菫体の体積がわかるよ

うになりたい           ___
いろいろな考えが発表できるようになり
たい。

791 1  2  3 いろいろな考えを見つ !する。 意見を言えゐようにする。

501 1  2  3 体積の求め方を覚え亀い
自分で一杯考えをつかりたい。ノ…卜を
しつかり書く

315 1  2  3 変な形の体積ももとめられるようになり
たい。

たくさん発言する。友だちと自分σ)考え
の違いを見つけ理解する。

371 1  2 3 いろいろな形の体積を求めとい。 いろいろな考えを出す :,

626 1  2  3 12が何6ぷかわかるよう|こ したしヽ たくさん発言できるよ1)にしたしヽ。

慮

¬
¬



6年 F組

IDN10 予 想 学習内容 学習態度

9919 1  2  3 体積を求められるようにする 友だちの考えをよく聞く:

44i4 1  2  3 12がイ可面かわかLJた1い 先生の話をし,つ かり聞く。

1913 1  2  3 体積の公式・単位を全部覚える
先生の目を見て、問題が分かつた毛)手
を挙!ずる。

5019 1  2 3 12が 1可 Gぽかわかるようにする。 問題をしつかり読んで冷静に考える

156 1  2  3 12が Gぷに直すやり方を分かりたい 分からなくても頑張る。

576 1  2  3 三角柱と円柱の体積が知りたい 話をすべて聞く

100 1  2 3 複合の立体を簡単に解けるように
なりたい。 問題をしつかり読む。

576 1  2  3 身の回りの物について考える わかつたら説明を多くやつてJttLる

111〕 1  2 3 単位のよく分かりたい 友だちの考えコをよく聞く。

621〕 1  2  3 12が何c甫かわかるようになりたい 問題や人の意見を分かろうとする。

218 1  2 3 立方体の体積が求められるように
したい。 積み本などで調べる

666 1  2  3 ケアレスミスを防ぐ 問題文をしつかり読む

801 1  2  3 円柱の体積を求める公式を分かりたい 文章をしつかり読む

12(〕 1  2 3 体積の意味がわかり、体積の比ベ

方が分かりたい。
話を聞きのがさない

327 1  2  3 11が何 c面かわかるようになりたい 自然に手が挙がるようにしたい

321「 1  2  3 およその体積がわかるようにすそ
友だちの考えをよく聞き、いろいろ
な考え方を分かろうとする。

771 1  2 3 ミスをなくして全部完璧にする。 みんなの話をよく聞<。

604 1  2 3 cぷに直すやり方が分かりたい。 友だちの意買″をちゃんと聞く.

2711 1  2 3 公式を寛えてlGぼ」を使えるよう
lごする_

自分なりにちゃんと理解する。

13() 1  2 3 単位を間違えないようにする 学び合いをた1くさんしたい。

73(〕 1  2 3 C面をボに直したりできるようにとにし
たい 学び合いを楽しく思えるようI二

921) 1  2 3 単位を変えることができるように
なりたい

この学習の面 Iヨ いところ見つける

40〔〕 1  2  3 12が何Gポかわかる 友だちの考えを分かろうとする。

14〔〕 1  2 3 単位に気をつけて工夫した計算をし
たい

みんなの意見をなるべく郎tり入れ馬

119 1  2 3 立体のかさについて学びたい 先生の話を聞く。きちんと発表す .る 。

20〔 I 1  2 3 計算ミスをしない。/At式 を覚える
友だちの意見をしつかり聞いて、自分
一人でもできる邊

=こ
ろまで覚える。

1  2  3 自力解決できるようにする。 人の話をよく5銅き、ノートを分かリ

31〔: 1  2  3
立方体の体積の公式が分かるよう
になりたい 先生の話をよく聞き、問題をよく読t

Jナ



‐学:び合おうとする意欲を伸ぱす指導の工夫・

■||● 01‐はじめに
‐
誰■も薪じ

'1こ

とを知りたい|と いう好奇心をもらている.だろう:そ して:向時に1新し  ―i

いこ
―
とに出会うた蒔た1・ 不安も:感 じるであろうも:をめ

-1子

善心をもち続けるために11を1彦t ■
‐

不安を乗り越えるために、学習においてできる手だでを考えていきたしヽ。   ‐ ■ :|| ‐

1.主題.を 決めた理由
4年生の担任をしているが:子どもの様子を見ていて気になるところがある。、 :
区亘亜Ξ目0串分の1言具|こ i自 信がもてず、伝えよ―うという意預があまり見られない|

■      |また.・ 意欲がある子でも,分かってもちお、うとしヽう二夫が足りず上芋く|   ■
1   ■   伝わ らないことが多い。        イ     ■ ■‐■ ‐■ ■  ■  |
‐
|■ |●  :②質問したり真lllに 聞いたりといった友達の考え方 (他の考え方)を分か  |

|:二 :二ょ二塁‐贔‐驚鴛翼‐彗壌事二調基二二二:撃喜』轟皇基二1,,=
結果からも1分かる。      |  :        ‐               ‐   ‐

191算数の勉強はすきです力|。 |         ‐ ■■ ‐   |
0 みんなでいる.い ろな考:え 方を発表しあうことはすきですか。 . |
.0 問題がとけたとき、|ちがうとき1方がほかにないか考えてみますかり :

○ 問題がとけなからたとき:なぜとけなかったか.を考えてみますかし

|        [31人 申29人に調査 (2人欠席)] XP 8資料 I参照

自信のなさか らくる、伝えようとする意欲の少なさや、自分の考え方 と友達の考えや既

習事項を関連づけて課題を解決 していこうという態度の少なさの見 られるこの実態を何と

か変えていきたい。       |

匡∃0既習事事と来習事項の接点に気付かせる板書をすることで、根拠に基づいて思
‐  ‐  考を進めたり、自信をもって発表したりすることができ、学習意欲が高まる。

②友達の意見に対して質問や意見を発言 した り、自己評価や相互評価を行った

りすることで、主体的に聞き、積極的に分かろうとする態度が育つ。

③ 3つ 4つ の事例を扱うことで、子ども自らの気付きを基に確かな理解に導く。

この 3つ の仮説をたて、以下の「3.指導の工夫と実践Jを行うことで、『学び合おう

とする意欲』が伸びていくと考える。

東京 練馬区立開進第二小学校 邊見 教江    |

11…

３
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21‐ 協1同学習の|と |らえと1実‐践:と |の関‐連
1協同学習:を 「課題|こ対する自分:の

'考
えや行動を11友達や教師|:と 交流する中で自1己1評 fIIし

:修.主改善して新たな知識を機得しせぃくこ
―
と」と、とらえた:態度的自標と認知的自標の

同時溝成が|できた時に学習意欲がより木さく伸びると考える」下の図のよ―う.な過程で、友

達や教師と考えを交流し共に高め合い1未習事項と既習事項を関連づけ:11新た|な1知識を獲
得してし―ヽく。            || ‐1 1     ‐   ‐ ・ || |
|:今回は1算数科の「分けた大きさの表し方J― の学習で、 1板書計画、二具体物,操作|
Ш自己評価1に焦点をあてて、実践を行った9        1‐  | ■ | | ■ ‐
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l;n*t& tf;t fr-fia#fl[ ur#i trltil:
It

1識 として獲得する

1野:片的な黄口講を関連づけて構造化する :

| ‐  X板 書計画

:学習意欲を高める三要素

①協同…共に高め合う集団  ‐

②参カロ∴・積極的に参加できる授業
‐   X具 1体物の操作   |

③成就■成長の手応えを得られる
υ

仕組み |

※自己評価

個々が課題をもつ

参考文献「学び合い、‐高‐め合う授業のell造」 杉
=修

治著|

|   「′いと心の格闘技」 望月和三郎著 杉江修治編 .

3:指:導の工夫と実践
<子どもの意欲を育てるたみに>        1,
「(1)既習を生かした板書■     |        |   |    ‐ i

l学び合う意欲をfEllばすためには、まず:自 分の考え■:考えを出し合うことに自信をも

うこ′とが大 L/Jだ と考えた。新しい学習内容が既習に基づいてしヽると
―
安心|し て学11習 |を 進める

学び合おうとする

意欲の伸張

轟つ _



||とがで
―
き,4111そ||‐で.来輩華‐碑11轟 ||・轟鵡iれ 1今ま善書もえ繭‐む壌墳:め縄輔ヽ職え:るめ|

‐かを|さ |ぐ―

'た
|り =既習事項の1場合‐と1同 じよう

'こ

解iナ 込|ぬ
1寺 ::ま:な tiか と―霧えた,ち |(無轟:轟に|‐

|

1考 |え―る)lできる:|よ うに:::毎時‐間
―
の 暉板書計画」|を軸羅11こt:なJ:轟粛できを轟奮|を最書で1暴||

し́たり.11書きためたキ■フ■ドを提示したりして(1鎮蟄事量―こ新し::jゞ撃書を轟がら1サ けれ‐
るよ|ラ :こ りたt・ ■ ‐′|■ |■ ||: ■●::1 ■.■ 1■ ■ 11■ ‐

■1 1.:i■
|

1第 111時では1‐ |は したの長さを表
‐
す方法を考える際|き11111等分する」|と:い うすぐ前it学書|

した1既習事項を想起:できるような板書にした。操作1し|た結果と言葉なよ1る 表現‐か
'ら
「1鳥・

|め 三分あ■な:=1鳳 |と表す」とし`も
=:と

を指導した1  ‐‐‐11■ | ■ |■|||■ |
.第

61時‐では、1車社:量をこえる.長さもかきの場合1と 向じように考えられると,類轟そ
―
き|る|ま|

|ち|な
―
板書にしたしそわ結果ゞ:第 6時で|ま 2.8入 中 (2人欠産11人未提t出 ).壺 |ふ スみ芋|ど

'も

|

:の意欲 (やる気度)・ がらになり:理‐解.し 満足したことがうかがえた1‐ 意欲ぶ下毎ヽもた子:も|:11

‐学習‐感想やフー‐クシ■卜,か ら理解を|し て,い ることを確認■惑た1  ‐‐|: ■ ||11■ 1‐ ‐■
.こ 1の

よう.に ::既習事項と未習事簑を関1連づけることで11自 信をもうで学習し|て ぃる様1子 |

が見られた。また、́単位分数を意識|し て二ますの色塗りをする友達の発表を見て、・単位分 |

数のいく|つ分と考えることを共に学ぶことができた。ここでの学習形態は、12人で試行‐錯|

譲したあとに、全体にその考えをもどして検討する形をとつた。XP/■ 9鷲騨ワ|‐ 畿麟 |

く2)具体物・率具体物め操作

1具体物を操作しながら考えるとよく理解できる
`さ

ら|こ 、す人一人が操作をして体を動 ‐

かすことで、積極的に学習に参加することもできる。そこで、具体物や半具体物を実際に |

1測づたり折うたりぬつたりする操作を多く取り入れ、どの子どもも主体的に学習できるよ :

|う にしたo本単元で|ま、テニプ (具体物)をはかりとる操作、 1,4マスや lmテープの色

塗‐り (半具体物)|な どで、|も との大きさを何等分したかやその何個分かをt操作と関連づ |

けて
―
理解することができた。            ‐       ‐1 ・  |‐

‐(3)やる気魔と学習感想       ‐   ,   ■1‐          ・
自分の学習に対する意欲を意識したり、学習を振リー返ったり自己評無することで、1成長・

の1手応えを感じて自信をもつことができると考え、毎時間、やる気度‐と学習感想をかいたこ
:やる気度と:ま、学習のはじめのやる気と終わりの輝足鷹をュ■|で表し、その点|と 点を■

線で結ん|だ ものである。これをクラスでは「やる気度」とよん|だ―.右上がりや5に近い線
‐が多‐レヽと、板書や操作などの工夫が有効であったと考えることができる:逆に、‐右下がり :

や′1に近い線が多し―ヽと、工夫が足りず子どもの思考にうまずきを与え′てしまったと分かる。
|

:学習感想は、1言 73行で書いた。やる気度の傾きと学習感想わ変容を調べた。 |  |■

3■
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業を数1直諄
||こ

蒙
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'た
も1真分数を繰り返し学習した.こ とや数

直線上で大ききを視党的|こ比べられたこ1と|で、||よ く分かり意欲浄ヽ高
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た時や問題を間違えた1時、意味が分からなかった1時が多しLよ うに思われたょ第、11時は1・板

書や1操
:作

活動でうま―く1思考を誘発できたと考え|られるが、もめさしではした鋤長き||を 澱‐う |

た子ままt饉分の測定した数値にこだわりをもちでおり、自分仰考えが生かされなかうた,と ,

感じ慧欲が下がつたと患われる。第 8時の「復分数と帯分類と整数の大きさを比べる」学‐

習.では:層 さヽいЛ頸に並べる並べ方を明確な指示や:拠示がなかつ:た ことで、課題を明確にと

ら|え
―
られず、子どもは混乱しやる気が下ぶったと思.わ れる:第,時の「分数と小数を,つ な||

げるI‐ 学書では、1疵金と―1脅 な島じとし1ぅ こ―とゃ、琴展鋳
‐
1手なりすぎ:■部の子どもの準

解‐が得ら,れ|ず意敏が下がらな1     11 ‐|:‐ ‐  ‐  | ::1■  ―  | :  ‐
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イ圏l入 自句 亀 ミ登畿 容 → 4`指導の分析ヘ

<:鐘の―考え1脅分かろうとするな量を育てるた時に>
《4》 左鷺颯狡凩瘍歌り入れ

友達の発表 |こ ういて(分からたのか分からなしヽのか:よ かったのかなどの反応を示すよ

うに鍵した。具体的まこは、同じ意見やすごし`と思った考えに拍手をしたリノ丁 卜に書き写

したりした。                ~                 :

(卜 》ワ■豪シ■卜と纏重鯰価    :
学習感想の中に、文達仲説明や考えの|よ かう1た ところなどを書 }す

・るように指導していく。

単元の終わりの方にな暉、少しずつ友藤のよさせ感想に善:け るようになうできた。
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4‐ 1指導の分析
|1孝 名の輝童のやる気度と学習感1想を全時間お:も |て見て■変容や特徴を調べた:学力調査
め

'|ケ

'|||十
1算数が好きこ答えた手i名■苦:手意識をもつてしヽる子1‐名を

―
逮んだ。|

≪事業が好き1子> ■ ■■  | |          :    ‐  ‐||

(1711)竿 3時では「1 11ま  ,卜 とも毒せるか」1.第 4時では「数直線をみて分数の‐
1 1‐ 引き算の仕‐組み|を1理解した」、第51時 では「

1 1:は
慎分数か帯分数か」` |と

いうよう|こ 、1授業の内容からさらに発展した考え方をしていることが分かるこ

意欲の向上が、
|や

る気度からだけではなく学習感想からもよく見えた。算数が

好きという子の1学習したことを他でも生かせないかと考えている特徴が見えた:
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1 5。 成果と譲lm
,|1合義1星 |||う1章嶽Jが全員‐|:替 |:る|::|1睾糞

=||||:|≧

|1音三轟レ:|｀ 1轟‐轟・ |
,DI*.A L, k Z t T R t itlcrt* & mffi A E L E /: l, r. (CFE* O=#FE)

(1)難習を豊かし、な板警
. 19‐寧‐爾を1年かす板書奪1含零||やし

,て―ま旨:導奪し暮子とで、1未習事項を既習事項から少しンバ ー ■■
‐

|'17‐ップ|ただけでをやととらみ零やして学習できもよ|:う
.に なつてきた。      ‐   ‐ |

| ‐‐Q篠書計画の■本を「琴習|(ヽ レゞ 響苓時のヒントとなるキ■ワ‐ド)→本時の課題■類‐   |
‐ 1似の間:題」と決め、1思考の流れを視覚的に提示したことでつまずきが少なくなったな ■ ■ 1 ‐

| 1醸|■時1間二時間のつながりだけでなく、
:車

元を通して学習したこ
―
とが残るような板書の残

‐ | |
‐■●し方を考えたい

・
。し

'う
でも、子どもがその既習にもどれるようにすることが課題である:   ‐

(2)具体擁 お攀具体物の鍵停

○具体物を操作することで、何個分という意識がしっか惨育つたし

颯普段の授業でも研究授業の時と同様に教具の準備を十分にすることが課題である:

《轟)やる饉度と学膏感想

○やる気度と学習感想では、質問が見られるようになり慧欲的に学‐習す儀態度が見られて     |
きたように思われる6   1
0ワークシートを薫ねていったことで、今までの学習の積ネ重ねを感じることができ満定
感を味わうこと命できた子どもがいた。

○次鋤単元 「わり算の筆算Jな どで今まで説明 L/な かつた児童が前に出で説明したり、そ

れを蘭1/hて 学習感想に○○さんの意見を聞いて分かつたというものもあり、少しずつでまま

あるが、説明しようという意欲とよ達の意見を聞こうとしヽう態度が育ったと感じた。

○やる気度が低かったり下がったりしていても、学習感想から意欲や理解を読み取ること

ができた。逆に、学習感想がうまく書けなくても、やる気度でその学習を続足してしヽるこ

とを読み取ることもできた。

脩はじめの意欲が 5(loo%)でなしヽ子が 1/3ほ どおり、既習事磯から丁寧に扱う導入だ

》すでなく、課題提示に魅力をもたせる基要がある。
~    

瘍学習内容に関係なく気分でやる気度をつけていたり (224)、 できているがなかなか

やる気度が 5(1の〇%)にあがらなかったり、感想では Fよ くできた。Jと書いているのに

意欲が下がったりする子どもには、やる気度と感想を対応させて書けるように指導してい

く。                                        ‐

(燿 》友達翁麟翼辣蟷り入れ (5》 ジ■クシー トと種璽鶉漑

1  隋単尭を通 して、鍮題羅表したことを発表検討する場面が少なく、質問タイムが取れなか

つた。発表した意見に対 して話ヒノ合う時間をとるように1[i夫することが課題である。   |   ■

颯今回は12人で考えたことを全体にもどし′て検討する彩しか工夫できなかうた。学習鍛

形態の工夫が課題である。  .    :
そのf白        |     |

・  | 。「分数J鋤単元を通して、 :二 位ttを超える時につまづくことや、仮分数から帯分数へ帯

分数から仮分数へ直す時に濃こ乱があることが分か―うた1  ■

τ7■
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はしたあ大き′さは1学位分数の何こ分で毒する1年 が牢キや6
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F分数 J、
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鶏標 「 数直線_Lで仮分数と帯分数の構成や要係者蒻べるこどができる。

学習内容・数直線上で、仮分類と帯分数を対応させ、神互,関係を調べる。
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な数直線上に、分母が 10の 分数と小数を表し、分数と/]ヽ数の購係を調べる。

。1/10の位にもいて畑る。 _
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学び合う子どもの育成を目指して
～ 算数科C)学習指導を通 して ～

東京 練馬区立練馬第二小学校  園部 ゆう子

I 研 究 の ね ら い

新学習指導要領は、「生きる力Jを培 うことを基本的なね らい としている。社会・経済が次々

と変化 を遂げてい く今 日、様々な問題 を解決 していくためには 「生きる力」を身に付けていくこ

とが必要 となる。

F生 きる力」を支えるものの一つに 「確かな学力J力 挙ゞげ られ る。確かな学力 とは、AFl識・技

能に加 え、 自分で課題を見付け、 自ら学び、 自ら考え、主体的に判断 し、行動 し、よりよく問題

を解決する能力や資質のことである。確かな学力を構成する要素 として「学び方」や「学ガl意欲」

がある。意欲的に学習 しようとす る態度を育てることが、確かな学力の育成につながる。

意欲的に学習す るためには、自分の考えをもつて学習に参加す る必要がある。 自分な り69考 え

がなければ、他者 と考えを比べることができず、学習意欲が低 くなって しま う。また、 自分の考

えと友達の考えを比べることで、考えの幅が広が り、よりよい考えに触れることができる。指導

者が子 どもたちに自分な りの考えがもてるように手だでを講 じ、学習中に学び合 う場を設|け るこ

とが、子 どもたちの学習意欲につながると考える。

学習は学校だけで行われ るものではなく、それ以後 も一生涯、続けられてい くものである。社

会生活を送る上で、自ら学び、他者か ら学ば うとす る姿勢を身に付けていくことは、必要不可欠

なものである。その姿勢を身に付けていくための一方法 として、学習の中に学び合いの場を設け、

算数の学習を通 して、学び合 う子 どもを育成 していこうと考えた。

I 研 究 の 内 容

1 学び合いについて

本来、人は知的好奇心が旺盛で、知 りたいと思 うことにはおのず と関心を示す ものであlえ3。 そ

れは、子 どもたちにもいえることである。学校では、主体的に学習に取 り組む学びの場を、学習

の場で設けていきた lr l。

また、学校のよい面の一つに、二人で学習 したことを皆で分かち合 うことができることが挙げ

られる。子 どもたち一人一人の学びか ら、他者 との学び合いへ と学習を進めていきたい。

学 び … 学習者が主体的に学習に取 り組む活動

→それを支えるもの … 学習者の学習意欲 と、学習への動機付け

学び合い… 自分 (以 外の考えを知 りたいとい う思いをお互いが くみ取 り、友達同士、信頼 し合

いなが ら、考えを高め合つていく活動

子 どもたちが学び合 うようになるには、次のような過程を踏んでいくと思われる。

自分(D考 えをもつ ことができる。

自分以外の人の考えを認識することができる。



(1)

自分の考えと比較することができる。

自分 1工 外の人の考えを受け入れることができる。

よい考えを合理的に選択することができる。

自分の考えをもてるようにするとともに、人の考えを受け入れ られ るように し、最終的|れこより

よい考えを選択できる力を付けていきたい。

2 学習指導の工夫

び合い活動を取 り入れ る

学び合い活動を子どもたちが良れ解決此上工搬ゑ盪頭;と 、           こで取

り入れる。

具体的には、以下の二つである。

① 自力解決(D場面で、「相談タイムJを取り入れる。

② 検討の場面で、子どもたちの学び合いの過程を指導者がとらえ、よりよい学び合いを「

するための手だてをもち、一人一人の子どもに働きかける。

① 《言力解決鋪 ″

“

畔 物 管 ιl ―
「相談 夕4～ ―》

相談タイムとは、問題を提示 し、子どもたちが自分である程度問題を解決した後で、自

分の学習状況を判断し、それぞれのコースに分かれて学習を進めていくものである。相談

タイムを取 り入れると、子 どもたちは安心して学習に参加 した り、考えを深めた りするこL

とができる。

一人で盤決できない子 どもは、教えてもらうことで解決の糸 口を見つけることがで

きる機会が増える。

・ 自分の考えに自生のない子 どもは、同じ考えの友達 と意見を交換することで、 自分

の考えに自信をもち、安心 して学習に取 り組むことができる。

・ 自信のある子 どもたちにとっては、説明す ることで 自分の考えをより確かなものに

す ることができた り、新たな考えに出会い、考えの幅を広げられた りする。

相談タイムを設定することで、検討場面にはいるとき、全員が自分の考えをもち、話 し〆

合いに参加 しやす くな り、学習内容が全部できていると思っている子 どもには、さらに理

解を深めることができる。

相談タイムのコースの選択については、次の 4コ ースを提示 している。

・教えたい  ・教わ りたい  。相談 したい 。一人で考えたい

②《検討場″での学び台ι,
②の検討の場面では、子どもたちの学び合いの過程を以下のようにとらた。

合理的な選択ができる。

十

子どもの学び合いの意識過程



考え方の比較ができる。

↑

自分以外の考えを認識 しようとする。

含

自分の考えに固執する。

自力解決できない。

この意識過程に沿つて、一人一人の子の学び合いの実態をつかみ、単元を通 して手だて

を講 じ、よりよい学び合いができるように していこうと考えた。

<″へのヂガ 鷲
「
>

具体的には、以下のような助言を学習中や ノー ト指導な どを通 して行つていつた。

「その考えのよいところはどこか。J「 より正確にできるものはどの考えか。J

「友達の考えに目を向けていてよい。」「あなたの考えと似ているのはどれか。J

自力解決が難 しいと思われる子 どもには、「できたような感 じ」、「分かつたような感 じ」

をつかませていきたい。何 も書けていない子 どもには解答を書かせて、「みんなで話 し合

うときに、同 じような説明があるか、よくきいていてね。」 と助言 してい く。安心感を作

り、参加意欲 |を 高めることができると考えられる。

(ア )の学び合お うとす るような発間とは、以下のようなものである。

「自分の考えと同じか どうか。」

「解決の仕方でよいと思ったものはどれか、それはなぜか。」

「この次、使つてみようと思った考えはあるか。」

など自分以外の考えに目を向けられるような発 FR3を してい くことを心掛けた。

発表・検討に,入 る前に 「自分の考えと同 じか どうか聞きま しょう。Jと 声を掛 け、発表

後に 「同じで したか。Jと 発問 した り、発表がい くつか終わつたところで、「友達の考えてF

よい と思ったものはあ りますか。Jと 発問 した りす る。子 どもたちの中には、 自分の考威1

にこだわ りをもつている場合がある。まずは、自分以外の考えに目を向 lサち れるよ,う に、

「子 どもたちの学び合いの意識過程」でい うところの Cの 「自分以外の考えを認識 しよう

とする」過程 |を 目指 した発間をしていこうと考えた。

また、友達の考えにどのくらい 目を向けているのかを評価 してい く。そのためにも、そ

の 日の学習の中で、まずは 「よいと思った考えをした友達の名前」を、次に「どんな考え

るじ
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か」、「どのようなところがよいか」な ど、段階を踏んでノー トに書かせていく。少 Lノずつ

友達の考えに 目を向けられるように取 り組む。

(イ )の 自分の考えをもてるような手だてとして、相談タイムを取 り入れようと考えた。

集団で検討す る場合、 自分の考えをもつて学習に参加するのとしないの とでは、学習意欲|

に差が出る。自分の考えをもつていれば、他の考えと比べることができ、意欲 も向上する。

相談タイムは、 自力解決の場面での安心感をもつた り、考えを深めた りする学び合いの

場でもある。同時に、検討場面では、自分の考えをもつ機会にもな りうる場である。

(ウ )の話 し方、聞き方の指導 とは、学習全般にかかわることである。一番伝 えたいこ

とを順序 よく話す、相手の顔 をみなが ら話をきく、分か らないことは質問するな ど基本的

なことを日々の学習の中でお さえていく。

学び合い活動 としては、よく分かると思った ら「なるほ ど」 とうなず く、いいな と思っ

た ら言葉で伝 えた り、拍手をした りする、似ているような考え方をした ときに「～ さんの

考えと似ていて3けれ ど…」
｀
と付け加えなが ら発言するとい うことなどを大切にする。

(2) 別 目標 を設定 し、子 どもを見つめる意識を高める

学び合 う子 どもを育てるには、教師が子どもを見つめる目を高めていく必要がある。そ

の一方法として、①個別 目標を設定すること、②各時間での子 どもの解決の予想を立てる

ことが有効であると考えた。指導者が個別 目標を設定することで、子どもを見つめる意識|

を高めることができる。また、各時間での子 どもの解決を予想することで、子どもを見つ

める目をより確かなものにしていくことができる。子どもが予想通 りの解決をしていれば、

指導者がとらえる子どもの姿に近いといえる。予想と異なっていた場合は、指導の前後や

途中でも、子 どもを見つめる目を修正することができるからである。

CL測散蔵資梗懇だ
今までの学習の様子や未習内容のプ レテス ト (単元末の評価問題)の到達度により、指

導者が 目標設定をする。

○態度的な 目標  …指導者が子 どもに期待する姿を書き出してい く。

「よりよい考えに 目を向けようとする。」「友達の考えのよい とこ

ろに気付 く。」「自分な りの考えをもとうとする。」など

0学習内容的な目標…ABCの 3段階で 目標を設定する。

子 どもの実態 学習内容的な目標

学習内容がすべて理解 されていると思われる子 ども A友 達に分かるように説明できる.

学習の定着が期待 される子 ども B学 習課題を達成できる。

学習の理解が困難であると思われる子ども C少 しでも分かろうと1す る。

4



「

毎時間、指導者が一人一人の子どもの解決の予答考:立 てる,―初めのうち|ま、なかなか子
どもの実態と合わないかもしれないが、学習を追うごとに修正を加えることで、子どもの
実態に近付いていくと思ゎれる。

(3)巨死を見通せ石≡萱亜≡亘巨コ
子 どもたちがこれか ら学習する内容に見通 しをもつことで、安心感 と学習への意欲が高

まる。単元の学習前に未習内容のプ レテス ト (単元末の評価問題)を実施 し、学習内l容 の
どの部分を分かるようにすることが自分の課題であるかを認識 させていく。

プレテス トを返却するときには、学習内容が どのくらい分かっているのかをめあ
｀
て
・
の紙

にチェックさせる。単元後に同 じテス トを実施 した後にも、同じ項 目のチェックを行い、
学習前 と学習後では、 どの部分ができるようになっているのかを比べるさせる。そ うする
ことで、子 ども自身が 自分の変容を実感することができる。成就感、満足感 を得 るこ.と が
できると考える。

(4)置 どもの発言の後に、加点的な評価を加えヨ
まず |ま子どもの発言を分かろうとする努力をしていく。
また、子 ど15の発言の後にカロ点的なコメン トをつけるよう

もは受け止められていると感 じ、安心して学習に参加するこ

欲も増 し、「ちょっとゃってみようかなJと 前向きに取り組も

にする。そ うすることで子 ど

とができる。ほめられ る|と 意

うとする姿も見 られる。



I 実践事例 (第 4学年「分数 J)

1 単元名   「`分'数」

2 単 元 の 目標

分数の意味 とその表 し方が分かるとともに、端数部分の大きさや等分 してできる部分の大

きさなどを表す ときに分数を適切に用いる能力を身に付ける。            ・    _
<関心・意欲・態度 >
・分数を用いると、端数部分の大きさや等分 してできる部分の大きさなどを表せ るよさに   こ

気付き、進んで生活に生かそ うとする。

<数学的な考え方 >
・分数は単位量を何等分か した 1こ 分を単位 として、その何 こ分で表す ことを筋道1立てて

説明できる。

<表現・処理 >                                    v
・端数部分の大きさや等分 してできる部分の大きさなどを分数を用いて表すことができる。

<知識・理解 >
・分数の意味や表 し方が分かる。

3 単 元 につ いて

(1)教 材 につ いて
|

本単元に必要な既習事項

・十進位取 り記数法

・長 さ、かさ、重 さの学習

・わ り算

3 年

→

4 年

「長方形 と正方形」

・色紙を 2等分す る

こと

「小数 J

・は したの大きさの

表 し方

・整数 と小数の E=別

畢

畢

4年 本単元

中

5 年

吟

6 年

「分数」

端数の大きさの表 し方

分数、分母、分子の意味

真分数、仮分数、帯分数

の概念

分数の構成、大小比較、

相互関係

「分数のた し算 とひき算」

・同分母分数の加減計算

・分数の大小、相当関係

F分数 と小数」

・整数の除法の商の表 し

方

・相互関係、大小関係

「分数のた し算 とひき算 J

・異分母分'数の加減計算

「分数のかけ算 とわ り算 J

O分数、整1数の乗除

・分数の乗1除

・分数の乗:除の意味|の拡

張
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①分数について

0日 常の生活経験

「分ける」…Ⅲ

子 どもたちは 日常生活の中で 「分ける」 とい う経験を何度 もしてきている。例 えば 「色,紙 を半

分に分ける。J「 10個 のおは じきを 2個ずつ分ける。」 といつたものである。その申で、半端が

出たときにその処理の仕方についても様々な経験を持ち合わせている。

「分け方J…・

分け方については、分離量の場合は意識 して等分す ることがあるだろうが、連続量の場合は、

必ず しも等分 されているわけではなく、生活の中では、 2等分にするとい うよりは、 2つ|に 分け

ることの方が多い と思われる。

「分数」…

「分数Jと い う言葉を 日常生活の中で耳にすることはあま りない と思 うが、数iと してと ibえ て

いるとい うよりは、分け方、所作 としてとらえている場合が多い と思われる。

例えば、「半分Jや「四半分」は、大人は 1/2、 1/4と 考えるが、子 どもにとっては基準 となる「 1」

が明確に意識 されてお らず、 1/2‐ が 「2つ に分けた うちの 1つ分 とい う分け方、F~41作Jと して意識

されていると考えられる。

イ 分割分数

等分 したものを何個か集めて、その大きさを表す場合に用いる。

例えばピザを 3人 で同じ大きさに分けて (3等分)食べると 1人分は、1ん であり、2人分は、ソ]

となる。この 1虐 や 2ん の分数は、ものを等分害Jす る操作 と関連 してできた分数なので、分割分

数 とい う。

ウ 商分数 (5年で扱 う。)

整数の除法の商を表す場合に用いる。

3+5の 商は、 1つの数で 3/5と 表す ことができる。整数のわ り算の商は分'数で表せ考5。 こ

れは、分数が数 として確立され るために大切なことである。a/bは 、aを bで割つたときの商

を表 している。 こCDよ うに整数の除法の商を表す分数のことを商分数 とい う。



工 割合分数  (6年で扱 う。)

割合を表す場合に用いる。

例 として次のようなものがあげ られる。「2mは 3mの どれだけにあた り

題では、2+3=2応  答えは 2/3と なる。この 2/3は、 2と 3を比べたとき、

2は 1講 とみ られることを表 している。a/bは、bに対す る aの割合を表す。

表す分数のことを割合分数 とい う。

ますか。Jと い う問

3を 1と みLjる と、
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○第 4学年の「分数Jの学習内容

0分数の意味 とその表 し方について理解できるようにする。

ア 端数部分の大きさや等分 してできる部分の大きさな どを表すのに分数 を用いること。

また、分数の表 し方について知ること。

イ 分数は、単位分数の幾つ分かで表せることを知ること。

<学習指導要領 より>

1/3な どの分数で表す ことができる。

○指導内容について

学習のポイン トとして次のようなことが拳げられる。

ア 等分する、分数で表す

もとの大きさの 1/2、 1ん を学習するにあたって、等分の意味の理解 と、もとの大きさがど

れであるかを十分意識 させる必要がある。

子 どもたちに とつて、 2等分す ることと 2つ に分けることの意識があいまいな場合がある

か らである。「等分Jするとは どうい うことなのか、操作などを通 して 2つに分けることと

の違いを明確に していく必要があると考える。

<2つ に分ける>          <2等 分する>

また、「 1

つを表す lβ

mの 1/3は 、1/3m」 、「2mの 1/3は、

と、 1結 果 として得 られる大きさの 1/3

1/3m」 とい うように 3等分 したものの 1

rnを混同してしま う場合がある。「lЬ とに



す る大きさ (基準量)を 3等分 したそれぞれを、もとの大きさの 1/3と い う」ことを繰 り返

し指導 していこうと考える。

イ はしたの量を分数で表す

ここでは、単位量に満たないは したの大きさ、教科書では本のまわ りの長 さが lmと あと

少 し (lmの 購 )のあと少 しを数で表現することか ら、1/3mの ような単位:のついた,分数に

ついて学習 し、量を表す分数を扱 うことで、分割す る分数か ら数 としての分数へ近ゴけるこ

とをねらいとしている。

ウ 分数を数 として とらえる

1/2、 1/3と 表 されたものは、もとの大きさの 1/2、 1/3を 表 しているのであ り、単独|で大き

さを表すことのできない分数である。 1/22、 1/3mの ように量の大きさを表すことでi、

初め

て数 としての大きさを表す分数 となる。量分数は、具体的な大きさを表 している数 としてと

らえることができるが、完全に抽象化 された数 とはいえない。 さらに数直線 を手掛か りとし〆

て、分数を数 として とらえさせていきたいと考えている。

工 分数の加法、減法の計算をする

教科書では、発展的な内容の 「もの知 リコーナー」として、分母が 10の分数の加減計算が

ある。ここでのね らいは、形式的な計算技能を高めることではなく、次のようなものである。

分数 も整数や小数 と同じように数であることの意識 を高めること、分数の構成から計算方法

を考え、整数の計算 と同 じようにしてできることに気づかせ ることである。図や数直線を活

用 しなが ら、単位分数のいくつ分 とい う考えを使い、計算の仕方を考えるようにしていきた

い 。

②単元の指導観

○分数を数 として とらえさせる。

メー トルや リッ トルな どの単位がついている分数については、具体的な大きさを表:し てい

るので、具体的な大きさを表 している数 として とらえやすい と考える。 しか し、量の大きさ

を表 しているため数 として完全に抽象化 されているわ |す ではない。

そこで、分数 を「分け方 としての所作Jと してではな く、操作活動を取 り入れた り、数直

線を活用 した りしなが ら「数」 として とらえられ るように学習を進めていきたいと考える。

また、その際、次のような見方 も大切にしたい。整数や小数は十進法で表 されるが,、 真分

数は任意に等分 した数 (分母が表す数)を 単位 として位が上がる。例えば分母が 3の1場合、

単位量が 3つ分集まると 1に なる、 3進法である。

,操作活動を通 して…

量分数の学習で単位のついた分数を学習す る。今まで lm、 2mと 表 していた長 さを 1/2

m、 1/3mと い う長 さもあると広げていくのである。ここで 1/3mと い うのは、 lmの 1/3の

ことである。 このことを、紙テープを使いながら、分け方 としてだけではなく、1/3m.と い う

長 さを実感 させながら数 として意識 させていきたい。



0数直線を活用 して…                       ●
:  

‐ ||
数直線上には、整数、分数、小数など様々な数を表すことができる。     ● |

1を何等分か した数直線を作 り、それぞれの目盛 りにあたる分数を記入 した り、分数の構

成や大小関係をつかむのに活用 した りしなが ら、数 として分数をとらえさせていきたい.

単元のは じめは、量を表す数直線か ら学習するが、学習が進むにつれ、単位のつかない分

数 を数直線に表すことになる。量を表す分数から一歩進んで、数 としての分数を意識 して学

習を進めていきたい。

・小数 と関連付けて…

分数を小数 に直 した り、小数を分数に直 した りする学習を通 して、分数が小数 と同 じよう

に数 を表 していることをつかませていきたい。 4ヽ 数は、整数 と同 じように十進法で表 される|

ため、分数 よりも数 として意識 しやすい とい うことも、数 として とらえるための一助になる|

と考える。また、1/3mの ように小数や整数では正確に表せない数でも、正確に表す ことがで

きる分数のよさを、小数 と関連付けなが ら実感 させていきたい。
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児 童 の 実態

①プレテス ト(SP表 )か ら

子 どもの実態をつかみ、実態に合わせて指導計画や課題の設定、提示問題の選択を L/て い

くことが、子 どibの学習意欲 を向上 させ、学習内容 も着実に定着 していくと考えられ る。そ

こで、未習内容のプレテス トを行 うことにした。

問題は、これから学習する分数の単元末テス トを取 り上げた。この問題か ら得たデータを SP

表に表 し、一人一人の実態、問題 についての実態、学習集団 としての実態を分析 していく。

そ して、その結果から個別 目標、各時間のねらいや指導計画を設定 した。

(未習内容のプ レテス ト)

口:色をぬつた部分の長さは何mですか。分数で

書きましょう。

? L登 (0)
正塔孝(ノ 6%)

]  墾

   と口 水のかさは何感です
しましよう。

3次 の分数を,真分数,仮分数,帯分数に分けま

しょう。

プ(0中 ?%〕 )
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未督問題 プレ ポスト

児1菫名 ⑤ 働 0 ③ 働 ① ① ③ ① ① ⑪ ① m 働 0 曲 0 0 0 ③

プし正答数

〈全体的に見て〉

全体 として、SP表では下方に頂点があるような逆三角形 となっている。 6割以上取れている子

が 30%い る一方で、 3割以下の得点が 53%い ることが分かつた。原因を推察すると、分数が

初めて学習する内容で |わ るため、既習事項がほとんどなく、子 ども自身が類推 して考えにくいこ

とが挙げられる。また、単元を入れ替 えているため、本来では分数の学習が終わつている時期で

ある。家庭学習で分数を予習 している子が多いことも原因の一つ と考えられ る。指導者 としては、

上方のI鬱 らんだ逆三角形を予想 していた。単元 として丁寧な指導が必要である。
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〈問題別で見て)(丸;文字は問題番号)

問題番号 正答率 (96) 分 析

①② 160/0 分数の形ではかける子がいるが、 lmや 1リ ットルを単位 とした量

分数 として答えられる子が、少なかった。

基にする量が lmゃ 1リ ッ トルのように決まった量がある場合はで

きるだけ、実演1し 実物大の大きさで量感をつかませる。

③④ 9°/o

⑤ 40% 学習前でも家庭で予習している子は真分数は正答すζう。仮分数につ

いては、数直線から読み取ることは難 しい。③ 200/0

O③◎

⑬

50～ 600/0

290/0

数直線上で単位分数のい くつ分 とい う

くつ分少ないかなど逆にみる考えは、

単元に限らず、数を多面的にみる力は、

考えは、正答率が高いが

正答率が大きく下がる。

まだ乏 しい。

い
　
の

ヽ
　
い
」

①⑫ 18～ 20% 分数の種類をすでに知っている子が答えられ ると思われ る。帯分数

(⑬)については比較的見つけやす く、約半数の子 どもが 3種類の

分数の名前を知っている。

しか し、2/2の ように 1に等 しい分数を、仮分数 とい うのかについて

は、判断があいまいなことがわかった。その問題は丁寧に扱 う。

① 47%

⑭⑮① 33% られない。また、分子が 黛以上

考えが理解できて「いない と1、 無

分数の種類を知 らない子は手がつけ

のものは単位分数のいくつ分 とい う

回答だった。

①⑬ 36～ 49% 帯分数を仮分数になおして、大きさを比べるときに間違えやすい。

単位分数のいくつ分で考えることは、容易に理解できている。

⑬① 72-760/0 かは分か らない。

正答率が高かつた

小数 と分数を関連付けて数値に表 しているかどう

特に④は、既習の小数を使って考えられるため、

と考えられる。

以上の実態から次のような事に留意 した指導計画を立てる。

!第 1時 :紙テープなどの操作活動を通 して、 lmを何等分したうちのいくつ分をつかませる。 |

:    量分数についてはできる限り、実測したものを提示 し、量感をもたせる。      :
:第 2時 :リ ッ トルは実測したものを教師が提示することで、量感をもたせる。       :
;第 5時 :単位 とする分数のいくつ分かを考えながら、大きさ比べをさせる。適時、数直線を利

|

:    用する。                                 |
三第 6時 :仮分数を扱 うときは、分割分数としてだけでなく、数直線上でも単位 とする分数 1つ い

|

:    くつ分かを考えさせる。                           :

i    仮分数→帯分数 (整数 )、 帯分数 (整数)→仮分数               三

三第 7時 :数直線上πF分数をとらえるときに、単位分数のいくつ分だけでなく、多面的にとらえ
|

|    られるようにする。                              :
:   (例 )7/5 -→  1/7が 7つ分、 1よ り2ん 多い、 2よ り念ん少ない、帯分数で表す、など |

1第 9時 :小数 と分数の関係については、数直線などを利用して、たくさんの問題をとかせ、習
|

!    熟を図る。物知 リコーナーにある分数のたし算やひき算を、数直線などを活用 ヒノて扱 :

!    つていく。                                 :

13



4 学習指導計画 (14時間扱 い )

/1ヽ 単 一九 時数 学 習 内 容

は したの大きさの

表 し方

回 等分することの意味

長 さについて、端数部分の大きさを分数で表すこと

lmを 3等分 した 1こ 分を lmの 「三分の一」 といい「 1/3n■ J

と書くこと

分数は、等分 してできた単位の大きさの何こ分で表す こと

液量について、端数部分の大きさを分数で表す こと

「分数」「分母J「分子」の用語

分数の大きさの

表 し方

回

．

．

２

2

分数を数直線上に表し、分数の構成をつかむこと

単位量の大きさを分数で表すこと

分数の大小を比べること 【本時】

単位量をこえる大き

「真分数J「仮分数」

さを分数で表すこ

「帯分数Jの意味

と

単位のつかない分数

仮分数 と帯分数の構成や相互関係

分数 と小数の関係

小数第一位 「1/10の位」を知るこ

整数・小数・分数の弁別

と

同分母分数の加減

まとめ 回 <や つてみよう>分数 ものさしをつくり、長 さをはかる。

折 り紙で分数の大きさを表す。

たしかめよう

「お もしろ問題 にチャ レンジ !」

14



5 実践         ‐

降 1嘲

(1)目標

・等分の意味をおさえ、はしたの長さの表し方を考える。

・はしたの長さを表すのに用いられた、分数の意味と表 し方を矢口る。

(2)展開

1 等分について考ズLる .

T l枚 のピザを 4つ に分けま した。 2つの分け方につい

て気づいたことを言いましょう。

C 同じ大きさに分けているのと分けていないのとがある。

T 同じ大きさに分けることを「等分する」 と言います。

4つ に等分することを「4等分する」 と言います。

T lmの 紙テープを 2等分や 4等分にしてみましょう。

同 じ長 さに 2つ に分けま した。 この長 さは何等分 した

と言えますか。

C 2等 分です。

T 2等 分 したテープについて調べてみましょう。

C どちらも同じ長 さ。

2つ分でもとの長さにもどる。

2 問題を把握する .

T テープで本の周 りの長 さを浪1っ た ら lmと あと少 しあ

りま した。 このは 1ノ たの長 さは、何 mと ぃえばよいで し

ょうか。

は したの長 さは、何 mで しょぅか。

はしたの長さの表 し方を考える。

物 さしで演1っ てみようかな。 3 3cmく らいだな。

小数で表せないかな。

はしたの長 さ 3つ分で lmに なる。何mかな…。

発表 し、検討する.

はしたの長 さは何mで したか。

物 さしで演Jつ た l」
「ど何mかは分からなかった。

小数でも表せなかった。

・ リンゴやカステラでも等分する

とい うことをお さえる。

・ 2等分、 4等分にした紙テープ

と lmのテープ との関係を操作活

動でつかませ る。

4等分 した紙テープはどれ も同

じ長 さ、 4等分 した紙テープ 4つ

分でもとの lmテープに戻 45。

11/3mの紙テー プを配 る。

OTl、 T2が 発表・検討 に向け

て 情報を交換する。

・テープを lmと はしたに分けて

考えさせる。

・様子をみながら相談タイムを取

る。

○既習を生かして長 さの表 し方を

考えることができたか。

・はしたの長 さを正確に澳Jり とれ

なしヽことに気づ|かせる。

３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

４

Ｔ

Ｃ

Ｃ

学習活動 (主な発間と児童の反応 ) ・留意点 ☆支援 ○評価
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T は したの長 さと lmを比べてみましょ

このは したは、lmを 3つに分けた 1

T lmの テープを 3つ に等分 しま した。

いえばよいで しょうか。

C 3等 分です。

つ分の長 さです。

これ を何等分 と

・ 実際に操作 させて lmを 3等分

した うちの 1こ 分であるこ とを確

かめる。

5 まとめる。

T lmを 3等分 ヒ/た 1個分の長さを lmの 1/3と いいま

す。 lmの三分の一の長さを、1/3mと 書き、「三分の一

メー トルJと 読みます。

T 2等 分 したテープや 4等分 したテープの長 さも分数で

表 してみましょう。

C 1/2m、  1/4m。

T 5等 分、 6等分、 7等分 したテープの長 さは ?

C 1/5m、 1/6m、 1/7m。

T 並べてみて気づいたことはあ りませんか。

C 1/2mか ら 1/7■1に なるにつれて、短 くなっている。

1/4mは 1/2mの半分の長 さです。

T 学習感想を書きましょう。

板書計画 第 1時

0分数で表す ことができる。

● 問題 学習のまとめ

01mを 3等分…

・書き方<自 分の考え>
<友達の考え>

。長 さを測ると…

・ はした 3つ分で…

1/2mか ら 1/7mま での

テープ図を縦に並べたもの

16



≪第 1時・学習の振 り返 り》

◎学習内容について

。学習の初めに等分の意味をおさえた。
(2等

分 04等分 したり、等分 したものがいくつ′分でもと

にもとどるかを操作活動を取 り入れながら確かめた。そのため、ほとんどの子が、はしたの長さ

(1/3m)の表し方を考え̀る のに、 lmの テープと比べながら考えることができた。

・はしたの長さが 3等分であることが分かった子は、 100+3の 計算をしていた。が、あまり

が 1出 るので、その後 どうしたらよいのか困つていた。

・定規を使って長さを測っていいる子 どもは、1/3弱 いた。 3 3 cm 3 wll(誤 差がある子もいた。)

までは、分かつた。

・計算をした り、定規で漢Jつ た りした後で、もう一度、「はしたの長さが、収襲 になるのかJと
いう本時の課題に戻 り、正確にびったり表すことができる新 しい長さの表し方 として、分数を学 :

習した。学習後のまとめ・感想に、「小数で|ま表せない数を習った。例 1/3Jと 書いている.子や「cm i

などで表せないときは、分数で表すことが分かつた。等 しく分けていないのは、分数では表せな■

いことが分かつた。」 と書いている子がいた。

・12mか ら 1/7mま でのテープの長さを、分数で表 しながら、実際の長さのテープを提示 lノ てい

く部分は、本時の中では扱えなかった。テープを操作したり、自力解決をした り、ノー トの書き

方を抑えたりするのに時間がかかつてしまった。

◎ノー ト指導について

0ノ ー トをみると、感想やまとめに何を書いてよいのかが分からなかったり、字がていねいでな

かつたり、詰めて書きすぎているため、読みづらかった りする子が多い。子どもたちの学習,の ま,

とめや感想を何人分か集め、次時に向けて印刷することにした。また、ていねいに書かれてrい る

ノー トも子どものも6)を そのまま印刷 して、次の学習までに子 どもに配ることに 1ノ たO      i

lず



際 2嘲

(1) 目標

・2/3mは、 lmを 3等分 した 2こ分の長 さであることが分かる。

・等分 してできた単位の大きさのいくつ分 として表す分数の仕組みが分かる。

(2)展開

○前時の復習

・ lmを 3等分 した 1こ 分の長 さ

。lmの三分の一の長 さを、 1/3

-トル」 と読む。

をは、lmの三分の一。

mと 書き、「三分の一メ

○テープ と言葉 を結びつけながら志

○実際にテープ を示す。

☆解決の予想で 1と 3がついている

子を主に机間指導をする。

1…他の表 し方はないかな。

3…前時の学習を想起 させる。

OTl、 T2が 発表・検討 に向けて

情報を交換す る。

【関】既習をもとに分数で表そ うと

している。

☆Tl…教えたい子の内容を確認。

T2…相談している子の様子を把

握 し、様子をみて、よりよい選択

をできるように働きかける。

○ ノー トに図をかかせ る。

○問題、課題

lmのテープを 3等分した 2こ 分の長さは、何m
といえばよいでしょうか。

○自力解決

C lmを 3等分 した 1こ 分が 1/3mだか ら、 2こ 分は

2/3mで はないかな。

C 小数で表せないかな。

C 計算でできないかな。 100÷ 3X2
C ものさしで測つてみよう。

0相 談タイム

T 自分でコースを選びましょう。

0発表・検討

C lmを 3等分 した 1こ 分が lβ mだか ら、その 2こ

分なので 2ん mではないかと考えた。

C 物 さしで測つたけど何mかは分からなかった。

C 計算 したけどできなかった。

C 小数でも表せなかった.

0ま とめ

・ lmを 3等分 した 2こ ぶんの長 さを、lmの三分の二。

・ lmの三分の二の長 さを、2/3mと 書き、「三分のニメ

ー トル」 と読む。

○適応問題

T 次の長 さは、何mで しょぅ。 (2μ m、 2/5m)

C 2/4m。 lmを ィ1等分 した 2こ分だから。

○留意点 ☆支援 【 】評価学習活動 (主 な発間と児童の反応 )

18

l表 1 lmを 等分 し、それを何 こか



C 2/5m。  l nlを 5等分 した

T 3/4mだけ色をぬ りましょ

○学習感想を書 く。

2こ 分 だか ら。

フ。

集めた大きさを分1数 を用 tF hて 表

すことができる。

板書計画 第 2時

問題

<友達の考え>
。lmを 3等分 した 2こ 分だか ら…

・          1 1/3mと 1/3m
0100÷ 3…  できない。l Fnt

?m            <ま とめ>
<自 分の考え>     

‐
     lmを 3等分 した 2こ 分の長 さを…

lmの三分の二の長 さを…

前時の学習内容

≪第 2時 。学習の振 り返 り≫

◎学習内容について

・分数の学習の 2時間目とい うことで、前時の学習内容 を生か して自力解決をしている子 どもた

ちが多かった。解決方法も第 1時では 1つ しか考えていない子 どもが半数以上を占めているが、

第 2時では、 2つ以上考えられた子が、半数以上を占めている。図で考えていた り、言葉:で説夢]

した り、分子や分母の意味に 目を付けて考えた りしていた。既習を生かして学習 している様子が

み られた。

◎学び合いについて

・算数の学習で、決められたメンバー (生活班など)以外の人 と相談することは 2回 目である。

そのため、 F本目談の仕方」の学習をした。「私はこう考えま した。 (ノ ー トを見せてもよい。)」 Fこ

こまで考えて困っています。」「同 じように考えた人はいますか ?J「 質問はあ りますか ?」 など

のように自分の考えを声に出 して、集まった仲間と話 し合いをす るように一斉の場で指導 lン た。

前回、集まってもだまったままで、誰かが何かを言 うのを待つていた りするグループがあった。

今回は、前回に比ベスムースに話 し合いを進めていた。

・ 20%弱 の子が相談 したいコースを選んでいた。 自ら「司会をや ろうか。Jと 友達に声イレ掛け

ている子もみ られた。友達の発表を聞き、自分の考え (図 で表 して考える〕 と同じ人がいること

を知 り、安心 している子がみ られた。学習感想に「今 日は、自分 と同 じ考えの人がいたの1で よか

つたです。」 と書かねノてrい る。

・学習後のノー トを1み ると、 90%以 上の子が、発表 。検討前に自分の考えを書き表す こ 1壼 がで
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きていた。相談タイムの効果 といえる。

・子 どもたちが選択 した中で、一番多かつたのが、教えたいコースを選んでいる子である。図や

言葉でかき表 したものを活用 して、教えてほしいコースの子 どもたち (約 15%)に 説明 lノ てい

た。 中には算数を得意科 目としていても、分か らない子に教える難 しさを感 じている子がいた。

(例)A児 は算数がよくできるが、 B児 はA児 に教えてもらうよりも、C児に教えてもらったら

よく分かつた、と学習感想に書いていた。A児の感想の中にも「教えるのはすごく難 しかった。J

とある。A児以外にも、「教えるのは難 しい。」 と感想に書いている子 どもが 3名 いた。

・反対に「教えることができて うれ しい。」、と感想に書いている子 も 3名 いた。

<学習感想 >「教えた相手が納得 したか らうれ しかつた。」

0「 教 えてもらって うれ しい。Jと い う感想も相談コース、教 えてもらいたいコースを合わせて、

3名 いた。

<学習感想 >「相談タイムでは、考えを出せたけど、途中まで しか書けなかった。同じ考えのメ、

がいたか ら教えてもらって うれ しかつた。」

。相談タイムや発表・検討の場面で、友達の考えに目を向けている子がいた。「学習感想Jや 自  v
力解決 中に考えた 「自分の考えjの ところに、同じ考えをした友達の名前が吹き出しや コメン ト

で書かれていた。また、人の考えに触れる喜びを味わつていたことが感想に表れていた。

<学習感想 >「他の人の考えが分かつて うれ しかつた。」「相談タイムで、みんなの意見が聞けた

し、新 しい考えが出てよかつた。」「今 日は、自分 と同 じ考えの人がいたのでよかった。J「
・
私 と同

じ考え方をしていた(Dは、O君だつた。」

相談タイムを取 り入れたこと、自分の考えと同じなのか違 うのか、よい考えをした人に 目を向

けさせた りするための発間、助言をしたことが有効であつた。

・相談タイムを取 り入れたのが初めてのため、コースについての説明、選択の仕方、や ることな

どを説明するのに時間がかかつて しまった。そのため、適応問題を解 く時間が とれなかつた。

。今までの算数での学習をみていると、比較的 よくできている子でも、今 日は教えてほ しいコー

スを選んでいた。分数 |ま 初めて学習する内容なので、自信がないことが考えられる。

◎ノー トキ旨導について

・前時の感想集やノー トのコピーを配つたところ真剣にみていた。自分の感想が載せられ¬ごいる

のか、だれのが出ているのか、まずはそこに関心が集中していた。書き方や内容の方に目を向け

させていきたい。
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第2時 本時の旦亜亜甕亜亜亜亜璽憂覆萱塵夏西亜覇頸覇葱蔓:漁電分が1墓面
予想される反応  12/3mと表すことができ、理由を説明することができる。

1≧ 既習を生かして、2/3mを分数で表すことができる。

一―一――――一三二      __
番

号

性

別 一蹴一腫一

青多寵雲 学習の様手 粟丁可|ま相談タイムのコニズ

(1)3等分の考えを発表する。張り切って挙手するも、4等分のやり方を説明してしまった:途中でそのこ,とに気
力tlけく。

2
1ンート0

3
(2)0君 に教えてもらづで百蔦

2
(17)既習を生かして、自分の考えを書tfて百可

=

2
(3)自 力解決の時、図と言葉で丁車i                            ごI

ちんとできていた。意欲0。 ノートも○___

2

2
(4)自 力解決の時、図と言葉モT軍F万¬薫覇両 てヽぃた。相談タイムの時、相談百面 ―スか、教えたい

巨塾聖LL_1.J上のこと。人に説明する自信があまりないか?

3
(2)自 力解決の時、困っていた:=      可訂

=F爾
爾高

3
(2ンート○

(3)相談タイムめ師:驚爾画面函扉巧薫蘇蕩覆薦画翫膏募愛霧要彊両専孫憂碩亜ス更、同じたつたの著雇薫
盤p                _

(3)相 談タイムの時、補識したC竜=天百瓢 蔦葛硬死石凝両面蔽瓢E驀可F葬蓄覇薩|してぃた。●藉竃藩
「撮 た。意欲◎

3

2

2

3
最初はノートもあまり書かず:ま夏顔憂夢雨幕薇示。→一応書いていためでそのことをほ,め、次はもう夢了驀

一 一
― 一

一

(1)3等分するときに、「前回Ol■百百夢百戸万爾醜

2

2

(2)自 力解決時、国っていた。二由をかくょう指示。→図をか者終わつたあと、図を使つて1/3mの 場F~fを再百票
しな力奪ら「何こ分?Jと聞くと「ひとつ分」と答える。問鑑は何こ分ときいている(2こ 分)と質問を投lザかけ4Sと、
ひらめいたようだ。

(2)

3
(3)相 談タイムの時:相証 百百葺ξ頑覇蔑覇畷彊覇理膏彊百畜覇聯顧礎画ぽ軍瓦天マ、同じだったので語
心した感じだった。ノート○

2

2

テープ操作活動のとき、調整する方法でやもて夢瓦

2
自力解決の時1離言葉で丁寧にノートに書いていた。ノ…卜0。 意欲◎

2

2
(4)

(1)自 力解決の時、国と言葉で丁軍
「

ア再可:爾T覆丁厖丁蔦耳萄顧葱覆δ

(4)

3
(4)

2
(3)

2

3
(4)テープ操作活動鋭 き、はしたをづ添百理師璽葡藤臨

(4)

(4)自 力解決の時、園を使って考えていた。とでもお                こ挑戦してみ葛
=孫事。→困つた様子…1/3mを もとにして考え為よう1こアドノ電イス.

(1)教えたい面≡

(2)教わりたいコース
(3)相談したい凛―ス
(4)一人で考えたいコース

硼融タイムのコース
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際 1嘲

(1) 目標

・か さについて、

い「分数」「分母」

(2)展開

端′数部分の大きさを分数を用いて表す ことができる。

「分子Jの用語の意味が分かる。

○前時の復習

01mを 3等分 した 1.こ 分の長 さは、lmの 1/3で 1/3m。

・ lmを 3等分 した 2こ分の長 さは、lmの 2/3で 2/3m。

O問題把握

T 水の入つた 12マ スがあ ります。水のか さは何 2で

しょうか。

水のかさlま、仁「リットル

ですか。

○自力解決

C テープの長 さC)時 と同じように 12を何等分か して

その何こ分かを調べよう。

C 小数で表せないかな。

C 計算でできないかな。 1000÷ 5X
10÷ 5X

○相談タイム

T 自分でコースを選びましょう。

○発表・検討

C 図で考えた。

C 折 り紙を使つて
・
考えた。

C 12を 5等分 ヒ/た 1こ 分が 1/52だか ら、その 2こ

分なので 2/52で はないかと考えた。

C 小数を使 うと0.42です。

C 計算 したけど、dtやm2でない とできなかった。

○ま とめ

・ 12を 5等分 した 2こ分のかさを、 12の五分の二。

・ 12の三分の二α)か さを、2/52と 書き、「三分のニ リ

ッ トル」 と読む。

○テープと言葉 を結びつけながら。

01,マ スを提示する。 11マ スの

1面 と同じ大きさの、 5等分`の線

が入つた折 り紙を配る。

☆解決の予想で 1と 3がついている

子を主に机問指導をする。

1…他の表 し方はないかな。

3…長 さの時の学習を想起 させる。

OTl、 T2が 発表 。検討に向けて

情報を交換する。

【関】既習をもとにかさを分数|で表

そうとしている。

☆Tl…教えたい子の内容を確認。

T2…相談している子の様子を把

握 し、様子をみて、よりよい選択

をできるように働きかける。

２

　

２

学習活動 (主な発問と児童の反応 ) ○留意点 ☆支援  【 1評価
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0適応問題  ‐

T 次のかさは、何 £′で しょう。 (1/42、 4/62)

C 1/41。  12を `4等 分 した 1こ 分だから。

C 4/61。 11を 6等分 した 4こ 分だから。

T 次の重 さは、伺「鷺で しょう。 (1/3途、3/4 kg)

0用 語の意味理解 と適応問題

T lお や 2ん のような数を、分数 といいます。 3や 5を

分母、 1や 2を分子といいます。

T 1/3の 3と 1は何を表していますか。

C 3は 1/3mな らlmを 3等分したこ

1はそのいくつ分を表している。

T 教科書 81ページの⑤をや りましょ

I表112を 等分 し、それをイ可
°
こか

集 めた大きさを分数を用 1/hて 表

す ことができる。

01/3mや 2/52は 長 さやかさ。1/3、

2/5を 分数 とい うことをお さえる。

分母…等分 した数を表す。

分子…いくつ分かを表す。とを表 してい る。

○本時の学習のまとめ

・2/52の 意味、読み方、書き方

・分数、分子、分母 |こ1ついて

○学習感想を書 く。

板書計画 第 3時

問題

<友達の考え>

・ 12を 5等分 した 2こ分だか ら・̈

く自分の考え>

分数、分子、分母について

<本時のまとめ>

12を 5等分 した 2こ分のかさを…

12の五分の二のかさを…

前時の学習内容

《第 3時 。学習の振 り返 り》

◎学習内容について

。第 3時ではかさを分数で表す学習をした。既習を生かして自分の考えをかき表 している子が大

勢いた。自分の考えをまるでかけなかった子は一人もいなかった。 800/0弱 の子が 2通 り堰ス上、



考え方をかくことができた。多い子は 6通 りも考え方をかいていた。かさであっても、等分 した

もののいくつ分 とい う考えを使えば、長 さの時 と同じように考えられることを類推 して考えてい

るようである。初めて学習す る分数であっても、相談タイムを取 り入れることで、合つている、

自分 と同 じ考えの人がいると分か り、発表、検討の場面で安心 して参加することができたようで

ある.

く学習感想 >「分数は前のや り方を使 えば、水のかさでも分数でできる。」「新 しく習ったかさで

も、前のや り方を使えば簡単にできた。」

・学習感想に次のようなものがあった。「最初は 1慮 m(第 1時)と か 2落m(第 2時)の ように分・

母の数は変わらないと思っていた。でも今 日|ま 2/51難 も出てきたのでびっくりした。」教える側に

とつては、当た り前と思つていることが、子 どもにとつてはそ うでない場合がある。子 どもの4111

に立って、 どんなことを感 じ考えているのか、大人の論理で進めるのではなく、子 どもの様子を

みて、指導を進めていかなければいけないと改めて感 じた。

◎学び合いについて

。一人で考えたいコースを選んでいる子 どもたちをみ ると、少 し分かつてきた分数で、 と|こ1か く

自分で解決方法を見付けたいと思っている子が何人かいる。また、少数ではあるが一人で何通 り

もの解法を考えたい と思つている子もいた。

<学習感想 >「一人で考えるコースで、考えが 1つ見付かってよかった。」「図が 2個かけてFよ か

つたです。」

・相談タイムを設けたが、教えてほ しいコースを選ぶ子 (10%強 )が減ってきたため、教えた

いコースの活動内容を一部変更 した。教える人がいなかった場合、「分か りやす く説明をす る練

習をす る。一人か、友達 と組になって交代で行 う。J「本目談チームに参加する。」「他の考え方がな

いか一人で考える。」友達同士で説明 し合 う子 もいれば、相談チームに移る子 もいた。教 えたい

者同士で有効に働いている姿も見 られた。

<学習感想 >「○さメヴと考えを交換 し、思いつかなかったことを知ることができてよかった.(教
えるコース同士で )」 「教えるとい うコースにいたが、教えてもらいたい人がいなかったのて,、 ○

さん と考え方を交換 1/て『 なるほどな。』 と思つた。」

◎ノー ト指導について

・毎時間、形式を同 じにして学習を進めてきているため、子 どもたちにも書き方が浸透 して:き て

いる。問題を定規で囲むなども自然 と行っていた。ていねい さについてはまだまだ指導が、之卜要で

ある。字が雑な子、詰めてかいている子、見づ らい子がいる。 ノー トの書き方の指導にもまだ時

間がかかる。

'第 2時の学習感想集を配る。取 り上げられていた子はとてもうれ しそ うである。認めらねノる喜

びを感 じているようである。
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第3時  緬 夢百薦爾両薫ITttT珊薮爾万百万薮膏裏〒百扇F豪事
=丁_二     __Ш璽虚堂I五登堂Ⅲ整生数』の意味が分かる。J

予想される反応 2/5リ ットルと表し、説明することができる。
既習を生かして、2/5リ ットJレを分数で表すことができる。
分からない。

2
3

番
号

性
別 一臨一贈

』
テ:凛 学習の様子 ※()は

2
(1)ノート0

3
(2)自 力解決の場面で困づて

「
た:=画吾下百西頭万面肩面葛扇噸藤画画面

=戸
毒覇社を教える。→「下リット

≦うかどうか,よく聞いていてお。Jと助言す:る。
既習を生かして考えている。

(3)相談タイムで相談したいコースに行く。積極的に話し合いに参加しようという意識が感じられる。意欲◎

(1、 3)相談タイムで、友連の発表を身を乗り函ず夏

3
(3)相談タイムで、友達の発表を聞いても`た。自分               たょぅだが、向1所汀

―
―

―

(4)

3
発表をしていた。2/3ふめ場瓦

3
(2)0君 と0君に説明をしてもらつていた。あまり、

奎ノートにとつていた。     _

2
(4)友達の発表を身百乗り出すよう:≡聞しヽていた。意欲0

(3)相談タイムでI種譲し                         、明と図の説明、市流
ていた。黒板で考えを発表する。(かさの図)__

3
ノートがきちんとかけていない。→定規を使もで響(1甍曜覇T=百憂画面爾爾覆爾諏預:しまった:

3
(2)ノート書きをフリーハンドでやつていた。→壼蒻薮 ってかくように指示.~~~~~~~~
自力解決場面で困る。→「何等分しているか?それのL二重p分か。」を指導する。→書き始める。
(1)相談タイムで1頭専百爾爾薫玉〒頑耳死画

「

百野頑覇藤預死百肩亜要7・o君が分かり下夢百
言。→図で教え始めた。

3
(3)自 力解決め時:画乏                          員める。→黒板¬群雨

王tlた oIまそのためか?意欲◎___

2
(3、 4〕 相談タイムで相談したいコースに参加丁石:

3
(4-2)自力解決では図に表していた。

2
(3)相談タイムで相談したも`百二スに多加〒

=

2
自力解決では図と言葉に表して考えていた。

2
(1… 3)自 由解決で1ま図と言葉に表して考えていた。黒板に出て自分の考えを発表する。(1リットルを扉覇
したうちの2つ分)

2
(4)友達の考えの発喜薩 面石耳壽顧列嗣隠蕩百蘭覆爾豪フ=顧要¬轟扇臣再百いた。意欲0

2
(4)

(1-3)自力解決では、前回のテープの考え芳を生がしセ鰤

(4)自 力解決では困っていた。→『今回は何等分して百石〒』「5等分.」『そのうちのごてつ分?』「「2う蒼T
L_________

2
友達の考えを一生懸命ン:輌諏ヨ巨醜

3
(3→ 4)相談タイムでは:二                         。するとうなず1,ヽた。

2
(3)自力解決の場面では一人で解いてLlた :

2
(1)ノートに友達の考えのよさやポイ■卜薔吹ぎ画面画面百薫所瓢可

=
(3)相談タイムで1ま相談したt13-ズ百存石顧順函所覆憲面瓢瓦証戻丁Jとのこと。

3
(4)

2
(2)自 力解決では一人で取り組む。

2
友達の考えを黙 と々ノートにとる:意欲は0

碩丁頚えたし`百=碩下
~~

(2)教わりたいコース
(3)相談したいコース
(4)一人で考えたいコース

相談タイムのコース
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目

■

L
(1)自力解決の時は国でチャレンジしていた。→次fま言葉で書いてみ稔 うに所言する「      ~~~

¬

L

「 ―  l
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(1)目 標

・分数を用いて表 lノ た量を数直線に表すことができるとともに、分数の構成が分かる。

・基になる大きさ 1も 分数で表すことができる。

(2)展開

○前時の復習

・長 さ、か さ、重 さについて、は したの大 き さを分数 で

表す ことができる。

0分数、分母、分子の用語 と意味 を復習す る。

○問題把握

T 足首の長 さを損Jっ た ら、1/5mで した。 2つ分、 3つ

分 、 4つ分 の長 さは何 mになるで しょうか。

1/5mの 2つ分、 3つ分、 4つ分の長 さは、

何mで しょぅか。

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

2つ分は、2/5n■。

3つ分は、3/5n■。

4つ分は、4/5n■ .

5つ分はどうで しょう。

5つ分は、5/5mか な。 lmか な。

5つ分は、5/5n■ と表すことができます。

それは、 lmの ことです。

5/5m  ==   ln■

T 分数、1/5m、 2ん m… 5/5mを数直線上に表 してみ

ましょう。

題亜1 1/5m、 25m、 3/5m、 4/5m、 5/5mを数直線
に表 してみましょう。その理由も考えましょう。

0自 力解決

C lmを 5等分 して、 日盛 りをかけばいいかな。

C‐ 分母が 5なので、 5等分 しよう。

C 5/5mは、 lmを 5等分 した 目盛 りの 5つ 目のところ

だな。

0相談タイム

T 近 くの人 と考えを発表 し合いましょう。

O発表・検討

○ノー トに書いた後、ワークシl― ト

に 1つ分、2つ分 と色をぬっていく。

○数直線の約束を確認する。

0か ら始まる。

右へ行くほど数が大きい。

1目 盛 りの大きさが等 ヒ′い。

学習活動 (主な発間と児童の反応) 0留意J標 ☆支援 【 】評価
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○隣の人、班の人 との相談 とする。



C lmを 5等分 して、日盛 りをかきました。

C 目盛 りは 0か ら1台 まり、1/5mか ら順にかきました。

C lmを 5等分 した 1こ 分が 1/5mだか ら、その 2こ

分なので次の目盛 りを 2/5mに しました。

○まとめ

・分数で表した量を数直線で表すことができる。

・ 5/5m=lm

○適応問題

T かさについても)学習をしましょ

ジの①をや りましょう。

教科書 8 2´く―

T 重 さについても学習 しま しょ

を表 していますか。

次の 目盛 りは何 kg

1/4 kgの 3こ 分は何kgですか。

1/4 kgが何こ分で l kgに な りますか

○既習と結びつける。整数、小数と

同じように数直線に表せる。

【表】分数を用いて表した量を数直

線上に表すことができる。

○本時の学習のまと

・分数で表 した量

ことができる。

・基になる 1(m、

○学習感想を書 く。

板書計画 第 4時

め

(長 さ、か さ、重 さ)を数直線で表す

2、 kg)も分数で表すことができる。

問題 <友達の考え>

2つ分 … 2/5m        ・ lmを 5等分 して 目盛 りをかく。

・ lmを 5等分 した 1こ 分が 1/5mだか ら…

課 題

く本時のまとめ>

テープ図

数直線

<自 分の考え>
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《第 4時・学習の振 り返 り》

◎学習内容について

・前時までの学習 と違い、今 日は分数 を数直線上に表す とい う学習をした。今までは、テープ図

やか さの図で表 されたものを繰 り返 し学習 してきたので、視覚的にも分か りやすからた。新たに,

数直線上に分数を表す学習 したので、難 しいと感 じた子 も前時より増えていた。

<学習感想 >「分数を数直線で表す ことが難 しかった。J「数直線がちょっと難 しい。」「分数を数

直線で表せ ることが分かつて うれ しかつた。か くのは難 しかったけど、ポイン トが分かつたらす

ぐできて うれ しかつた。J

・数直線上に分数を表すのに、初めか ら目盛 りを入れたものを用意 しなかった。それも、子 ども

たちにとって難 しい と感 じさせる原因の一つであった。数直線上に表 された分数の量を視覚的に.

とらえられるように、5等分 してあるテープ図が 5本並んだテープ図を用意 した。それを使 えば、

テープ図を数直線の 日盛 りをかくのに生せるので大丈夫で |ま ないかと考えた。が、テープ図と数

直線の 目盛 りを一致 させてか く子は少なかった。 5等分 して 目盛 りを入れてある数直線に、自分

で分数 を入れるように学習を進めた方が、抵抗なく学習を進められ る子が多かつたかもしれノないこ  ψ

解決の予想で 1がついている子でも、1/5mの 目盛 りがさらに 5等分 されていた。理由を聞いても

答えられなかった。

・ よく手を挙げている子も多い。解決の予想で 3がついている子が、発表、検討場面で自分の考

えを発表 した りもしている。その子の感想 には、「今 日は分数の数直線をやった。すつごくよく

できた。相談タイムでいろいろな意見が出てきた。○君の考えがよい と思つた。」 とある。 自信

を付け、友達の考えのよいところに目を向けなが ら、意欲的に学習に取 り組んでいる。

・数直線が線分図にな りがちである。

◎学び合いについて

・今 日の相談タイムは、今までの相談タイムと違 う形にした。 となの席の人か、班の人に自分の

考えを伝える、とい うものにした。相談タイムでの教えてほしい人が少なくなってきていること、

一人一人に自分の考えを声に出して発表 してほ しいこと、学習内容が 目盛 りの付け方なのπr相 談

することがあま りないのではと考えたことなどが理由としてあげられる。             V
一組以外、上手に11目 談タイムを取っていた。少人数での相談 タイムのため、学習感想に大勢の

子 (30%以 上)が友達の考えを聞いての感想 を書いていた。「拍手をしてもらつて うれ lノ い。」

と書いている子が 3名 いた。

<学習感想 >「相談タイムの時に隣の席の子は違 う考えでした。私はそういう考えをみて『そう    _
い うのもあるんだ。』 と思いました。」「ぼくの考えを聞いてくれた人は、拍手をしてくれてうれ′

しかったです。」

。まだ自分の考えがない人は、友達の発表を聞いて一番近いものをノー トに書いておくように話

した。

◎ノー ト指導について

・友達の考えと同じかどうかを比べている子、よい考えをしている友達の名前を書いている子が

増えた。

<学習感想 >「○君と考えが同じだった。」「今 日もぼくと同じ考えの人がいた。」「○君が数直線
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に小数をかぃていて、いいな と思いま した。」「○ さんが『 次の目盛 りに～ と書いた。』 と言って

くれて、分か りやすかったです。○さんはオススメです。J

・前時の友達のノー トのコピー と感想集を配る。感想集に子 llilも の言葉だけでなく、指導者のコ

メン トも載せる。

(例)相談タイムで 3つ もぼくの気付かなかった考えが出た。

→だれのどの考えか、知 りたい !|ぜ ひ書いてね。

Oさ ん とアイデアを交換 し、思いつかなかったことを知ることができてよかつた。

→ どんなことか知 りたい !!ぜ ひ書いてね。
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第4時  本時の目標 「分薇百数直線に表すことができる.J
「分数の構成が分かる。」

予想される反応  1テ …プ図を生かして、分数を数直線上に表すことができる。
2分数を数直線上に表すことができる。
3分からない。

」野

ヨ
Ｔ

性
別 一臨一贈

予想 学習の様子

2
自力解決の場面ではすんなりと図でかいている。言葉で3/5や4/5を説明できるようにノートに書くように助言
する。

3

2
ノートのとり方◎。

2
相談タイムで、O君にノートを見せてほしいと頼まれ、見せていた。学び合い?

3
「0君、今日のノートのとり方きれいだね。」Tlの一言→きれいにとつてL■る。

2

3
前で自分の考えを発表する。

3

T2がノートをのぞくと、消しゴムで消してしまう。自信がないからか?→指導用のメモ(答え入り)を渡し、自分
の用紙にも書くように助言する呻書かない。 全般的に集中力なし。 すぐ消しゴムで消したがる。 1/2を数直
線で表すことができたのでほめた。「1/2が 出来たから、今度Iま 1/4のをやつてみよう。」と助言する。

2
相談タイムで、0君にノートを見せてと頼んでいた。学び含しヽ?

自己解決の時、国でかいて考えていた。

3
ノートを一生懸命とっていたので、そのことをほめた。

2

2

3
1集 中力なし。板書をノートに書き写すも間違えている。
1空L_気が向いた時はノートをとっている様子。しばらくは、ノート1こ書いているだけでも、ほめるしかないか?
目盛りに分数と小数を書いていた。発表、検討場面で、前に出てきて自分の考えを述べる。

2

3
ノーHこ友達の考えを書いていた。自力解決時に、すんなり、1/5mを書もヽていた。理解しているか?

2

3
bばらく休んでいたため、個別指導。ノートに書こうという意欲はある。

2
ノートのとり方◎ 意欲◎

考えのよさ、学習のポイントをしっかり記述している。

図が出来たら、言葉の考えもやもてぃた。意欲σ

ノートのとり方◎ 意欲◎

30

E

【

―
Ｉ
Ｌ

L_

「― 目
目
Ｉ

丁
ｌ

EI
Ｔ

Ｉ



降 5嘲 I本時】

)目 標

分数の構成の仕方や数直線をもとにして、分数で表 された重 さの比べ方を考えることができ

る。

(2)展開

○前時の復習

・分数で表 した量 (長 さ、かさ、重 さ)を数直線で表す

ことができる。

・基になる 1(m、 2、 kg)も分数で表すことができる。

○問題把握

T 4/5 kgと 3/5 kgで は、 どちらがどれだけ重いで しょう

か。理由も書きま し′ょう。

4/5 kgと 3/5 kgでは、どちらがどれだけ重いでし

ょうか。その理由も卜考えましょう。

(1

○自力解決

C テープの長 さC)時 と同じように l kgを何等分か して

その何こ分かで比べよう。

C 小数で比べ られないかな。

C 図で比べてみよう。

C 数直線で考えよう。

○相談タイム

T 自分でコースを選びましょう。

O発表・検討

C 図で考えた。

4/5 kgが 1/5 kg国自しヽ。 ヘ

①      H電

|

☆解決の予想で 1と 13が ついている

子を主に机間指導をする。

1…他の比べ方はないかな。

3…長 さ、かさの時の学習を想起さ

せる。

1関 】既習をもとに、重 さの比べ方

を考えようとしている。

OTl、 T2が 発表・検討 にFlけ て

情報を交換す る。

☆Tl…教えたい子の内容を確認。

T2…相談 している子の様子を把

握 し、様子をみて、よりよい選択

をできるように働きかける。

【数】単位分数 (1だ )の い くつ分の

考え、数直線などを使って、重

さの比べ方を考えることができ

たか。

0考えが似ているものに目を向けさ

せる発間をす る。

C 3/5 kgは

から、 4/51

1/5 kgl10 3こ 分、4/5

kgの方が 1ん kg重 い。

kgは 1/5 kgの 4こ 分だ

学習活動 (主 な発間と児童の反応 ) ○留意点 ☆支援  I I評 価
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C 小数 で考 えると、3/5 kg=0.6 kg、 4/5 kg=0。 8聴だか

ら、4/5 kgの 方が 0。 ll kg重 い。

C 分母が 同 じなので、分子 の大 き さで比べた。分子が

4の方が 1つ分重|い。だか ら 4/5 kgの 方が、1/5 kg重 い。

C 数直線で比べた.。

0     1ガ    2/5    3/5    4/5
| __  |   _|   _上 __   |    |

右にある方が大きいから 4/5賭 の方が一 日盛 り分、

1/5 kg重 い。

Oま とめ

0分数で表 された重 さを比べるときは、等分 した 1こ 分

(1ん )が い くつあ;る か、または、数直線に表 して考え

る。

○適応問題

T どちらが長いでtヒノよう。 (2/5m、 4/5m)

c 4/5m。 1/5m、 41こ 分の方が長い。

T どちらのかさが多いでしょう。 (5/62、 3/62)

C 5/62。 数直線に表 して考えると、5/6の方が、右に

ある。

○学習感想を書 く。

板書計画 第 5時

○分母の意味や小数で考えるとい う

ことが子 どもか ら出ればふれる。

○授業の感想、相談タイムの感想、

分数で表 された重 さの比べ方で分

かったこと、よい考えをした友達

の名前 (そ の理由)な ど。

1 (kg)

V

<友達の考え>

FHI題

<自 分の考え>

<友達の考え>

図

数直線

言葉

式

<本時のまとめ>

分数で表 された量 (重 さ、長 さ、かさ)を比べる

ときは、…,

<問題 >
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《第 5時・学習の振 り返 り》

◎学習内容について

・分数で表 された重 さの違いを比べた。重 さを扱ったことに抵抗はなかった。第 1時か ら第 4時

までに学習 したことをすべて活用 して、重 さの比べ方を考えていた。既習事項をよく生か lノ てい

た。テープ図やかさの図、数直線の他にも、自分で分か りやす く表 した図や グラムに直 して考え腱

た り、分母や分子の表す意味から違いを比べた りと、様々な方法で考えていた。そのため、発表

検討の場面で時間がかかつた。重 さの比べ方をたくさん考えられたことで、満足感を感 じている.

子が多かつた。一人で 5通 り以上考えている子が約 25°/0も いた。

・発表・検討で取 り上げる内容を精選 しなければいけない。子 どもたちがたくさん考えていると

きに、解決の予想で 3が 付いている子を中心に、まんべんなく見て回 りなが ら発表するものを探

す難 しさを感 じた。 Tl、 T2で連携の取 り方を工夫 していかな くてはな らない。 Tlが積極的

にT2に探 している考えを伝 えた り、T2が今までにない解決でよいものをTlに伝えるな どよ

りよい働きかけが必要である。

・発表 。検討で未習 (Э 分数のひき算の考えを取 り上げた。ひき算 もできるのかもしれない、 とい

う程度の取 り上げ方にするつもりであつたが、子 どもたちにとつては、ひき算で考えられると言

うことがす ごく新鮮に感 じられたようで、学習感想にそのことがたくさん取 り上げられていた。

新 しい考えを知る喜びを感 じているようだつた。

<学習感想 >「○君の考え (ひき算)が全然気がつかなかったのでびつくりした。」「相談 コーヌi

で一つだけ新 しい考えが分かつた。引き算が分かつた。」「ぼ くlま ○君のがす ごい と思つた。理由

はひき算でやつていたか らです。」

◎学び合いについて

・通常の 4コ ースの相談タイムを取 り入れた。教えてほしい子がほとんどいない中、教えたいが

20%位 いた。相談コースが 35%位 、一人で考えたいコースが約 45°/0である。途中でこ・ ―メ・

を変更 した子 どももいる。一人で考えたいコースが増 え、学び合いの機会が減るのでは、 と懸念

したが、「一人で考え_た ら落ち着いてできた。」 と感想 を書いている子がいた。 この子は、一人で

7通 りも考え方をかいていた。それを基に発表検討場面で、自分 と友達の考えを比べていた。 自

分の考えを友達の前で発表することもできた。 自力解決で子 どもたちが じつくり考えることも大

切であると再確認 した。

・相談コースでは、 自分か ら司会役をかって出ている場合が増えた。また、班ではなく、たまた

ま集まったメンパー との相談でも、自然 と抽手をしていた。前時 とは違 う子が感想に 「た くさん′

の人 とやつたけど、拍手 されてとてもよかつた。すごくうれ しかつた。」 と書いている。

・ 自分の考えをしっか りもつているため、友達の考えに目を向けている子が大勢いる。 ノー トな

どにもその跡が残 されている。 自分の考えの ところに、○さんと同じ、な ど吹き出 しや コメン ト

などが付け加 えられている。

◎ノー ト指導について

。前時にまでに配つていた感想集を参考にして、よい考えをした友達の名前を具体的に挙げた り、

名前だけでなく、 どんなところがよいのかまで書いている子 どもが増えきた ように思 ラD
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第5時  本時の「訂顧 百肩確西爾函蒻理萎雨覆西房百琴万石要雨嚢薄る。」
~~

予想される反応  1数 直線の考えを使つて、重さの比べ方を考えることができる。
12図 、言葉などで、どちらがどれだけ重いか、重さの比べ方を考えることができる。
(3分からない。

番

号

性

別 一蹴一贈
1'査票 学習の様子 ※()1ま相談夕   =頁

2
(3)発表・検討の場面でlま、手遊礎 していた。→やめるよう指示.→友違が発表する時はメモをやめ、話が
終わるとメモをとつていた。

3
(4?、 2?)黒板の問題をノーHこ写したことに、okサインを出す。自力解決の場面では1.ノートを見ていたの
二」二皇二塁量菫量登極壺Jと声掛けをした。

2
(1、 4)相談タイムでは、○君に教えていた。発表、検討場面で、何等分したいくつ分の考えを使つて、黒1頭の
前で自分の考えを発表した。
(1、 3)相談タイムで|よ、0君に教えていた。相談したいコースにいた。

3
(2)自 力解決では図はok.数 直線や言葉でやつてみるように助言した。

2
(4)

2
(4)自力解決で困つてもヽたので、ノートを見るように助言する。相談タイムでは、0君にアドノヽイスをしてlいた。

3
(4)ま ず、黒板に書いてあることをノートに取り始めたので、そのことに対して、okサイン1を 出す。以後、今日は
ノートをとつていた。解決用シートを波し、色塗りを指示する。その後、自分でその図をノートにかき写してt,ヽ

2
(3)発表、検討の場面では、ひき算の考えを使つて、黒板の前で自分の考えを発表した。

(3)相談タイムで相談したいコースに行つて、司会役をかつて出る。

3
(3?、 4?)

3
(4)相談タイムで一人で考えていた。図をかいていたので、そのことをほめる。自分でかいたのかどうかを聞
量玉璽もと、少し人に聞いてみたとの事。
(4)

2
(3)まず、黒板に書いてあることをノートに取り始めためで、そのことに対して、okサインを出す。以後、今日|ま

/―卜をとっていた。発表、検討場面では、真剣に友達の考えや指導者の話に耳を傾けていた。

2
(4)相談タイムで縮談したいコ…スにて、司会役をかつて出る。発表、検討場面で、かさの図を使つて、黒板の
前で自分の考えを発表する。

2
(3)発表、検討の場面では、自分で考えた図を使つて、黒板の前で自分の考えを発表した。

2
(4)相談タイムの時、自分の考えに自信がなかつたのか、O君に聞いていた。O君に聞いて、よくわか`ゴこの
か、安心したのか、どちらかだつたと思う。

2
(3)

2
(3)

重点的に見ていた。数直線の考えを取り入れて考えていた。ついてきている感じはするが由“

(1)発表、検討場面では、黒板の前に出て、説明していた。(テープロ)

2

2
(4)自力解決では図、言葉で考えをかいていた。

(4-1)相談タイムでは一人で考えるコースを選択する。7つ もの考え方を出していたので、そのことを電機ずほ
める。→それだけ考えが出ているのだから、そのことを友達に教えてあ:ずられるといいと思うと伝える。

2
(4)

(1)発表、検討場面では、分子、分母の意味を言葉で説明しながら、黒板の前で自分の考えを発表した。

2
(4)

3
(4→3?)自 力解決中に、図、言葉でかけてしヽたので、そのことをほめる。うなずいていた。やはり嬉しいよう
だ。

(3)

2
(1)発表、検討場面でlま、自分の中で思考しているようだつた。友達の考えでヒントを得たからか ?似でいる
考えを発言していた。

2
(4)

2
(尋 )

2

(1)発表、検討の場面では、数直線による考えの発表を行つた。発表前に、数直線の誤りに気付いたn41、 既に
検討が始まつていたので、す1に話が出来なかったち丁2が話を聞きに行く。すると、間違えに気付き、直したいと
いうので、T2が黒板に掲乗してあつた、用紙を持って訂正させる。再び、黒板に鮎り付ける。

2
(4)

(1)教えたいコース

(2)教わりたいコース
(3)相談したいコース
(4)一人で考えたいコース

稲融タイムのコース
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・単位量をこえる大きさも分数で表せることが分かる。

・「真分数」「仮分数J「帯分数」の意味が分かる。

(2)展開

学習活動 (主 な発間と児童の反応 )

○前時の復習

・ 分数で表 した重 さの比べ方。

0問題把握

T 1/5mの 6こ 分、 7こ 分、 8こ 分、 9こ分はそれぞれ

何 mで しょぅか。

lmよ り大きい分数の表 し方を考えましょう。そ

の理由も考えましょう。

○ 自力解決

C テープ図で考えよ・う。

i      =
1/5  2/5  3/5

C かさの図で考えてみよう。

C 数直線で考えよう。

1    上_____J-  1-―    |    |

01mを 超える大きさであることを

確かめ、表 し方を考える。

☆解決の予想で 1と 3がついている

子を主に机間指導をする。

1…他の考え方はないかな。

3…既習内容を振 り返らせ、図で表

すとどうなるか考えさせる。

1関 】既習をもとに、 1よ り大きい

分数の表し方を考えていく3。

OTl、 T2が発表・検討に向けて

情報を交換する。

☆Tl、 T2で相談の様子を把握す

る。

【数11よ り大きい分数の表 lノ 方を

考えることができた。

○考えが似ているものに目を Frtlけ さ

せる発間をす る。

C 1/5mの 何こ分で考えられないかな。

C 分母 と分子の考え,方でできないかな。

○相談タイム

T 班の人 と意見を発表 し合いま しょう。

○発表・検討

C‐ 図で考えた。

①テープ図で考え。た。

I
1/5  2/5  3/5

○留意点 ☆支援 I 】評価
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②かさの図で考え̀た。

C 数直線で考えた。

C 1/5mの 2こ 分、 3こ 分を 2/5m、 3/5mと 表すから

6こ 分(7こ分は、6/5m、 7/5mと 表すと思 う。

C 分子は何こ分を表すから、6/5m、 7/5mと 表す と思

う。

○まとめ

・ lmを こえる分数の表 し方ぎ今までの表 し方 と同じよ

うに 1/5mが 何こグドで表すことができる。

1/5mの 6こ 分を 6/5mと いう。

○問題②

T 8/5mは lmと どれだけですか。その理由も考えまし

ょう。

8/5mは lmと どれだけですか。その理由も考えま

しょう。

0白 力解決

C 5/5mが lmだから 3/5mは、残 りがいくつかで考え

よう。

C 図で考えよう。

C 数直線で考えると、 lmと あと3日 盛 りなので lm
と3/5mで す。

lmと あと 3ん mです。

m分なので lmと あと

ヽ

薄

ま
　
３

ｍ

と

ん

ぁ

８

と

い
　
　
　
　
　
縛
．　
ｍ
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た
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い
り
　
　
ぽ
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Ｃ
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3/5血 です。

数直線で考えると

と3/5mです。

lmと あと3日 盛 りなので lm

○まとめ

・ lmを こえる分数を表す ときに lmと あとい くつ とい

う考えで表す ことができる。

5/8m=13/5m
・ 13/5、 25/6の ような分数を帯分数 とい う。

・帯分数は、 1よ り大きい数です。

○適応問題

T 教科書の 84ページをや りましょ

○学習感想を書 く。      
｀

○授業の感想、相談タイムの感想、

分数で表された重 さの比べ方で分

かったこと、よい考えをした友達

の名前 (その理由)な ど。

<友達の考え>

問題

課 題

<自 分の考え>

<友達の考え>

図

言葉

数直線

<本時のまとめ>

lmを こえる分数の表 し方…  6/5m=11/5m
仮分数 (6ん 、7ん 、5/5… )、 真分数 (1/5、 2/5、 3ん … )

<問題 >

《第 6時・学習の振 り返 り》

0学習内容について

。1よ り大きい分数、仮分数の表 し方を学習 した。 1/5mの いくつ分 と考えることで既習を生かし

て考えることができていた。仮分数で表す ことに抵抗はあま りなかった。 どの子 も自分の考えを

1つ以上かくことができた。

0か さの図で考えた子が何人かいたが、 2つ図をかいた子 と 1つの図で説明する子'と いた。

0学び合いについて

。今 日の相談タイムは、pJIの 中で 自分の考えを発表 した。第 4時でもとな りの人や班の人 と相談

板書計画 第 6時
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タィムを取っているが、今 日は少 し枠を広げて、班で とぃ うことにした。教えてほしい人がほと

ん どいなくなったこと、発表検討前に、友達の考えを聞く時間を取るとともに、 自分の考えを友

達に伝 えることができるようにす るためである。まだ 自分の考えがない人は、 自分が一番いいな

とか 自分の考えに一番近いな と思つた考えを見付けるように話す。発表検討前に自分の考えをも:

つ手助けにもなる。

一班 4、 5名 である。生活 IJIで あるのでお互い慣れ親 しんでいることもあ り、 どの班 も司会を

立て、 自分たちで どんどん活動を進めていた。班の中で発表 しながら、友達に発表の仕方を教わ

つている子もいた。また、考え方が違っていた子は、友達に説明を受けていた。

何 も指導 していなかったが、班での相談タイム中に、自分のIJIの 人の考えをノー トに写 lノ 合っ|

ていた班がいくつか iら った。発表、検討場面での友達の考えだけでなく、 自主的に友達の考えを

ノー トに写 していたので感心 した。学習後の感想に、次のように書いている子がいた。解決の予

想で 3が ついている子である。「人の考えを写すのは、次に使えるか ら大事なことだな と思いま

した。J自 力解決中 |こ1思 ったのか、相談タイムか、発表、検討場面でかは分か らないが、ノー ト

を振 り返 りなが ら学習 しているのが分かる。

<学習感想 >「班の友達 と考えの写 し合いができてとてもうれ しかつたです。」「西宮 さんの考え
"

がす ごい と思つた。理 由はかけ算を使 っているか らです。」「本目談タイムでは、 うなずいてくれた

り、拍手をしてくれた りしたか らうれ しかつた。」「本目談タイムで私が発表 した後に、○君 と△さ

んが拍手をしてくれて、ちゃん と聞いて くれているんだなと思いました。」「本目談タイムで恥ずか

しかつたけど言つてみたらすつき りした。」

◎ ノー ト指導について

・今 日は、感想をた くさん書いている子が多かった。学習内容が既習を活用できることだつたの

で、自分の言葉で分かつたことを書きやすかったのではないか。また、たくさん考えが出たので、

自分が思いつかなかった考えをした友達の名前を書いている人が多かった。

<学習感想 >「僕が考えていないテープ図を出していた人が 2人 もいて『 こうい う考え方 もある

んだ。』と思つた。」「○さんの考えが、簡単速く便利なので『いいな。』と思つた。」

板書計画 第 7時

<友達の考え>

<自 分の考え>

<友達の考え>

図

言葉

数直線

<本時のまとめ>
lmを超える分数を表す ときに…

帯分数 (135、 25/6・ …)

<問題 >
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《第 7時 中学習の振 り返 り》        ~
0学習内容について

・8/5m:が lmと あとどのくらいかを考えることには、

て図や数直線などを活用 しながら、 自分の考えをまと

― 卜に自分の考えをかくことができた。

抵抗がなかったようである。既習を生か lノ

めること力式できていた。全員 1つじt_上、ノ

◎学び合いについて

。今 日は、説明の仕方の相談タイムを 4つ のコースに分けて取った。既習を生かして自分の考え

をもてているであろうとい う予測のもと、前時で発表の仕方を友達に教わっている子がいたか tb

である。発表の仕方を練習しながら、友達の考えに目を向ける時間として、相談タイムを取って

もよいと考えたためである。

実際 1ま こちらの意図があまり伝わらず、一人で発表の練習をしている子 もいたが、通常の相談

タイムと同じょう:こ 、意見の交換をしていたようである。どのような形の相談夕Pイ ムを取 り入れ

たらよいのか、悩みどころである。ただ、相談タイムがいろんな意味で子どもたちの意響tと 結び

ついているので、何らかの形で取 り入れていきたい。相談タイムで、友達と考えの学び合いを lノ

ている子、自分の考え。が合っていると確信 して安心している子、友達の前で発表する機会 :を 得て

いる子(司会で自信を付けている子、よりよい考えを見付けている子など、子どもたちの意欲と

結びついている。

<学習感想 >「発表するときは ドキ ドキしたけど、うなずいていくれたのでうれノしかつた。」「ぼ

くは司会をやったけど、うまくできてよかったし、説明もよくできた。」「よいと思つたメ、ll■ 、〔〕

君。分数の数を分けるなんてびっくりした。」「友達の考えの中で、自分 と似ているのがあってう

れしかった。友達の発表の時 うなずいた。自分がされたらとてもうれ しい。」
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一 ― ―

申

―

予想される反応  1数 直線、図、言葉などを使い、正しく説明することができる。
21mを超える分数の大きさを、lmとあといくつで考えることができる。
(3分からない。

番

号

性

別 一臨”腫
河多査員 学習の様子

発表暉検討の場面では1表達″考え石薫τ画薫I可調覇薩蕩巧雨理再焉琴専τ覇轟璽i夏膏裏丁百葛石瞬
『え方)

気持ちが乗つているときは集中してt161面画面再覇

3

2
相談タイムでは1由万下ら積極的に司会者をかって出る。発表、検討場面では、言葉で考え方を説明し、黒板

3
相談タイムでは、数直線で発表。O君に発表の仕方を教わつてもヽた。

2
発表・検討の場面では11戸竃理爾葺落房更万百面雨葱百≡ξ

2
今日は集中力がない感じである。

3

2
定積 線の引き荘 瞬                                 ~~

発表・検討の場面

3
相談タイムでは、自分の考えを発表していた。ただ間違つていたので、同じ班のO君に指摘され、説明要軍再
ていた。

2
問題を大きな声で読韓

3
ノートをとることIまできていた。

2

2
自力解決では、数直線も帯分数でやろていた。仮分数でも考えさせるよう助言した。

2
6つの考え方が出せていたので1はめたI

発表・検討の場面では数直線め

テープ図に分数の記述がなかったので、分数を書くよう助

自力解決では、テー鰤 膏百五

2
自力解決では、数直線

「
と言葉あ著夏方がかけていた:

相談タイムでは「みんなの考えをンニ薫 吾百膏百石函罰雨爾扉爾再て百憂爾両F死正嘉表してからに1刀覇
よ.」と班のメンバーに提案していた。ノートのまとめ方◎.

2

2

3

自力解決ではテープ図で考えていた。発表、検討の場面では、画用紙に帯分数の考え方を書く。(1と 1戻高
「

出力解決で1

2
自力解決ではテープ図で考え覗

自力解決では、1/5を 01/5と書いて藤I:oと五分のF―
)。 確かに

2
自力解決で1ま数直線でかいていた。発表、検討場面では、かさの図(1つのかさめ図

'あ

考え方を薗用量薫覇
く。
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自力解決でfま 、言葉で考え方を説明していた。発表、検討繭
=「

百百戸蕩戸西面爾:にいくと5/も、3肩=覆
生登p」と、言葉での説明を画用紙に書く。
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第7時  本時の目標 「帯分獅     万薦 百
予想される反応 帯分数の表し方を説明することができる。

帯分数の表し方が分かる。
分からない。

2
3

番
号

性

別 一麟一腫
』予1想 学習の様子 ※()は相談タイムのコニス

(3)発表・検討の場面でIま、かさによる考え方を説明する。

2
(3)

2
(3)発表 ,検討の場面では、テープ図による考え方を説明する。説明の仕方は◎

(3)発表・検討の場面でfま、友達の考えにうなずいていた。

(3)今 日の課題 (l rnとあといくつですか ?)に対し、13/5と書いてあつたので、問題を1准 認させた。すぐに気
が付いた。発表、検討の場面では、友達の考えにうなずしヽていた。O君の発表に質F・5をしていた。

3
(4)

2
(4)

2
(4)相談タイムでT2のところにノートを持つてくる。3/5と書いてあつたので、もう一度問題を確認させた。

3
(4)

3
(4)自 力解決の場面ではテープ図でやろうとしていたが困つていた。ノートを見るように助言する。数硝[線もア
ドバイスした。発表検討の場面では、友達の考えに真Fllに 耳を傾けていた。
(3)自力解決の場面では、かさの図で考えをかいていた。lmのかさの園と3/5mのかさの図をかいていた。

3
(3)ノートの書き方をほめる。

3
(4)自 力解決ではかさの図を使つて考えていた。その次はテープ図をかき始めた。態度は0

2
(3)発表検討の場面では、友達の考えにうなずいていた。また自分Iま引き算の考え方を図に表して発表して
いた。

3
(3)自力解決では、きれいにノートをとつていた。

2

3
(4)相談タイムで1ま一人で考えていた。T2にテープ園を見せ、理由もしっかり説明できていた。

2
(3)出力解決では弓iき算の考えを書しヽていた。

2
(3)

2
(1)相談タイムでfま教えたいコースに行つた。○さんに説明していた。

2
(4→3)自 力解決では数直線と言葉の説明を書く。友達の発表に真剣に耳を慎けていた。態度◎

(4)

(1、 4)相談タイムでは一人で黙々とやつていた。発表、検討場面では、数直linで説明することができた。

2
(4)自 力解決でIま 、テープ図の考え方を書しヽていた。あとどれだけの部分の記述がなかつたので、書くように
助言した。

(1)6つの考え方を書く。発表、検討の場面で、友達の引き算の考え方に対して、下1の「分母の5を引いてしま
うと分母は0になってしまうと考える友連もいるのでは?」という発間に対し、反応していた。
(4)

2
(4)

(3、 4)相談タイムでは一人で黙々とやつていた。

(1)自 力解決ではテープ図で説明(手 llF)を 書いてしヽた。よく理解しているように感じる。

(4)発表、検討場面で1ま 、11き算の考え方を説明bた。

2
(4)

2
(1)自 力解決では、1/5を 01/5と書いていた(0と五分の一 )。 確か|=

2
(4)自力解決では十一プ図と数直線でかいていた。

(・1)教えたい理―ス
(2)教わりたいコース
(3)相談したいコース
(4)一人で考えたいコース

相談タイムのコース
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(1)目 標

・単位のつかない分数を数直線上に表すことができる。

・数直線をもとに 1ノ て考え、仮分数 と帯分数の構成や相互の関係が分かる。

・仮分数、帯分数を相互に変換することができる。

(2)展開

○前時の復習

・ lmを こえる分数⊂)表 し方 も今 までの表 し方 と同じよ

うに 1ん mが何こ分で表すことができる。 (仮分数 )

1/5mの 6こ 分を 6んlmと い う。

・ lmを こえる分数 を表す ときに lmと あとい くつ とい

う考えで表すことができる。 (帯分数 )

5/8 m== 1  3/5 m

○問題把握

T 1/4を 2こ 分、 3こ分、 4こ 分、… 12こ 分集めた大

きさを真分数や仮分数で、数直線に表 してみましょう。

ご

1/4を 2こ 分、 3こ 分、 4こ 分、… 12こ 分集め

た大きさを真分数や仮分数で、数直線に表 してみま

しょう。

○ 自力解決

C 線を引いたら、1/4か ら順番に目盛 りを入れていこう。

C 線を引いたら、 1.を 決めて、それか ら目盛 りを入れ

ていこう。

○発表・検討

C 目盛 りを先にかいた。

C lを 先に書いた。

○練習問題

T 数直線に帯分数 も書き込みましょう。

C 4/5は 1よ り 1/4ラkき いから1 1/4だ。

C 5/4は 、4/4と 1/4だから1 1/4だ 。

数直線に整数を書き込みましょう。

0  1/4 2/4 3μ  4/4 5/4 6/4 7/4 8/4 9/4 10/4

○今までは分数に単位がついてい

た。今までの学習 との違いに基ゝれ、

数 としての分数を意識 させる。

I表 1数直線に lμ から 12/4ま で目

盛 りを付けることができる。
|

○整数 1～ 3を書き込ませる。その

際、 4等分 していく3の だか ら4つ

分集 まると 1のまとま りがπFき る

ことに気づかせる。1 11/4

学習活動 (主 な発間と児童の反応 ) ○留意点 ☆支援 【 】評価
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C 4/4は 1。 他にも1整数があるかな。

T 整数 と等 しい大きさの分数の、分母 と分子を比べて

みて、気がつ くこ。とはありませんか。

C 分子を分母で割ると割 りきれます。

T 2/4、 7/4、 10/4、 12/4は、 1/4の 何 こ分ですか。なぜ

ですか。

C 2こ 分、 7こ 分、 10こ 分、 12こ 分です。

分子は、何こ分を表 しているからです。

T 3/4と 5/4で は、 どちらがどれだけ大きいですか。な

ぜですか。

C 数直線でみると、5/4の 方が 2目 盛 り右にあるから 5μ

の方が 2/4大 きいです。

C 5/4が 2/4だ け大きいですi3/4は 1/4が 3こ 分、5/4

は 1/4が 5こ分だか ら、1/4が 2こ分 =2/4だ け大きい

です。

T 3/4に 、あとどれだけ合わせると 1にな りますか。

0よ りい くつ大きいですか。 1よ りいくつ小 さいで

すか。

○まとめ

・初 めて数 として (単位 のつかない分数 )、 分数の学習

をした。…数直線に真分数、仮分数、帯分数を表 した。

・分子 (何 こ分 )、 分母 (何等分)の意味。

・分数の大小の比べ方。…数直線 を活用する。分子で比

べる。

・整数 と等 しい大きさの分数の、分母 と分子の関係。

…分子が分母の整数倍になっている。

○適応問題

T どちらが大きいで しょうか。

① (2ん、4/6)② (8〃、5/7)0(7/3、 9ん )④ (14/8、 20/8)

T □にあてはまる分数はいくつでしょう。

① l段 と 口 で 1に なる。

② 1/3と  口 で 1に なる。

01/5と  園 で 1に なる。

また、分母 と分子 (つ 関係 (分子が

分母の整数倍)に気づかせる。

03/4と い う数をいろいろな見̀ 方 を

することで、数を柔軟にみ られる

ようにする。

○比べ方を確かめる.
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○数直線と対応させて確かめる。



○問題②

T 7/3と 2 2お は、

その理由も考えま

どちらがどれだけ大きいでしょうか。

Lノ よう0

7/3と 22/3は、どちらがどれだけ大きいでしょう

か。その理由も考責Lま しょう。

仮分数 と帯分数の大きさの比べ方を考えよう。

○ 自力解決

C 図で考えよう。

C 数直線で考えよう。

C 仮分数を帯分数 |こ1直 して考えよう。

C 帯分数を仮分数に直 して考えよう。

○相談タイム

T 自分でコースを選びましょう。

・教えたい  。教えてほしい  。

・下人で考え。たい

○発表・検討

C 図で考えた。

①テープ図、②かさの図、③線分図

C 数直線で考えた.。

0                  7/3

相談 したい

1

数直線で右にあ)る 、 22お

仮分数を帯分数 |こ1直 して、

7/3=2 1/3 貴]か ら、 2

帯分数を仮分数 1運l直 して、

22/3=8/3 た]か ら、 2

2   22/3 3

のが 1/3大 きい。

2/3の が 1/3大 きい。

2/3の が 1/3大 きい。

○適応問題

T 教科書 85ペー・ジのO、 86ぺ∵ジの⑨～①をや りま

しょう。

Oま とめ

・仮分数 と帯分数の大きさを比べるときには、仮分数か

帯分数にそろえて上Lべればよい。
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☆解決の予想で 1と 3がついている

子を主に机間指導をする.

1…他の比べ方はないか。

3…既習を生か して、図や数直線で

表せないか。

OTl、 T2が 発表・検討に向けて

情報を交換する。

○子 どもの解決の様子をみて、適宜

取 り入れる。

☆Tl…教えたい子の内容を確認。

T2…相談 している子の様子を把

握 し、様子をみて、よりよい選択

をできるように働 きかける。

○仮分数、帯分数の相互の変換の仕

方をおさえる。



,仮分数を帯分数に直す と

くつ分あるのかを、わ り

分数の整数 とな り、あま

・帯分数を仮分数に直す と

分子の数を合わせる。

①学習感想を書く。 ○授業の感想、相談タイムの感想、

仮分数 と帯分数の大きさの比べ方

で分かつたこと、よい考えをした

友達の名前 (そ の理由)な ど。

板書計画 第 8時

問題 <問題 >
・ 2/4、  7/4、  10/4…・

・3/4と 5/4で は…・0

| |

<本時のまとめ>

≪第 8時 中学習の振 り返 り》

◎学習内容について

・単位のついていない分数を数直線に表す学習をした。比較的すんな りと数直線上に表す ことが

できた。すでに分数を数 として抽象化 してみているのか、単位のある分数を量 として意識 Lノ てい

ないのか、どちらかであると思われる。

・整数 と等 しい分数については、数直線上に表 されているときには、ごく当た り前のように整数

と等 しいものとして、みることができている。分母 と分子の関係 を問 うと、整数倍になっている

ことにも気付 くことができる。が、6/2な どのように、数値だけで表 されていると、す ぐに整‐数 と

等 しいことに気付 くことができなかった。分数 と整数の関係が分からないのではなく、数の感覚

がまだ十分でない と思われる。

◎学び合いについて

・今 日は、指導者の都合で 2ク ラスー緒に学習 した。 1教室に 2ク ラス入つての学習のため、相

談タイムは取 らなかった。

・ 自分の考えを発表する場面で、○君をほめた ら、学習後の感想にO君の発表がよかつた と書い

きには、分子に分母の数がい

算を使 って求める。商が、帯

りは、真分数の分子 となる。

きには、整数を仮分数に直 し、
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ている子が多かった。「○君の説明が素晴 らしかった。理 由は、上級生並み:の 話 し方だったので

参考に したいと思 う。J指導者がほめた言葉がそのまま書いてあった。す ごくよい発表内容 とい

うわけではないが、 自分な りに考えたことを自分の言葉で一生懸命説明 していた。 どこがよいの

かを、もつと的確に伝えなければいけないと思つた。また、指導者の発言が、子 どもたち |こ1与 え,

る影響の大きさを感 じた。

◎ノー ト指導について

。今 日は机がなかったが、それでも自分の考えや板書 したことを一生懸命 ノー トに取つていた。

ノー トに書くとい うこ1と が習慣化 されていて、感心 した。

板書計画 第 9時

<友達の考え>
問題

課 題

<自 分の考え>
<友達の考え>

図

言葉

数直線

<本時のまとめ>
・仮分数 と帯分数の大きさの比べ方は、…

・仮分数を帯分数に直す ときには…

・帯分数を仮分数に直す ときには…

≪第 9時・学習の振 り返 り》

◎学習内容について

。仮分数 と帯分数の大きさを比べる学習をした。仮分数、帯分数、 どちらかにそろえて比べれば

よいことに気付 くことができた。 しか し、今 日の問題 として、 1問だけをじっくり考えるα)で 島)

れば、図をかいた りi数直線に表 した りしなが ら、どちらかにそろえて大きさを比べることがで

きる。図や数直線に表せば大きさの違いが一 日で分かるからである。が、仮分数を帯分数に、帯

分数を仮分数に直す とい う問題 として、何 FH5か 出て くると、 どのようにそろえた らよいのか混舌[1

し、す ぐにできない子がいた。段階を踏んで解いていけばできるのだろうが。今 日学習 したばか

りなので、問題を解きなが ら少 しずつ練習する時間を取った方がよい と思われる。

・ 自分の考えをた くさん見付けることに意欲を感 じているようである。学習感想 にそのこと1に触

れているものがたくさんあった。 自分が考えつかなかったものを知る喜びも感 じているようだ。

<学習感想 >「今 日はいろいろな考えが出た。す ごくできた。J「 図が 2個以上かけて うれ 1/かっ

た。J「○君 と△君 と教えるコース同士で考えをいっぱい考えた。J「今 日は、帯分数 と仮分数 を比

べる勉強をやつた。少 し難 しかったけど、考え方が 4つ もかけた。だれ とも教えっこができなか

った。」「新 しい考えが分かつて うれ しかった。」「○ さんが、7/3を 1/3を 7つに分けていてすごい

と思つた。」
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◎学び合いについて

。4コ ースに分かれる通常の相談タイムを取ったが、一人で考えたいコースを選ぶ子が多かつた。

解決の見通 しが立つ と、一人で じつくり何通 りか考えたいようである。 自分の考えをしっか りも

てているので、発表検討場面で、 自分 と同じ考えか どうか、 どの考えが似ているか、よい と思つ

た考えは どれか、 自分な りの考えをもつているようである。指導者が同じ考えをした人や、考え

が似ているものは どれか とい うような発間をしたときの反応や、ノー トか らそのことが分かる。

・ よく友達に教えてもらっていた子が、相談コースに行って、自分な りに納得がいく発表ができ

たようである。学習中、意欲的に手を挙げていた。「相談のコースでいい発表ができてよかつた

です。数直線のや り方を使 ってできて うれ しかつたです。」相談タイムでの学び合いで 自信を付

けてきているのではないか。
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第3時  本時璽菫三甕訂司覇覇百琴否薮百爾西F下下碩爾薩爾覆玉戻すことが警晋
予想される反応  1理 由を説明することができる。

2仮分数、帯分数の構成が分かり、数直線上に表すことができる。
3分からない。

番

万

性

別 一磁一贈
予想 学習の様子

2

3
帯分数の検討場面で、板書をクニトにメモじてこ:たI

2
帯分数の検討場面で[薇著要フ」

2

2

3

2

2

3
話を開く姿勢ができてしヽる。態度0

3

3
別の友だちが丁1め死F・lit答顧爾口露両裏両薫覇匡再爾画面爾馴頭面爾爾蕩7可爾薩け合わせると1にな

量 p  ___

2
Tlのまとめを―生懸命ノートにまとめる姿があつた。

2

2
帯分数の検討場面でI積書をノ三百∋咤しl頑肩

=

2

3
友達の発表を真霙1に聞く姿があつた。

2

2

帯分数の検討場面で、板書をノートにメモしていた。

2

2
帯分数の検討場面で、板書をノートにメモしていた。

自力解決の場面では、帯分数の説明を数直線を使つてかくことができたf夏達あ発表百      戸葡
量 壺壁三生懸命ィートにとる姿がみられた。

2
発表・検討場面では、数直線の説明を指名される。

2

3

2
帯分数の検討場面で、板書をノート:こ メモしていた。

2
帯分数の検討場面で、板書をノートにメモしていた。

2

2
帯分数の検討場面で、板書をノートにメモしていた。友達の発表にうなずく場面もあつた。

2
帯分数の検討場面で、頼書をノートにメモじていた。
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第9時  本時
`生

目標「硬万頚藤評弼爾爾画爾画面硬藩葛百
予想される反応 言葉で変換の仕方を説明できる。

相互変換ができる。
分からない。

2
3

番
号

性

別 一臨一贈
二
予:i:I 学習の様子 ※()は相談タイムのコニス

自力解決では7/3と 22/3書 比べる考え方が

2

3

2
(4)発表・検討の机間指導で1テープ国と薮直線で比較していた。「0君はいつも説明雨仕方がうまい。Jとほ
める。
(3)

(4)自力解決で|ま、数直線師 百の画吾百百て藤      っったら、言葉の説明を書くように助言〒石
旦⊇話を開く姿勢◎.発表:検討⊇場面では、0君の説明を補う発言をした。

2
(3)

自力解決の場面でlま、言葉での説明や,数直線をかいていたのでokサインを出す。

2
(4)机間指導中、言葉で書けたので、アピールしてきた。次は数直線でかくよう助言する。

3
(4)Tlの 全体への発間I=、「仮分数と帯ガ薮丁正薦爾亜覇賓葛石百恵iやく姿がみられた:。 自力解決で1憂Fニブ
図で考えをかtlていたので励ます。→前のノートを眺めていた。
(4)聞く態度◎。

2
自力解決では、数直線に仮分数と帯分数め両方を記述していた。友達の考えを前に出てきて写していた。発
表、検討場面では、帯分数を仮分数に直して考えるやり方を言葉で説明していた。

3

2

2
自力解決でfま、わり算め手丁万正気付いてLlた 。発表検討場面では、Tlの指名で発言bた。

発表・検討の場面で|ま、Tlのまとめの説明を真剣に聞いている婆が打られた:]現董Tl      Tヽたみ
J魔構峰た立

2

2
発表・検討の場面では、テープ国の考えを発表する。帯分数を仮分数に直せばよいと認L明していた。議]を聞く
態度◎

2
(1)丁 1の話を真rllに聞いている場面があつた。発表、検討場粛で、ガ薇百革覆膏薇正了卜けて考える図覆かい
て説明した。

2
(4)発表、検討0机間指導で、テープ園と数直線、かさの図で考えをかいていた。

2
(3)自 力解決では分数を分けて表した図をかいてしヽた。数直線でもかいてみるように助言する.黒板α)前に
出てきて、友達の考えをィT卜に写していた。

2

2
(2)先生の話を真剣に聞いている場面がみられたI

(1)出力解決で1ま、数直線I=仮分要と帯分藪雨而所薔記述していたので、ほめる。黒板の前に出てきて、友
連の考えをノ…卜1こ 写していた。発表、検討場面で露、傾分数を帯分数に直す考えを発表した。

2
(4)黒板の前に出てきて、麦達の考えをノード西軍韓

2
(4)発表、検討の場面で、数直線の考えを発表した。              、数直線の下Iこildr仮

分数が書かれていた。____  _
(1)黒板の前に出てきて、友達の考えをノートに写していた。

2
自力解決では、線分図を記述していた。黒板の                ″てし`た。

(1)発表、検討の場面でfま、仮分数、帯分数をどちらかにそら更れ爾夏百百騒画素薫で説明していた。

2
(4)自 力解決中、言葉での説明の中で「なせそうなのかともうと…」と書いていたので、ほめた。

2
(4)自 力解決でIま数直線でかJ｀ていた。●員丁弔 百臨

(4)

黒板の前に出てきて、友達の考えをノートに写していた。発表、検討の場面では、単位費卜数で表して、大きさを
たヽハ ____

(4)発表・検討の場面では1■―プ図で考え書発覇西雇I

2

2
(4)

(1)教えたいコース  ~
(2)教わりたいコース
(3)相談したいコース
(4)一 人で考えたいコース

TE談タイムのコース
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降 lo嘲

(1)目標

・数直線をもとに、分数と小数の関係が分かる.

。「1/1oの位」が「小数第一位」であることが分かる。

(2)展開

○前時の復習・既習事項の振 り返 り

・仮分数 と帯分数の大きさの比べ方。

・仮分数、帯分数の相互変換の仕方 .

・小数について

○問題把握

T 1/10か ら 14/10ま での 目盛 りを付けた数直線を書き

ましょう。

0 1/102/103/104/105/106/107/108/109/1010/10 …・

|    1   1_____J  _|    |    |    |    |    |    |    |

T 分数の目盛りが付いた数直線に小数の目盛 りを付け

てみましょう。

分数 と小数を同じ数直線に表 して、気が付いたこ

とを発表 しましょう。

0 1/102/103/104/105/106/107/103/109/10 10/10
1__l  l  l  L I______三1__ l  l  l  l

0.1  0,2  0。 3  0.4  0.5  0.6  0,7 0。 8  0。 9  1。 0  -・

○自力解決

C 分数を小数で表す ことができる。

C 1/10も 0.1も 1.を 10等分 した うちの 1こ 分なので

同じ大きさだ。

C 1/10も 0.1も 10こ 集まると 1になる。

C 小数第一位は、 ]ぃ 0こ に分けた うちのいくつ分を表

している。分子が表 している意味と同じ6

C 帯分数に直す と、整数の部分が、小数の整数部分 と

同じになる。

C 分数 も小数 も数なので、数直線に表すことができる。

右へ行 くほど数が大きくなる。

○相談タイム

T 友だちと意見を交換 しましょう。分かつたことを班

でまとめてみんなの前で発表 しましょう。

○数直線に表したものを確かめる。

【数】分数、小数との関係について

考えることができる。

一

】

学習活動 (主 な発間と児童の反応 ) ○留意点 ☆支援  1 1評 価
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○発表・検討

C 分数を小数で表す ことができる。

C 1/10も 0.1も 1を 10等分 した うちの 1こ 分なので

同じ大きさです。

C 1/10も 0ふ 1も 10こ集まると 1に なる。

C 小数第一位は、 1_0こ に分けた うちのいくつ分を表

している。分子 と同lじ 。

C 帯分数 に直す と、整数の部分が、小数の整数部分 と

同 じになる。

○まとめ

・分母が 10の場合の分数は、小数で表すことができる。

・小数で、小数第一位のことを 1/10の位 ともい う。

0適応問題

T 教科書 87ページの☆の問題 5間 と⑫をや りましょ

0班で自分の考えを発表する。 自分

の考えがま とめられなかった場合

には、一番 よいと思つた考えをし

た友だちの名前を発表する。

○分数 と小数の関係に目を向けさせ

る。

○整数 、分数 、小数 のそれぞれ の関

係 、よさな どに 目を向け させ る。

0学習感想を書 く。 ○授業の感想、相談タイムの感想、

分数 と小数の関係について分かつ

たこと、よい考えをした友達

板書計画 第 10時

<班 ご との発表 >

問題

0 1/102/103/104/105/106/107/10
[ | | I L I I I    <本

時のま とめ>

0.10.20.30.40。 50。 60.7   ・分母が 10の場合の分数 は、小数 で表す ことが…

<班 ごとの発表 >          。小数で、小数第一位 の ことを 1/10の位 とも

<問題 >

《第 10時・学習の振 り返 り》

◎学習内容について

・第 1時か ら小数の考えを使つている子がいたように、既習の小数 との関係に目を向けることは
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そんなに難 しいことではなかったようである。10/10が 1で あることにも、気が付 くことができた。

が、気が付いたことを発表するの は難 しかったかもしれない。「～が分かつてよかった。J「 0さ
んの考えがすごいと思つた。」 とい うような感想が多数を占めたが、次のような感1想 もみ られた。

<学習感想 >「小数第一位のことを 1/10の位 ともい うと知ってよかった。難 しかつた ところ、い

つ もと違い、気が付いたことだったか ら難 しかつた。」「気が付いたことを発見す るのが難ilノ かつ

た。」

0学び合いについて

。今 日は、班で自分の考えを発表 し合 う活動を取 り入れた。 ここのところ、 自分の考えをた くさ

ん見付けたいと思つている子が増 えているので、通常の相談タイムでは、一人で考えるコースを

選ぶ子が多いと考えた。今 日の学習内容は、 自分の考えを書き表すのが難 しいと考えたため、班E

での分かち合いの時間とした。 0。1=1/10と い う、当た り前 と思われるようなことを言葉で表す

ので、逆に分かつていても、言葉で言い表 しにくい子がいると思われる。

またt自 分の考えが見付けられなかった場合、 自分の考えが うまく説明できない場合には、自  
“分の考えと近い人か、自分がよいと思った考えをした人の名前を書くのでよいことにした。

自力解決の様子をみていると、いつものようにた くさん考えをかいている子はほとん どいなか

つた。

0発表 も班で行ったが、クラス全体の前で発表することにまだ慣れていないので、話 し合いは終

わつてもだれが発表するのかで、困っている班が 1つ あつた。                   .
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第10時  本時の目標 「数直線を葛凛 丁万数画画頭1爾爾藤が分が石面
予想される反応 分数と小数の関係を分かりやすく説明できる。

分数と小数の関係が分かる。
分からない。

番
号

性

別 一臨一贈
等卜寵ヨ 学習の様子

自力解決ではじつくり考える様子がみられた。自分の考えがしつかりまとまるまではなかなか書き出さないの
か?

2
自力解決ではとりあえずokサインを出しておいた。

2

2
班での相談タイムでは、司会者として班のメンバーに意見を求めていた。

復習の時間に発言をする。自力解決中に隣の0君にアドバイスをしていた。

3

2
Tlの「すでに分数とノ1ヽ 数の関係で気付いたことがある人 ?」 としヽう質問に挙手していた。

班での相談タイムでは、自分の考えが書けなかったので、友たちの名前を書いていた。

2
自力解決では、小数の考え方をどんどん書き込んでいた。教室の壁面に小数につもヽて項Fいてあるのを見・つけ
る。考え方はよく書けている。

3

3

2
白力解決でIまとりあえずokサインを出しておいた。

3

2
自力解決では分子を分母で割つたら、小数になつたと書く。

2
班の発表では司会麟 行う。

2
0くんにアドバイスされ、直している場面があつた。小数も分数も1があることに気付く。

復習の時間に発言をする。発表、検討の場面でも発言する。

3
班の発表では、0君にまとめの書き方を聞きにいつていた。

2

2
復習の時間に発言をする。

2

2

2

2
復習の時間に発言をする。自力解決では3つの考え方を書く。班のまとめを代表として書く。

自力解決では、0。 1と 1/100関 係について書いていた。班のまとめを書く。

2

2

2

(1)教えたいコース
(2)教わりたいコース
(3)相談したいコース
(4)一人で考えたいコース

相談タイムのコース
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(1)目標

・分数のた し算、ひき算の仕組みが分か り、計算をすることができる。

(2)展開

○前時の復習 0既習事項の振 り返 り

0分母が 10の 場合の分数は、小数で表すことができる。

・小数で、小数第一位|の ことを 1/10の位 ともい う。

○問題把握

T I分数 も、整数や小数 と同 じ数なので計算をすること

ができます。3/10+2/10の 計算の仕方を考えましょう。

3/10+2/10の計算の仕方を考えましょう。

○ 出力解決         
｀

C  3/10は 1/10が 3こl分、 2/10は 1/10カミ2こ 分。 だか

3+2=5で 1/10が 5こ 分だか ら、答 えは 5/10。

C  3/10■ 2/10:==5/111

分母が何等分だか ら、分子だけをたせばいい と思 う

C  O.3 + 0。2= 0。 5

0.5を分数 に直す と 5/10。

C 図で考 えた。

C 数直線で考 えた。

○相談タイム

T 友だちと意見を交換 しましょう。分かつたことを班

でまとめてみんなの前で発表 しましょう。

○発表 0検討

C 3/10は 1/10カ i3こl分、 2/10は 1/10が 2こ 分。 だか ら

3+2=5で 1/10が 5こ 分だから、答えは 5/10。

C 3/10+2/10=5/1()

分母が何等分だか ら、分子だけをたす。

C   O.3 + 0。 2= 0。 5

0.5を分数に直す と 5/10。

C 図で考えた。

C 数直線で考えた。

分数のひき算についてはどうでしょうか。

3/10-2/10を してみましょう。どのように考えたか

【数】分数の仕組みに目を向けて計

算の仕方を考えることができ

る。

Op」Iで 自分の考えを発表する。 自分

の考えがまとめられなかった場合

には、一番 よいと思つた考えをし

た友だちの名前を発表する。

○数直線を活用 しなが ら、分子同士

をたせばよい根拠 4r確 かめる。

0数直線を活用しながら、分子同士

を弓|け ばよい根拠 4r確 かめる(〕

学習活動 (主 な発間と児童の反応 ) ○留意点 ☆支援 【 】評価
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発表しましょう。

C 3/10-2/10=1/10で す。たし算と同じように 1/10の

いくつ分で考えま Lノ た。

図で考えました,。

数直線で考えました。

分数のたし算もひき算も 1/10の いくつ分で考えると

分子をたし算、ひき算すればいいのですね。答えは 1/10。

○まとめ

・分数の計算は、分子をた したり

できる。

引いた りすれば計算

○適応問題

T  3/10■ 3/10、  4/1043/10、  4/10-3/10、  5/10-3/10

0学習感想 を書 く。 ○授業の感想、相談タイムの感想、

分数の計算の仕方について分かつ

たこと、よい考えをした友達

板書計画 第 11時

<班 ご との発表 >

問題

01/102/103/104/105/106/107/10
1 1 1 1 L I l l    <本

時のまとめ>
・分数の計算は、分子をた した り引いた り…

<問題 ><班 ごとの発表 >

《第 H時・学習の振 り返 り》

◎学習内容について

・分数のたし算、ひき算の学習である。初めての学習内容であるが、既習のいくつに分けたうち)

のいくつ分 という分数の意味に目を向けて、図や数直線、言葉で自分の考えをまとめることがで

きた。たし算を重点的扱ったが、分数の意味を活用 し、ひき算でも同じように考えることができ

ていた。

・今までも (例 えば第 5時)た し算やひき算の考えは出てきてはいた。何 となく分かつていたこ

Ｃ
　
Ｃ
　
Ｔ
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とを、図や言葉などで根拠をはっきりさせることができた。

0学び合いについて

・前時に引き続き、班での考えの分かち合いとした。教えてほ しいコースを選ボ子が一人 t)いな

いため、既習を生か した学習内容のため、出て くる考え方が今まで発表 した・ものと似ているもの

が多いため、人前で 自分の考えをい う時間を取る必要を感 じたためである。

内容的に前時より自分の考えを発表 しやすかったようである。発表す るのもものすごく緊張す

る子がいるが、第 5時で発表 した ときに比べ、今 日はす らす ら発表することができた。 自分でも

それを自覚 していたようで学習感想に「発表するのに慣れてきた。」 と書いていた。

<学習感想 >「相談タイムの感想、今 日ははっがょうできなかったけど、班のみんなの考えを聞

いて、すごくいい考えがいっぱいありました。J「 うなずいてくれて うれ しかった。」「本目談タイム

で、○君が大きな拍手をしてくれたのでうれ しかった。いい考えの人、○君。分子十分子を思い

付くなんてびっくりした。J「○さんが小数で考えていたのですごいなと思った。」「言葉で説明す

るのは無理だなと思つていたけど、発表の時に言葉での説明も出てきたので、言葉でもできるん

だなと思つた。僕と同じ考えの人が 3人いました。」

第 12時 … 練習問題を解く。

第 13時 … 練習問題を解く。

第 14時 … ポス トテス ト
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三11時 本時(2目 標 「分数百瓦 夏 硬 爾 珊 爾 画 面 研 百 爾 爾 〒習
予想される反応 言葉で説明することができる。

計算の仕組みが分かり、計算できる。
分からない。

番

号

性

別 一臨一腫
月レ贅凛 学習の様子

友達の発表を真剣百罰所西爾爾扉市可π可憂豪可爾翫扇顧〒百爾函頭理爾更翻西〒ヽるところはどこで丁
に対し、「分子十分子をしているところが似ているJと答える。

2

2
友達の発表を真剣にきしヽている場面が多い。

自力解決の場面で1ま、テープ図と言葉そ著えて百た。友達の発表を真剣にきいている対l面が多い。

友達の発表を真剣に藻 て`百石葛

…
自力解決の場面では、テープ図と言葉で考えていた。友達の発表を真剣にきいている場面が多い.発表検討
塑塵踵菫璽壼前11出てテTプ図を活用して発表をする。

3

自力解決の場面では困つていた。数直線をかいていたが1数百天れて画面藤面罰頭百入れるように躍雇百
た。2/10+2/10を 数直線を使つて説明してあげる。班での発表の時、みんなに自分の考えをノートを見せなが
ら説明するも、なかなかうまくできないでいた。Oさんに「ここまでが2/10で、ここまでが3`/10で す。と説明すれ
ば…Jと言われ、その通りにしていた。友達の発表を一生懸命きいている場面が多い。

自力解決では、分ギ正百吾                         表を真剣にきL硬「いる
場面が多い。

2

3
友達の発表を真剣にきいている場面が多い。

2
友達の発表を真剣にきいている場面が多い

自力解決では数直線や線分図を使つて考えをかいていた。友達の発表を熱心にきいている場面が多い。

3
自力解決の場面では、素早く自分の考えを書く。が、内容ほよく膏藤「ら薫IT『Iりあえずn書けたことを「〒百百

た。

2
自力解決では困つていた。→「0君の得意な考え方TI何

'」

と蘭いた顧:Fテープ園.Jと答えた。→テ…プ図で
かくように助言する。

2
班の発表では司会役を担当する:うまく進行を進めていた。友IEの発表を真剣にきいている場面が多い。発
表、検討の場面では、黒板で1∠ 10がもヽくつ分かを説明し、分子をたし算する考えを発表する。

2
友達の発表をきいている場面が多い。

友運の発表を真剣:蔀て百石理面が多い。発表、検討の場面で、3本のテープ図を使つて、考えを発表し
た。
自力解決では、線分図を記述した。友達の発表を一生懸命きいている場画が多い。

2
友達の発表を真剣にきいている場面が多い。発表、検討め理面でiま1藤驀覇硬両理爾更百開所画面

2
友達の発表を熱心にきいている場面が多い。発表、検討の場面では環 覇画面モ詈薫両考え方を説明〒石
「分子は何等分ではなく、いくつ分と書〈べきだつた。Jと間違いに気付しヽて、発表中にTlにそのことを伝えて
先生の話を真剣に聞いている場面があつた。

班の発表では、きちんと話していない友達めことを注意していた。Tlの話を真剣に聞いている場面があつた。

2
自力解決では、言葉と式を記述していた。友達の発表を一生懸命きいている場面が多い

2
自力解決では、言葉と式を記述していた。友達の発表を熱心にきいている場面が多い。

自力解決では、言葉とかさと線分図を語証 ていたI雨万莞豪膏百π董薄菱膏可覆頁Tここまでが3/1面両薦
と説明すれば…」と同じ班の人に助言していた。
班の発表の説明の仕方がとても上手だつた。友達の発表を真剣にきいている場面が多t,ヽ 。

友達の発表を熱心にきいている場面が多い。発表、検討の場面では、黒板で数直線を藩爾百でコ夢覗爾
する。

2
先生の話を真剣に聞いている場面があつた。

2
先生の話を真剣に聞いている場面があつた。

自力解決では、式を矢印を使つて説明していた。→「わかりやすいね。」とほめた。Tlの 括を真剣に聞いてい
る場面があつた。
班の発表では、かさの図(lIFを使ちで説明していた。丁1の話を真剣に開いている場面があつた。

発表、検討の場面では、テープ図で考えを発表していたし

2
先生の話を真剣に聞しヽている場面があつた。

2
友達の発表を一生懸命きいている場面が多い:発表、検雨顧蕩面で:ま 、黒板で分手に:ョ を付けた考え百発表
する。

2
先生の話を真剣に開tlてし可る場面があらた:

(1)教えたいコース

(2)教わりたいコース

(3)相談したいコース

(4)一人で考えたいコース

相 談 タイム の コース
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6  解義ホ斗                      、

<教師 による個月1目 標 の設定 >
☆プレテス トのrll達 度による学習内容の目標

]、 人に分かるように説明することが目標。

1分 の学習課題を達成することが目標。

しるので、少しでも分かろうとすることが目標.

卜指導をする上での 目標

活用できる、学びの跡が残るノー ト.

自分の言葉で学習のまとめ、感想が書ける。

友達の考え6Dよ いところに目を向ける。

自分の考えをかく。

黒板を写す。

ノ ー

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

☆

√
―
―
―
ジ
「
―
―
Ｉ
Ｌ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

よりよい考えに目を向けようとする。

友達の考えに目を向ける。

友達の考えのよい ところに気づく。

友達の考えのよいところに気づく。

友達の考えに目を向ける。

よりよい考えに目を向けようとする。

分からないことを聞こう とする。

分からないことを聞こうとする。

分か りやす く説明する。

人の考えのよいところに目を向ける。

分か りや く説明する。

自分の考えをもつ。

人の考えに目を向けようとする。

よりよい考えに目を向けようとする。

進んで発言する。

分かろうとする。

友達の考えに目を向ける。

分か りやす く説明する。

分か りやす く説明する。

分からないことを聞こうとする。

友達の考えに目を向ける、。

自分の考えをもつ。

分からないことを聞こうとする。

自分の考えをも,つ。

A

B

B

A

B

A

C

C

A

B

A

C

B

A

B

C

B

A

A

C

B

C

C

B

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

学習内容の目標 ノー トの 目標
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25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

友達の考えのよいところに気づ く。

話を聞く。

自分の考えをもつ。

友達の考えC)よ いところに気づく。

自分の考えをもつ。

よりよい考え由に目を向けようとする。

人の考えのよ1い ところに気づ く。

人の考えのよ,い ところに気づ く。

自分の考えをもつ。

友達の考えに 目を向ける。

友達の考えのよいところに目を向ける

自分め考えをもつ。

自分の考えを 1)つ。

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ａ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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<単元学習後の子どもたちの感想>

最初は難 しかつた。が、今は簡単。めあては、ノー トは△で教えるは0でたし算は0です。

2 ①めあては学習は、手を挙げるのはできた。ノー トをきれいに取るはできたと思います。②

ポイントなどを入.れ てがんばってできるようになりました。でも、もうちょつとがんば|ィンて

やりたいと思います。

3 ①ノー トをみやすいノー トにできた。②仮分数を帯分数に直すのが面白かつた,。 0図をかく

のが楽しかった。

4 ①分数を小さい1日 に並べられるようになった。

た。 (め あてについて)③帯分数 (528/39)

①帯分数から仮分数に直すのが面白かつた。

②活用できるノー トと人に教た、ることが1で き

で大きな数を直すのを今度 してみたいです。

5 ①分数のたし算ひき算ができるようになった。②活用できるノー トにできた。③分数のたし

算ひき算を勉強して、分子で計算をするとい うのが面白いなあと思いました。

6 前、mゃ 1ィ を書き忘れて間違つた。ところが今回はなくなってよかった。これ′からもお|`〕 ち

ょこちょいのミスをrな くしたい。③めあてが 3つ ともできるようになった。

7 できるようになったこと、学習前は 4個 しかできていなかつたけど、学習後の場合、 11個
できていたからうれ しい。

8 分数のたし算は讐1単 なんだけどひき算はできませんでした。でもちゃんと計算はできました。

がんばったことは感想を詳しく書いたことです。

9 ①真分数や仮分数帯分数の意味がよく分かつた。ノー トでも分かりやすく書けた。②単、位が

なくても分かった,。 ノー トにバンダをかいて吹き出しを付けてポイン トを書いた。③相談タ

イムでも友達にいろいろな意見を交換できてとつてもうれしかつた。①分数の数直線で ↓の

分数を読み取ることができて うれしかつた。

10 ①手をたくさん挙げられた。②ノー トに毎回感想やまとめを書けた。③真分数仮分数帯分数

の意味が分かるようになった。④分数の学習の中で小数も出てきたところが面白かつた.

前、テストでマルだったところがバツでショックだった。マルが増えてよかった。②単元の

目当ては①と②は⊂)だけど③は△

12 ①分数で新しい名前やや り方をいっぱい習った。仮分数 と帯分数が返信できることがびつく

りした。ノー トもきれいに書いた。

13 めあてはまず 1番がんばったのはノー トの感想やま とめが苦手だつたのです ごくがんば りま

した。真分数仮分数帯分数はよく知れました。 こんな秘密があるんだなと思いました。

14 ①計算は速くできるようになったし、ミスもしなくなった。②活用できる人に,はできた,し 、

人の考えのいいとこ1ろ を探すのもできた。③分数の計算などをもつと学習した,い。④ね lЬ し

ろかつたこと、図などで考えること

15 ①活用できるノー ト、自分の考えを書くができるようになった。②分子、分母:を もつと勉強

をしたい。0全部面白かった。

16 ①僕はノー トがきれいにとれたことと分数の意味が分かつたこ

考えを見付けるめあて、ノー トのめあて全部できま した。 ノー

った。

と。②たし算ひき算のめあて、

卜がきれいにかけてうれ lノ か
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17 ①分数のたし算ひき算が うまくできた。②めあてはほとんどできた。③分数 4r小数で表すこ

とをもう少しうまくや りたい。

18 ①分数のた し算やひき算ができるようになった。②真分数仮分数帯分数の意味が分かるよう

になった。0き れいにノー トが とれた。①分数の勉強をしたい。③分数ができるようになっ

た ら面白かった。

19 ①分子と分母の意味が分かつた。②真分数とか帯分数ゅやり方も分かつた。③ノー トはきれ

いに書けた。①今度はmゃ lχ を付けるのを忘れないようにする。

20 ①最初は教えてもらったけど、自分の考えができるようになったし②ノー トは自分の考えが

たくさん書けた。③学習はよくできたと思う。

21 ①黒板を写す ようになってよかった。 FH5題 を解けるようにな りたい。

22 ①分数のたし算はあんまりやらなかったけどノー トをみやすく間をあけたりlノ た0手はあま

り挙げなかった。

23 ①僕は分数のた lノ 算 とひき算ができた。帯分数 と仮分数真分数が分かつた。② ノー トはされ

いに友だちの考えを書けた。
｀
③毎 日自分の考えを見付けられて うれ しかつた。

24 乾燥できたのは分数のたし算が一番がんばりました。

25 ①分数の問題が速くできるようになった。②分数の問題がもつと速くなりたい。

26 ①分数の考え方が一杯出るようになりました。②まとめを上手くできるようになりまヒノた。

③友だちに理解できるように説明できるようになりました。

27 一人でできるようになった。

28 人に うまく教えられるようになったし、活用できるノー トも書けるようになった。

29 ①単位を忘れなくなった。②ノー トがよくなったと思う。③人に教えられるようになづ)た。

30 ①ノー トをきれいに取ることができた。②仮分数帯分数真分数ができるようになった。

31 ①前は二個もできなかったけど、後は全部チェックがついた。②めあてはだいたい分かつた。

③ 1/2+1/2と かは分子をたせば答えが出るというのが面白かった。

32 ①分数、分子、分母の意味がよく分かつた。②手を挙iず るのは全然できなかった。③自分の

考えを1つは書くのはまあまあできた。④分数のたし算はもつと学習したいと思います。

33 ①できるようになったこと、ほとんど前からできた。②もつと勉強したいこと、通分③めあ

てについて、発表できた。④おもしろかつたこと、分数のひき算やたし算⑤ノー ト、きれい

に書いたし、自分の考えをノー トにまとめた。

34 分数のたし算やひき算ができるようになってよかったです。

61



<子どもたちに配 った感想集 >
<第 1時の感想集>

分数 0 11/1〔〕〈金 )

・ lmの二等分 したことを 1/3と 書くと知つてびつくりした。

分数の書き方を知つてよかった。 (0君 )

・ lmを 3等分 した 1こ 分の長さを 1/3mと いうのが分かつてよかった。

・ lmを 3等分 した 1こ 分の長さがあ 1/3mと きいてびつくりしてしまいましプヒ。

むずかしい問題が出てもがんばります。 (0君 )

・はしたの長さを分数で表せてうれ しい。 (○君 )

・今 日は、1/3と いう不思議な数を習いました。こんな変な数もあると思 うと

むずかしいです。 (0君 )

・今 日は初めて「四分の一」「三分の一」というのを習いました。私は、何分の

一というのは、はっきりした数字で長さが表せないときに、とても便利だと思

いました。分数が習えてよかつたです。 (0さ ん)

・整数でも小数でも表せなかつたら分数で表す。 (0君 )

・mな どで表せないときは、分数で表すことが分かった。等しく分けていないの

は、分数で表せないことが分かった。 (0さ ん)

く第 2時の感想集 >

分数0 11/24(本 )

<学習のまとめ>
。今 日は、 lmを 3等分 した 2こ 分を 2/3mと 習いま した。2/3mは、 1/3mと

1/3mを合わせた数です。 (0君 )

<学習の感想>
・私は、一人で考えました。最初は、なんだかむずかしそ うだなと思つたけど、

考えてみると、 2つ も考え方が分かって、 うれ しかつたです。 (0さ ん)

・最後に A君 と Bさ んと Cさ んと D君 と E君 と F君の考え方を聞いた。

私上風上煮れな嵐上二燒ム2二、D君だつた。みんな私が思いつかないこと

まで書いていたのです ごい と思いま した。 (0さ ん )

・ lmを 3等分 した うちの 2こ 分の長 さを 2/3mと い うことが分かって、 うれ′

しかった。前の考え (1/3mの学習)を思い浮かべ ると かんたんにできる。

もとになる数 (lmの こと)を書 くと分か りやすい。 (0君 )

<相談タイムの感想>
・「一人で考えるJでは、考えが一つみつかってよかつた。(0君 )
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<第 3時の感想集 >

分数0 11/25(金 )

<学習のまとめ>
・長さも重さもかさも分数で表すことができる。 (0さ ん)

・分数は、水のかさ、重さでも使える。分数、小数、整数は、仲間。 (0君 )

<学習の感想>
・今 日は、水のかさを分数で表 しました。 じっくり考えたら、前の学習 したこと

と同じだと気づきました。 (0君 )

その通 り !:(S)
0リ ットル (水 CDか さ)で も、分数で表せるんだと思いました。(0さ ん)

・分数は、前のや り方を使えば、水のかさでも分数で表せる。A君方式でやった

らなるほどなと思つた。 (0君 )

・最初は、2/3mと か分母め数は変わらないと思つていた。でも、今 日は、2/5上

も出てきたので、びっくりした。 (0さ ん)

⇒ なるほど !分数①②では、 1お mと 2/3mを学習しからね。 (S)

<相談タイムの感想>
・相談タイムでは、「教える」で○さんに教えたけど、Oさ んも私と同じ間違い

をしていたので、Oさ んの気持ちが分かったので、うまく説明できたと思 う。

今度は黒板の前で説明したいと思った。 (0さ ん)

・相談タイムでは、「教える」というコースにいたが、教えてもらいたい人が

いなかったので、            「なるほどな。」と思った。

(0さ ん)

・Aさ んとアイデアを交かんし、思いつかなかったことを知ることができて

よかった。 (0さ ん)

⇒ どんなことか知りたいな !!ぜ ひ 書いてね。 (S)
・相談タイムで 3つ もぼくの気づかなかった考えが出た。 (0君 )

吟 だれのどの考えか、知 りたい !!ぜ ひ 書いてね。 (S)
・ぼくとおなじ考えを言つていた人がいた。 (○君 )

⇒ だれか、知 りたい !!名 前を書いてね。 (S)
・自分で考えてもよく分からなからたから、教わるコースに行ってA君 に教わっ

たらよく分かった。

吟 自分に合つたコースを選んで行動に移すのがえらい !!(S)
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7 分析

SP表 の分析

この表は、プレテス トの正当数獲得ラインとポス トテス トの正当数獲得ラインを重ねたもので

ある。この表から全体の正当数獲得の変容、個人の変容、問題の変容をみることができる。
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(1)児童の変容    :
① 全体の正答数の変容

分数の学習をする前に実施 した単元末 と同じ内容のプ レテス トでは、

全体の 10%で あったし同じ内容のテス トを学習後に実施 した ところ、

86°/0に増えた。

プ レテス ト ポス トテス ト

100点 0%  →  42°/0

90点以上 3°/0 →  810/0
80点 以上ヽ 10%  →  86%

また、ポス トテス トの正答数のラインが、右下に傾いている。 このことか らも、学習効果|

はあつたと思われる。

② 個人の正答数の変容

一番伸びている児童は、プ レテス トでは正答数が 0題であったが、ポス トテス トでは 20
題すべて正答 していた。 2名 (※ 1)い た。一人は、指導者からみるとできていると評価で

きるが、自分の考えに自信がないため、解決できても不安で仕方がないようにみえる。算数|

の学習に自信がもてないでいる児童である。 もう一人は、指導者か らみてもあまり算数を得:

意 としているようにみえない児童である。どちらかといえば算数を得意 としていない 2人 に、

大きな伸びがみ られた。学習前に知 らなかったことを、 1時間 1時間の学習を積み重ねなが

ら、内容の理解が進んだ と考えられる。

同様 に正答数が 10題以上伸びている児童は、 43名 (59%)い る。また、プレテス ト

で 11問 以上正 4事 している児童 も 25名 いるが、これ らの児童 も平均 5問、正答数 を伸ばし

ている。十分に学習の効果があった といってよいと思われ る。

(2)問題の分析

プレテス トとポス トテス トの正答数の変化から、分析を行 う。

ポス トテス トの結果 8割以上の児童が正答 した場合、指導の効果があったものとすξ5。

指導効果の大きかったものを◎、指導効果の少なかったものを△で表 した。

<プ レテス トとポス トテス トの正答数 と正答率 > 児童数  73名
問題 内 容 解  答 正答数 正答率 効 果

長 さを分数で表す。 1/4m 12-69 160/0-・ 950/。 0
2 長 さを分数で表す。 4/5m 12 67 160/0-920/0 IЭ

3 かさを仮分数で表す。 4/3 2 7-51 100/0-700/0 0

4 かさを帯分数で表す。 11/32 7-55 10°/。 ―・750/0 IЭ

5 数直線の 目盛 りを読む。 1/7 30 68 410/。 T・ 930/0 IЭ

6 数直線の 目盛 りを読む。 1 3/7 15 65 210/0-890/0 {Э

7 分数の意味を問 う。 5/8 44- 73 60°/0-1000/0 |◎

8 分数の意味を問 う。 3/8 37-70 510/。 -96°/0 |◎

9 分数の意味を間 う。 8 38-68 520/0-930/0 |◎

10 分数の意味を聞う。 2/8 22-60 300/。 -820/0 |◎

80点 以上の児童 は、

80点1以上1の 児1童 は、
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真分数を選ぶ。 5/8、  9/10 14-66 190/0・―‐900/0 (D

12 仮分数 を選ぶ。 2/2、 7/6 15-66 210/0-90°/。 (OD

13 帯分数を選ぶ。 1  1/7、  2 3/4 36-73 490/0-‐ 1000/0 (D

14 仮分数を帯分数に直す。 1 1/4 26 71 360/0-970/0 ◎

15 仮分数を整数に直す。 2 26 70 36%-960/。 (OD

16 仮分数を帯分数に直す。 3 1/2 25 70 340/0-960/0 (D

17 分数を小 さい順に並べる。 4月 、  1 2/3、  2 37‐-61 510/0‐-84% (O

18 分数を小 さい順に並べる。 1 3/5、  9/5、  2 1/5 27・……67 37°/0-92°/0 (D

19 数直線上の小数を分数で表す。 7/10 54-70 74%-960/0 0
20 数直線上の分数を小数で表す。 1.3 57-72 780/0-99°/。 (D

※問題 1～ 4

長 さやかさを分数で表す問題である。問題 1、 2は よくできていた。誤答のほとん どが、単

位のつけ忘れであζ3。 問題 3、
｀
4も 量を表す分数であるが、こちらの方が単位 を付け忘れてい

る児童が多かつた。問題 をよく読んでいないであわてて解いて しまったか、量 としての分数 と

してきちん ととらえられていないか どちらかである。また、問題 1、 2と 比べると、かさをそ

のまま表すのではなく、帯分数や仮分数で表す とい う問題である。解答するまでにもう一段階

ステップがあるため、問題 1、 2よ り単位 を付け忘れてしまった児童が多いのかもしれない。

プ レテス トの時か ib正答率が悪かつたため、具体物を使 つた り、操作活動を取 り入れた り、

図で表 した りしなが ら意識 して指導 してきた。プ レテス トの正答率よりだいぶ上がったが,、 弔|

き続き、量を表す分数 として とらえられるように留意 して指導 してい く必要がある。単位がつ

いていれば正答率は、問題 3が 89%に 、問題 4は 95%に 上がる。内容的には十分理解 して

いるように思われ る。

※問題 5～ 6

数直線の目盛 りを読む問題である。誤答の多 くは、等分 してある目盛 りの読み間違えで麦)る 。

問題 6については、仮分数で表 したものの、分子の数が違つていた。その分問題 5よ り]E答率

が下がっている。また、分母が 10に なっている誤答 もあつた。数直線が 10等分 されている

ものとして数えずに解答 したのではないかと思われる。

※問題 10

6/8に あといくつを合わせると 1になるか とい う問題である。誤答の多くは 「2Jと 答えてい

た。分子に目を付けて解答 しているのではないか と思われる。考え方 としては ckい ので、日に

数字を当てはめた ときに、おか しいと気付 くような力を付けていく必要がある。

※問題 17

整数、仮分数、帯分数を小 さい順に並べる問題である。誤答をみると一般性がみ られない。

それぞれ、帯分数 を仮分数に直す ときか、仮分数 を帯分数に直す ときに間違 えているようであ

る。大きいl頁 に書いているものも少数だがみ られた。

ザ
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8 成果 と課題

<成果 >
(1)単元全体を動して

①児童の学習意欲を高めるのに効果があつた指導について

「子ども自身が単元全体を見・inせ る学習指導を行 うことJ「学び合い活動を取 り入れる

ことJ「 ノー ト指導を行 うことJは、児童の学習意欲を高める上で効果的であった。

子ども自身が単元全体を見通 し、具体的なめあてを立てることで、意欲的に学習に

取り組もうとする姿が見られた。

分数の学習を始める前に、単元末 と同じテス ト (プ レテス ト)を実施 した。プ レテ

ス トの結果 をもとに、「できていた ところJを学習内容の一覧表に、印を付けておい

た。そのため、自分がこの単元で どこができているのか、できていないのかを、学習

前にはっきりさせ ることができた。印を付けなが ら、単元全体を見通 したことで、学

習を通 してできるようにな りたいことが明確にな り、具体的なめあてを立てる (■ とが

できた。

A児  : 分数のた し算、ひき算ができるようにな りたい。

B児  : 分数を小 さい順に並べるのを、速く正 しくできるようにな りたい。

C児  : 真分数、仮分数、帯分数を素早 く見分けられるようにした。い。

どんなことを学習するのかを、事前に知 らせることで、これか ら学習す る分数|に 、

意欲的に取 り組 もうとす る姿が見 られた。学習前の 目標に具体的にできるようにな り

たいことを書いていた子 どもは 81%い た。

また、単元学習後に書いた感想の中に、 自分の立てた学習内容のめあてに触れてい

る子が 57%い た。学習のめあてに対 し、自分な りに振 り返 りをしているようである。

さらに学習 lノ たいことを書いている子もみ られた。学習を通 してできるようになった

ことに喜び4r感 じている子もいた。上記 3名 の、単元学習後の感想の一部である。

A児  : 分数のた し算、ひき算ができた。帯分数 と、仮分数、真分数が分かつた。

B児  : 分数を小 さい順に並べ られるようになった。帯分数で大きな数を直すの

を今度はしてみたい。帯分数から仮分数に直すのが、おもしろかつた。

C児  : 真分数や仮分数、帯分数の意味がよく分かつた。分数の数直線で ↓の分

数を読み取ることができて うれ しかつた。

イ 学び冷ι嘘需秒を取 グスれる.

学び合い活動を「自力解決の相談タイムJと 「全体で検討 している (発表検討)場

画」で取 り入れた。そのことで、次のような成果がみられた。

～「自力解決の相談タイム」での学ぴ合い～

| ● 相談タイムで教えてもらつたり、友達と意見を交換することで安心して学習 |

|  に取り組むことができた。                        |
通常の相談タイムでは、「教えるコース」、「教わ りたいコースJ、 「本目談するコース」、
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「一人で考えるコース」の 4コ ースを設けていた。

●は、「教わ りたいコース」や 「相談 したいコース」でみ られたことである。分数

は、 4年生で初めて学習す る内容である。単元の初めの うちは、なかなか 自分の考え 1

に自信がもてないでいる子がいた。相談タイムを設けることで、安心 して取 り組 める

ようになだ)た。

D児  l 相談タイムでは、考えを出 してるところで途中までしか書けなかった。

でも同じ考えの人がいたか ら、教えてもらえて うれ しかつた。 (第 2時 )

E児  : 相談 したいコースで○ さんが困っているときに助けてあげられて うれ し

かった。

解決の途中で困つていた子にとつて、大きな助けとなっていた。

10 相談タイムで友達 と意見を交換することで、新 しい考えを増やすことができ |

|  た。また、新 しい考えを知る喜びを経験することができた。         |
第 2時で初めて相談タイムを取 り入れた。その第 2時で確実に相談 コースに,参:加 し

た子が 6名 いた。そ Ol‐ うちの 2名 の感想に、新 しい考えを知つた喜びが書かれていた。

(第 2時 ):「本目談タイムで、みんなの意見が聞けたし、新 しい考えが出てよかった。」

「相談タイムで新 しい図ができた。 自分でも 1つできた。J

(第 3時 ):「相談タイムで 3つ もぼくの気付かなかったのが出た。J

「○ さんとアイデアを交換 し、思い付かなかったことを知 ることが
｀
で`きて

よかった.」

(第 7時 ):「市目談タイムでは、○ さん と考えを交換 し、また新 しい考え方があってび

つくりした。」

相談タイムを取 らなかった第 9時以外は、必ずだれかが感想の中に新 しい考えらを知

る喜びのことを書いていた。

|● 相談タイムで教えてもらうことで、自分の考えを 1つはもつことができた。 |
|  できたこ1と が喜びにつながっていた。                   |

自分で考えても分か らなかったことが、分かるようになるのはとてもうれ しいこと

である。友達から教わることで、解決の方法を思い付いた り、前に習ったことを思い

出した りすることができた。時には、一人の子に複数の子が付いて、かわるが iれ)る 説

明している姿も見 られた。第 3時の感想に「自分で考えてもよく分からなかったか ら、

教えてほしいコースに行つた。O君 に教わった らよく分かつた。」 とあった。最後ま

で 「教えてほ しいコース」を選んでいた F児 の感想には 「○君 とO君が教えて くれて

うれ しかく)た 」 と書かれていた。

|● 相談タイムで教えることで、学習内容の理解を深めることができた。    |
人に教えることは楽 しいことでもあ り、難 しいことでもあつた。教えられるとい う

ことに喜びを感 じている子もいた。学習感想に次のように書かれていた。

(第 2時 ):「相談タイムでは、教えるチームに行つたけど、教えた相手が納得 したか

らうれしかつた。」
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‐  「相談タイムは、教えるコースだったけど、教えるのは難 しい。」

(第 3時 )|「相談タイムでは教えるコースで○さんに教 えた。○さんも私 と同 1)間 違

いをしていたので、○ さんの気持ちが分かつた。 うまく説明できたと思

う。J

「今 日は 5つ も考えを見付けられて うれ しかつたです。今度は教えるコー

スヘ入 りたいなと思いま した。J

I● 相談タイムで一人で考える時間を取ることで、解決の方法をじっくり考える |

|  ことができた。解決方法をたくさん見付けた り、発表、検討の場面で考えてい |

[__■_垂 _生 .グ生lfツ盟■1_L…皇三二■ながつていた。             |

～「全体で検討 している場面」での学び合い～

|● 友達の考えに目を向けるような発間、助言は有効であつた。        |
子 どもたちの様子をみていると、自分の解決にこだわる子がいる。他の子が考えな

かつたような解き方を見付けた時な どは、特にその傾向がみ られる。 自分のや り方に

こだわる子にとって、友達の考えに 目を向けるような発問は、有効であった。次時じt

降の学習に友達のや り方を取 り入れていた。また、感想の中に友達の解決方法に対 し、

「す ごい。」 とい う驚 きの言葉や、「次はだれの考えを使 ってみたいよ」 とい うlЬ のが

み られた。

(第 5時 )1「○君の考えは思いつかなかったのです ごい と思った。分'数 を分け 43な ん

て思い付かなかったからです。今度は0君方式でや ってみたい。」

(第 6時 )I「○君の考え方がよかった。理由は、前の考え方を使つてやっていたから

す ごいな、と思った。」

ウ /一 ハ整 J菫を″ ダ。

|● 書 く内容 (形式 学習内容 学習感想)を指導することで子 ども自身がより |

|  よいノー ト作 りをするようになった。                   |
形式を決めて書 くことで、子 どもたちも見通 しをもつてノー トを取,り やすかったよ

うである。声をかけない時でも、 自分か ら「友達の考えJを意欲的にノ∵ 卜に書き込

んでいた.ま た、ノー トを振 り返ってみるようになった時に、 どこに何が書いてある

のかが分か りやすいので、さらに、子 ども自身による、よりよいノー ト作 りにつなが

るものと思われる。

学習内容に関 しては、「学習 していて自分が思つたこと」や 「学習のポイン トJ、 「自

分の考えと似ている友達の考え」、「友達の考えの中で似ているもの同士Jな どについ

て、吹き出しや メモのようにして、書き込むように働きかけた。初めの うちは、や り

方を示 しなが ら声をかけていたが、その うち自分か ら進んで書き込むようになった。

学習の中では、みえにくい、一人一人の子 どもの考えていることが ノー トによく表れ

ていた。

学習感想に関しては、ノー トに書く内容を提示 した。
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まとめに書 くこと

・分かったことを自分の言葉で

・学習のポイン ト

・ よく分かつた、むずか しかった

→ どんなところが ?

横匙 憲 虫 蝉 聾

.よ

内容 を示すことで、子 どもたちも書ける範囲内で、内容にそつて感想や学習 C)ま と

めを書いていた。また、「相談タイムで選んだコース」や 「よい考えをした友達の名

前と理 由Jな ど、毎時間、全員見取ることができないことでも、子 どものノー トをみ

ることで子 どもの考えや、指導に役立つことがたくさん書かれていた。

1 0 加点的なコメン トを入れたことは、子 どもの励みにな り、意欲付けにつな  |
| がった。                               |

子 どもたちは、ノー トを集めた後、返却するとす ぐにノー トをみている。教朗]か ら

のコメン トな どを楽 しみにしているようである。そのような様子をみていると、よい

ところを見付け、加点的なコメン ト入れることは、子 どもにとつて励みになっていた。

| ● 手本 となるノー ト、子 どもの学習感想集を印mlJし て配ることは、子 ども,  |
1 意欲付けになると同時に、書き表す内容を深めるのに有効であつた。     |

子 どもたちにとつて、とてもうれ しいものであったようで、配るとす ぐに「だれの

が載っている。」 とうれ しそ うに話 し合っていた。載せてあった子は、自分が i読|め ら

れた、よいものを書けたと自信につながっていた。他の子からも、次 |ま 自分のを取 り

上げてほしいと、意欲的に取 り組んでいる様子が うかがえた。

また、学習内容を深めた り、ポイン トを しばった学習感想を書かせていく上でも、

有効であった。教師が書き込んだア ドバイス、Jllえ ば 「今 日の学習で分かつたこ.と を

書いてお くと、次の学習に生かせ ることがあ ります。」「どうしてその考えがよい と思

つたのですか。」「どんな数が帯分数なのか、例を挙げてお くといいです。」などにつ

いて、次時以降よく取 り入れていた。

②個別目標設定の効果について

指導者が、単元指導前に子 どもたちに個別 目標を立てることで、学習指導中に一人じ一人

の子に達成 しπrほ しぃ目標を、意識ながら学習を進めることができた。 G児 (64ペ ージの

表のL16)は 、算数をあまり得意 とせず、くり下が りのある計算にも答えを出すまでに、
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時間がかかる子である。相談タイムで 「教えてもらうコース」にいった り、学習中、指導

者が考え方を途中まで示 し、 自分で考えたような気持ちを味わわせた りすることで、少 L〆

ずつ分かる楽 しさを味わっていったようである。感想の中に、「教えてもらって うれしか

つた。」と繰 り返 し書いていた。

次の表は、指導者が学習前に立てた個別 目標 と、学習後にみられた子 どもたちの変容で

ある。指導者の実態把握が甘く、子どもたちにとって比較的容易な目標であつた場合もと)

るし、子 ども自身のがんばりがみられたものもある。こちらの予想を上回る変容を見せた

子どももいる。 84%の 児童に変容がみられた。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

よりよい考えに,日 を向けようとする。

友達の考えに目を向ける。

友達の考えのよいところに気付 く。

友達の考えのよいところに気付 く。

友達の考えに目を向ける。

よりよい考えに目を向けようとする。

分からないことを聞こうとする。

分からないことを聞こうとする。

分かりやすく説`明 する。

友達の考えのよいところに目を向ける。

分かりやすく説明する。

自分の考えをもつ。

友達の考えに目を向けようとする。

よりよい考えに目を向けようとする。

進んで発言する。

分かろうとする。

友達の考えに目を向ける。

分かりやすく説明する。

分かりやすく説明する。

分からないことを聞こうとする。

友達の考えに目を向ける、。

自分の考えをもつ。

分からないことを聞こうとする。

自分の考えをもつ。

友達の考えのよいところに気付 く。

話を聞く。

自分の考えをもつ。

友達の考えのよいところに気付 く。

自分の考えをもつ。

よりよい考えに日を向けようとする。

よりよい考えに目を向け、解決に取 り入れていた。

友達と自分の考えを比べていた.

友達の考えのよいところに気付くことができた。

友達の考えに目を向けることができた。

より良い考えに日を向けていた。

自分から進んで考えていた。

分かりやすく説明しようとしていた。

友達の考えのよいところに目を向けていた。

自分の考えをたくさんもつことができた。

友達の考えに目を向けていた。

よりよい考えに目を向けていた。

進んで手を挙げ、自分の考えを発表 していた。

自分から分かろうと努力し、友達に教えてもらっていた。

よりよい考えに目を向けていた。

分かりやすく説明しようとしていた。

分かりやすく説明しようとしていた。

自分から分かろうと努力し、教えてもらい自信を付けてい

友達の考えに日を向けることができた。

自分の考えをもつことができた。

自分から教えてもらいにいき、自分の考えをもてた。

自分の考えを毎時間、もつことができた。

友達の考えのよいところに気付くことができた。

話を聞き、自分から進んでノー トを書いていた。

学習が進むにつれて、自分の考えをしつかりもてた。

よりよい考えに目を向けることができた。

71

個別の態度 目標 変容がみ られた児童



友達の考えのよぃところに気付くことができた。

友達の考えのよいところに気付くことができた。

自分の考えをたくさんもつことができた。

友達の考えに目を向けることができた。

友達の考えのよいところに目を向けることができた。

自分の考えをもつことができた。

<課題>
(1)個別指導のあ り方について

毎時間、子 どもたちの反応 を予想 して学習に臨んだことは、個に応 じる指導をする上で

効果があつた。予想 を立てたが、それに応 じた指導が十分でなかった。 よりよい解決がで

きる子には、発展的な課題を用意 し、適切に提示 し、学習に対する満足感 を味わわせてい

く必要があつた。一人で自力解決が難 しい子には、適宜助言をした り、 ヒン トになるもの

などを工夫 した りして、課題を解決 した とい う経験をさせる必要があつた。

(2)形成的評価について

ティームティーチングを活用 して、学習中の子 どもたちの様子を単元をとお して記録 し

たことは、子 どもの実態把握につながった。把握 した子 どもの実態を次の時間以降C)指導

にどのように生かすかが課題である。「指導→評価」のサイクルを「指導→評価→指凄1→」

とつなげていくための具体的方法を探つていきたい。

(3)個別 目標の設定について

単元学習前に、教師が一人一人の子 どもたちに学習態度の目標を設定 したことで、子 ど

もたちの変容を把握することができた。日常の観察を含め、様々な方法を駆使すること1で 、
:よ

り正確に子 どもの実態を把握 し、適切な目標設定をすることが、より効 i果的な学習指導

につながる。学習中の子 どもの見取 り方、評価の仕方などを工夫 していく21要がある。

(4)相談タイムについて

自力解決中に相談タイムを設定 したことは、子 どもたちの主体的で効率的な学習につな

がった。 しか L/、 指導の中で、コースの人数に偏 りが出ることがあった。「:教 えるコ…ス」

「教わ りたいコース」「相談 したいコースJ「一人で考えたいコースJの 4つ を毎回の授業

の中で固定的に設定するのではなく、指導過程の中で設定に変化を持たせる必要があつた。

指導計画の中で、どの時期にどのような相談タイムを設けるかの検討が必要である。

また、コースの選択によって、学習に対す る子 どもの意欲が左右 される場合がある|。 一

人一人の子 どもに、 自分に合ったコースが選択できるようにす る支援のあ り方を考 えaて い

きたい。

31

32

33

34

35

36

37

友達の考えのよいところに気付 く。

友達の考えのよいところに気付 く。

自分の考えをもつ。

友達の考えに日を向ける。

友達の考えのよいところに目を向ける。

自分の考えをもつ。

自分の考えをもつ。
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(5)発表、検討場面での発表について

隣の席の人 との意見交換や班の中での発表はできても、学級全体の前で発表するこ1と を

苦手に思っている子は少なくない。 日々の学級経営や他教科や他領域指導での指導をとお

して、子 どもたちの中に、友達の発表を受容的に受け止める姿勢を育てるとともに、自信

をもたせ、子 どもたちの発表に対する抵抗感 を少なくしていく手だてを考えていく必要が

ある。
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ιン|

学び合うよさを感じられる学奮指導を轟指して

学習童欲を高める工夫

東京 練馬区立関町北小学校 定方 久枝

1.主題設定の理 由

少子化の問題が問われる時代において地域社会のあり方が変わってきた。家族という範囲でも自分以

外にかかわる人の数は減っている。近所づきあいも希薄となり、地域の中でのかかわりも減つたことは

事実である。だからこそ、学校は子どもたちにとつて限られた社会ではあっても様々なタイプの人とか

かわりを持つことができる場として成長には欠かすことのできない場所である。学校生活すべてにわた

る様々なかかわりの中で豊かな人間性が培われる。学習の場においても豊かにかにかかわりあっていく

ことで自分を見つめ、他者を認める心を育てていくことができると考える。

そこで算数の学習においても豊かにかかわりあっていく場を大切にしながら学習内容をしっかりと

身につけられるようにしていきたい。かかわりの中で「学び合 うよさJと は、
キ学習内容が一人で考えたときよりもはつきりわかるようになる。

・自分の考えの価値が分かる。

0自 分の考えを伝え4こ とを学べる。

。相手を認めることな学べる。

の4つ母点であるととらえている。これらのよさを感 じるためには、自分の考えと他者め考えを比較す

ることができなくてはならない。他者の考えを一方的に受け4鈴では学習の効果は十分であるとはいえ

ないだろう。担任する学級児童においては自分の考えを持っているが発表することに消極的な傾向が見

られる⑬学習が受身的 :こ なりがちである。そこで、まず自らが課題に取り組んでいこうとする態度を育

て、児童の学習意欲を高められる学習指導を目指していきたい。それを出発点として学び合 うよさを感

じてほしい。

2.指 導の工夫

(1)プ リテス トの活用

プリテス トは本単元で学習する内容とする。このプリテス トによって児童に学習前の状況を把握させ

る。わからなかったことがこの単元でみにつける学習内容となる。児童には「わからないところをわか

るようにする」と方向性を持たせる。また、先行して学習し、学習内容が十分理解できていると思われ

る児童には、「わからない人にもわかりやすく説明できるようにしよう」という課題を持たせるように

する。

(2)1単 位時間の目標の設定

1単位時間ごとに、課題を把握した後に自分の目標を書くようにすることで、自分の目標を明確にも

ち学習に取り組めるようにする。

(3)小集団での話し合いの時間の設定

ア.自 力解決の時FFlの設定

自分の考えを持つことや、発表することに消極的な傾向が見られるが、まず、自分の考えを持ち、そ
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の考えと友達の考えとを比較することから学習が始まるととらえ、自力解決の時間は必ず設定する。

イ.小集団での話し合い

自力解決後すぐに全体で話し合 うと消極的な態度が強く現れ、一部の児童によつて話し合いが進んで

いき、人任せの学習になることが予想される。そこで、話しやすい小集団で相談したり、教え合つたり

しながら安心感を持って学習していけるような時間を設定する。

ウ。小集団での話 し合いの方法

① 4人又は3人のグループを作る。基本的には座席順でグループを区切つていくが、わからない

もの同士ばかりが集まってしまうと話し合いが行き詰まってしまうことを考え、学力差を配慮

しながら指導者が決めていくようにする。

② 司会、発表、最初に意見を言う人の役割を決め、学習への参加のしかたを明確にする。役割は、

毎回交替し、全員が当たるようにする。

③ 司会の進め方を決め、話し合いが円滑に行えるようにする。

それぞれの考えを言う→ 「○○さん発表してくださいJ(司会も含めて全員)

質問を受ける    →「質問はありませんか」

「今の質問に答えられる人はいませんか」

検討してしヽく    ― 「意見はありませんか |

④ グループでの話し合いで目指すものは、

◇ 全員が自分の考えを言う。

◇ 一人では解決ができなかった児童ままわかるまで質問する。

◇ グループ全員が納得し、わかりやすく説明したり表したりできるようにする。

⑤ 各グループに画用紙を配り、グループで話し合ったことをまとめ香。それをもとに発表できる

ようにする。

③ 指導者!ま 、話し合いの状況を観察し、うまくいっていないグループに司会として入つたり、司

会者や発表者に助言したりして支援していく。

(3)学級全体の話し合い                                    一

。各グループの解決の方法を発表し、比較 。検討していくことで、既習の内容から、有効なアイディア    _
や、手順、処理の仕方、工夫したまとめ方を獲得していくと考える。子どもたちから出てきたことを

その良さに気づけるよう支援 していくことが指導者の役目と考え、「○○すると分かりやすいね」「○

○の考え方だね」などと言いい、価値付けでききるようにしていきたい。

・各グループで話し合ったことを発表 し、発表者の説明が不十分なところは同じグループの児童が補助

説明をする。

・聞いている児童はわからないところは質問し、解決法を明確にしていく。

(4)環境の工夫

問題解決で用いたアイディアをまとめ掲示 し、以後の学習の手がかりとなるようにする。学習し

たことを使えば、新しいことも見出していける良さに気づかせたい。
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(5)評価の工夫

ア.学習中の評価

・学習前に児童の学習の状況を予想 し、実際の学習時の支援に役立てていく。

。自己解決やグループでの話し合いの様子を観察し記録していく。

・ワータシー トを用い、自己解決とグループや全体での話し合いで分かったことやなるほどと思った友

達の考えを書くようにする欄を設 |す、学習状況を見取る。

イ.満足度曲線による評価

・毎時間ごとに「課題をつかんだ時」「一人解決」「グループ解決J「まとめ」の時点のやる気度を数値

に置き換えてグラフに記録 していく。

。「課題をつかんだ時」はその時点で記録するようにし、「一一人解決」「グループ解決J「まとめ」の時点

:ま終末のまとめで振り返つて記録 していくように十ス

ウ。学習感想による評価

・満足度曲線に現れた気持ちの変化の具体的な要因を知る。

e学習の理解の程度を知る。

工cポス トテス ト|こ よる評価

学習後の学習内容の理解をポス トテス トにようて見取るようにする。ポス トテス トは「ォpか らないと

ころを分かるようにする」という目標の達成が児童に実感 じやすいようにプリテス トと同じ内容のもの

とする。

3,「小数 のかけ算 J(第 5学年)の実践

(1)単元の目標

○乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算のしかたについて理解し、それを用いることができる。ま

た、計算法則は数範囲が小数の場合でも成 り立つことを理解する。

[関心・意欲・態度]乗数が小数の場合でも既習の数量関係をもとにして、乗法の意味を提えようとす

る。

[数学的な考え方] 既習の計算の仕方に関連付けて、乗数が小数の乗法の計算のしかたを考える。

[表現・処理]   乗数が小数の乗法の計算をすることができる。

[知識 。理解]   乗数が小数の乗法の意味やその計算のしかたを理解する。

(2)教材について

かけ算の意味は、 2学年で「1つ分の数 Xい くつ分=全体の数」「何倍かを求める計算Jと して学習

する。しかし、かけ算九九や、整数どうしのかけ算の計算のしかたを考えるときに累加の考えを用いた

児童は、かけ算の意味を累加することと捉えていることもある。「整数 X整数」、「小数 X整数」の場合

では累加の考えでよいが、乗数が小数では累加の考えは通用しない。そこで、本単元では、かけ算の意

味を小数でも適用できるように拡張する。かけ算の意味を提え直す際には、整数の場面を手がかりに、

同じ数量関係であることに気づかせ、立式していく。また、数直線図で 2つの量を示し、
′
視覚的にもか

け算の場面を捉えられるようにしていく。
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小数は、整数と同じように十進位取 りによつて表され、大小の決め方や計算の方法は整数と同じよう

に提えられる。このことから、小数のかけ算の計算の方法は既習の整数のかけ算に帰着させて考え出す

ことができる。筆算の仕方では、積の小数点の打ち方の約束を乗法のきまりをもとにして見出していく。

これまでのか |す 算では乗数が 1よ り大きい場合を学習してきたので、積 と被乗数の関係はいつでも

「積 >被乗数」と思い込んでいる場合が考えられる。そこで、乗数が純小数の場合に、「積<被乗数」

であることを図や数直線、数値を比べることを通して、具体的に示し、気づかせるようにする。

本単元では、長方形の辺の長さが小数の場合も扱 う。下位単位に着目し、辺の長さを整数値にして面

積を求められ、単位換算によつて、辺の長さを小数のままで計算 しても面積を求められることを導く。

また、小数においても、整数のときと同様に、交換法則、結合法則、分配法則が成 り立つことを確か

め、数概念の拡張をする。

(3)児童の実態

☆学習内容について

1学期に「小数と整数のしくみ」で、1000分の一の位までの小数について学習し、「小数のかけ算と

わり算を考えよう」で、小数×整数の意味やその計算の仕方を学習してきている。

ノjヽ数 X整数の意味は、被乗数が小数になっても被乗数が整数のときと同じように 「1つ分の数 Xい く

つ分=全体の数Jと 考えられることをおさえた。また、小数 X整数の計算の仕方は単位換算 したり、9。 1

や 0。01を単位としたりして整数化する方法から考え出すことができた。

☆学習態度について

児童は課題に対 して、真面目に取り組もうとし、課題を最後まで取り組もうと出来る児童が多い。し

かし、学級全体の話し合いでは、自分の考えは持っているが、発表することに対して消極的な傾向が見

られるなど、受lj身餞な一面もある。今までの学習を通して、一つの課題からいろいろな友達舎考えが

あることを知つていくにつれ、少しずつ学習したことを使つて考え出していこうとする態度が見られる

ようになってきているが、より自分の学習に目標を持つて取り組めるようにしていきたい。一部の児童

は先行 して学習していて、答えを出すことで満足している様子が見られる。 しかし、「なぜそ うなるの

か」「なぜそれでよいのか」ということを追求していくとはつきりと説明できる児童は少ない。このこ

とから、きちんと意味理解ができているとは提えられない。また、前学年の学習内容を習熟できていな

い児童が 4名 いるので、注意して支援 していくようにしている。そのうち 14は、学習に対する劣等感

が強く、学習意欲も見られず、個別指導の仕方や支援の仕方が難いと感 じている。

本単元で大切にしていきたいこと

○小数をかけることや、計算のしかた、筆算のしかたなどの意味を理解できるようにする

。形式的な処理だけでなく、意味理解がしっかりとできることは学習の定着と今後の考えていく力につ

ながると考える。理解 しているということは、わかりやすく説明できるということととらえる。まだ

児童はその表現方法が十分ではないので、話し合いを通してその力を身につけさせたい。

0自 分の目標を持つて学習に取り組み、その目標を達成しようとする態度を育てる

。自らかかわっていくことに消極的な傾向が見られるので、学習への参加の仕方をはつきりとさせるこ

とで、どのようにかかわつていけばよいのかを経験させていく。児童が何について考えたらよいかはつ

きりとした課題を与え、個人での自力解決をし、課題によつては一人では不安を感 じる児童もいること

があるので、グループでの話し合いを取り入れていく。
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(2)学習の流れ

時 目 標 学 習 活 動

○ プリテス トで、これから学習す

る問題を知る。

プリテストをする。

2 ○ プリテス トの結果から学習の

目標を立てることができる。

プリテス トの結果からできたところとできていないとこ

ろをチェックして学習の目標を立てる。

学習のきまりを知る。

3 ○ 月ヽ数をかけることの意味を理

解し、整数 X/jN数 (1/10の位

まで)の計算ができる。

lm80円 のリボン 2。 7mの代金を求める。

友達の考えから、いろいろな計算の仕方があることに気

づく。

4 ○ だヽ数×小数 (1/10の位まで)の

筆算のしかたを理解し、その計

算ができる。

・ 題意をとらえ立式する。

・ 2。 3× 2.8を求める。

・ 2。3× 2.8の筆算の仕方を考える。

・ 小数×小数の筆算の仕方をまとめる。

・ 計算練習をする。

15 ○ 可ヽ数どうしのかけ算で、末尾の |・ 4.2× 7.5の筆算で、 Oの処理に気づく

∩ ★,鳥Π
=田

尋 ― ス キ三 /_Rふ  _“ /7ヽ 〃 F77 1 _  A  メ vの   ぅ /ハ 埜 替 ザ 、  ■ ′↑ 、ノ‐ 7プ A幸 、4き エ ン0を処理する場合や、一の位に

Oを補 う場合の筆算ができる。

◎.4× 2.3の筆算で、1の位に0を補 うことに気づく。

計算練習をする。

《

） ○ 純小数をかますると積<被乗数

であることを理解する。

lm轟0目 の ソボンが 1.8mと ○.3mの代金を予想する。

それぞれのリボンの代金を求める式 80Xl.8と 80X

O.8を 計算 し、積 と被乗数の大きさを比べる。

積 とか !す られる数の関係を考える。

7 ○ 長方形の辺の長さが小数の場

合でも、面積を求めることがで

きる。

たてが 2。3c m、 横が 3.6c mの長方形の面積の求め方を

考える。

透の長さが小数の場合でも面積公式が使えるか調べる。

8 ○ だヽ数の場合でも交換、結合、分

配法則が成 り立つことを確か

め、計算のきまりを利用して正

夫して計算できる。

整数のときに成 り立った計算の決まりが小数の場合でも

成 り立つことを調べる。

計算のきまりを使つて工夫して計算する。

9 したことを用いて問題を

ことができる。

習

＜

学

解

○ ポストテストをする。

一懸一
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第2時

①饗標

・学習課題がわかり、自分のめあてをもつ。

②腱鷲

学習活動 発i崎 と児童の活動の様子と反ルぶ
課題を鐙握

する

T:まだ学習していない鐸:題をやってみ
‐
C~、 どうでしたか

Ci:全 然わからなかった。難しかった。

C2:少 しできた。

Ci3 1だいたしヽできた。

T:学習露1の感想を書きましょう。

T:プリントの 1.はこ球Lから学1ザ していくところの鐵標で

す。子もう大丈夫」というところは.<はじめ>の目をぬ

りましょう。EIの ままのところヵキ1標まこな :jますね。

T:プ lメ ントσ)2.は態度の「1標です。みんなで4許習するの

でわか。)た人まま友達を助けらォlる とぃし、ですぜ二εわからな
いよリイ)かったほぅがぃぃのでゎかろぅとしましょぅ。
「よし、やるぞ l」 とぃぅところの言こF子を3で翼みましょ

つ。

T:学習の理標も学習σ♪キきの態度の掛標もi轟成できるょぅ

に小数のかけ算の学習をしていきましょぅ。

課題のプリントを配布

学習前の感想を持てる。

☆ イ許習の態度の目標をもつことが

できる。

|ま摯尊の留意“張 ()と 静騒 (☆)

○ プリテストを返す。
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☆ 学習の目標を持てる。
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第 3時

①目標
・小数をかけることの意味を理解し、整数×小数 (1/1oの位まで)の計算ができる。
'自分の目標を達成しようと学習に取り組むことができる。
鏃 開

発間と児童の活動の様子と反応
問題を把握

する

T:望題を読みましょう。

lmのねだんが80円のリボンを2.7m買 いました6

学習Φ目標

をもつ

自力解決

T:今日はこの問題について考えてしヽきます。
今日の学習の翼標と今の瀧足度を書きましょう。

T:学習したことを使って、代金を求めてみましょう。
Clllm80円 の2,7m分なので

80× 2.7=:216
↓X10  ↑+10

0× 27 =:216o
OCmのオ■だんは、 8o■ lo誓 8
7mは locmの 27倍 8× 27=216

8

C2:1
2。

C3:2. 7 nl 

賣 :言 7 Πl

80× 2=160
10C醜のねだん|ま、80÷ 10=8

8× 7=56
160+56=216

(Ff)

グループ検

討

Ｃ

Ｃ

Ｔ

○

☆

(0と

―十十一―――響
(m)

l   it 2. 7]
T:グループで話し合います。それぞれの考えを聞いて納得

できるよう話し合いましょうcゎからなかった人}ま友達
の考えをよく聞ぃてわからないところは質問しましょ
う。

国

① 司会 ②発表

T:発表しましょう。質問や:何か気づいたことがぁったら
言いましょぅ。

C:10cmの 値段を求めれば代金を求められる。
C:2.7温 を 2mと 0.7mに分けるのがよいァィディ

アだ。

かけ算の式で表せる。
かけ算の式はかけ算の性質を使うと計算できる。
今まで学習したかけ算は、整数x整数、小数X整数でし
たれ しヽくつ分を表す大きさが小数の時もかけ算の式で
表せることができるのですね。

T:いく
~J分

の大きさ力詞、数の時もi/hろ いろな方法で求めら
れるのです楓

T:今日の学習で、分からたことゃ、まだ十分でないことなどを学
習感想に書きましょう。満足度畿線も書きましょう。

○ワークシート配布
○満足度曲線の説明    :

○まったく取りかかれない児童に
はだいたいぃくらになるかを予
想させたり、図に書いてみるよう
にいたりして手がかりを与える。

☆ 自分の考えをもつことヵヾできた
か 。      

｀

○ 解決の方法をチェックし、多様
な考えを発表させるようにす
る。

○ ざL間指導で発表順 (C2→C3
→C4→Cl)をきめておく。

☆納得する解決法を見つけられた
か 。         

・

整数X小数につしヽては図と合
わせて意味を押さえる。
小数をかけることの意味が分か
る。

70
80 /″ ′打「□

まと輸

-10-

○満足度曲線の書き方を説明する。

C4



ご

①

②

③

第 時

みヽす算ヵ・パ■れし・て畿膚
=策

ボゼ`で宅・“
食γ躊めべ、電みvて い「卜機ヽ ぶ`紳 子1lt.持ヾ

｀
て
｀
せ尋.持＼てで

ボあづァヒタ
‐
てゞ

:を
f二 t

撻菫 習中鋳様子 里

「

持 ―卜から

ざでJぶ 1番 t`ダえ多.威い
二手尋卜tて 1■め、「 L

沙責 ._______一
一一一      ~~蔦 笙墨 74解 〆ニハ す?.

鯉 並 量 _感t蒸棗
多・オθ仁

霊 二 x静 弓ヘズtt砕 oに

議ず恐■て〕

1摯 ≪ヒo、鷺恭レtノ牛計ゝ 喜1聾 ;+ A r J.- a* ! ; *.;- -{'t -r- TolzL,rll_-lL N 1r'*o tl " I ff.-] {,'' d

Iぜ4"す妻ぜなニ 17』翌L持ぎ7
ll二く辟 力ヽヽ

「

亜丁IIIで うゴくξE′ 〈・ご
p之、7tユ 7を 垂ノ1,多

.k♂、秘影

撃りここうく

堂墾:L■ れぐに島彊轟蘇電耳いノ
_壼菫_ゴ :

薙 ´絆

声if=L^っ 了t掌

1レー菫J丁が 降ヽ多1■

墨 _.■ _鐘 滲・
‐
夕喚な々亀竪t:

JZご・ 鳥チ

f覆 :で
´́難・

1でム銀ゴ

ふ黒ふ薫魏l島事膏
∫電のが等碗か この〆諄纂ギ〔ギ0に ´

「〔:3、

だ○ど(2冨

1 121

週

瞬面嚢菱彊彊面醸戸
~二 ~~~~―――一―――――……

・亀ぴJttλハてくゎ′J着 ソt,・点露l舞 じ沿っこゎ手
｀
ィ月り澳綺責a輝轟

"も

だ
・ や リヤ ′,こ

″
「尋 終 わ ルヽ 計 tf夕

・`
へ 滲ヾ

・
拶キ

・

“

』Ⅲ F″ 毛l kt7ま
「

.・責 ヾ事τI二辱 it、
ク

・1ず ざめ t‡ Jfゎわ
:タ ゼ→ル

｀
フ丁・ ゾヒ豫 )露1卜 多進

°

「
ていろうら1)脅 kヾ3Jく 赫 〕絆。/こ｀

甕で言
μttζ ∴脅ヾこサちt‐ん年■資残」て1≒メイ痺び′二尋亮廃

:ノ:∵ J

15

1́6

21:

22

ZJ

24

25

26

2フ

28‐

291

● :

√静、ト

ぢ
壕

ι

/

瑾      豊盤ごと二∠基壼三社盆処L埜 2.[二_____      え
攣齢 轟 覇 轟

讐 難 量 軍
干

上 超 ‐i砲述 lJ■二_____―
―

――― ―
翌 ■ ‐ ‐ F/_二

哺撃 二幕 め ,ザ鶴 、L調 、奪1し ず 参tiじ 冷 ぃt響 れ 母親 レ イ事計 滲彎
・
許ご

l為 黙 っ争 .    |
t彎  二‐ 、    1    、1褻菫   ゝ    。̂t t電      ヽ ノ     ヽ』▼。-7ン′ノ′卜島ィ買υ、為員キ姦職難ヵヾイすノ庁・

・ち偽.ら し
.

れイ人亀ギラ・入(ら挙)ヽ
′Jl:手 1た

.鷺
‐
戸
｀
ル〕ザ:舞毒訂1■ 森うャマヒj.It fも 、tlも

奪
孝 t官、寸 ぃろ畔 な

｀
T=。 ～静■7′電義ベギ みギし,tt電 “七 棄 、颯 、象 ュ鋳 t「・

ザηレ裁「Fり   、濃 "     `_´L_   亜 盤ヾゝ

生刊

響 豊 ヨ 踊 赴 三■半 週 埋 L彗 ≧ _______―
― ― ― ―

―
― ―

―
―

― ― ―
― ― ― ― ―

一―
― ―

―

Jこル を 4ム  こ ■ 独     .でC賃1風なれt i711‐人上.:″ 1員た〔ぃ魯

-11-

壼 主ヽ夕ゞ て
‐
三二/1｀ こし事        /



閥懃ち電
｀
きなま二i嘉¥肩

<自 分の考ぇ>

′犠 彎 ね たん`Tド 8

時 ,Iふ  1-0

■.rI犠

8θ 町ブ
gボ

グ
儀率oべtユ  !鶴

矛     軍う守電i 舞亀1質機 1`怖 :

,ハ  ゾ 2、■

8θ メZtt■

<卒達の考えしまとめ・麟習問題など>

ギリ秘ギ
・色 ぞ ちソょば L

参 θ X2、 町

も レ。てき

ゾ Q疇
↓

x・■壌 ち t ittθ

t最 予マ。宥〕・イ書Lれずゞ
ごしくtt l再

「
it

Bθ ン7・ 1グ 多16

↑
l

1b

1丁:ゾ貴げ対li」
・
Fttξ ttξ琴

墨上墨
ツ
f尋ギ春尋幕ず■酔貯了u竜

幕=喜=蔦暮蕊瞬舞
艦ぶボぶ

く友達の考え 。まとめ ,錬習問題など>

ンおよ°
悪 

抽
8oox2胃 =2

Jンと難嘗畿ヽも31け ず、
よく違逃ヽΥ褒畿オゝ静 ③  ①

Fぶっしくこを作じ、ざぃくっも凛ゝrt伽まじめe■人織

ι
■
ぐく１
，

一
　

一

一
ン

　

一

一
・ん
　

一

ま多
一
フ

し

か

だ
　
・ア

れ
書
い

彗夢

θ 穐

3θ  メ多、■

ヴ
｀
レ黒ヨキ:ホ 導

攀
軍 .

lθ

づ
｀
手ざしち

ヽ

一　
一

一

・

ヽ

´
ヽ

´

イ
ー
…

L

及議bl.み え`|ざ
13

弾・ がえ|

9o+30裏 ′も参

①

.Ъ i語Ъ彗考ぇ視島《t趣
"讐

:

蓼、マぞとょも亀

-12- 工らだ藝。taルゴボ饉艶ず′ォ .ャ″.1つ ハが・貯、、グ7

イ滋の力■サ諄 NO,ュ  iο 月8日 名前 (

7 mtt」 てyIIご
~~~|



つ

、
も

いヽま

ヽ
鴬

島
を
採
駐
絲
』
）
沢

Ｔ
ゞ

ポ
≒
薄
摯
轟
・亀

で
蕉

ギ
″亀
域
世
驚
お

蒙
榛

一ヽキ

争

ギ

も

よ

轟

″♪
崚
慰

ど
こ
ｒ式
鳩

費
や
ネ

毬

鱒
載

挙
裁
ミ
も
寸

島

（ぼ
　
　
）ド
鶴

，
直
一

メ
ゞ

聡
幾

メ
ン
全
い
止

七

ミ

警

〕
いよ

麟

時
暑
υ轟

多
集

も
鑢
磯

響
杖
べ
Ｒ
′馬

や
い

蓄

瞥菫
壌ント
姜
れ
″質
証
壼
聴
憾轟
響
葦
轟

へ感
ご
　
）
ご
ざ
〉≒
舎ノ鷲選
ず
二
ゝ
ぶ
や
犠感
ず

『
“
”
”
“
【
一
】
一
”
”
い
“
”
］
　
・′γ
優
Ｌ
一
υ
一
ｙ

‘亀
車纂
轟
バ
彎
一椰
Ｃ
　
卜
銀́　
Ｘ
器
卸

さ轟
轟
』
ン
黎
撻

るツ
ヘ
恥
Ｌ
総
瀑
縮
撃

薔‘料
電
キ
′♂貯

へ
Ｑ
「

′蟻
ノ彙
蛉
』
驚
総

駒
蔓
鋼
く
こ

職
ゞ

ぞ
鷲
ケ

Ｊ

Φ
幾
一

安

だ

覆
実
憮
瀑
ど

静馨
ヾ
一
歩
種
鎌
計

‥寸

、一
　
れ

ヽ
一
騨
ф

鸞
逸
せ
織
ｏ
ち
吻

越
含
嘩
鍵
話
攀
民
破
鷲
ξ
ゞ
鮮
お
ヽ

霧

難

鐵
録
酸

鑽

鵞
輔

で し ´

会
。

亀
鬱逹乙
争
ダ
（√
ぽ
進
ぜ事
ベ

輩
蠅
鰐
聾
ゴ
繁

縛

ぶ
∫
籍̈
軸

ン

ト
ご
・留
讐

亀
ざ
申講

錢
■
讚

』

鰈
《等
厄

亀

讐
轟
井
げ鷺
抄
織
呻
亀
姜
性
創
剥
狐
漱
型
覇
巡

ゞ

轟
曇
時建

織
鷺

疑
や
亀

懇

薇

醗

¶

疑

運

灘

ｉ
　
「
‐―
‐…
‘轟
科
討
「

Ｆ
懸
嚇
慮

。運
が

粥
二
頸
覇
卜

．機
寒
九
聰

為
Ｏ
曜
降
』
集
職
寵
凛
詭
鶴
い
Ｌ
懸
疇
洋
」
．．

‐

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

…

】

嗜

弩

‐

‐

‐

‥

‥

‥

…

…

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

川

「

「

『

Ｊ

画

「

釧

「

〕

「

劇

＝

川

。
逮
ぶ
葛
鶴
審

熱 銀

暉幸ξ多

曇

だ
づ

い
か

。
電
壌

史
歩

轟
へ
Ｓ
・■

０
ミ
一

↑ノ亀
込
“
介
競
０

も
ヽ

′
|プ  c)

「

~ヽ
も

、ヽ,｀   、

翼
こ
費
ゴ́
≦
移
一一蝿
理

↓ヽ

幹
ヽ
Ｘ
Ｓ
∞

亀

一
↓

ぉ
ヽ
技

ざヽ

祗
じ
く一義
）鶴″７ξヽ
諷
質
濠

零
薦
竃
已
一寝
一熱
ュ
懸

も ユー____二
億

壕

檀
      F

-13

、
、一ヽ

一
挙
ぎ

も
一
時

メ

壕
ぎ

鶴

Ｌ
む
べ

Ｘ
Ｏ
ヽ

≪
鴨
争
■
覇
劇

葛
Ａ
轟
↑
ｏ
没
ザ

鐵
滅
澤
ゼ

喩
藝
　
郵

ー

電
ゃ
↑
・試

撫
ま
篭́
■

ィ
　

　

　

　

を

・筆

∴
γ
Ｇ

卜
〓
一　

薔
一
言

（裁
　
わ
饉
ヽ
“
後
繊
稗
書
ご
ｆ
一



第4時

①圏標

・ ガ嘴弾理嘴と(1/1oの位まで)の意味を理解し、その計算ができる。
・ 自分の目標を達成しようと学習に取り組むことができる。
②展開

問題を把握

する

発問と児童の活動の様子と反応

T:問題を経 ましょう。

:今 日はこの問題について考えていきますЪ今日の目標と ○ フエクシー ト配布
始めの満足度を書きましょう。

出力解決

乃 卜 雌

討

Cl:lm2ゥ 3kgのパイプ2.8kgな ので、
2.3x2.8=6.44

↓X19 ↓xlo  ↑÷ 1

2 3X2 8= 644
C2:locmの 重 さ・・・ 2.3÷

2. 8m=280cm → lo

●。 23X
C3:2. 3kg=230og

10cmの 重 さ・・ .230o
つ Q― ~280cm → 1●

230X

T:では、間種を解決していきましょ
は使えるかな。

前の時間の考え方

00

10=0.23

cmの 28こ分

28=6さ 44

÷ 二番=230(g)

Cmの 28こ分

28=5440

○ まったく取りか力れ ない児童に

は、図をかいてみるなどの助言

をする。

○ 解決の仕方をチェックし、グル

ープ検討の見通しを持亀

☆自分,考えをもつことができた

○ 解決の方法をチェックし、多様

な考えを発表 させるようにす

る。

多数の考えを比較し、力■す算の

式で表すよさに気づいたダト

プにはそのことを発表するよう
|こ駆涯計ケる。

机問指導で発剥優 (c4→ cl
→C2→C3)を決めておく。

○それぞれの考えの価値を認める

ようにする。

○ 小数X小数については図と合

わせて意味を押さえる

☆ だ嘴漱履ヽ数の意味を理解し、そ

の計算ができる。

644og=暴 .44kg
C4:数 直線やテープ図

T:ダト プで話 し合いますしそれぞれの考えを聞いて納得
できるよう話し合いましょう。ゎからなかった人は友達の

考えをよく聞いてわからないところは質問しましょう。

回
②司会 ③発表

T:発表しましょ

言いましょう。

質問や、幅 づいたことがあったら

Ciノl滋X小数の式で表せる。

C:かますられる数と力増する数に10を力叫すると整数のかけ算
になる。

C:小さい単位に直すと整数で計算できる。
T:小数 X′L激i潮めて学習したことですれ

今日翁学習でわかったことゃ、まだ十分でないことなど
を学習感想にかきましょう。満足度山線も書きましょ
つ。

4、 6

X夢 、ふ

○

O

31τ

Kワ、4
4、 弯

メ 3、 |

曜、ふ

x9、 多

指導の留意点 (0).と 評価 (☆)
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イ灘つかす算 No.2  1θ 月13日 名前(卜 、
■mの重きが2.gkgの ′資プ添ぁりま丸

三2」ニピ11琴漱の重さは鋼kg鶴、

く替 え まヽとめ・場 など>
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11よ ケ
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及卜1,二

3ヾ警
γ≒、キ
再

難 彊IIIIIIIII
旬

崎
　
ヽ́

2‐ 3べ_7.'
■ダ ↓θ

ユう人′′
↓ρ

2ラ

″6L手十
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フ・多べ多れュみ、千十
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ゴ :
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扇
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F
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′t鵜熱す算 Np.2 幻月!｀ 日 名前(

lmの重さが2.3kgの パイプがありま亀

摯 ‐三F犠 さ:ま何kgですれ

O  o o o
Qれめ い 様 G羹舌じ部、姉 り

4)
ユi

曇李島1lEII:=凛

警ずつ
〔換〕
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第 5時

①目標

・末尾のOを処理する場合や、一の位にOを補う場合の筆算ができる。
・自分の日標を達成しようと学習に取り組むことができる。

②展開

発間と児童の活動鋪 子と反応

T:整数のか!す算と同じようにだヽ数どうしの力増す算も筆算で

計算できると簡単に答えを出すことができました

学習の目標

を持つ

白力解決 T:ではこの計算をしましょう。

C:懸 }4t食     は〕

ズブ、7
2:0

■守委

指導の留意点 (○)と評価 (☆)

○ ワークシート配布

0 2桁の力増す算でつまずいている

子どもを支援する。

○ 畢く全員ができたグループが発

表の準備をする

○ 机問指導ではみんなで確認でき

ているんヽを見る。

○ 早く終わり、教えることもない

児童には練習問題を与える。

小数 X小数の筆算で末尾のO

を処理したり、一の位にOを補

つたりすることができる。

|

―ヽ

|

i

|

O、4
X2、 3

12
ぎ

X10
→

覇
°
x
4
23
;2
9

グループ相

談

答え合わせ

繍習輩頭

鴇 92
T:グループで相談の時間にします。グループのみんながわ

かるように教え合いましょう。

T:答え合わせをしましょう。

T:末尾の○は大きさを表さないので斜線で消すようにすれ

ばいいですれ 一停位にOを補ってあげなく出はいけな

い場合もありますれ

T:ほかの計算でもできるか試して見ましょう。わからない

人はグループで早く終わつた人に聞きましょう。

答え合わせ T:答え合わせをしま丸

まとめ T:小数のかけ算の筆算ができると簡単に計算ができます

ね。今鋼の学習感想と満足度曲線を書きましょう。

夕て繕肇写i tttJうも
(1)4t2   t21 夕、今

入 2、 多

T:今日釣学習の霧標 と始めの満足度を書きましょうc

-17-
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第6時

①目標

・純だ激 をかけると積感被乗数よりだヽさくなることがわかる。
・自分の目標を達成しようと学習に取り組むことができる。

②展開

問題を把握

する

自力解決

朧 を機

する

自力解決

グループ検

討

C

T

C

T:問題を読みましょ

l lnのねだんが80円のジボンがありま丸

このリボン1.8職、○̀ 8mの代金はそれぞれ何円です

か

T:今日はこの問題について考えていきま丸 目標と始めの

満足度を書きましょう。

T:1。 8mの ジボンと0.8mの リボンではどちらが安い

と思います力ゝ

○ ワークシー ト麗鋳

○ 問題場面のイメージ

☆ リボンの代金を求めることがで

きる。

○ 積がかけられる数よリノjヽ さくな

つていることに気づけない場合

:ま機藝義者機ミ村 ι

いろいろな表し方が発表される

ように、机闘指導で助言してい

く。

☆ 1よ り小さい数をかけるとその

積はかけられる数よりだヽさくなる

ことがわかる。
｀

0.8mの 方が短いから安い。

では実際に代金を求めてみましょ

80Xl.8=144

80XO.8= 6基
答え 144用
答え  64円

Ｔ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

る

2つの式を見て何減 が付いたこと,まありません力＼

80(か :す られる募器 が同じ′

0.8の方が績はノ1ヽ さい

力ゝ lすているの 1こ積がかけられる鬱:よ りだヽさくなってい

積がかけられる数よリノ:ヽ きくなるの,ま どんな場合か調べ

てみましょう。

Cl: 3参 X/、 ど
ハ

/ヒ θ、?

載参ズメ露ξ参

ξθズθ、9=ごダ

ξttX参、多貯
ξ́ x∂、ア=」悪

!=≧轟

は

T:ゾー プでそれぞれの考えを出し合って、納得できるよ

うに話し合しヽましょう。

④ (①)司会   ① (②)発表

T:発表しましょ

ましょう。

気が付いたことや質問があったらいい

T:それぞれのグループで調べたこ.と からかける数が1よ り
小さいとき、積:まかけられる数iよ り/Jヽ さくなることがわかり

暉

鰤

発問と児童の活動錨 子と反応 指導の留意点 (○)と評価 (☆ )

まとめ

―置0-

襲∫犠
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肇間と児童の活動の様子と反応

第7時

①昌標
・ 長方形の長さが小数の場合も面積公式が使えることを調べることができる。
・ 自分の目標を達成しようと学習に取り組むことができる。
鏃 開

問題を把握

する

寿ゝ。

C:たてX横
T:では計算してみましょう。
C:2,3X3.6=8。 28
T:面積の大きさは何を単位にして表しましたか。
c:l crn2 を単位にした。
T:そうするとこの長方形は辺の長さが小数ですが、たて×
横で求められるのですか。

壁事の留意点 (0)と評価 嘉 )

○ ヮークシート配布

○ 図で示す。

課題を把握

する

自力解決

グループ検

討

発表

まとめ

:積餞
ニ

し  。    鼻

一

よ〕嗜

~~T~~~~~~爾

 信
電=警之お

醸
愧 管又ヾ 馳ヽ警tx

23攀乳

己、軋懃楓乱竃轟識
T:グループでそれぞれの意見を出し合って話し合いましょ

瞥囁〕幹ポlぽ ホち租理

② (0)発表
ip√0)

圏攣:9、
琺

T:発表しましょう。

＼

T:グループの発表から辺の長さが小数のときも長方形の画
種は「たてX接」で求めることができるのですね。

lcm2=1◎ 0_2で ぁ
ことを図で示す。

長方形の辺の長さ力ヽ 数ヽの場合
も面積公式が使えることカミわか
る。

CI求められる_C:求 められない Ciわ からない

-23-

Th問題を読みましょう。

T:この長方形の面積はどのようにして求めればよいです

たてが2.3cm、 横が 3.6cmの 長方形の面積を求め
ましょう。

、
パ一
　

　

，
　

　

‘

．ｒ

　

ｙ
二

　

・̈

３
■
デ
一
　
　
′

０

○

☆

透の長さが小数で表されているときも面積の公式が使え
るか調べましょう。



`       p.5 
√θ ttlq国 名前G

たてが2,3cm、 横力`3.6cm・
の長方形の面積を求めましょう。

2玉
ft才レτに

も

7‖ 諄。ヵ仕二::if'V

喜
f

雫
・
(ttつをそ,もちヵ・多考んたんやFけ鶴

2、 しスら、じt摯 為t狩 移評 執シ 疹: 史姜:人3:己

i       
ご〆

<友達の考え 。まとめ・練翻 I題など>

日響いマ鶴√旬
2.卜六ち、も二及2)
↓切0↓vθ 金控
26メ しもニ ァ2ξ

:摯ヤ。〆′ ず

<友達の考え。まとめ・織習聞騒 ど>

⊇、lx3、 電二頸、電電

C争lンソ

23ズ し♭二みた

ア2み各・=y、物″̀
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0まじめ ②″人築嚢 e轟し含ぃ c婆ゎ響

よ<1諄 く

Px3ゝら
■3

ズ

ハ、電、電彎こフル
ノξ

ず
―
　
ト

ｇ２８ 二8、 28(砕子

ヽ

辺σ凝 さ力司端輌表されているとき2■二
も面積の公式が使えるか調べましょう。

んり曇電気tゴ費lし いに・

も面積の公式が健ぇるか調べましょう。

暴欝事t篭ぶ漁無つ
勉静け∫森ヽ

0よじめ C卜甕解決 ③断し合ぃ ④終ゎり

参

一

l轟犠≧

メ√

1       _F聾 霧名前
1

1  たてが2.3cm、 撥識E3.5cm・
の長方形の面積を求めましょうも
辺の長さ浄ζィ漱で表されているとき≒



第8時

①爾標
・ 小数の場合でも交換、結合、分配法則が成り立つことを確かめ、計算のきまりを利用して工夫して計算でき

る。
。 自分の目標を達成しようと学習に取り組むことができる。
②展開

指導の留意J蒙 (○)と評価 (☆)

課題を把握

する

□と力ゝ01まなんだろう

(1)は力ゝけられる数と力ゝける数を入れ替えたというこ

と

:同 じマークのところは同じ数が入る

:整数のときにやった計算のきまりだ

:整数のときに成り立った計算の決まりは小数でも成り立

霧標設定

自力解決

つでしょう力ゝ

C:成り立つ  ciわからない

T:′l滋でも計算の決まりが成り立つ島覇べてみましょ

T:では今国の目標と始め母満足度を書きましょう。 ○ ワークシー ト配布
T:まずl・■一人で考えていきましょう。
Cl:□に3.4 0に 2.思  ▲に1.4など数を当て

はめて計算する。

C:図で表す

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

T:次の式は何を意味してしヽるのでしょう涛ヽ

(1)□ XO=OX□
(2) (□ ×○)X△ =□ × (OX△)

3 (国十○)X△=□ X△+o× △

T:で ]まグループで話し合いましょう。それぞれの考えをみ

んなが納得できるといいですオ礼

医藝 ②(③)司会③(①)発表

T:発表しましょう。

T:ダト プの発表から小数のときも計算の決まりが成り立
つことがわかりますれ
T:計算の決まりを使つて、次の計算をしましょう。
。 4.8× 4× 2.5
・ 2.4Xl.8+2,6Xl.8

T:計算の決まりを使うと計算が簡単になる場合があります
ね。今自の学習感想と満足度曲線を書きましょう。

乃 卜 雌

討

O Clはどんな数でも成り立つこ

とが分かるようにいくうかのグ

ループから発表させる。

○ 式を変形させることで計算しや

すくなる数を当てはめたグルー

プ,まその数で発表させる。

発間と児童の活動の様子と反応

まとめ

-26-
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NO,6/θ 犀 2日 名前 (

整数のときに成り立った計算の決まりは、F滋のときも成り立つか
調べましょう。

(1)□ xO=ox□
(2) (□ xo X△ =□ x(oxΔ)

(3) (□+o)X△ =□ x△十OX△

量標

を と|■ 3 |な ■F

基おを 入 ム ■

iI= 0,S O = C_ ム =θ 、守 としれ 琴た3。

.                         .   

‐
    1  1幾

:

<友達の考え。まとめ `練習問題など>

xt"*1- >.dk{_p

<友達鍮考え。まとめ|・ 練習問題など>

x4ヌ を、彗= 4Fゾ (4x・と,9'
■イ、?ン 〆ο
■4?

=国 k

3xO、 マ
2、 1

国 x△

θ、3 _θ 、6
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′l量のときも成り立つか |
調べましょう。

(1)□xo=ox□
(2) (□ xc)x△=□ x(oXむ
(3) (□ +o)x△=□ x△十Ox△
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児童 学習を通して難様子
的  賣

自分の考え
をもつ

自分の考え
を伝える

グループの
話L舎しヽ

友達の考え
をよく讐K

22 初めは自分の考えを農すこと
'顧

〒誦轟画面I預孫可覆薩薫藩亜丁瓦獲蔑莞覇蒔護再嚢驀再
になつた。 ○ ○ ○

3
一人で解決ができ、話し合いに協力的であつた。全体の議し合もヽで理解を深められたように感
じた。 ○ ○ ○ ○

25 自分で考えたことをわかりやすく伝えたいという意欲がある。他の考えを認めることlまあまりできていないと
思われる。 ◎ ○ ○

9
一人で解決ができ、話ヒ合いに協力釣であった。全体砕話し合いで理解を深められたように感
じた。 ○ ◎ ○ O

15 自分の考えを出すことfことどまだ しヽる。 ◎ X

2
グループで解決してもヽく楽しさを感じ、一人でも考えを出そうとし、友達の考えを聞いてわかろうとすることができるようになつた
と思われる。 〇 ○ 〇 ○

29 解決はできるが、話ヒ合い:こは非協力的であった。欠席が多かったので、十分な学習活動が
できなかった。 O X X

2瑶 自分の考えを書くことができ、友達の考えもよく聞いていた。 ○ ○

5 解決への意欲が高かつた。また、わかりやすく伝えたいという意欲も見られた。 ○ ◎ ○ ◎

23 解決しようとIま していたが、情報交換が十分でない。欠席が多かったので、学習活動が十分
にできなかつた。

グループで解決してしヽくことに協力的であった。形式的な処理は得意であるが、意味理解が十分でなしヽと本人も感じ、そのこと
を学習しようとしていた。 ○ ○

心拿全体の議 含をヽで良い考えに気づき、自分もわかりやすく伝えようと慧歓を見せた。自分の考えを出すことも薫欲的:こなつた。 ○ ○ ⑬ 鸞

曇量
初め:ま 一人では解決できなかったが、グループ→全体の話し合いの中で、理解し、一人で解決できるよう1こ

なっていった。 鸞 鸞 鸞

曇
◎ 自分鰊考えを持つことi工 i斃 福ねて轟争た。東達鰊考え:奮よ≪飩き、プート:こメ号をけて馨ヽた。 X 貧

最初のグループで解決で裁 ことをきつか:ナ :こ、理や数直線書畿つて解決しようという意歌が
高かつた。 鼈 躊 渉 鸞

18 グループで協力し解決馨てしてことで、学習していこう毅 て́いた。 ◎

（
香

最初は一人では解決できず、話し合いで理解した。次時には自分で解教 しヽという意欲が見ら、その後:ま間違つていてもやつ
てみようとする姿も見られた。 鸞 鸞 躊

グループでの話し合い:ま してしヽたが、意欲が高まらなかったように感じる。理解が十分でなかったことが原因
と考える。

13
初めは一人で1ま解決できなかったが、グループで協力し含もヽ、理解できるよう:こなつた。発表への意欲も少しではあるが見ら
れた。 躊 躊 鸞

皐
擁基答えを畿すことで連腱導ていたが、解決すほこ■やおかりやすく鐘えたなヽこなLう意数が見
られるよう:こなつた。 渉 ◎ 躊

初めiま―Aで嬢解嚢できなかったが、グループー全体鍮轟暮舎尋1の申で、理解し、一人で解決でき品よう:こ

なってしヽった。 鸞 ◎ 躊

童◎
グループで勢轟糧会ぃ:ま 十分とξよいえなかったが、全体の話し合しヽでょく轟を聞き、理解を選
められた。 ◎ 鼈

量4 わかろうとしてもヽたが、理解が十分でなかつたF_‐めに、不安を持つてひたように思われる。

¶0 一人で解決することと、グループ検討!鎌欲鈎であった。 ○ ○

確4
―入で解決疇 なかったことを議し含しヽ伸中で解決できるようにしてLtた。第6時以降:まグループに依存じすぎる傾向が見も
れた。

23 自分の考えを畿すことに意欲的購 っていった。友達の考えを認めていくこと1ま十分と1ましヽえ
なもヽ。 〇

一
◎

33 自分で解決:まできるが、伝えてLく表現のしかたがうまくいかなかった。 Φ

初めは意欲まま低かったが、グループ検討のまとめ役になつたり、自分の考えを出そうとしたり
するようIこな愛 。 ○ ○

自分から学習してしてこと:こ薦況的であったが、自分鍛考えをしつかり書け縁 う:こなつた。 ◎ ◎

39 友達の考えをよく聞き、そこから学習できることが多かつた。自分から発表することもあった。 ○ ◎ ◎ ◎

4
既習事項が十分身についてしヽなしヽので、理解Iま十分ではなしヽ。図を描いてみるなどやってみようとする姿は
見られた。

電6
学習意欲が低く支援が難しかったが、終わりIこ近づじゝで自分もやつてみようとする態度が少し
見られた。

27 初めのグループ検討で解決機 たことをきつか:ナ Iこ 、自分で解きたもヽという意欲が継続したと
思われる。                        ・ O 〇 ◎
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撃警畿聰醸糧
学習後の感憑

22 これからの学習も今までやったことを役立てていきたしヽ。

3 最初よりももっとおかってきて設攀もできてよかった。

25 前よリミスが少なくなつた。

しつかりわかるよう:こなつた。わからなしヽ人にもうちょっと教えられた。

15 少数:ましヽろんな考え方があったからおもしろかつた。

2 全部ぬれてよかったです。まだわからなしヽところがたくさんあると思うが、たくさん学習したなあと感じました。

20 ノ1ヽ妻貿のかけ奪雲をえとくできたと運量う。

21 わからないところもけっこうあったけど、なんとなくわかつた。

轟
最梅まま考え方もよ≪かかんなかった分に筆算をやった等、Oや轟や△の計算勢やり方もよくわかつたのでよかつた。それと友
達母考え方とかもしれて「こんな考え方纏 るんだ聾と思つた。

虚3 むずかしかつた。

式の重條がお■・ってきたわで安J懸彗亀。

重≦ 小数 X小数がわかって、しヽろいろな計算や考え方が集ておもしろかつた。またやり亀い。

郎宣 初め:まわからなくても最後|こ Iまわかるよう1こなつていて、わからなかつたのがわかるよう:こなってよかつ亀。

ぞ かか<よう:こなったけどがみょう舎

よくわかつた。曲分鴻 で学邸したのは初めてか た織で楽しかつた。これからもがんぱりたしヽ。

増郎 わかもなもヽとこ膊農ヾわかるようになつたからよかった。

こり颯強をしてアイディアがいっぱしヽ養てきたりして最後にはノ』ヽ数 X小数の問題が解けま鞍た。

嗜塗 わからないと通みをだんだんわかつてきた。

４
■》 聞踵警や質 してら場にだんだんわかつてきた。最後にiま人に教えてあ:ずられた。ちょっと自信がつしヽた。

慇 ∫
[ゝ櫻わかり

「

予できてなか暮量。こ轟か坤亀麗轟態でできなり入まミなえて轟ξげたり。

最初iま3つしかわかSところがなかつたけど、班で話し合つて答えを饉したりti曇かめ班の人た可の青更百聞夢憂
笠饉姪江週錘経盈よ塾霊k_し 1担吐――

2◎ 友量の議秦霧 iす ばできたN量がiサ ラこう轟つたから豊かつた。金業できるようまこな警たのがすごく星かつた。

24 な力ヽなかできてよかった。前より計算ができるよう:こなつた:

嗜○ 少馨難しかつたけど全部できてまかつ九。や :ま り今までの計算の応筆だつた。

14 完全マスターしたわ :す諄ゃないけど、ままじめやつたときよりできるよう』こなつた。

23 おもしらかった。いろんな人のいろんな考えがあつてとても勉強になつた。

38
通わ学習をじて小数のかけ算わりざんを完量でままな摯ゝけどマスターしたと思う。

小数のし)ろいろな轟題ができて少し不安機 つとけど最後ま爾で部 よかつなと含まま思う。

嗜幸 計算ができ儀よう:こなつてよかつた。

30 けつころ小数のか:予算ができるようまこなつた。

4 小数勢筆算が囀 るようになつた。

16

27 最初iよ全然わからなか惨たけど最終灼:覇ま全部わかつた。よかった。
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ま と め                '
(1)プ リテス トの活用

○ 単元を通 してどんなことを学習するのか具体的にわかる。

0何 ができるようになればよいのか具体的な目標を立てやすい。

○ ポス トテス トでの学習の効果がわかりやすい。

△ プリテス ト後の目標設定時の説明 (どの問題がどの内容にあたるのかなど)が不十分であった。

(2)1単 位時FHDご との目標設定

○ 学習へFn3か う心構えとなる。

△ 学習感想とつながるような目標設定の指導を行 うことで次時とのつながりをもっと意識 して学

習を進められたのではないか。

△ 児童が書いた目標は学習態度と学習内容に関するものとまちまちであってよかったか。

(3)小集団での話し合い時間の設定

○ 児童にとって安心感を持って学習することができた。

0初 め|ま話し合 うことに意欲的であったが、次第に一人でもできるようにしようとする態度も見
られた。

O役 割をはっきりさせたことで発表への意欲が高まった。
△ 指導者の役黎は、「①話し合いの支援、②全体の話 し合いで発表する内容の抽出 ③解決できな

い児童への支援」である。③は小集団での話し′合いで解7薦できる。②の役割を主に行っていき
たいが、①の役割に時間をとられてしまった。

その原因としては

'話 し合いのしかたを児童がはっきりわからない。
。 課題勢選択や課題鍮与え方が良くなくて、児童が何を考えるのか17■ っきりしていない。
さ 圏常の人間関係

が考えられ、今後の学習指導の中で検討していく必要がある。

(4)1単 位時間の学習の流れについて (一人解決→小集団での話し合い→全体での話し合い)

○ 一人で考えてもわからなかったことが、小集団での話し合いや、全体の話し合いによってわか

ることができた。

○ 全体の話し合いによっていろいろな考えがあることに気付 :すたら

0 3つの学習形態のうち児童によって「わかった」と感 じる学習形態が違つた。
ら ″ヽ   △ 1単位時間では時間が足りなくなることがあった。取り上げ方を工夫する必要がある。

(5)評価

○ 満足度曲線と学習感想は学習を終えたときの学習の充実感を見取ることに有効であつた。
△ ワークシー トの使い方の指導が不十分であつたので、ヮークシー トから学習の内容の理解を見

取りにくくなってしまった。

(6)環境づくり

○ グループごとの考えを画用紙に残 していき、有効な考えなどを掲示 していき、次時の手がかり
にできた。

(7)その他

学習意欲を持つて、学び合うよさを感 じてはしいという指導者の願いはあるが、理解が十分でな
いことや、自分の考えをうまく表現できないこと、友達の考えを受けとめようとする態度が十分で
ないことによって、学習意欲が高まらなかった舞童への手だても今後の課題である。
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翻 ユ

着 時 の 展 開

(1)第 1. 2時
① 目標

。絵図を見て単元を通
。長い長 さの単位及び

の 展開

指 導 のね らい 教 師 の発 間 と児 童 の 学習活 動

「今 日か ら学習す る算数 は こんな こと

だよ J

・ 提示 され た絵 図 を見て 、 どんな こと

を学習 してい くと思 うか発表す る。

「教室の入 り日の長 さを 3 0 cIILも の さ

しで |ま か ってみ よ う」
・ ワー クシー ト1を 用 いて、教室の入

り目の長 さを 30 cmも の さ しで測
る。

「測 つた値 を発表 しよ うJ

「測 って思つた ことを発表 しよ う」
。長 い長 さを測 る時 には、lmも の さし

をつか つた方がいい ことに気付 く。
0 1m=100cmの 関係 を学習す る。
F今 度 |ま lmも の さしではか つて ご ら

ん J

「測 つた値 を発表 しよ うJ

。 3 0cmの ときよ りも、計測結果 が一

致す るこ とを知 る。
「気づいた ことを発表 しよ うJ

「今 日、測 つた長 さを、絵 の中に書 き
いれて ご らん。今 日や つた ところ を

色 を塗 つてみ よ う。 次 の算数 では 、
絵 の② をや るよ。」

・ 本時の計測結果 を絵 図に書 き入れ 、
本時の学習部分 に色 を塗 る。 :

・ 絵図 を見て、次国の学習内容 を確認 1

す る。

.③ 評価

(ア )児童 による自己評価
苺長 い長 さを測 る時 に |ま 、職 を用 いればいい ことがわかったか。

(イ )教師の評価

・ 鶴 の よさに気付いたか。

③板書

して の見通 しを持 つ。

1猟 =100c職 の 関係 を知 る。

1′ 単 元 の 学 習 内 容

に興 味 を持 ち 、 これ

か らの 学 習 につ 1/hて

見通 しを持 つ。

2 長 い長 さを測 る

ことで 、職 め必 要性

を感 じ、 1猥 につ い

て知 る。

3 次 国 の 学 習 内 容

|こ つ いて知 る。

指 導 の留意 点

☆評価 率援 助

拡 大 した 絵 図 を 提 示 す

る。

・ 30c鯉 もの さ し́で の計 測

の 仕 方 に や い て 確 認 す

る。特 に測 りつ ぎ骨仕 方

を押 さえ る_。

・ 3人 1.組 に な り、必ず 一

人 ひ と りが 計 測 活 動 を

行 うこ とを説 明す る。

☆進 ん で 計 撫 に取 り組 ん で

いた か。

☆ lnL=100o醜 の 関 係 が オp

か つ た か 。

☆ lmの よ さ に 気 づ い た

か 。

Omと い う単位 を用 い る と

長 い長 さを測 る時 に少 な
い数値 で記す こ とがで き

るよさを確認す 各。
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1月 27朦 第 1 2時 ―T7想 ①正 しく計測ができ、 lm護 100c皿 だ とわかつた。

② もの さしを使 って計測できたも

③正 しく計測できず、 l ln=100cnlが 理解できない

児童 予 想 解 1決 中 学 習 中の様 子 ワー クシー トか ら 宿 題 総 合
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(1)第 3時
⑫ 厨標

・ 友達 と協力 して計測 に取 り組 んでい る。
・ 複名数 にょる長 さの表 し方、数値 鈴換算にう ぃて理解す る。t長 さに応 じて、適切 な単位 で表す ことがで きるょ うにす る。

9展 開

指導鈴ねら7玉 教師の発問と鬼藍蕩軍百百蕩

1.本 時 の学習 にづ下
で見通 しを持 つ。

鵞数 値 釣複 命 数 に よ
る表 し方 、数 値 の
換 算 を学習 す る。

3本 時 の 学 習 の確 認
お次 測 の 学 習 内 容
に つ い て 如 る。

③評価

(ア )児童 による 自己評価・

・友達 と協力 して活動 に取 り組 めたか。
・ 複墓数 によう長 さの表 し方 、数値 の換算 につ いて理解 でき たか。
・長 さに応 じて、適切 な単.位 で表す ことがで きたか。
(イ )教師 母評 価
。複名 数 に よ る晨

・ 長 さに応 じて 、

◎板書

指導鍮留意点
☆評価 *援 助

・ 全 体絵 図 を提 示 .

・ フー ク シー ト 2を 配 布
☆友 達 と協 力 して活 動 に取
り組 ん で い るか。
*測 り方 が わ か っ て い な い

児 童 と一 緒 に計 測 活 動 を

す る。
・ 絵 図 の 黒 板 部 分 に 難 る

問題 を配 る。
・ 数 値 の 換 算 ば か りに な

らない よ うに、実 際 の長
さ を 示 しな が 各学 習 す
る。

・ 自分 の体 の 申の 1間 、 l

c職 、 1盤 の基 準 を用 1/hて

長 さの 単 位 の 予 想 を つ

け る とい い こ と な 知 ら
せ る。

☆数 値 の複峯 数 に よ る表 し
方 、数 値 の換 算 が で き るか。

さの表 し方 、数値 の換算 について理解 できたか。
適切 な単位 で表 す ことがで きたか。

3

「今日は自分め体萱藩ぎぎ更
「

Lξ爾 百
てみ よ う。J

「両腕 の長 さは どれ く らい あ るか な。J

・ 自分 の 両腕 の長 さを測 る。
・ 体 の い ろい ろな長 さを測 る

「同 じ長 さで もmを 使 つた りcmを 使 つ
た りして表せ るか な」

「どん な もの の時 に どん な 単位 をつ か
うだ ろ う。」

・ 305こ m=3融 5c職
0 1mが 3つ分 と 8om=3m8cm
・ 長 さに応 じて通 切 な単位 を選 ぶ。

鰹 1喘了が鮮 1

・学 習 した こ とを全 体絵 図 に書 き込 み 、
色 を塗 る。

|

〆

ヽ



|~覧量 予 想 解決 中 学習 中の様子 ワー クセー トか ら 宿 題 総 合
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1月 28日 第 3時  予想①複名数による長さの表し方、数値の換算について理解でき、長
さに応 じて、通切な単位で表すことができる。
②長さに応じて適切な,単 位で表すことができる。
③友達と協力して活動に取り組むことができる
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(1)第 4時
の 国標
0進 んで学習 に取 り組 tF。

・ 正 しく 1職 テープ もの さ L′ を作 ることがで きる。
① 展開

指導 のね 毎い 教師の発問 と児童 の学習活動

ユ本
'時

の学 習 の 見 通
しを持 つ。

21mテ ープ もの さ
しを作る。

奢ガlT ll

3本 時 の学 習 の確 認
と 次 国 の 学 習 鈴 予
告。

Э評価

(ア )児 童による自己評 rfm

。進んで学習できたか。

(イ )教師鍮評価
。α理や漿につ lJ Lて 理解 しなが らテー プ もの さ しを作れたか

D板 書

・ 全 体絵 図 の提 示
。 lmテ ー プ もの さ しな

作 る 必 要 性 を感 じ させ

る。

・ 目盛 りを 単 に うつ だ け
で な く。、あ る程 度 の ま と

ま り ご と で 印 を 変 え て
い く とい い こ とに 気 付
かせ る。

☆正 しくテ ー プ もの さ しな

作 る こ とが で きた か。
☆ 前 時 の学 習 を生 か して 自

分の 腕 の長 さを も とにテ ー

プ を切 り取 る。 ′

指導の留意点
☆評価 *援 助

「長 さの 歌 J

「今 日は絵 図 に絵 がないね。 これ か ら
の学習 に使 う、 1懃 テープ もの さ しを
作 るよ。」

「テープ もの さ しを作 るには ど うした
らいいかな J

。 10c盤 ごとにめ も りを うつ
・ 次 に lcmを うつ
・ 5c隠 もうったほ うが いい よ

「 1 2Ylテ 上プ もの さ しを作 るのに必要
なだけテープ を持 つていっていい よ。J

畔鶴 寵 !摯 薄百 而 再 百
融 もの さ しを使 つて 、 い ろい ろな長 い

長 さを測 って い こ ぅJ

∫θ



1月 29日 第 4時 予想①単位のまとま

②テープものさ

③テープものさ

りを意
.識

しなが らテープものさしを作れる。
しを作れる。

しを作、れ な い。

児童 予 想 解 決 中 学 習 中 の様 子 ワー クシー トか ら 宿 題 総 合
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(1.)第 5時
① 目標

測定活動 を通 して量感 を養 い、学習 して きた ことへの習熱 を iま か る.特 に、協力 して測

定活動 に取 り組む。

⑫ 展開

教 師 の発 間 と児 童 仰 学 習活 動

「長 さの歌 」
「教 室 の長 さを調 べ ま し ょ う。 全 体 絵

図 に |ま 教 室 のた て と横 の長 さが測 れ る

よ うに な つて い るね。 測 つてみ よ うJ

・ 教 室 のた て と横 の 計測
「発 表 して くだ さい J

。 各 グル ー プ、 計測 値 を発 表 。

・ 正 しく計測 す るポイ ン トを確認
「他 に は どこ を測 りたいか な」
0測 る場 所 を決 め予 測 を立 て る。
「実際 に測 って み よ うJ

・ 教 室 内で 計測 活 動 をす る。
「測 つた長 さを発表 して くだ さい。」

1lξ冨観った長
色 を塗 る。

③評価           ｀

(ア 〕児童による自己評価

・友達 と協力 して長 さを測 ることができたか。

(イ )教師玲評価
,友達 と協力 して長 さを測 ることができたか。

・ 1職 もげさしを使 つて計測ができるか。

④板書

指導の留意点

☆評価 *援 助

・ 全 体絵 国 の提 示

・ ワー ク シー ト配 布

・ グ ル ー プ で 測 る場 所 を

相 談す る。
e計 測 の仕 方 め確認 、3人

1組 だが 、必ず 3人 と も

計 測 活 動 に あ た る よ う

説 明す る。
。 長 さ の 予 測 を 立 て て 辞

ら実測す る。

☆協 力 して測 定活 動 に取 り

組 ん でい るか。

指導 のね らい

1本 時 の学 習 内容 の

見通 lノ を立 て る。

2測・
定 吟習 熱 、 量感

の育成

3本 時 の活 動 の振 り

返 りと次 国 鈴予 告。

∫2



二月 30日 第 5時  予想① l

②

③

m

lm
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ものさしを使って計測でき、友達に教えることができる.

もの さ しで撲Jる こ とパ で き る。

もの さ しで の計測 が で きな い。

児童 予 想 解 決 中 学 習 中の様 子 ワー クシー トか ら 宿 題 総 合
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(1)第 6時
① 園標   .
9測 定活動 を通 して量感 を養 い、学習 して
時に誤差が少 な くなるよ うに注意 して取

Φ 展開

きた ことへ の習熱 をはか る。特 に、測定 妙

り細、み 、予測が実測 に近 くな るよ う考 え̀る 。

「長 さの歌 J

「今 日は図書室 の 中を測 って、
の長 さ博士 にな ろ う。 どん な こ
標 にがんば る滑ヽな J

・ ワー クシー トに 目標記入

「い ま ま で長 さを測 る時 、予想 を して
きた ね。 今 日は で き るだ け 予想 と実 際
の差 が な くな る とい いね。 実 際 に fRllに

行 つて―~P想 を して記 入 して み よ うJ

「で |ま 実 際 に計 測 して きま し ょ う。 先
生 が計 測 した値 は この カー ドの 中 に 書
いて あ ります 。 本 棚 の た て と横 は 5 cm
ま で の ちが い は ぃ ぃ です ょ。 本 |ま び っ
た り蠅 まで計 測 しよ うね。 測 る時 は 自
分 のテ ー プ もの さ しで も 30c撻 もの さ
しで もい いです ょ」
・ 教 師 が予 め測 って.お い た数 値 をカ ー
ドに記 入 してお き、 それ とあ って ぃれ
ば次 に進 め る形 式 を とる。
「 2つ の計 測 が で きた グル ー プ は他 の
もの も、予 想 を して 、実 際 に はか っ て
み ま しょ う」

「学 習感 想 を ヮー ク シー トに書 き ま し

カネ温著墨ビ曇ЁittF絵図に書き込l

教師の発間と児童の学習活動 指導の留意点
☆評価 *援 助

1本 時 の 学 習 活 動 の

見通 しをた て る。

2本 時 |ま 予想 を大切
に した学習 で あ る こ
とを知 る。

轡鰹レ総妙鞠

3本 時 鋤学 習 を振 り
返 る。

全体絵図 の提示

・ 予 想 す る 時 間 を 確 /1■・す
るた め に 、予想 タイ ム を

設 け る。予想 の理 由 も書
かせ る。

・ 3人 ].組 の活 動 だが 、 1

度 計 測 す れ ば い い こ と
にす る。

・ 正 解 値 が あ る こ と を 先
に し らせ る こ とで 正 し
く測 る意 識 も育 て る。ま
た 、 5cmま で は誤差 が
あ つ て も認 め る こ と と
す る。

・ 本 の 長 さ は 3 0 cmも の

さ しを使 わ な け れ ば mln

まで求 め られ ない。それ′

は グル ー プ 活 動 の 中 で
気 づ かせ る。

*測 る もの に応 じて 計器 を
選 ん だか。

☆ 自分 の体 な どを使 って 予
想 を立 て て ぃ たか。
*予 想 が 立 て られ な い児 童
に 1ま 、 もの さ しな どで 自分
の体 の長 さを確 認 す る。

③評価

(ア )児 童にょる自己評価
幸予想をたてて、正 しい測 り方で ものを測れたか。
(イ )教師の評価
° 身近なものを使 って予想 をたで ることができたか。
・ 計器 の正 しい使ぃ方、 日釣 に応 じて計器 を選ぶ ことがで きたか。
④板書

指導 のな らぃ

芦
ｆ



2月 2目 第 6時  予想①自分なりの目安を

②正しく計測するこ

③正しく計測するこ

もつて予想 しγ計測活動 に取 り組 んだ。

とができる。

とがで きない。

しヽ

tフ

え

お

か

き

く  ,

:す

さ

し
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(1.)第 7・ 8時

① 目標

・測定活動 を通 して量感 を養 い、学習 してきた こ とへ の習熟 を |ま か る。
・物の長 さを実測 に近 く予想す ることがで きる。

②展開

指導 のれ らい

1本 時 の学 習 活 動 の

見通 しをたて る。

「長 さの 歌 J

「今 日は校 庭 に あ る もの を測 って 、 長
さ博 士 に な ろ う志 どん な こ とを 目標 に
が ん ば るんヽ な J

・ ワー クシー トに 目標 記 入 .

「今 日は で き るだ け予想 と実 際 の差 が
な くな る とい いね 。 実 際 に側 に行 つて
予想 を ヒノてみ よ う。 ど う し′て そ の長 さ

だ と予想 した か書 こ う。」
・ フー ク シー トに記 入
。予想 が で きた ら教 師 に見せ る。

「で は実 際 に計測 して き ま しょ う。 先
生 が計 測 した値 は この カー ドの 中 に書
い て あ ります。 ジ ャ ン グル ジ ム の 高 さ
は 5 cmま で の ちが い は い い です 。 階 段
はぴ つた り計 測 しよ う。 測 る時 は 自分
のテー プ物 差 しをつ か い ま しょ うJ

「 3つ の計 測 が で きた グル ー プ は他 の

もの も、予想 を して 、 実 際 に は か っ て
み ま しょ う」
・ 実際 に計測 す る。
・ 前 時 と同 じく、正解 値 を教 師 が カ ー

ドに書 い て持 つて お き、あ って いれ
ば次 の もの を計 測 す る よ うにす る。

「テ ー プ もの さ しで どん な もの をは か
りま したか。J

「テー プ もの さ しと lmも の さ しを対
応 させ てみ よ う。 学 習 が 終 わ るか ら持 .

つて か たって いい よ」  
｀    ｀

「学 習感 想 を ワー ク シー トに書 きま し
よ う。 正 しい長 さを全 体絵 図 に書 き込
ん で色 を塗 りま しょ うJ

。ワー クシー トに記 入

Э評価

(ア )児童に よる自己評価
。身近なものを利用 して、

(イ )教 師の評価
。ある程度の量感 を持つ ユ

∋板書

予想 をたてて長 さを,測 定 した。

とができたか。

2根 拠 を持 つ て 、 予

想 をたて計灘 す る。

3本 時 の学 習 を振 り

返 る。
一　

）

教 師 の発 間 と児 童 の学習活 動 指 導 の留意 点

☆ 評 価 *援 助

・ 全 体 絵 図 の 提 示

。 予 想 す る時 は 、「～ の い

くつ ぶ ん く らい だ か ら

～ m」 と考 え る とよい こ

とを知 らせ る。
・ 3人 1組 の活 動 だ が、1

度 計 測 す れ ば い い こ と

にす る。
・ 正 解 値 が あ る こ と を先
｀

に し らせ る こ とで 正 し

く測 る意識 も育 て る。ま

た 、 5cmま で |ま 誤 差 が

あ つて も認 め る こ と と

す る。

☆ 自分 の体 な どを使 つて予

想 を立 て て い たか。
☆正 しく計 測 で きたか。
*予想 が 立 て られ な い児 童

に は 、 どん な根 拠 が あ りえ

るか話 す。

・ テ ー プ もの さ しだ け を使
用 す る こ,と で そ の使 いや す
さに きづ い て ほ しい。
・ テ ■ プ もの さ しで は 、 目

盛 り全 員 が cmご とにふ って
い た の で 、最 後 に物 差 しの

読 み 方 を復 習 した
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資料 3

・分析

毎授業前に行つた児童の様子の「予想」と、学習過程の様子とワークシー ト・宿題の

様子を加味して評定 1/た 「総合結果Jの状況を分析する。

予想 (人 )

児童名

1   2  3

総合結果 (人 )

児童名

1   2   3
分析

第 1

2時

17 7 3 18 9 ○ 3人でのグループ行動が多いため、友達に教えて

もらいながらできている部分もあり、一人ひと

りのみとりが難 しい。計測活動をして行く中で、

友達に教えてもらいながら、わかるようになっ

ている児童 Fぅ 。ぉ」もいた。児童 「け・て・

:ま」は友達のや り方をまねて学習時間はこなし

ていたが、やはり宿題ではできない部分があつ

た。

う

お

く

せ

の

は

ひ

け
　
い
」

て

う

お

く

け

こ

せ

な

の

は

第 3時 14 ７

し

す

て

な

の

は

ひ

６

う

お

く

け

こ

せ

16 ８

う

お

こ

す

て

に

の

は

3

く

|す

せ

数値換算は児童は意欲的にやつていた。なぜか

mm⇔ cmの 学習の時 より飲み込みが早かつた。

100cm=lmはわか りやすいのだろうか。新 し

いことを学習する時に常に戸惑 う児童 「く」は

やはり少々混乱気味だった。児童 「けJも Fょ

くわからないJと 口にしていたので、机間指導

の際に指導をした。

第 4時 23 4

く

け

せ

て

0 20 ５

く

け

こ

せ

の

１

な

欠

ち

lmテープものさし作 りは思つたよりも難 しか

つたようだ。 自分のつけた目盛 りの意味がわか

らなくなっていた児童 Fな」のことは全 く予想

外だったので、机間指導 しているときにも気付

かず、支援が学習時間内にできなかった。思い

込みによる児童の見落としがあることを痛感 じ

た。集中力がない児童「てJは作業がしんどそ

うだつた。しかし学習中に「1.Ocmご とに印を

つけるとわかりやすいJな どいい意見を言つた。

ノ9



予想 (人 )

児童名

1   2  3

総合結果 (人 )

児童名

1   2   3
分析

第 5時 16 Ｔ

，

お

く

こ

し

す

せ

て

な

ひ

1

け

14 減

う

く

け

こ

し

す

せ

て

な

の

は

ひ

0

欠

ち

実際に計測はできても、予想 と実測の違いが大

きい子が多い。ズレ6～ 8m(4人)4～ 5m(3
人)2～ 3m(8人 )lm程 度 (5人)予想 と

実際の違いがほとん どなかったのは 6人だつ

た。まだまだ児童にとって、身近なm以外の長

さについては漠然としてとらえきれていないこ

とがよく分かった。また、実際に計測 しても、

長い長さになると、はかり足しなどの際におぼ

つかなく、教室の長さの正解値を出したグルー

プは少なかった。測つているうちに、何回 lm
ものさしをつかったか忘れてしまい、 lm違い

の値を出すグループもあつた。

第 6時 16

い

う

さ

し

す

せ

ち

て

に

ね

11

あ

0 21 ６

あ

い

う

す

せ

は

0 前回の学習が身についたのか。予想 と実測の違

いがだいぶ縮まった。ズレ2m(6人 )lm程
度 (5人)5 0cm程度 (5人)予想と実際のちが

いがほとんどなかったのが 11人に増えた。

漠然とした予想の理由でも、本人の中にはきっ

と量感が育ってきたのだと思 う。

第 7

8時

18 ９

あ

い

う

お

く

け

こ

し

な

0 21 ５

あ

う

け

て

な

0

欠

そ

学習の最後になって、予想 と実際のズレがほと

んどなくなってきた。予想の理由も詳 しく書か

せたゆで、ズレが少なくなったのか。予想の際

には第 3時で計譲Jし た、自分の腕から腕までの

長さを基準に考えている子が多かった。

いまだにズレがあるのIま 、40～50cmのズレ (3

人)1職 のズレ (2人)だけだった。ズレlmの

児童 「あ 。たJは知識理解は非常に安定してい

る。知識と量感は比例して育つとは言えないよ

うだ。

成θ



C予想と結果の違い

予想よりよくできた 予想 より悪かった 予想と結果の

ずれ(合計)

1・

2時

2人

(て 。ひ )

4人

(け 。こ 。な 。の) 0人

３

時

6人

(う 。お・こ,

。し。な 。ひ)

1人

(に ) 7プ、

４

時

1人

(マ )

3人

(こ 。な 。の) 4人

う

時

露人

(お ら
:す )

2人

(は 。の ) 4人

６

時

G人

(き 。し。ち Oて 。に 。ね)

1人

(は ) 7人

7・

8露寺

1人

(し )

5人

(あ 。う。な
｀
す。な つて) 6人

登場

状況

う。歳ぉけ。こ。さ。し。ち・

で 。な 。|い ね 。ひ

予想より良かつた時にも悪かった時にも出てきた児童

う。け 。こ 。て 。な 。に(う 人)

予想よりよくできた時にだけ出てきた児童(6人 )

予想より悪かった時にだけ出てきた児童 (尋 人)

児童の学習状況を始めて予想する時には、まったくイメージがつかず、前単元での学

習刊達状況をもとに予想をしていた。毎鋼予想を立てるうちに、だんだんと学習時間内

の児童の様子を思い出して予想をたてられるようになってきたが、それでも学級全体の 2

割程度の児童の様子に誤差がでた。

児童の実態は予想を越えることはあるのが当然のことだとは うが、結果を分析 してい

ると、予想と結果がずれる児童が何人かに限られてしヽることがわかった。

児童 Fて」や Fな Jは、児童劣実態に私の予想がついていってぃなぃ状況なの浄通わか

つた。予想より良い事も悪い事もあった。児童 Fて Jに対 してはできないのではないか

と予想することが多く、児童 「なJに対 してはでき4のではないかと予想することが多

かった。

児童 「しJと FのJは対照鑢だ。児童 「しJは 3圃 F予想よりよかった」に登場 し、

児童 「鈴」は 3国 「予想よう悪かっプセlJをこ1登場 し
ソ
てFい る。これノは児童「しJIごL対 し

い
て∫、

私が児童の実態より児童の能力を低くみがちであること、児童 「教Jに対 して私が児童

仰実態より児童の能力を高くみがちであることな意味していると考える。

胚∫

あ 。う。け 。こ 0て 。な 。に ,O・ は



この結果から、児童の様子を予想するのはなかなか難 しいことがわかる。また、児童

鈴学習過程を記録 したり、学習過程での記録をとることの大切 さがわかった。漠然と持

つている自分のイメージがいかに曖昧なもので、そして特定の児童に対 しては実態を目

にしていても、それをつかみとれていないことがあることがわかった。

資料 4

2.テ ス トの分析

饉興型臨理い      観 i書薔与八1

聾 ()1■ あてはまる長さの

たんいをかきましょう。 ・bi`=

① はがきの よこ 10( )

② プールのたて 25( )

③ ノートのあつさ 3( )

③ なわとびのなわ 2( )

醒 回 :こ あてはまる数をか

③2乱 5雛=[IIコ楓

C)300m=E11lm

翻 長 tヽ ほ うに Oを つけ まし

…
饉  もの さ しの 左 の は しか ら

01010ま での長さは1そ れ
ぞれ どれだけてすか。  ・“=い

)

よつ。

C)11恥60orL   i06m
() ()

⑦ (

0(

)

/ )

⑫ (      )

寵|け ヽ`じぼんの よこの 長さを

はかったら・ :糧 の ものさし

で 2つもitん と,あ と70c71Lあ

…
。

けいしばんの よこの長さ:ま

なん驚なんmですか。また。

それは なんmですか。 キ・a4,

( )・ ( )颯

(    )crt

0 5鷺
()

498醐
()

あさらさん
」③

墓y  偽担……1,_∵ _::■ヽにし` ¬彎田圏圏駒齢F｀頭曖
『

……………………工‐・ヽ…………・:… ……
:

☆ 下の 花だんに たからも勢をかくしました。そのばしょは !

スタートかお右に 1脱 20臨 ,Tに 30雛 ひった ところ
です。たからものはア～シの うちの どこにありますか。

ヽ
(

9.長い 長きの たんい

設 間 問題内容 正解率

(°/o)

1-① 知識理解

長さの単位がわかる

100

一② 100

―③ 92

―④ 96

2-① 知識理解

cmと mの関係がわかる

100

―② 100

―③ 100

一④ 100

3-① 知識理解

長さの長短がわかる

100

一② 100

4-ア 表現処理

もの さしのめもりを読む

ことができる

100

一イ 92

― ウ 81

5 表現処理  測 った長 さを

読み取 り、cm・ mで表す

100

96

裏面

1-① 数学的な考え方

長さを cmを使つて表 し、

その長さを比較できる。

100

―① 100

―① 100

―② 96

―③ 96

群

¨
臨

＞

＞

＞

酪

―

威 2



児 童

点数

表   裏

(100)    (50)

誤答内容

あ 100 50

2 100 50

3 ン
フ 80 59 lmも のさしのよめない (イ )(ウ )

4 えヽ 100 50

5 お 100 50

6 力ゝ 100 50

7 き 98 50 ケア レス ミスで 2点減

8 く 100 50

9 け 100 50

10 100 50

11 さ 90 50 lmものさしよめない(ウ )

1麗 し 80 50  / lmも のさしよめない(イ )(ウ )

13 す 95 50 なわ とびのなわ 2(mm)→直径 とまちがえた らしい

14 せ 100 30 ②③間違え 話を聞いてみるとわかつていた。

15 そ 100 50

16 た 100 50

17 ち 100 50

18 つ 100 50

19 て 95 50 ノー トのあつさ3(cm)

20 と 100 59

盆1 な 85 50 ノー トのあつさ3(cm)、 lmも のさしよめない (ウ )

22 に 100 50

23 ぬ 90 50 lmも のさしよめない (ウ )

24 ね 100 50

25 鈴 100 50

兌6 まま 100 50

27 ひ 100 50

表 面

得′像 100 98 95 90 85 80

人数 19人 1人 2人 2人 1人 2人

裏面

50J像 26人 30ノ点 1人

ぶ



児童の

正答率変化

1

2

3

4

5

6

7

8

9

霧0

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

6月 9月 12量 今 回

児童え 1000/o 可8(1000/o) 13(1000/o)

き 19(9596)

さ 19(950/o)

そ

つ 17(940/o)

ぬ 18(10096) 17(94動6) 19(950/o)

ち 16(880/o)

た 17(9494) 16(880/o)

と 16(880/o)

す 93% 13(72%) 18(900/o)

か 100% 17(9尋0/o) 15(88%)

ね

ｒ
ｂ 15(330/o)

|こ 860/0 14(サフ幅)

あ 100% 17(94%) 1べ77%)

く 76% 13(7296) 12(ee96)

73% 11(3寸 %) 11(61%)

な 70% ∝50%) 10(55%) 18(9096)

お 80% 10(襲%) 9(50%)
もつ 53恥 101(55,4) 9(50り6) 18(900/o)

し 76% 12C66%) 7(3896) 18(9096)

せ 7潔. 書(義%) 6(33%) 13(909る )

て 80% 1(5%) 《22%) 19(950/o)

の 70% 19(鋳%)
′
4(2量犠6)

:ま 藝6%‐ 2(1霧 %) 3(13%)

ひ 73% 11く餞1%) 2(11%)

Iサ 60% 2(警 %) 1(3%)

(得点率 ) 正答数

(正答率 )

↑空欄は

20(100%)の者

Z亭



資料 5

アンケー ト分析

単元の学習が終了後、

述式でおこなった。 2

本単元の学習についてのアンケー トを行つた。アンケー トは記

7人回答。児童の意見は主なものをとりあげた。

アンケート

0はじめて長さはかせになろうの絵を見た時、どう思いましたか。

③ 長さはかせになれたと思いますか。

③長さの学じゅうは楽しかったですか。

⑤そのほか (ぃっもとくらべて・・・

(1)ア ンケー トからみる全体の様子

全体絵図を見たときに「うわ～楽 しそ うJと いう前向きな気持ちだけでなく、「全

部できるかな」という不安な気持ちが 2年生でも結構出てくるということが二番意外

な結果だつた。絵図をもつとかわいらしくするとか、絵図提示の際の教師の言葉がけ

でも、児童の心理は大きく変わると思 うので、今後改善してい |す ると思った。いろい

ろなことを実験的に学習時間内に書かせることが多かった。それが児童にとって大変

だつたと感 じるもとになつていると思 う。友達と力を合わせて活動している時間につ

いでの児童の評価は高いので、書かせる時間をもつと短縮 して、活動時間をもつと多

くとつてやると、児童にとってよリー層楽しぃ学習になると思つた。

∵うJ

②今日のもくひょうを書くことはどうでしたか。

。とくに楽しかつたことっとくにたいへんだったことなど。)

盆釘



○がんばろうとおもつた 5人

□ぴつくりした 5人

*たのしそうだなとおもつた 4人

△できるかどうか不安だった 12人
。その他 1人

全体絵図を見たときに不安になった児童がこんなにいたと、は思わなかった。私と

してはとても意外な結果が出た。「全部をはかれたら長さはかせになれるよJと 私が

言つたのがいけなかったのかもしれない。絵図を見て見通しを持ったり、色を塗つ

て楽しそうにしていたのは、学習中に児童の姿としてみてきたことなので、導入の

言葉がけを正夫すればよかった。

○ これをぜんボやるのか、がんばるぞ l

O長さはかせになりたいと思いました (2人 )

△ むずかしいな～とおもいました。(2人 )

△ すごく大きかったので「うわっできるかな」と思いました

△ どれをはかるのかなと思いました。

△ こんなにいつぱいやるんだと思いました

△正しくはかれるかなあ。

△ こんなのぜんぶはかれるのとおもつた

△ なにをするのかちょっとどきどきした。

△ むずかしそうだな～できるかな～。

△ うわ～むずかしそうだな～…でもたのしいかな～と思いました(2人 )

△ なにをするのかわからなかったけど、よくわからてきました

□2-2のみんなでこんなものもはかれるんだなあと思いました。

□びつくりした

□ うわ～こんなにやるんだ―と思いました。

*色ぬれるかなと思つてわくわくしました

*たのしそうだな…がんばろう !

・自分の頭がわるいからべんきょうとくいになるかな―とおもいました。

今日のも≪ひょうを書くことはどう

○がんばろうと思つた 6人

回おもしろかった 8人

△書くのがむずかしかった 9人

。その他 4人

今 日の目標は、なかなか 2年生にはむずかしかったと思 う。学習の申身が、計

ユ6

① はじめて長さはかせにな



測というひとつの活動に限られているので毎園「正しくはかるJ「予想 とずれない

ようにする」などの似たような目標になりかねない。考の上、児童自身も書くこ

とがむずかしいと思つていたようなので、2年生にはまだ早かつたかもしれない。

今回はアンケー ト項 目に入れなかったが次時の目標を書かせた事も、2年生には早

かつたかもしれない。または、慣れればそ うでもないのか。

○今 日のもくひょうをかくことは、楽 しくていいな～と思いました。

○今 日のもくひょうを書くときぜったい l cmも ずれずにはかりたいと思った

○ 今 日はこれをがんばるぞとよく書くからきあいがでてきました。

○今 日もがんばるぞ～と思いながら書いた。

△なんて書けばいいのかな。

△ なにをかく
|か

わからなかった。

△ すごく書くことがいっぱいあって、ぃっぱいなやんだ。(2人 )

△ いつもおろおろしてわかりませんでした

△ いつぱいなやんだけどできた

△いつもいつももくひょうを考えるのがたいへんだった

。 はつきり書こうとおもつた。

・ アイディアが うかびやすくてや りやすかった

・ さいしょはめんどいと思つたけど、あとから、先生に見せるだけで手紙みたい

だな～と思いました。

・ はじめてだったからびっくりしました

量事はかせになれたと思いますか。

○なれた 21人

△なれなかった 6人

何度もやらているうちに、測ることになれてきたり、予想と実際が近くなってき

たことを児童自身も感 じたようだ。「なれなかった」に回答 した児童は、なぜか能

力的に高い児童が 4人もいた。それだけ自分に厳 しいのか、はかせというものを高

く考えているのだろうか。

①3人で力を合わせてながさをはかってせいかいのながさを出せたから。

○ 紙テープで lmも のさしを作つたから。

○ 楽 しくはかっていたから

○ もうこれでなんかいもやっているからできた

○ なにをよそ うしてもじっさいと同じくらいだからなれた

○ たのしくてたのしくてながさくんとともだちになれたような気がします

△ まだ半人前かな ?

△ ひとりじゃどうゅうところでおわりにするかがわからないからです

威γ



△ はかせははかるのが 1ぱつではかれないとだめだから

△ よそうとかかなりちがっていてちがぃが大きくなることがほとんどだから。

△ 書くときいつも何cmかをすぐわすれるからです

△ はかるときけっこうまちがえていたから

長さの学しゅうは楽しかったですか。

楽 しかった  27
これは学習をしていて、児童の様子からわかっていたので、よかったと思 う。活

動が多いので、楽しく学習できていたと思 う。

○楽しかったけど長さをぴったり出すとい うのがむずかしかったです。

01mも のさしを作つたから楽しかつたです。

○ テープものさし作 りがけっこうたのしかったです。メー トルもわかってよかっ    v
た。

○ こんどの算数はあそがながらぃろいろな長さがはかれたから。

○いつもの算数よりたのしかった 11人

△ 大変だった 11人

・その他 3人

算数の学習はいままで、個人的な学習か全体での学習に限られた授業をしてい

たので、3人で一緒に活動 して学習するということがとても楽しかったようだ。友

達と力を合わせてひとつの答えを求めていくことが、こんなに児童から自然 とあ

がつてくるとは思わなかった。友達と力をあわせることのよさを児童は自ず と知

つているのかもしれない。

難 しかったのは、正確に測ることと、予想をすることのようだ。 どちらもこの単

元での重要な学習項目なので、それに向けてみんな苦労 してがんばったとい うこ

とだろう。

○楽しかったことは、みんなで力を合わせ られたこと。

① 3人で力を合わせてはかるとぃぅのがたのしかったです。また何かをこの 3人
ではかりたいなと思いました。

○ この長さはかせをやったら、5c mのかんかくとかがわかった。3人でやるとに

ぎやかでたのしからた |

○ グループの人と力をあわせたりできたから。

○ グルァプで力を合わせたから楽 しかった

○ オリジナルものさしではかってみたからたのしかった。またや りたいです。

露ン



○ いつもの算数よりおもしろくてけつこう長さのことを学べられたと思う。また

やりたい。

△よそうをするのに、どれくらいかな～と思うところがたいへんだった。

△ いつもの算数とくらべてよそうがあつたからたいへんでした。でも一回あつて

いたのでうれしかったです。

△ かいだんのよこをはかる時にでこばこしているところがあったから少しはか

りにくかったです。

△ かいだんのよこがはかってみたらつかれました。(2人 )

△ もののはじっこをぴつたしにあわすのがたいへんでした

△ 長さをはかるときになんどもずれたからたいへんだった

△ ちゃんとずれないようにするのがたいへんでした。またやりたいです。

△ さいしょの ドアがむずかしかったです

△ 長いものをはかるとき長いのでたいへんだった。

△ よそうのりゆうを書くのがたいへんだった

。 前なにかをはかった時とくらべてすごくできたと思う

・ よぐうのりゆうとか思いつかないことがあつたりしてちょっとたいへんだっ

たけど、ながさはかせになれたとおもうからうれしいです。

・ ものさしをつくるとき、なんかいも消しゴムでけしたけど、さいご!ま ちゃんと

できた。

2?



(2)任意抽出によるアンケー ト分析

①はじめて長さ:まかせになるうの絵を見た時、どう思いましため、

0そのほか(ひっもとくらべて・・・。と性曇しめったこともとS:こたしヽ だヽつたことなこ )

りはじめて長さはかせになろうの絵を見た時、どう思ぃました力、

○今潟のもくひょぅを書くこと|ま どぅでしため、

・
整甕匿匡聴

なその導|また`れるた

聾霊整霞
｀
[ご お崇

③髭さはかせになれたと思ぃます浄ゝ

児童 「つ」

学力があり、本単元でも学習内容

をしつか りとつかむ事ができた。

特に量感が育つていた。   、

予想や量感をしつか りと身にう

けていたことは本人 もわかつて

いたようだ。とても前向きな回答

だ。それでも、最初は全体絵図の

大きさに驚いている様子が伺え

た。

児童 「かJ

学力が高く、意欲的。教師が指導

したことをすぐに受け止め、実行

する力を持つ。今回の学習では、

グループの友達に教えている姿

が度々見られた。

今日の目標を書くときも、「よ～

し今日はなんて書こうかな」と意

欲的だづた。友達の意見も意識 し

て学習感想を書こうと心がけて

いた。      r

②今日のもくひょぅを書くことはどうでしたか。

③ 長さはかせになれたと思います力、
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児童 「な」

lmテニプものさし作 りで間違え

ていた児童。やや集中力に欠ける

のか、話を聞いていないためのミ

スや思い込みによるミスはこれ′ま

での学習でも見られた。テープも

のさし作 りが大変だったのは本人

も感 じているようだ。 しかしそれ

以降の学習活動で自信をもつ:た よ

うだ。

児童 「はJ

レディネステス トでだいぶ長さの

ことを忘れているのがわかつてい

たので、1指導の際にも気を付けて

いた。最初に絵図をみた感想は量

が多い=マイナスイメージに働い

ていたかもしれない。この児童は、

算数に限らず初めてのことを理解

するのに時間がかかる。今回は何

度も似たような問題を宿題に出し

たり、学習内容も計測活動を何度

もやるものだつたので、安心感が

あつたことが伺える。

②今日のもくひょうを書くことはどうでしたか。
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④長さの学しゅうは楽し力ったですか。

∝ の|まか (ぃっもとくらべて ・̈。とくに楽しかったこと。とくにないへんだったことな4)

２
７

①はじめて長さはかせになろうの絵を見た時、どう思いましたか.

②今日のもくひょうを書くことはどうでしたヵ、

、ヽ・ポ 〕ヽサi静 ヽマ ロゴび項

③ 長さはかせになれたと思います力、

①はじめて長さ1勧 せヽになろうの絵を見た時、どう思いましたか。
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障 爆:

O fr 3o+ t+'i tt* LD'at tfi'.

聖出tψ ハヽθ
0そのほか(ι てもとくらべて0,・。とくに楽し力ったことぅとくに,い ↓ヽだつたことなど。)

ルθヽとつI了葛

① はじめて長さはかせになろうの絵を見た時、どう思いましたか.

③長さはかせになれたと思いますか。

∝ のほかくいつもとくらべて・・・。とくに楽し力つた裁、とくにたいへんだったことなど。)

の

レ
②今日 もくひょうを書くことはどうでしたか。

③長さはかせになれたと思いますか。

智4摯 Yttι′よt
①長さの学しゅうは楽し力つたです0、

ηι夕気も1仁 セ|ォィ

児童 「う」

この児童 もレデイネステス トの結

果から、学習内容の理解に不安がも

たれていた。この児童は、いつもわ

からないととまって一人で悩んで

いるタイプなので、友達と一緒に学

ぶ中で、自分の知識がついてきたの

ではないか。絵図を最初に見たとき

には、やはり不安感から「むずかし

いな～Jと 思つていたのがわかる。

友達と一緒の学習だつたので楽 し

からたと思えたのがよかつた。

児童 「て J

量の保存性が十分に持てていない

ことが、レディネステス トの後個別

指導によりわかつた。絵図を見たと

きに、この児童の場合は「べんきょ

うとくいになるかな」'と 期待感を持

つた感想になつている。「はかせに

なる」としへう言葉が、そのような期

待を持たせたのか。期待感が持続 し

たのか、学習感想も楽しかつたとな

,つ ている。学習の最後にながさはか

せの認定証をもらつたときには満

面の笑みを浮かべていた。

②今日のもくひょうを書くことはどうでしたか。
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①はじめて長さはかせになろうの絵を見た時、どう思いましたか。
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東村山市教育委員会研究奨励校 ‐‐

東村山市立東村山第||口1申
‐
学校

1癬



子 どもたちを取 り巻 く「環境」の急速な変

化の中にあって、地域 との連携を主題 とした東村山第

四中学校の取組は、大変意義深い「挑戦」です。「地域の子 どもは地域で

育てる」ことを原点とした本研究は、今日の時代に求められる学校が地域とともに歩むための在 り方に

ついて大切な示唆を与えるものと確信しております。

東本寸山市教育委員会 教育長 小 町 征 弘

四1申■|■■||■■■‐■
‐ ‐

|ボランテ|イア|テ イ■チ十一‐

||(教育
‐
楽1青|=||‐業

=|‐

十サポートティーチャー有志・保護者)

.壕
1業||(家庭科■体1育■音楽 数学 英語)

|そ|の他■保健‐室■特別支援

四中生には青少対のいろいろな活動に参加して大活躍してもらって

います。そして中学生の優しさをや頼もしさをたくさん見させてい

ただいています。このような活動を通して青少年の健全育成に少

しでも役立てれば幸いです。そして地域を担う人材育成の手助け

になれば良いです。私たち大人が、地域の子どもたちを温かく包

む「ネットワーク」をしっかり作っていきましょう。

青少年対策第四地区委員会 委員長 田 口 京 子

多くの中学生が地域活動に積極的に参加してくれるようになりまし

た。特に四中では生徒のボランティアサークルがとても活発です。こ

のような活動をボランティアセンターは積極的に応援したいと思ってい

ます。そして市内小中高校生のボランティア活動の輪が広まれば、こんな

にうれしいことはありません。

東本寸山ボランティアセンター センター長 下 村 君 夫

冒賣     レ協針
:児童委員協1議会・保護司・四中PttA・ 東村山ボランティアセンター・その他

四中を母体として地域の子どもの受け皿作 りに関わらせてもらってきました。地域が中学生を受けと

めて中学生の活躍の場がたくさんできるとよいです。地域に認められ自信を持ってくれる中学生が増え

てとても喜んでいます。大人たちが「地域の子」をしっかり育む責任をこれからも果たしていきたいと

思っています。

四中ホリデーネットワーク会長 小 山 利加子

鑢鶉炒轟

ッ鱚辟■

眈魃魃



学校が発信する「地域で育つ親と子」を目指

した本研究の試みは、新 しい学校づ くり、新 しい学校

運営を標榜 したものであります。今、子 どもや青少年の健全なる育成には、

一つ鰤学校、個々の家庭、孤立した地域で対処するよりも、大 きな地域空間を一つにして、ともに共有

し、そこで様々な人材を活かし、子 どもも親も、大人も教師も、お互いに協力 し合って、温かい思いや

蝙つある家庭や学校を作ろうというものです。そしてこの取り組みを通して、崩壊しつつある地域

コミュニケーションを復活させ、地域の活性化へと結びつける一つの挑戦です。

東本寸山第四中学校 校長 村  上    浩

ガーディアンエンジェルス

救急災害ボランティア

東村山消防署

ふるさと歴史館

第三保育園

東京女子体育大学
つばさの会

(総合学習)    ●‐■

(総合学習 他)   ●‐■

(総合学習 他)  ● |

(社会科)     .||
(家庭科)     .■ ‐

(体 育)    ●■‐

(吹奏楽部運営 部活支援)

楽しく充実しそして風通しの良いPTA活動が私たちの願いです。

四中で先生方と下緒にいろいろな活動を通して、学校の垣根がど

んどん低 くなっていく手応えを感じています。これからも学校・

地域と手を携えて心優 しい子どもたちを育んでいけたらすばらし

いです。

新 寸山四中PttA会長 吉 田 と し子―フテ
ネット

役員会 (行事支援その他)

サークル (図書室整美)0
・フラワーサークル

地域部 (CSN4主催)

(花壇整美)・ 図書
。その他

奎
奎

褻

―
― ― ― ― ‐

四中PttA地域部・青少対地域部・廻田派出所・化成小PttA・ 回田小門「A

=≡
小=北山小・第三保育園・ふるさと歴史館・回田図書館・北山児童館 :北山学菫クラブ■読売新聞1販売店

地域の1安全がゆらいできた時代になって、このようなセーフティーネットの必要性がますます高くなっ

ていますI PTAが最も力を入れてやらねばならない動きに関われたことに喜びを感じています。「地域の

安全|よ私たちで守る_ という気持ちを多くの人たちと共有して実際の行動に活かしていきたいと思って

しヽますこ

第四地区セーフティーネット代表 孝  橋  さ え子

熙



西

晰 屁耗魏夕木珀霰仄瘍ざ繹絣鰈蝙膵鶉雖輻褥渕瞼蝙鑽鍮録眸托晰蝙灯』 ～地域で育む子どもたち～

現状では学校の閉鎖性や、地域の人々の学校教育に対する理解が不十分なため、スムースな連携がなかなか進んでいない。それ
故子ども達が社会にたくましく生きる力を育むために、地域が一体となって教育に取り組み、その中核に教育の専門機関として学
校の積極的な役割が求められている。このため本校では次のような「研究のねらい」もって進めるc

①学校 0家庭・地域の一体的な「教育ネットヮーク」を作り上げ、『地域で共に育つ親と子」の実現を目指すЭ
②「地域教育ネットヮーク」における学校の機能と役割を、実践的且つ実証的に研究するc

「学校・家庭 0地域」三者の連携のもとに進める。母体は以下の通 りとするc

O学校  研修部 地域活動部

・ 家庭  PTA
・ 地域  四中ホリデーネットヮーク  第四地区セーフティーネット

青少年対策第四地区委員会

中学校区を中心とした総合的な「地域教育ネットヮーク」を形成する。

平成17年度末にその成果をまとめ研究の報告をする。

〈具体的視点として〉

学校を中心に、保護者や地域の人々の共通の願いに立った連携の場面を数多 く作る。
(各年次の取組み〉

平成16年度

・ 各教科領域その他、様々な分野で本校が実践してきた地域連携活動をさらに発展させ継続的に実践する。
・ 学校 0家庭 0地域合同の体市Uの もとに、それぞれの実践を系統的・総合的に研究し、その成果と課題を検証する。
・ 中間総括を行い、その成果と課題を明確にして、次年度へ発展させる内容とする。

平成17年度

・ 前年度の成果の上に連携諸活動の深化発展を図る。

・ 連携を組織的継続的に推進するための学校内外の条件を整える。

・ 「地域教育ネットヮーク」を、地域の大人たちが一体となって子どもの教育にあたる教育システムとして位置づける。

Э学校が「開かれた学校」として、地域社会に積極的な機能と役割を持つ。そのことにより家庭や地域社会で、新しい子育て教育
支援が期待出来る。

Э子ども達は、生活に必要な基礎基本を習得し、豊かな心の発達や社会でたくましく生きる力を養うことができる。
Э子どもに関わる大人達も、地域に目を向け、地域の一員としての自覚や行動が強まる。
EI学校を中核とした「"地域で育つ親と子"の地域教育ネットヮーク」が確立する。

～研究を推進し協力する機関あるいは団体～

研究組織図
HNW 四中ホリデーネットワーク
CSN4 第四地区セーフティーネット

摘域活季壽
:

・し

ｈ

Ｆ

平成16年度 017年度

争 業 篭 錠 勢学奎   |  |1    攣言ニ
ー
摯 : 響W‡ 三191｀4■言|'||19・l:

71



～連携の様子～

1,学 校 ～学校への支援と連携～

露 子二

家薩群  等三保育園との交流

体育科  学生ボランティアの導入

数学科  地域有識者との連携授業

社会群  ふるさと歴史館との連携 (下宅部遺跡)

東村山税務署との連携 (税の学習)

.亀‐     |
:い ∴ちと“亡いの学習  (健康学習)

性教育  健康学習

:生 き言学習

職培体験を中心とした進路学習  2日 間の職業体験

:ニ トレレジ学習 (各学年)

ボテレ子メア学習 (102年) ガーディアンエンジェルスとの連携

町■安全学習  (1・ 2年)警 察・消防・災害時支援ボランティアとの連携
1僣 ,耐|

‖、権学督 福祉体験学習 アイマスク体験 東村山ボランティアセンターの支援

蚊奏業部 つばさの会 (保護者 0地域の運営組織)と 学校 との連携

2,憲 庭 ～学校を支え充実するPttA活動～

=~ム :=理

「
・ 掟肩E「A活動の推進調整

・ 学梗行事支援 1運動会・合唱コンクール・学習発表会・卒業式 0入学式・その他)

・ 警 警   1教 育懇談会・探検ツアーなどPTA主催行事の企画運営)

買“色J  _I報 部〉 α鱗轄F〉  〈フラワーサークル〉 〈図書サークル〉

3 地 域 ～学校を囲む地域の輸～

す
=デースタ フヽーク (HNW)〉

憶≡
「

`受 :ネ 皿 ボランティアや地域スポーツ活動への

生健 ・張護者の呼び込み。(地域で育つ親と子)の実現

AET授 業への学生ボランティアの導入

地域専門家及び地域内高校との交流

地域専門家との交流   「光のアー ト」倉1作活動

学校が持つ人材や教育資源を地域に積

極的に活かすことも、これからの生涯学

習社会にあって学校の重要な役割である。

①教師が地域に開く「教養講座」

校長先生をはじめとした教師が地域に

開く勉強会。

②学校を知つてもらう「学校探検ツアー」

学校公開日などに教師がツアーコンダ

クターとなって、楽しく学校を案内す

る。多 くの機会をとらえて保護者に学

校に来てもらう。

③生徒を地域に送り出す「ホリデーネッ

トワーク」を支援

④地域の安全を守る「第四地区セーフテ

ィーネット」

実け,障 茄

饒
廻田交番

語

楽

術

英

音

美

駆はN

一
劇
鸞
側
緩
一劉
櫂
拙

地
域
で
育
つ
親
と
子

地
域
で
守
る

=斌
責圭ス ィ 丁ヽ一ク (CSN4)〉

・ 」畦Jほ遷彗防犯活動のネットワーク化

・ 地域請
=体

の連携

PTA地域部・青少対地域部・民生

ほ董委員 ‐保護司・警察・学区内事

業所などつ連携

・ 澄贄ハ痙

定彊会 ・地区懇議会・

演会・七-7テ イー ネ

島運行 ‐その鰹

茉村山市毅議馨義■ 第四地区セーフティーネット

・スーバー

ガソリンスタンド

新聞販売店

その他

:   1111:::|

地域巡回

ノ`トパ ト

子
ど
も
の
安
全

一事
一業
一所

一カ

警察

8研 究D対象となう圭屹己
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1魃籍
学生ボランテイアの導入

平成15年度体育科で地域大学生を授業ボランティアとして受け入れ、それ以降教育実習を終了した学生を中心に、さ

らに東村山市サポー トテイーチヤー制度を活かして、多 くの学生ボランティアを受け入れてきた。学校にとっては授業

の活性化、教師志望の学生にとってはインターシップの機会として大きな成果を挙げている。

鸞蓉蛉彦躁謳鞣饉必晰1顆1参 |ど
―IT嶽

6名 .(体1育■家庭■英語■数1学■学級孵 そ|の
1他
■‐保健1寧

=‐

援)

地域人材の導入

東村山市では課外部活動指導補助員制度がある。さらに学校に目

を向けてくれている多 くの人材に着目しこれらの人々に声をかけ、

その力を発揮してもらっている。

了蓼穐1聰|1壌‐彦‐鑢1鰺■瞼晰冬黎1鸞鱚芍

家庭科調1理1実習

音楽■|■ |‐■■

数学■‐|■■■■

吹奏楽部支援■

ふるさと歴史饉この選艤
～靱務軋咆ン

『

醸鑽蛛魏鶉聰隋魏丁樺

東村山市には旧石器時代から中世までの遺跡が数多 く残っており、本校の学区はそのほとんどの場所が遺跡と

なっている。中でも本校から徒歩 5分の下宅部遺跡は、川跡や水場遺構・池状遺構が発見され、通常の遺跡では

残 りづらい木製品や、動物の骨、種子などが多量に出土しており、当時の自然環境も復元可能な貴重な遺跡とさ

れている。

「下宅部遺跡はっけんのもりを

育てる会」という組織として管

理 0運営を行っている。整備作

業の際に本校生徒がボランティ

アとして関わることがきっかけ

となり、自分たちの手で地元の

遺跡を大切に守 り育ててゆくこ

とと教科書ではほんの僅かしか

扱わない古代史・考古学に対し

ての興味、関心を育てることを

目的として、ふるさと歴史館 と

の連携が始まった。



こ威獅 1
礫肛薇珍飩魃饂痣鱚

つ鐙茫笙驀聰詭膵勒躁魏黎贅螂っ

平成14年  隣接する市立第三保育園の全面改修工事による本校ヘー時移転によって、連携授業が始まった。「保育園の
先生の話を聞く会」及び園児との交流授業等、3年生中心に行っている。地域の保育園と連携することで「幼児期の重要
性」子育ての大変さ」「多 くの人たちが自分の成長に関わってくれている」ことを知 り、人と関わることの心地よさや大
切さを感じ取って欲しいと願っている。

瘍巡颯鯰誂瘍屁絋慮

①好ましい人間関係信頼関係を作る…教師と保育園の先生方が仲良くなること
②一緒に授業を作る………………………ぉ互いがメリットになる連携の工夫
③事前打ち合わせを充実させる………ねらいを明確にK無理のない計画を立てる

●3年生授業瘍饒魃

9月 保育士による特別授業

11月 第三保育園を訪問して (園児との交流)

2月 交流会 (和太鼓の演奏やゲーム)

●まとめ

園児も中学生も「人と人とのふれあいの心地よさ」を学んだ。自分自身の成長
に関わってくれた人たちへの感謝の気持ちと、家族の関係をより良いものにして
いこうとする意識を高めることが出来た。

学校からの発信と瞳輔貢献
学校の教育資源を地域に活かすことも学校の重要な役割である。

学校からの積極的な発信と地域貢献の姿勢が、学校への信頼と共感
を増幅させ、

~閉
鎖的」といわれる学校の垣根を取り払う。

〈発信〉

:こ 教師が地域に開く「教養講座」

学校長を1ま しめとする教師が地域に開く勉強会。夏休みなど教
師もゆった l〕 と保護者や地域の人たちに語りかける。教師の多彩
な教養 :が発揮されて保護者と教師の楽しい交流の時間となる。

②学校を知ってもらう「学校探検ツアー」

学校公開日などに教師がッアーコンダクターとなって楽しく学
校案内をするこ多くの機会に保護者に学校に来てもらう。子ども
や、教える教師の姿を身近なものにして学校理解と信頼の絆が生
まれる。

≪隧褥冬魏≫

③生徒を地域ボランティア活動に送り出す「ホリデーネットワーク」
を支援

④地域の安全を守る「第四地区セーフティーネット」を支援

校長先生の教養講座

ドを持って校内探検ツアー
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ガーデイアンエンジェJレスに
学ぶ「ボランティア剛

レス暴行死事故」の祈念行事で講演していただいたNPO
ンジェルスとの連携で、「ボランティア活動の真髄」を学

市内で発生した「ホーム

法人日本ガーディアン・エ

ぶ連携授業が始まった。

01等盤 テーマ 計ガー‐‐ディアンxアジ五ルス:曇響痣ζぶランディア通聾
ボランティアは実は自分のため、地域を見ることは自分自身を見つめることで
ある。

②鰤筆鰹 静―マ 野瞳鐵膨攣仁:ボランディア選聾

学区域内危険箇所調査。「地域と自分にできることは」を考える。

H15ロフ

H16.7
H17.3
H18.2

「東村山市ホームレス暴行死事故」祈念講演
テーマ「地域を見つめて できることから始めよう」
1年総合 講演と交流

テーマ 「ガーディアンエンジェルスに学ぶボランティア道」
2年総合「地域安全点検」危険箇所調べと地域美化活動
1年総合 講演と交流

1年総合 講演と交流

:

東村曲消防署・災 時支援ボランティア書

との連携による「サバイバル訓練」

H15.2

大地震のまさかに備え「自分や大切な人の命が守れますか?」 とのテーマで、自

分の ためだけでなく、まわりの人たちの役に立つことを目指した学習が始まった。

≪務由瘍熾鞣≫

H16.5 ホリデーネットワーク主催による「サバイバル訓練」

①アルミ缶と害」りばしで “おいしいご飯炊きに挑戦!"

②怪我などの応急救護副|1練

*NHK「 ご近所の底力」の取材を受け全国放送で東村山市の

先進的な取り組みとして紹介された

H16.9 2学年総合

「サバイバル学習」地震体験 。応急救護訓練・アルミ缶と割りばしでご飯炊

き拶

`戦

!

H17.12 ホリデーネットワーク主催による「サバイバル訓練Ⅱ」実施

‐総合的な■
学習の1時間

蠅齢静ぎで東輔自奪が選介されます



饉

東村山市が取 り組んでいる

上げ「いのちヒ″直、の道徳授業」

「いのちとこころの教育Jの趣旨を活かし、

を全校一斉で実施してきた。

勁
牡
］

Fし のヽちとJふの教育亜

本校では地域の方々を招き、身近な題材を採 り

瞬 薩 [テ ーマ  「 長 崎 幼 児 殺 人 事 件 」 に つ い て 考 え よ う

|こ 起こった中学生による幼児殺人事件を題材 として、生徒・保護者・地

師の立場のいろいろな考えを発表してもらい考えた。

f転 …ン  `J 、

1事件乃概要学習  ②アンケート「自分の考えをまとめよう」

:。 ‐ろtヽ ろな人の意見を聞こう
'ii tデ ィスカッション 校長・PTA会長・青少対代表・生徒代表)

÷菫争D考えをどのように変わっただろうか

鴨珈 師薩[テーマ 映画「ユッコの贈りもり」から、しヽのちの尊さを考える
鰤年前|こ 白血病で13年のいのちを閉じた、当時、東村山四中2年生だった鹿村由紀子さんが残してくれた「いのちと心

⊃バーセージ_を教材に、いのちの尊さと家族の大切さについて由紀子さんのご両親とともに考えた。

残 Ctr
卜を用いて「いのち」を考える 一―各クラス

ソコの贈りものJ鑑賞      各学年

慌護者・地域対象の映画会 (3回実施)一――保護者・地域

琵Ⅲr由紀子さんのご両親のお話を聞く 一――全校

感態をまとめる (ア ンケー ト)一――――――全学級

を克眠して明るくがんばる方々の生き方に触れて豊かな心や思いやりを育む。

駐 ダ́ ヤンケート (学習前後に実施)

講演会
~視

覚障害を持った方のお話を聞く」
~,マ T‐ 1=註

学習 *東村山ボランティアセンター及び市内ボランティア団体の協力

●

腐

疑

曖

（１
一
２

３
）

●

7年度 テーマ 「思いやりの心を育鶴う轟

一叡　一族
（ば一
純押
（∵

3三二

「思いやり』アンケー ト集計結果 (一部のみ)

2,「ありがとう」や「こめんなさい」が素直に言えますか。

0%    2Cラ ′:    二EF.:    ぅこ;ィ    80%    100%

3日 友達を大切にしていますか。

0%    20%    40%    60%

学習前   186人 (42%:

II
学習後

1=二嘉=.251‐▲壺姿:

80% 100%

靡 :霙轟盤誇G%227人 (51%)   31人 (7%)

IttT理 華
159人 (37%) 20人 (5%)

学習前

いいえ

つり饂盗 参鶯隋螂囃鍮骰笏饒暉蛯鼈…

道徳
1授業

|

|

|・

149人 (30%)19人 (4%)
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PTAは学校を応援する3年間の期間限定のボランティアです。子ども

の勉強を応援するために、そして親自身の充実も目指して活発な活動を

行っています。

◎務軋褥袂γ瘍踪矮鰺鰊心な熔

運動会・合唱コンクール・学習発表会・PTA作品展示・ 卒業式・入学式

その他 (市内PTA等 との連携・PTA運営委員会 (毎月)の主催・イベン

の企画など)

◎楊W覺薇珈瘍鱚餡
文化部 制服リサイクル・学校探検ツアー・先生の話を聞く会 (養護教諭やSC)

救急救命講座 0東村山西高村のお琴を聞く会

広報部 広報「いちょうJ発行年 2回

地域部 第四地区セーフティーネットを主催

学年部 各学年行事

③輻鏃饂炒悽八時瑯鮨
今回の研究発表では、PTAの活動を紀要に盛り込ませていただきました。

発表会当日には、運営スタッフとして多数のPTA関係者が参加します。さ

らに、学校正門にはPTA地域部が運行する「セーフティーネットパ トカー」

がお客様をお出迎えし、受付ではPTAフ ラワーサークルと図書サークルが、

歓迎の気持ちを込めて手作 りの「お花」と「しおり」を差し上げます。

平成15年 度に専任顧問不在となり廃部の方向となるが、生徒・保護者の強い要望によって、保護者・地域の

方々が中心となって運営組織「つばさの会」が発足。部活動運営面と生徒管理面で、学校と共に責任を分担して

吹奏楽部を存続することとする。

1 運営の形態

し

合唱コンクールサポーター (PttA役員)

学校探検ツアー (文イヒ部)

①輪ぱ宙靱会蜀捜財

部活動運営の全般を担当する。

練習管理 生徒管理 (日 常管理 引率等)対 外活動の調整

楽器管理 (修理・補充)指 導者補充管理 予算関係

②楊横瘍役勒

教室及び施設備品の使用許可 予算配当 学校内外関係者との連絡調整

他部活動と同等の位置づけで活動を保証する。

管理顧間を配置 (部活指導や運営に直接関わる必要はない)

地域のイベン トで大活躍
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二
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西 鶉写髯

「生徒の′とヽを和やかに二「トイレに花を !」 との思いからスタートしたサークルの我が10年以上も続いています。
その輸は、手洗い場の花へ、校庭の花壇の整備へ、懇談会へ、美化委員会との連携などへと広がっています。
花の活動を通しての仲間作り。先生方等との触れ合い、学校との共感の輪が大きくなっています。

春尋婁崚
える。

お花で心にうるおいを !

』はR舅彫維なふ討∫
こ
愧 iゝ:lI『総

‐クルの仲間‐は集まり草取りι雑草
を抜きながら汗びうしよりで楽し
いおしやべりにも花が咲くё

花いっぱいの花壇、そこには、

くさんの思いが・……

鰈 遭層通
｀
感:饗兵∫

ジーは、季節を問わず大活躍 !

ノースポー膨・ビォラも花壇をにぎわす。

春のために、チューリップ 0水仙・ムスカ
リの球根を植えつける。

新入生、進級 した 2

りどりの花が迎

檸ま,鰤:‐二9奪舞:責す
リー■llカーヽ登1場 1

かわ|ヽ |ヽ |ツ |り ■|に目|を 1細‐める1生1徒
|の 1姿

がうれしくて|1集い●腕|を振るう:

本の大好きな子たちに
四中に1ま 生徒会委員会活動の一つとして図書委員会がありますが、いまだ専門の司書の先生がいないため、図書委員さ

ん|二 よる図書館の開館や整備面などで、どうしても手が行き届かない点がありました。そのような部分をPTAの有志で
手伝えたらという趣旨から発足したのがこの活動です。

=書
菫雷錠の手伝い 図 書や員会,議颯瘍蠅動)

二載モ計―の手伝い (図書委員会瀧笏聰晰動)

東可二可立図書館司書の方々を握りで攣習会

壬画書CI発美と整理

E 
…
見二し坂二の作成・整備

E=書
=環

境整備
●壁や界のベンキ塗りを市に要請(塗り替え実現)・準備室の整備 ・ カーテンの整備

2 活動∽様子

[要か晉II三菱として (学校管理下》
中管理顧問 1教師)の管理下で活動する。
“勉の部活動と同様に学校予算の配当を受ける。
・外部指導者による指導 (つ ばさの会による雇用及び管理)。

保護者サーポーターと外部指導者によって日常的な部活動を行う。
管理顧問 ‐教師)は管理責任を持つ。

2地域型クラブとして (学校管理外)

・保護者地域の責任のもとにクラブ運営に当たる。
・主として休日練習及び地域の活動(大会など)へ参加する。
・例えば学校顧間不在でも活動できる。
・保護者全員加入の運営組織「つばさの会」で役割分担をし
て運営に当たる.

・「つばさの会運営費」を徴収して独自に楽器購入や活動費
に当てるc

・子ども管理及び外部指導者との調整に当たる。
つばさの会打ち合わせ
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四中ホリデーネットワーク (HNW)
学校週 5日 制の主旨は、学校に偏りがちだった生徒の生活を、家庭や地域に戻すことにあります。しかし現状は、家族

のふれあいや地域の人々との関わりは薄くなりがちです。そこで今、中学生が無理なく保護者や地域の人々と共に過ごせ
る地域教育ネットヮーク作りへの期待が高まっています。この四中学校区でも大人も子どもも一緒になって活動できる場
を多く作っていく必要があります。このような地域の人々のつながりとその活動を「四中ホリデーネットヮーク」(通称ホ
リネット又はHNW)と 名付けます。

四中ホリデーネットヮークは、当面は休日の地域の子どもの活動

点としますが、その本旨は「地域で育てる親と子」の目的のもとに

ネットヮークづくりをも視点に据えて、さまざまな活動を創造してく

(ボ ランティァゃその他の活動)の受け皿づくりを重

「地域にある学校」の特色を活かし、大人自身の地域

ことにあります。

し
≪鉤餞勒≫

・家族や地域の人々ととともに自己啓発に励む機会をより多く作ります。
O自主性や自発性を尊重し、ボランティア活動や地域スポーツ活動などを取り入れます。
・地域の一員として活躍し自覚と責任を学ぶ機会とします。

文
恣
邊
隕
鐵
魃
鼈
輻
鼈
輻

多摩湖日T管タ
ー
ブヽ|'1特‐‐|

智甲||→||||■|

「教育は学校で」という風潮が強い中で、地域主体の教育ネットワーク作りに学校の強いイニシアチ
域相互の理解や共感が進み連帯感が深まります。「四中ホリデーネットワーク」と「第四地区セーフテゴ

町内運動会ボランティア モザーク祭りの売り子さん 活発なHNW役員会
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1暮
です0「教育立て直しのために何とかしよう !」

1そ ット」は新しい時代の子どもを育む「地域の輪」

という人々を結集して連携の成果を積み上げる。学校と地

づくりの第一歩です。

・四中PTA地 域部
・化成小 PTA
O四 中教員
・回田図書館

・青少対地域部

・青少対地域部
・回田小PTA
・化成小教員
・北山児童館

・四中地域活動部

・廻田派出所
・北山小保護者の会
0回 田小教員
・民生児童委員

北山小教員

≡莉
「

て一アテ/― ネッ トパ トカー

保

華
醸
者

　

　

地
域
諸
団
体
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第四地区セーフティ…ネット (CS帥輔

不審者|二 よる児童・生徒への被害が頻発。東村山でもここ数年、同様の事件が多発して保護者の不安が広がっています。
今最も必要なことは子供の安全に積極的に立ち向かおうとしている人々の情報交換や共通理解と共通行動と考えます。
一番身近なこの第四地区で防犯安全に立ち向かう人々のネットヮーク作りを始めます。名称を「第四地区セーフテイーネ

ット_ 略髄 S_R~41と します。

事 務 肩

振‐議 :戚

その他の

'舌

動

● 不審者に対する活動として、上で紹介したセーフテイーネットパトカーでの地域巡回。
●登下校時によるPTA(教職員)及び地域諸団体の地域巡回。
●地域行事 (祭礼等)への参加、及び巡回。

四中PTA地 域部

地域巡回へ出発 l 活気溢れる情報交換

四中 (地域活動部 )

化成小 (生指主任)

藝轟小 (副1校1長)

北羹小 (墓rl校1長)

コンピニ ■ス|■パ■

ガソリンス|夕|ンド

イー鍼 /」 PヽTA

回日JヽPTA‐

1第
|四
地1区1青少対(地1域部)

主任児筆委員(民生委)

ふるさと歴史館

その1他(保育1国など)

警察
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①学校との連携にモチベーションの高い保護者や地域の方々が増えているが、さらに活動への参加の輪をどう増やし

ていくかが課題である。

②PTA組織は単年度構成のため活動の継続性が薄く、活動の引き継ぎも不十分である。このため連携推進の組織体制

作りと役員選出方法や人材育成機能をどう作り上げるかが課題である。
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しれて モ霙蓼藝 簑屹 咀苓軋瞼

1   1～ 5回

‐  50%
r】  良い
。に |  どちらかいえば良いは  70%

F‐  勇メ
に

~  76%

譴蟷彊瞼 蒻蠍蝙饒 趙蝙瞼炉

IHINIWIで 1学1校|と1地■  大いに

域の連■が深■■|♭
多
 4%|たと1思う|か,|■■■|

【連携授業に|ついて11‐  必要

卜
ど     要

1 需p
獣謝鍵だ¥奮『

>総 合学習|III::務

道徳……………20%
部活動………20%

い .Iイ こ貨 1́壬動している「地域教育ネットヮーク」は、
・
七 丁1_事によってはじめてその決意が伝わり家庭・地域との連携が組織化出来たものである。

_・.  .た |`ら 4年が経過し多くの方々が地域の子どもたち育む営みに参画してくれるようになった。
τ  ~一 言1午

|)に 当たって、「小さく産んで大きく育てる」ことを方針とした。

モニ ー:≡ ンが高く行動力のある方たちに集まってもらい、目的を明確にして理解をいただき行動

'  ニヒtt′ .⊃ ため |」 という共通目的で新しいことヘチャレンジした。

■`il「  ‐
1言:意識を高めていった。

~二
 rf「 を三し今、学校と家庭と地域で作る教育ネットヮークは広がり強固になってきている。

そヽ ■l ililIな 〒夕が
~ホ

リデーネットヮーク」や「第四地区セーフティーネット」である。これらは地
●  、一三:i]`上 とヽなり、「地域の子どもを育む」力強い地域組織へと変容している。学校には多くの
、一三二:菫

‐
、様々な学校支援の輪も広がっている。

li三 =:: 章i fil千 言i十 二も多くの「地域パワー」が参画してくれている。

l il:二 t■
~′

I註や触れあいの機会が濠1的 に増えた。

喜手t三 て::二iti葦 を広げ、地域の教育力を取り込んだ新しい教育の可能性に気づき、地域の方々と共に
|11三 1二 1、 ■しい教育に積極的に取り組むようになった。

いま東|す

=西
事|ま 、地域の活性化と学校自身の活性化を実現しつつあり、この「地域教育ネットワー

/ク _の 中で、新しヽヽ役割と機能が着実に成果を上げつつある事に、自信を得ている。そして今、学校自
身が

~地
域 |二 育てられる学校」として謙虚な姿勢を持ち続け、「地域で育まれる子」の実現を今後も目指

そうと決意しているcそ れは21世紀の新しい学校モデルに繋がると確信するからである。

アンケー ト調査結

0



編集後記

副校長 長 谷 川  修

束村山市教育委員会研究奨励校として平成16年度・平成17年度の 2年間、研究活動を進めてきました。生徒の

個性や能力をどう伸ばし、社会でたくましく生きる力を育むため、「地域でどう子どもたちを育てるのか」のテ

ーマに沿って地域での活動、授業での活動、保護者の活動に分かれ取り組んできました。この研究において子ど

もたちは、どんな場合でも何かを得ようと、何事にも積極的に取組み、地域で頑張ろうとする子どもが増えてき

たのではないかと思っています。それ故地域の人材との連携を深め、一緒に活動できる機会を充実させるよう取

組を深めていきます。

最後になりましたが、講師の皆様や教育委員会の皆様には、惜しみないご指導ご援助をいただきましたことに厚

くお礼申し上げます。また、地域の皆様や保護者の皆様には心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

瘍饂ξ巫鏃檄鼈ざり冬木魃

東村山市教育委員会教育長      小町 征弘先生

同    指導室長    倉田 朋保先生

同    指導主事     神山 直子先生

同             田回 克敏先生

同             関ロ ー也先生

0バネラー (研究発表)

吉田とし子   小山利加子   孝橋さえ子   田回 京子   ニノ宮 徹

瘍蒻疱蜃鰊 ●魃隷鍼% ◇研究推進委員

校 長  村上  浩  副校長 ◇長谷川 修

主 幹 ◇志賀 仙長  ◇山上 真哉

教 諭  大家 達生   木暮 高志  ◇西田 愛子   落合 基顕   木下理佐子   文倉 紀男

◇宮脇  睦   佐々木真知子  小俣 由成   佐藤 法子   堀  雅之   大石 信広

大津 員人   飢持  実   小林 悦子   堀口 郁雄   茂木たかよ   藤井  妙

都築 年男

養 護 ◇山本 玲子   野澤  豊   佐藤 京子

協力者  望月和三郎   石川 正行   清水 洋子   山下 章子   野澤 恵美   神田 裕史

谷口 麻奈美  泉  清彦   梶原 麻衣   茅野 美帆

青少年対策第四地区委員会  東京女子体育大学  ふるさと歴史館  ガーディアンエンジェルス

東村山消防署  災害ボランティア  第三保育園  東村山税務署  東村山青年会議所

東村山ボランティアセンター  ボランティア協会  その他

☆顆隆Ⅷ颯躁睫腑疱隋覺

大川 英昭  古川 泰子  荒井 俊夫  石川真理代  内野 吉久
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サ ン ツ ト

― 街 の 主 人 公 菫

「街Jは商店街を含めて、住居、学校、公共施設など産業、環境、福祉、教育、更には街

して行くことにより構成されるものであるこ

これからの街づくりは、街が抱える課題を総合的にとらえるととも:こインキュベーター的な

とは異なる「人」を中心とした歩いて暮せる街づくりを開 辺軸 自環境として確立して律

た福社の街づくりとして、ユニバーサルデザインを進めるべきである。

「連帯=結 (ゆい)の文化」

街づくりには、為の文化=連帯が必要不可欠である。これから:ま行政主導のみでなく、

きには新たな負担を背負ってでも自ら街をつくって行くという意識が大切であること|ま、日|

広域的な見方をすることなく、地域密着聾 .M。 0.として住民の身近な地域で、歩いて1

mのユックリズムの歩いて暮らせる街づくりである。その為には、バリアフリーを促進し、書

メリアフリーの街づ≦りとして、大変素晴らしいシステムを展開しているfllをご紹介したし

者が、単に福祉のサービスの受:す手としてで:まなく、地域に生きる一員として自立し、社:

申し上iずている結の文化=連帯そのものであり、思わず膝を打つた.行政が主導し、地南

センター、病医院、商店街と組んで積極的に独自性のある 〃サンツモビリティニ〃に出来

現在提案している駅前広場には深井戸(120m)を掘り、健康飲料水の長生泉として、まプ

実益を兼ねた楽しい構想として密かにアイデアを温めている。

今必要とされているのは、単なる商店街の活性化ではなく、住民を主役とした地域との1

のアイデア:ま限りない…。

今雰る旗職鮮明
街の主人公は住民であることを第一義とし、商店街:ま、地域の活力を生み出す原動力

常者との区Eljなく、歩いて暮らせる人に優しい街づくりを究極の目的とすること、これがサ

商店街ならびに応援して下さる関係者の皆様にご理解頂き、これからが正に勝負の時
‐

※1 79年に英国で誕亀 地方自治体が主導し,地域の企業や住民から資金援助や寄付を受けて,電

や病院などと組んで歩行が困難な市民に自立移動の手助けをする。網iの施設のバリアフリー化郡
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め歴史への配慮に至る全てにわたつて、街を取り巻き関係するもの相互が連帯し、解決

対応が必要となる。それらの関係の中でサンツ中村橋は、施設開発中心の大規模開発

lぅと考えている.今後の高齢化社会をふまえ、地域の身障者センター等との調和のとれ

地域の住民が自分の住んでいる街をどのようにしていくのか、自らの課題として考え、と

卜の中世以降の歴史におい‐ 謎 れている。その為に:ま、練馬区を一つの単位として

〒動できる範囲を単位とした街づくりを考えるべきである.お年寄りなら、5分歩けば300

上の街づくり条fllのモデル商店街としての指定を是非とも受tすたいと考えている。

※1

、英国キングストン市およびサツトン市のショップモビリテイーがそれだ。身障者や高齢

電性を高めている。これ:ま、正に英国のCo―OnVJeal(公共の福社)であり、私の提唱

IのNPOを含め企業や住民からの資金援助を受けて行う電動移動機を購入し、身障者

ヒら素晴らしい解 うと考えている。

.災害用飲料水確保として実用化してゆぐ封Ь(1696年通水の千川上水とのもながりで、

ヨ和を保らた街づくりである。住む人に愛される街、帰属意識が高められる街をつくる為

:して自立し、支え合うために、視覚、聴覚はじめ様有な障害を持つ方々と共に語り、健

ノッ中村橋の「羅Jの姿である。

あることを強く認識し、気概凛凛としてサンツ中村橋の勝ち残りを誓いたい。

平成 12年 4月 1澤

サンツ中村橋商店街振興組合

理事長 りil国 利夫

移動機器を購入し商店

菫する役割も担つている。
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